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このマニュアルについて

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法について説明

します。また、関連マニュアルを入手する方法についても説明します。

次のトピックについて取り上げます。

• 目的（P.xix）

• 対象読者（P.xx）

• マニュアルの構成（P.xx）

• 関連マニュアル（P.xxii）

• 表記法（P.xxiii）

• 技術情報の入手方法（P.xxv）

• テクニカル サポート（P.xxvii）

• その他の資料および情報の入手方法（P.xxx）

目的

『Bulk Administration Tool ユーザ ガイド』では、Bulk Administrative Tool（BAT）
の使用方法について説明します。
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対象読者

本書は、Cisco CallManager システムの管理を担当するネットワーク管理者または
技術者を対象にしています。BAT の管理には、テレフォニーおよび IP ネット
ワーキング技術に関する知識も必要となります。

マニュアルの構成

表 1 に、このマニュアルの構成を示します。

表 1 BAT Tool ユーザ ガイドの構成

章番号 説明

第 1 章「Bulk Administration Tool
（BAT）の概要」

BAT（Bulk Administration Tool）の概要について説明します。

第 2 章「BAT アプリケーションの
インストール」

BAT および TAPS（Tools for Auto-Registered Phone Support）のイ
ンストール、アップグレード、およびアンインストールの手順に

ついて説明します。

第 3 章「電話機、および IP テレフォ
ニー デバイスの一括処理」

電話機、電話機とユーザ、CTI（computer telephony integration）
ポート、および、CTI ポートとユーザを、個別に追加するのでは
なく、一括して追加する方法を説明します。また、回線や電話

サービス、短縮ダイヤルを追加または更新する方法、電話機を更

新および削除する方法についても説明します。

第 4 章「ユーザの一括処理」 複数のユーザを一括して追加、更新、削除する方法を説明します。

第 5 章「Cisco IP Manager Assistant
の使用方法」

Manager Assistant Association を追加、更新、削除する方法を説明
します。

第 6 章「ユーザ デバイス プロファ
イルの一括処理」

ユーザ デバイス プロファイルを追加、更新、削除する方法を説
明します。

第 7 章「ゲートウェイとポートの一
括処理」

Cisco VG200 ゲートウェイとポートを追加、更新、または削除す
る方法、Cisco Catalyst 6000 アナログ インターフェイス モジュー
ル用の FXS（Foreign Exchange Station）ポートを追加または削除
する方法を説明します。また、FXS ポートで使用するための
Gateway Directory Number テンプレートを作成する方法も説明し
ます。
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このマニュアルについて

マニュアルの構成

第 8 章「Client Matter Codes と 
Forced Authorization Codes の一括処
理」

Client Matter Codes と Forced Authorization Codes を追加、更新、削
除する方法を説明します。

第 9 章「コール ピックアップ グ
ループの使用方法」

コール ピックアップ グループを追加、更新、削除する方法を説
明します。

第 10 章「エクスポート ユーティリ
ティの使用方法」

エクスポート ユーティリティの使用方法を説明します。

第 11 章「レポートの生成」 レポートの生成方法と使用方法を説明します。

第 12 章「Tool for Auto-Registered 
Phones Support の使用方法」

TAPS のインストール方法や設定方法、使用方法を説明します。

第 13 章「BAT および TAPS のトラ
ブルシューティング」

バルク トランザクション用のログ ファイルの一般的なシナリオ
について説明し、BAT または TAPS の使用時に表示される可能
性がある各種エラーメッセージの説明と解決方法を記述します。

付録 A「テキストベースの CSV 
ファイル」

バルク トランザクション用のデバイスやユーザについてテキス
トベースのファイルを作成する方法を説明します。また、さまざ

まなシナリオにおけるファイル形式の例も示します。

表 1 BAT Tool ユーザ ガイドの構成 （続き）
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関連マニュアル

Cisco IPテレフォニー関連のアプリケーションと製品の詳細は、次の資料を参照
してください。

• Cisco CallManagerアドミニストレーション ガイド

• Cisco CallManagerシステム ガイド

• Cisco CallManager Release 4.1(3) 以降の Release Notes

• Cisco CallManager Release 4.1(3) インストレーション ガイド

• Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド

• Cisco CallManager Serviceability システム ガイド

• Cisco CallManager セキュリティ ガイド

• Hardware Configuration Guide for the Cisco VG200

• Cisco VG200 ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway ソフトウェア コンフィギュレーション ガ
イド

• Cisco IP Phone アドミニストレーション ガイド for Cisco CallManager

• Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド

• Cisco CallManager トラブルシューティング ガイド

• Cisco IP Manager Assistant ユーザ ガイド
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表記法

表記法

このマニュアルは、次の表記法を使用しています。

（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」を表しています。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを

紹介しています。

ワンポイント アドバイスでは、次の表記法を使用しています。

ワンポイント・アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮

できます。

表記法 説明

太字 コマンドおよびキーワードは、太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体 で示し
ています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後には

引用符を使用しません。引用符を使用すると、その引

用符も含めてストリングとみなされます。

screen フォント 端末セッションおよびシステム情報の表示出力には、

screen フォントを使用します。

太字の screen フォント ユーザが入力しなければならない情報は、太字の
screen フォントで示しています。
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ヒントでは、次の表記法を使用しています。

ヒント 便利なヒントです。

注意は、次のように表しています。

注意 「注意」が必要であることを意味します。機器の損傷またはデータ損失を予防す

るための注意事項が記述されています。

警告は、次の表記法を使用しています。

警告 「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。

機器の作業を行うときは、電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分

注意してください。
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このマニュアルについて

技術情報の入手方法

技術情報の入手方法

シスコの製品マニュアルやその他の資料は、Cisco.com でご利用いただけます。
また、テクニカル サポートおよびその他のリソースを、さまざまな方法で入手
することができます。ここでは、シスコ製品に関する技術情報を入手する方法に

ついて説明します。

Cisco.com

マニュアルの最新版は、次の URL で参照できます。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com

各国のシスコ Web サイトには、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

シスコ製品の最新資料の日本語版は、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp

マニュアルの発注方法（英語版）

英文マニュアルの発注方法については、次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm

シスコ製品の英文マニュアルは、次の方法で発注できます。

• Cisco.com（Cisco Direct Customers）に登録されている場合、Ordering Tool か
らシスコ製品の英文マニュアルを発注できます。次の URL にアクセスして
ください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/index.shtml

• Cisco.com に登録されていない場合、製品を購入された代理店へお問い合せ
ください。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm
http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/index.shtml
http://www.cisco.com/jp
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シスコシステムズマニュアルセンター

シスコシステムズマニュアルセンターでは、シスコ製品の日本語マニュアルの最

新版を PDF 形式で公開しています。また、日本語マニュアル、および日本語マ
ニュアル CD-ROM もオンラインで発注可能です。ご希望の方は、次の URL にア
クセスしてください。

http://www2.hipri.com/cisco/

また、シスコシステムズマニュアルセンターでは、日本語マニュアル中の誤記、

誤植に関するコメントをお受けしています。次の URL の「製品マニュアル内容
不良報告」をクリックすると、コメント入力画面が表示されます。

http://www2.hipri.com/cisco/

なお、技術内容に関するお問い合せは、この Web サイトではお受けできません
ので、製品を購入された各代理店へお問い合せください。

http://www2.hipri.com/cisco/
http://www2.hipri.com/cisco/
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このマニュアルについて

テクニカル サポート

テクニカル サポート
シスコと正式なサービス契約を交わしているすべてのお客様、パートナー、およ

び代理店は、Cisco Technical Support で 24 時間テクニカル サポートを利用するこ
とができます。Cisco.com の Cisco Technical Support Web サイトでは、多数のサ
ポート リソースをオンラインで提供しています。また、Cisco Technical Assistance
Center（TAC）のエンジニアが電話でのサポートにも対応します。シスコと正式
なサービス契約を交わしていない場合は、代理店にお問い合せください。

Cisco Technical Support Web サイト

Cisco Technical Support Web サイトでは、シスコ製品やシスコの技術に関するト
ラブルシューティングにお役立ていただけるように、オンラインでマニュアルや

ツールを提供しています。この Web サイトは、24 時間 365 日、いつでも利用可
能です。URL は次のとおりです。

http://www.cisco.com/techsupport

Cisco Technical Support Web サイトのツールにアクセスするには、Cisco.com の
ユーザ ID とパスワードが必要です。サービス契約が有効で、ユーザ ID またはパ
スワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続きを行っ
てください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

http://www.cisco.com/techsupport
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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Japan TAC Web サイト

Japan TAC Web サイトでは、利用頻度の高い TAC Web サイト
（http://www.cisco.com/tac）のドキュメントを日本語で提供しています。Japan TAC

Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan
TAC Web サイトのドキュメントにアクセスできます。Japan TAC Web サイトに
アクセスするには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。ログイン
ID とパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続き
を行ってください。

http://www.cisco.com/jp/register

サービス リクエストの発行

オンラインの TAC Service Request Tool を使用すると、S3 と S4 のサービス リク
エストを短時間でオープンできます（S3：ネットワークに軽微な障害が発生し
た、S4：製品情報が必要である）。状況を入力すると、その状況を解決するため
の推奨手段が自動的に検索されます。これらの推奨手段で問題を解決できない場

合は、Cisco TAC のエンジニアが対応します。TAC Service Request Tool には、次
の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

S1 または S2 のサービス リクエストの場合、またはインターネットにアクセスで
きない場合は、Cisco TAC に電話でお問い合せください（S1：ネットワークがダ
ウンした、S2：ネットワークの機能が著しく低下した）。S1 および S2 のサービ
ス リクエストには、Cisco TAC のエンジニアがすぐに割り当てられ、業務を円滑
に継続できるようサポートします。

Cisco TAC の連絡先については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/techsupport/contacts

http://www.cisco.com/tac
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/techsupport/contacts
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/jp/register
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このマニュアルについて

テクニカル サポート

サービス リクエストのシビラティの定義

シスコでは、報告されるサービス リクエストを標準化するために、シビラティ
を定義しています。

シビラティ 1（S1）：ネットワークが「ダウン」した状態か、業務に致命的な損
害が発生した場合。お客様およびシスコが、24 時間体制でこの問題を解決する
必要があると判断した場合。 

シビラティ 2（S2）：既存のネットワーク動作が著しく低下したか、シスコ製品
が十分に機能しないため、業務に重大な影響を及ぼした場合。お客様およびシス

コが、通常の業務中の全時間を費やして、この問題を解決する必要があると判断

した場合。

シビラティ 3（S3）：ネットワークの動作パフォーマンスが低下しているが、ほ
とんどの業務運用は継続できる場合。お客様およびシスコが、業務時間中にサー

ビスを十分なレベルにまで復旧させる必要があると判断した場合。

シビラティ 4（S4）：シスコ製品の機能、インストレーション、コンフィギュレー
ションについて、情報または支援が必要な場合。業務の運用には、ほとんど影響

がありません。

http://www.cisco.com/techsupport/contacts
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その他の資料および情報の入手方法

シスコの製品、テクノロジー、およびネットワーク ソリューションに関する情
報について、さまざまな資料をオンラインおよび印刷物で入手できます。

• Cisco Marketplace では、シスコの書籍やリファレンス ガイド、ロゴ製品を数
多く提供しています。購入を希望される場合は、次の URL にアクセスして
ください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/
• 『Cisco Product Catalog』には、シスコシステムズが提供するネットワーキン
グ製品のほか、発注方法やカスタマー サポート サービスについての情報が
記載されています。『Cisco Product Catalog』には、次の URL からアクセスし
てください。

http://cisco.com/univercd/cc/td/doc/pcat/

• Cisco Press では、ネットワーキング全般、トレーニング、および認定資格に
関する書籍を広範囲にわたって出版しています。これらの出版物は、初級者

にも上級者にも役立ちます。Cisco Press の最新の出版物やその他の情報を調
べるには、次の URL から Cisco Press にアクセスしてください。

http://www.ciscopress.com
• 『Packet』はシスコシステムズが発行する技術者向けの雑誌で、インターネッ
トやネットワークへの投資を最大限に活用するために役立ちます。本誌は季

刊誌として発行され、業界の最先端トレンド、最新テクノロジー、シスコ製

品やソリューション情報が記載されています。また、ネットワーク構成およ

びトラブルシューティングに関するヒント、コンフィギュレーション例、カ

スタマー ケース スタディ、認定情報とトレーニング情報、および充実した
オンライン サービスへのリンクの内容が含まれます。『Packet』には、次の
URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/packet

日本語版『Packet』は、米国版『Packet』と日本版のオリジナル記事で構成
されています。日本語版『Packet』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet/

http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://cisco.com/univercd/cc/td/doc/pcat/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco.com/packet
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet/
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• 『iQ Magazine』はシスコシステムズの季刊誌で、成長企業が収益を上げ、業
務を効率化し、サービスを拡大するためには技術をどのように利用したらよ

いかを学べるように構成されています。本誌では、実例とビジネス戦略を挙

げて、成長企業が直面する問題とそれを解決するための技術を紹介し、読者

が技術への投資に関して適切な決定を下せるよう配慮しています。『iQ
Magazine』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/iqmagazine
• 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、
開発、運用を担当するエンジニア向けに、シスコが発行する季刊誌です。

『Internet Protocol Journal』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/ipj
• シスコは、国際的なレベルのネットワーク関連トレーニングを実施していま
す。最新情報については、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html

http://www.cisco.com/go/iqmagazine
http://www.cisco.com/ipj
http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet/
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1
Bulk Administration Tool
（BAT）の概要

Bulk Administration Tool（BAT）は、Web ベースのアプリケーションで、Cisco

CallManager データベースに対してバルク トランザクションを実行します。同種

の電話機、ユーザ、およびポートを多数一括で追加、更新、または削除すること

ができます。今まで、Cisco CallManager Administration では、データベース トラ

ンザクションを個々に手作業で処理する必要がありましたが、BAT を使用する

と、プロセスを自動化し、追加、更新、および削除の操作をはるかに高速に処理

できるようになります。 

BAT で処理できるデバイスとレコードのタイプは、次のとおりです。

• Cisco IP Phone、たとえば Voice Gateway Chalice（VGC）電話機、Computer 
Telephony Interface（CTI）ポート、および H.323 クライアントの追加、更新、
および削除

• ユーザの追加、更新、および削除

• ユーザ デバイス プロファイルの追加、更新、および削除

• Cisco IP Manager Assistant（IPMA）マネージャおよびアシスタントの追加、
更新、および削除

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール上のポートの
追加、更新、および削除

• Cisco VG200 アナログ ゲートウェイおよびポートの追加、および削除

• Forced Authorization Codes コードの追加、および削除

• Client Matter Codes の追加、および削除
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• コール ピックアップ グループの追加または削除

デバイスは、ユーザ情報と組み合せて処理することも可能です。たとえば、CTI

ポートおよびユーザを追加する場合、BAT の「Enable CTI Application Use」を選

択して、CTI ポートを必要とするアプリケーション、たとえば Cisco IP SoftPhone

を使用するユーザを短時間で追加できます。

BAT のオプション コンポーネントである Tool for Auto-Registered Phones Support

（TAPS）を使用すると、大型システムの管理に伴う手作業がさらに減少します。

たとえば、新しい電話機を大量に追加する必要がある場合、BAT を使用すれば、

ダミーのメディア アクセス制御（MAC）アドレスを持つデバイスを追加するこ

とで、MAC アドレスを 1 つずつデータ入力ファイルに入力しなくて済みます。

電話機をインストールしたら、電話機のユーザまたは管理者は、TAPS 電話番号

にダイヤルしていくつかの音声プロンプトに従うだけで、電話機に適切なユーザ

デバイス プロファイルをダウンロードできます。TAPS ツールの詳細について

は、第 12 章「Tool for Auto-Registered Phones Support の使用方法」を参照してく

ださい。

次のトピックでは、BAT の使用方法について説明します。

• BAT データ入力ファイル（P.1-3）

• BAT 設定プロセス（P.1-4）

• BAT アプリケーションの使用方法（P.1-19）
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第 1章      Bulk Administration Tool（BAT）の概要
BAT データ入力ファイル

BAT データ入力ファイル
すべてのデバイスには、個々のアトリビュート、設定、情報フィールドが数多く

あり、それらの設定によってデバイスはネットワークで正しく動作し、テレフォ

ニー機能を提供します。アトリビュートと設定には、多くのデバイスに共通して

いるものもあれば、電話番号のように特定のユーザやデバイスで固有の値をとる

ものもあります。BAT データ入力ファイルの内容をできるだけ圧縮するため、

BAT は、共通のデバイス設定に対してテンプレートを使用します。

Cisco CallManager データベースに対するバルク設定トランザクションでは、2 つ

のコンポーネント、つまり、デバイス タイプに対するテンプレートと、コンマ

区切り値（CSV）形式のデータ ファイルが BAT プロセスによって使用されます。

CSV 形式のデータ ファイルには、新しいデバイスを設定するため、またはデー

タベース内の既存のレコードを更新するために使用する固有の値を定義します。

CSV データ ファイルは、デバイス テンプレートと連携して動作します。

たとえば、Cisco IP Phone グループ用のバルク トランザクションを作成する場合、

各電話機に固有な情報、たとえば電話番号や MAC アドレスを記載した CSV デー

タ ファイルを設定します。さらに、トランザクション内のすべての電話機に共

通の設定を記載した BAT テンプレート、たとえば Cisco IP Phone 7960 テンプ

レートを設定または選択します。

関連項目

• BAT 設定プロセス（P.1-4）

• BAT テンプレートの使用方法（P.1-6）

• CSV データ ファイルの処理（P.1-7）
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BAT 設定プロセス
BAT は、複数のステップから成るプロセスを使用して、バルク設定トランザク

ションを準備します。BAT が提供するウィザード インターフェイスを使用して、

設定タスクを順に処理することができます。BAT プロセスには、次のタスクが

含まれています。

1. データ入力用のテンプレートを設定する。

2. CSV データ ファイルの形式を定義する。

3. バルク トランザクションにおける各デバイス用データを収集する。

4. Cisco CallManager データベースを使用してデータ入力ファイルを確認する。

5. Cisco CallManager データベースにデバイスを挿入する。 

BAT ウィザードの使用方法

BAT ウィザードは、すべての BAT タスクについて、ステップごとに処理します。

BAT を起動すると、メイン ウィンドウが現れ、上部に次のメニュー オプション

が表示されます。

• Configure

• Applications

• Help

Configure メニューでは、次のデバイス オプションまたは設定オプションのいず

れかを選択して、ウィザード ウィンドウにアクセスします。

• Phones

• Users

• Manager/Assistants

• User Device Profiles

• Gateways

• Forced Authorization Codes

• Client Matter Codes

• Pickup Group

• TAPS（インストールされている場合のみ）
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第 1章      Bulk Administration Tool（BAT）の概要
BAT 設定プロセス

デバイス オプションまたは設定オプションを選択すると、ウィザードには、そ

のオプションに特有の設定タスクのリストが表示されます。たとえば、Phones を

選択すると、次のタスクのリストが表示されます。

• Insert Phones：新しい電話機を追加します。

• Update Phones：既存の電話機を見つけて修正します。

• Delete Phones：電話機を見つけて削除します。

• Export Phones：特定の電話機レコードまたはすべての電話機レコードを見つ
けてエクスポートします。 

• Update Lines：既存の電話機の回線を見つけて修正します。

• Add Lines：既存の電話機に新しい回線を追加します。

• Reset/Restart Phones：電話機を見つけてリセットまたは再起動します。

• Insert Phones with Users：新しい電話機およびユーザを追加します。

• Generate Phone Reports：電話機に関するカスタマイズされたレポートを生成
します。 

• CAPF Configuration：既存の CAPF 設定を検索し、修正または削除します。

設定タスクを選択すると、ウィザードには、そのタスクに特有のステップのリス

トが表示されます。たとえば、Insert Phones タスクを選択した場合、次のステッ

プが表示されます。

ステップ 1：既存の電話機テンプレートを追加、表示、または修正します。

ステップ 2：CSV データ ファイルを作成します。

ステップ 3：電話機レコードを確認します。 

ステップ 4：電話機を挿入します。

タスク リストからステップを選択すると、設定ウィンドウ、たとえば Phone 

Template Configuration ウィンドウが表示されます。設定ウィンドウには、テンプ

レートを定義するための入力フィールドがあります。

関連項目

• BAT テンプレートの使用方法（P.1-6）

• CSV データ ファイルの処理（P.1-7）

• BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法（P.1-13）

• BAT データ入力ファイルの確認（P.1-16）
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• BAT データ入力ファイルの挿入（P.1-17）

BAT テンプレートの使用方法

BAT 設定プロセスの最初のタスクでは、設定するデバイス用のテンプレートを

設定します。追加または修正する電話機またはデバイスのタイプを指定し、次

に、バルク トランザクション内のすべての電話機またはデバイスに共通の機能

を記載した BAT テンプレートを作成します。

BAT テンプレートを作成できるデバイス オプションのタイプは、次のとおりで

す。

• 電話機：すべての Cisco IP Phone モデル、Cisco ATA 186、Cisco VGC 電話機、
CTI ポート、および H.323 クライアント

• ゲートウェイ：Cisco VG200、および Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ イン
ターフェイス モジュール用のポート

• ユーザ デバイス プロファイル：Cisco IP Phone 7900 シリーズおよび Cisco
SoftPhone

バルク トランザクションにおいてすべてのデバイスに共通のテンプレート

フィールドに値を指定して、BAT テンプレートを定義します。BAT テンプレー

ト フィールドに必要な値は、Cisco CallManager Administration でデバイスを追加

するときに入力する値とほぼ同じです。 

BAT テンプレートを作成する前に、デバイス プール、ロケーション、コール検

索スペース（コーリング サーチ スペース）、ボタン テンプレート、ソフトキー

テンプレートなどの設定値が、Cisco CallManager Administration に設定されてい

ることを確認してください。BAT を使用して、Cisco CallManager Administration

の新しい設定やボタン テンプレートを作成することはできません。

BAT テンプレートを作成したら、名前を付けて保存します。設定プロセスの後

の部分で、このテンプレート名に CSV データ ファイルを関連付けます。テンプ

レートはシステムに保存されるので、今後のバルク トランザクションでこれら

のテンプレートを再利用できます。たとえば、特定のボタン テンプレートとコー

ル検索スペースを使用して Cisco IP Phone 7960 用テンプレートを設定した後で、

違うボタン テンプレートを使用してエクステンション モビリティ機能が有効に

なっている別の Cisco IP Phone 7960 用テンプレートを設定できます。同じ設定を

持つ多数の電話機を追加する必要があるときに、既存の BAT テンプレートを再

利用できます。
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第 1章      Bulk Administration Tool（BAT）の概要
BAT 設定プロセス

マスター電話機テンプレート

複数の回線を持つ電話機のグループを追加する場合、複数の回線を備え、特定の

電話機モデルに広く使用される値を持つマスター電話機テンプレートを作成し

ます。マスター テンプレートを使用すると、マスター電話機テンプレートの回

線数を上限として、異なる数の回線を持つ複数の電話機を追加できます。たとえ

ば、8 回線を持つ Cisco IP Phone 7960 用のマスター電話機テンプレートを作成す

るとします。このテンプレートを使用すると、1 回線または 2 回線から最大で 8

回線を持つ電話機を追加できます。

関連項目

• CSV データ ファイルの処理（P.1-7）

• BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法（P.1-13）

• BAT データ入力ファイルの確認（P.1-16）

• BAT データ入力ファイルの挿入（P.1-17）

CSV データ ファイルの処理

CSV データ ファイルには、各デバイスに固有な設定や情報、たとえば、電話番

号、MAC アドレス、および説明が含まれています。CSV データ ファイル内のす

べての電話機とデバイスが、同じ電話機モデルとデバイス モデルであることと、

BAT テンプレートと一致していることを確認してください。CSV データ ファイ

ルには、BAT テンプレートの値の一部を複写できます。CSV データ ファイル内

で値を設定すると、BAT テンプレートで設定されている値は上書きされます。こ

の上書き機能によって、特殊な設定が可能になります。 

テンプレート値の上書きの例

バルク トランザクション内の大部分の電話機を、ボイス メッセージ システムに

リダイレクトする場合、Call Forward Busy (Internal/External) (CFB) フィールドお

よび Call Forward No Answer (Internal/External) (CFNA) フィールドにボイス メッ

セージ番号を設定します。しかし、バルク トランザクション内の一部の電話機

を、ボイス メッセージ システムではなく秘書にリダイレクトする場合は、CSV

データ ファイル内の CFB フィールドおよび CFNA フィールドに、秘書の電話番

号を指定できます。このように設定することによって、大部分の電話機は、BAT

電話機テンプレートから CFB および CFNA の値を使用しますが、一部の電話機

は、CSV データ ファイルに指定されている秘書の電話番号を使用します。
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電話機用の CSV データ ファイルには、複数の電話番号が含まれる場合がありま

す。CSV データ ファイルに入力する電話番号の数は、BAT 電話機テンプレート

で設定されている回線数を超えることはできません。回線数が設定値を超える

と、エラーが発生します。

次のトピックでは、CSV データ ファイルのタイプについて説明します。

• 新しいデバイスの追加用の CSV データ ファイル（P.1-8）

• 既存デバイスの更新用の CSV データ ファイル（P.1-9）

• CSV データ ファイルのファイル形式のカスタマイズ（P.1-10）

新しいデバイスの追加用の CSV データ ファイル

システムに新しいデバイスを追加する場合、BAT 専用に設計された Microsoft

Excel スプレッドシートを使用できます。BAT スプレッドシートには、次に挙げ

る便利な機能があります。

• 異なるデバイス用のマクロを含むデータ ファイル テンプレート

• カスタマイズされたファイル形式定義

• 複数の電話回線のサポート

• エラー チェックの記録

• CSV 形式へのファイル変換

新しいレコードを作成する場合、BAT.xlt という名前の BAT スプレッドシートを

使用します。このスプレッドシートを使用すると、CSV 形式にエクスポートす

るときにデータが自動的に確認されます。BAT スプレッドシートの使用方法の

詳細については、P.1-13の「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方

法」を参照してください。

CSV 形式のファイルの処理に精通している BAT ユーザであれば、テキスト エ

ディタを使用して、デバイス挿入タスク ウィンドウに用意されているサンプル

テキスト ファイルに準じて CSV データ ファイルを作成できます。テキストベー

スの CSV データ ファイルの詳細については、付録 A「テキストベースの CSV

ファイル」を参照してください。

関連項目

• 既存デバイスの更新用の CSV データ ファイル（P.1-9）

• CSV データ ファイルのファイル形式のカスタマイズ（P.1-10）
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既存デバイスの更新用の CSV データ ファイル

既存の電話機とデバイスを修正または更新するには、これらのデバイスのレコー

ドを検索する必要があります。BAT では、2 つの方法で電話機、ゲートウェイ、

およびデバイス プロファイルを検索できます。つまり、カスタマイズされたク

エリーを使用する方法とカスタム ファイルを使用する方法です。

カスタマイズされたクエリー

BAT には、クエリー基準を定義するためのウィンドウがあります。特定のデバ

イス モデルを選択するか、デバイス詳細のリストと回線詳細のリストから検索

基準を選択します。両方を選択することも可能です。特定のデバイス モデル、た

とえば Cisco IP Phone 7912 のすべてのデバイスを検索する場合は、モデルは選択

しますが、他の検索基準は追加しません。この処理によって、データベースに設

定されている Cisco IP Phones 7912 すべてのレコードを取得できます。

カスタム ファイル

クエリーで使用できる共通のアトリビュートがない場合は、BAT が提供するカ

スタム ファイル オプションを使用します。カスタム ファイルには、デバイス名

または電話番号が記載されています。カスタム テキスト ファイルを作成すると

きは、それぞれのレコードを別々の行に記述します。検索を実行すると、基準に

一致するレコードをすべて取得できます。

エクスポート ファイル

電話機のグループを移動する必要がある場合は、エクスポート ユーティリティ

を使用します。エクスポート ユーティリティを使用すると、Cisco CallManager

データベース内の既存レコードを抽出し、CSV データ ファイルに移動できます。

電話機を移動するときは、Export Phones with the All Phone Details オプションを使

用します。このオプションを使用すると、電話機に関連する情報（デバイス ア

トリビュート、回線アトリビュート、サービスなど）をすべて持つレコードを含

むエクスポート ファイルが生成されます。同じような回線設定を持つ電話機が

複数ある場合、テンプレートを使用すれば、特定の詳細情報を持つ電話機レコー

ドをエクスポートすることもできます。エクスポート ユーティリティを使用し

たデバイスの更新の詳細については、P.10-2の「Cisco CallManager サーバから別

の Cisco CallManager サーバへのレコードの移動」を参照してください。
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関連項目

• 新しいデバイスの追加用の CSV データ ファイル（P.1-8）

• CSV データ ファイルのファイル形式のカスタマイズ（P.1-10）

CSV データ ファイルのファイル形式のカスタマイズ

CSV データ ファイルには、デバイス アトリビュートを表す文字列と、コンマ区

切り値（CSV）形式で記述された情報が格納されています。Cisco CallManager

データベースにデータ レコードを挿入する場合は、各データ ファイルが CSV 形

式であることを確認してください。以前のリリースの BAT では、CSV ファイル

の形式は決まっており、次の 2 つのオプションがありました。

• Default format：各デバイスに対して制限された固定数のアトリビュートと設
定を持つ CSV ファイル

• All details format：エクスポート ユーティリティにより作成され、各デバイ
スのアトリビュートと設定すべてを持つ CSV ファイル

CSV データ ファイルの最初の行には、ファイル形式、つまり、CSV ファイルに

含まれている各フィールドの名前が表示されます。このファイル形式情報を利用

すると、CSV データ ファイル内の特定のフィールドのエントリを簡単に見つけ

ることができます。たとえば、次に示す CSV ファイルの例では、USER ID はヘッ

ダー内の 5 番目のフィールドを表しており、電話機に対応した CSV ファイルで

は、5 番目のフィールドは「johns」になっています。

デフォルトのファイル形式の CSV データ ファイルの例
NUMBER OF LINES,MAC ADDRESS,DESCRIPTION,LOCATION,USER ID,DIRECTORY 
NUMBER,DISPLAY,LINE TEXT LABEL,FORWARD BUSY EXTERNAL,FORWARD NO ANSWER 
EXTERNAL,FORWARD NO COVERAGE EXTERNAL,FORWARD BUSY INTERNAL,FORWARD NO 
ANSWER INTERNAL,FORWARD NO COVERAGE INTERNAL,CALL PICKUP GROUP,SPEED 
DIAL NUMBER, SPEED DIAL LABEL

1,1231123245AB,SEP1231123245AB,Dallas,johns,9728437154,9728437154,Mike
,9728437172,9728437196,9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,Mar
keting,1230000000,Helpdesk
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このリリースでは、File Format Configuration ウィンドウを使用して、CSV データ

ファイルのファイル形式をカスタマイズできるようになりました。BAT テンプ

レートに含まれているアトリビュートを、独自のファイル形式に追加できます。

この機能を使用すると、テンプレートのエントリを、デバイス用の特定のアトリ

ビュート値で上書きできます。たとえば、独自のファイル形式のルート パーティ

ション アトリビュートを選択し、電話機ごとに、異なるパーティションを CSV

データ ファイルに入力することができます。

このウィンドウでは、Device フィールドと Line フィールドから特定のアトリ

ビュートを選択できます。

次のデバイス アトリビュートは、すべてのファイル形式に必ず含まれます。

• Number of Lines

• MAC Address

• Description

（注） すべての電話機 CSV データ ファイルで、Number of Lines が最初の項目になって
いることを確認してください。

File Format Configuration ダイアログボックスでは、Device Field ボックスでデバ

イス アトリビュートを簡単に選択できます。矢印をクリックすると、そのアト

リビュートを Selected Device Field ボックスに移動できます。Ctrl キーを押したま

ま選択すると、複数のアトリビュートを同時に選択できます。

ファイル形式内のデバイス アトリビュート フィールドと回線アトリビュート

フィールドの順序は、上向き矢印と下向き矢印を使用して変更できます。アトリ

ビュートを選択した後に、上向き矢印をクリックすると、その項目は前方に移動

し、下向き矢印をクリックすると、その項目は後方に移動します。回線アトリ

ビュートをデバイス アトリビュートより前に移動したり、短縮ダイヤルの順序

を変更したりすることはできません。
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ヒント CSV ファイル形式は、別のデータベースに格納されている従業員の電話機情報
の配列に合うようにカスタマイズすることもできます。この方法を利用すると、

会社のデータベースと Cisco CallManager データベースとの間でデータを簡単に
エクスポートできます。

カスタマイズされたファイル形式の CSV データ ファイルの例

Device フィールド：MAC Address、Description、Device Pool、Calling Search Space

Line フィールド：Directory number、Partition、Line Text Label（ファイル内では

電話番号の後に移動）

File Format には、短縮ダイヤルのコードは含まれません。Include Speed Dials in

the CSV Format チェックボックスをオンにすると、短縮ダイヤルを選択すること

ができます。

NUMBER OF LINES,MAC ADDRESS,DESCRIPTION,DEVICE POOL,CSS,DIRECTORY 
NUMBER,LINE TEXT LABEL,PARTITION,
1,2234900AEF01,SEP2234900AEF01,DP_1,CSS_Restricted,
9725098827,Lobby Phone,Part1

ファイル形式と CSV データ ファイルの関連付け

テキスト エディタを使用して CSV データ ファイルを作成する場合、最初に、カ

スタマイズされたファイル形式を作成し、そのファイル形式で指定した順序で値

を入力することができます。カスタマイズされたファイル形式のテキストベース

の CSV データ ファイルを挿入する前に、その CSV データ ファイルにファイル

形式名を関連付ける必要があります。1 つの CSV データ ファイルに関連付けら

れるファイル形式は 1 つだけです。

Add File Format ウィンドウを使用して、File Name ドロップダウン リストで CSV

データ ファイル <CSVfilename>.txt を選択します。次に、File Format Name ドロッ

プダウン リストで、希望するファイル形式を選択します。CSV データ ファイル

内のデータは、選択したカスタム ファイル形式と一致している必要があります。
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関連項目

• 既存デバイスの更新用の CSV データ ファイル（P.1-9）

• 新しいデバイスの追加用の CSV データ ファイル（P.1-8）

• BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法（P.1-13）

• BAT データ入力ファイルの確認（P.1-16）

• BAT データ入力ファイルの挿入（P.1-17）

BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法

BAT スプレッドシートを使用すると、CSV データ ファイルを簡単に作成できま

す。複数のデバイスを追加し、各デバイスのレコードをスプレッドシート形式で

表示できます。スプレッドシート内のファイル形式はカスタマイズ可能です。確

認とエラー チェックが自動的に行われるので、設定エラーを減少させることが

できます。BAT スプレッドシートの下部には複数のタブがあり、このタブを使

用して、BAT 内のさまざまなデバイスとユーザの組み合せに必要なデータ入力

フィールドにアクセスできます。

CSV データ ファイルは、BAT テンプレートと連携して動作します。たとえば、

BAT スプレッドシートの Phone タブでは、Location、Forward Busy Destination、ま

たは Call Pickup Group の各フィールドをブランクのままにすることができます。

その場合、これらのフィールドには、BAT 電話機テンプレートからの値が使用

されます。しかし、Forward Busy Destination フィールドまたは Call Pickup Group

フィールドに値を指定すると、その値が BAT 電話機テンプレートでこれらの

フィールドに対して設定されている値を上書きします。

ヒント BAT をインストールすると、スプレッドシート用の Microsoft Excel ファイルは
パブリッシャ データベース サーバに置かれますが、通常、パブリッシャ データ
ベース サーバは Microsoft Excel を実行していません。パブリッシャ データベー
スサーバから、作業用のローカル PC に BAT.xlt ファイルをコピーする必要があ
ります。
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ローカル マシンにファイルをコピーするには、フロッピーディスクまたはマッ

ピングされたネットワーク ドライブを使用して、パブリッシャ データベース

サーバ上のパス C:\CiscoWebs\BAT\ExcelTemplate を開きます。BAT.xlt ファイル
を Microsoft Excel がインストールされているローカル マシンにコピーします。 

BAT スプレッドシートを使用して CSV データ ファイルを作成するには、BAT.xlt

ファイルを見つけてダブルクリックします。BAT スプレッドシートを開くとき

は enable macros を選択しておく必要があります。

スプレッドシートには、アトリビュート ヘッダーを持つカラムのセットが表示

されます。ヘッダーは、BAT フィールドの名前、必須フィールドであるかオプ

ション フィールドであるかの区別、およびフィールドに入力可能な最大文字数

を示すためのものです。 

スプレッドシートの下部には、すべてのデバイスに対応するタブが表示されてい

ます。処理をするデバイス タイプのタブをクリックすると、カラムが調整され、

選択したデバイスに関連するフィールドがすべて表示されます。たとえば、電話

機とユーザを同時に追加するには、Phones-Users のマークが付いたタブをクリッ

クします。 

次に、Create File Format ボタンをクリックして、CSV データ ファイルのファイ

ル形式を定義します。Field Selection ダイアログボックスを使用して、CSV デー

タ ファイルに含める項目と、項目の順序を選択します。Update をクリックする

と、スプレッドシート内のカラムは、指定した新しいファイル形式に合せて調整

されます。

最初の行では、すべての必須フィールドおよび該当するオプション フィールド

に、デバイスのデータを入力します。デバイスごとにデータを新しい行に入力し

てください。

（注） スプレッドシート内にブランク行がある場合、システムは「end of file」マーカー
として処理し、それ以降のレコードを廃棄します。
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すべてのデバイス レコードの入力が完了したら、BAT スプレッドシート データ

を CSV ファイル形式でエクスポートします。BAT は、CSV ファイル形式を使用

して、Cisco CallManager パブリッシャ データベースに対してバルク トランザク

ションを実行します。 

（注） いずれかのフィールドにコンマを入力した場合、BAT.xlt を使用して BAT 形式に
エクスポートするときに、そのフィールド エントリは二重引用符で囲まれます。

CSV 形式ファイルは、テキスト ファイルとして、C:\XLSDataFiles フォルダ、ま

たはユーザが選択した別のフォルダに保存されます。ファイル名の形式は次のと

おりです。

<tabname><timestamp>.txt

ここで、<tabname> は、作成したデバイス入力ファイルのタイプ（phone、user 

device profiles など）を表します。<timestamp> は、ファイルが作成された正確な

日時を表します。

次に、変換した CSV データ ファイル（CSV 形式バージョン）を Cisco CallManager

パブリッシャ データベース サーバに戻し、BAT がアクセスできるようにします。

そのためには、マッピングされたネットワーク ドライブまたはフロッピーディ

スクを使用して、<tabname><timestamp>.txt ファイルを、 C:\XLSDataFiles フォル

ダからパブリッシャ サーバ上の C:\BATFiles の下にある適切なフォルダにコ

ピーします。

関連項目

• BAT テンプレートの使用方法（P.1-6）

• CSV データ ファイルの処理（P.1-7）

• BAT データ入力ファイルの確認（P.1-16）

• BAT データ入力ファイルの挿入（P.1-17）
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BAT データ入力ファイルの確認

BAT ウィザードの次のタスクでは、Validate File オプションを使用します。この

タスクでは、CSV データ ファイルの名前およびデバイス用の BAT テンプレート

を選択します。CSV データ ファイルにすべての詳細が記述されている場合は、

モデルを選択します。レコードの挿入方法としては、次のオプションがあります。

Specific Details：Default ファイル形式または Custom ファイル形式のレコードを

確認します。

All Details：エクスポート ユーティリティで All Details オプションを使用して生

成したファイルのレコードを確認します。

Validate を選択すると、システムは、パブリッシャ データベースの情報と照合し

てエラーをチェックする確認ルーチンを実行します。チェックされる項目は、次

のとおりです。

• データベース テーブルに依存しないフィールド、たとえば、Description、
Display Text、Speed-dial Label に、有効な文字が使用されていること。

• Cisco CallManager で、グループ、プール、パーティション、および他の参照
アトリビュートが設定されていること。

• デバイスに設定されている回線数が、デバイス テンプレートと一致してい
ること（Specific Details の場合のみ）。

ここでは、ユーザが存在するかどうか、または BAT で定義した必須フィールド

やオプション フィールド、たとえばダミーの MAC アドレスについてはチェック

されません。

トランザクションが完了したら、View Latest Log File を選択して、正しいと確認

できなかったデバイスと、エラー コードを示すログ ファイルを表示します。ロ

グ ファイルの詳細については、第 13 章「BAT および TAPS のトラブルシュー

ティング」を参照してください。

関連項目

• BAT テンプレートの使用方法（P.1-6）

• CSV データ ファイルの処理（P.1-7）

• BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法（P.1-13）

• BAT データ入力ファイルの挿入（P.1-17）
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BAT データ入力ファイルの挿入

データ入力ファイルの確認が終了したら、Insert ウィンドウを使用して、デバイ

ス レコードを Cisco CallManager パブリッシャ データベースに追加できます。こ

のタスクでは、データ入力ファイルの名前、デバイス用の BAT テンプレート、

およびモデル（必要に応じて）を選択します。レコードの挿入方法としては、次

のオプションがあります。

Specific Details：カスタマイズされたファイル形式のレコードを挿入します。

All Details：エクスポート ユーティリティで All Details オプションを使用して生

成したファイルのレコードを挿入します。

Insert をクリックすると、Cisco CallManager データベースにレコードを挿入する

ために必要な時間を通知するメッセージが表示されます。トランザクションがシ

ステムのパフォーマンスの低下を引き起こす可能性がある場合は、トランザク

ションを取り消すことができます。

注意 BAT は、オフピーク時間帯にだけ使用してください。それ以外のときに使用す
ると、バルク トランザクションが Cisco CallManager のパフォーマンスに影響を
与え、コール処理に不具合が生じる場合があります。

OK をクリックすると、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show Latest 
Status ボタンをクリックすると、進行中のトランザクションが表示されます。

（注） 電話機レコードの回線情報に何らかの問題がある場合、BAT は、その電
話機レコードを挿入しません。

トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックして、追加され

たレコード数と追加に失敗したレコード数を示すログ ファイル（エラー コード

を含む）を表示します。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。
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BAT トランザクションを開始した後で、Cisco CallManager のパフォーマンスの

低下が認められた場合は、トランザクションを停止できます。進行中の BAT ト

ランザクションを停止するツールの使用方法については、P.1-24の「BAT トラ

ンザクションの停止」を参照してください。

関連項目

• BAT アプリケーションの使用方法（P.1-19）

• BAT テンプレートの使用方法（P.1-6）

• CSV データ ファイルの処理（P.1-7）

• BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法（P.1-13）

• BAT データ入力ファイルの確認（P.1-16）
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BAT アプリケーションの使用方法
次のトピックでは、BAT アプリケーションの基本情報、起動方法、および使用

方法について説明します。

• 仕様（P.1-19）

• Cisco CallManager Administration および BAT へのアクセス（P.1-20）

• BAT の起動（P.1-21）

• BAT へのログイン（P.1-21）

• BAT 内の移動（P.1-21）

• オンライン ヘルプの使用方法（P.1-23）

• BAT トランザクションの停止（P.1-24）

• BAT 設定プロセス（P.1-4）

• BAT データ入力ファイル（P.1-3）

仕様

BAT Release 5.1(x) の仕様は次のとおりです。

• BAT Release 5.1(x) は、Cisco CallManager Release 4.1(1) と互換性がある。 

• BAT は、Cisco CallManager DC Directory（DCD）、Microsoft Active Directory
（AD）、Netscape Directory Server をはじめとする Lightweight Directory Access

Protocol（LDAP）をサポートしている。

• BAT Release 5.1(4) は、TAPS を併用する場合、Customer Response Solutions
（CRS）Version 3.5(2) と互換性がある。

• BAT Release 5.1(4) は、BAT/TAPS ページを使用した設定変更を確実に保護
するため、これらのページで Secure HyperText Transfer Protocol（HTTPS）を
実装している。BAT のインストール プロセスにより、BAT 仮想ディレクト
リにセキュリティが設定されます。

• BAT は、Cisco CallManager のパブリッシャ データベースと同一サーバ上に
インストールする必要がある。

• BAT アプリケーションは、Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）ア
プリケーションと併せて、アプリケーションとオンライン資料用に約 53 MB
のハードディスク スペースを使用する（BAT が 11 MB、TAPS が 42 MB を
使用）。
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• TAPS は、Cisco Customer Response Solutions（CRS）サーバのディスク スペー
スを約 1 MB 使用する。 

BAT にアクセスする必要があるのは、Cisco CallManager システム管理者だけで

す。ただし、システム管理者から指示がある場合に限り、エンドユーザは TAPS

を使用できます。

関連項目

• Cisco CallManager Administration および BAT へのアクセス（P.1-20）

• オンライン ヘルプの使用方法（P.1-23）

• BAT バージョンの表示（P.1-23）

Cisco CallManager Administration および BAT へのアクセス

BAT は、Web ベースのアプリケーションであるため Web ブラウザを使用します。

Cisco CallManager Administration プログラムおよび BAT プログラムは、Microsoft 

Windows オペレーティング システムで動作する次のブラウザをサポートしてい

ます。

• Netscape Communicator 4.X。Netscape 6.0 以降はサポートしていません。

• Microsoft Internet Explorer 5 または 6。

BAT プログラムおよび Cisco CallManager Administration プログラムにアクセスす

るときは、Web サーバおよび Cisco CallManager サーバとは別の PC を使用するよ

うに推奨します。

注意 Web ブラウザはリソース消費型のアプリケーションであるため、システム メモ
リと CPU サイクルを大量に消費します。Cisco CallManager が必要としているリ
ソースを Web ブラウザが使用すると、コール処理に悪影響が及びます。Web サー
バや Cisco CallManager と同じマシンで Web ブラウザを使用すると、発信音の遅
延やコールの中断が発生する可能性があります。

Cisco CallManager Administration および BAT を実行しているサーバは、ネット

ワーク上の任意のユーザ PC から参照できます。ただし、ログインするには、管

理者権限が必要です。 
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（注） 多数のユーザが BAT に同時にログインすると、パフォーマンスが低下する場合
があります。同時にログインできるユーザおよび管理者の数は、できるだけ制限

してください。 

BAT の起動

BAT を起動するには、次のいずれかの操作を行います。

• Cisco CallManager Administration で、Application > BAT の順に選択する。

• Start メニューで、Start > Program > Cisco CallManager 4.1 > Bulk Admin 
Tool > BAT 5.1 の順に選択する。

• デスクトップで BAT アイコンをダブルクリックする。 

また、リモート PC から BAT にアクセスするには、Cisco CallManager 

Administration まで移動します。Cisco CallManager Administration を開き、

Application > BAT の順に選択します。

BAT へのログイン

BAT を起動すると、ユーザ ID とパスワードを求めるプロンプトが表示されます。

マシンに対して管理権限のあるユーザ ID とパスワードでログインします。 

BAT アプリケーションは、Cisco CallManager Administration の Multilevel 

Administration（MLA）機能には依存していません。

BAT 内の移動

BAT にログインすると、メイン ウィンドウが現れ、上部に次のメニュー オプ

ションが表示されます。

• Configure

• Applications

• Help
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Configure メニューでは、次のデバイス タイプおよび TAPS ツール（インストー

ルされている場合）の設定タスクにアクセスできます。

• Phones

• Users

• Manager/Assistants

• User Device Profiles

• Gateways

• Forced Authorization Codes

• Client Matter Codes

• Pickup Group

• TAPS（オプション）

Applications メニューでは、次のオプションにアクセスできます。

• Install Plugins

• Update Plugin URL

• Cisco CallManager Administration

• Cisco CallManager Serviceability

Help メニューでは、次のヘルプ情報にアクセスできます。

• Contents and Index

• For this page

• About Bulk Administration Tool

関連項目

• BAT トランザクションの停止（P.1-24）

• オンライン ヘルプの使用方法（P.1-23）

• BAT バージョンの表示（P.1-23）
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オンライン ヘルプの使用方法

BAT オンライン ヘルプにアクセスするには、Help メニューを選択します。Help

メニューには、次の 2 つのヘルプ機能があります。

• Contents and Index：BAT ヘルプ ファイルを表示し、情報の参照または索引
の検索ができます。 

• For This Page：現在表示しているウィンドウについてのヘルプを直接開きま
す。引き続き、ヘルプの残りの項目を参照したり、インデックスを使用した

りすることができます。

オンライン ヘルプに備えられたマルチボリューム システムにより、同じウィン

ドウから複数の異なるヘルプ システムにアクセスできます。総合的な検索エン

ジンとインデックスにもアクセスできます。

関連項目

• BAT バージョンの表示（P.1-23）

• BAT 内の移動（P.1-21）

BAT バージョンの表示

BAT の現在のバージョンを確認するには、Help > About Bulk Administration 

Tool > Details の順に選択します。 

Cisco CallManager Administration で BAT の現在のバージョンを確認するには、

Help > Component Versions の順に選択します。 

現在、BAT がインストールされていない場合、BAT をインストールしなくても

Cisco CallManager で利用可能な BAT のバージョンを確認できます。そのために

は、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco CallManager Install Plugins ウィンドウから BAT アプリケーションをダウン

ロードします。 

ステップ 2 ファイル BulkAdministrationTool.exe を右クリックし、Properties を選択してか

ら、Product Version を選択します。
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関連項目

• オンライン ヘルプの使用方法（P.1-23）

BAT トランザクションの停止

BAT には、進行中の BAT トランザクションを停止させるツールがあります。こ

のツールは、BAT トランザクションを開始した後に Cisco CallManager のパ

フォーマンスが低下した場合、BAT トランザクションを停止するときに有効で

す。BAT トランザクションは、Cisco CallManager のパフォーマンスへの影響が

少ないときに、いつでも実行できます。開始したトランザクションが間違ってい

ると分かった場合、またはトランザクションの実行前に追加の変更を加える必要

が生じた場合は、BAT を停止できます。

Stop BAT 機能には、パブリッシャ データベース サーバからだけアクセスできま

す。

BAT を停止するには、Start > Programs > Cisco CallManager 4.1 > Bulk Admin 
Tool > Stop BAT の順に選択します。

BAT トランザクションが停止します。ログ ファイルを表示し、BAT で処理され

たレコードのうち、正常なレコード数と問題のあるレコード数の詳細を調べてく

ださい。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参

照してください。

（注） Stop BAT を実行しても、進行中のエクスポート トランザクションは停止しませ
ん。

関連項目

• BAT の起動（P.1-21）

• BAT へのログイン（P.1-21）

• BAT 内の移動（P.1-21）
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2
BAT アプリケーションのイン
ストール

この章では、BAT のインストール、アップグレード、およびアンインストール

について説明します。BAT は、Cisco CallManager のパブリッシャ データベース

と同一サーバ上にインストールする必要があります。

BAT には、オプション コンポーネントとして Tools for Auto-Registered Phone 

Support（TAPS）があり、TAPS は BAT と連携して、大型システムの管理に要す

る労力を軽減しています。TAPS は、BAT とは別に、Cisco CallManager パブリッ

シャ サーバと Cisco Customer Response System（CRS）アプリケーション サーバ

の両方にインストールされます。TAPS のンストール手順については、P.12-6の

「TAPS のインストール」を参照してください。

BAT をパブリッシャ データベース サーバにインストールまたは再インストール

している間、セットアップ プログラムは、次のサービスを一時的に停止させま

す。

• IIS Admin

• World Wide Web パブリッシング

• FTP パブリッシング

BAT と TAPS のインストールが完了すると、上記のサービスは自動的に再開し

ます。
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（注） BAT は、Windows Terminal Services を使用しては、インストールすることも、
アップグレードすることもできません。BAT は Cisco CallManager サーバから直
接インストールする必要があります。

関連項目

• BAT のアップグレード（P.2-3）

• BAT のインストール（P.2-4）

• Microsoft Excel がインストールされているワークステーションへの BAT ス
プレッドシートの移動（P.2-5）

• BAT のアンインストール（P.2-6）



2-3
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 2章      BAT アプリケーションのインストール
BAT のアップグレード

BAT のアップグレード
BAT Release 5.1(4) には任意の BAT リリースからアップグレードできますが、テ

ンプレートの移行が行われるのは、BAT Release 4.4（および任意の中間リリース）

から Release 5.1(4) へのアップグレードだけです。 

この場合 BAT は、既存の BAT テンプレートを自動的に移行します。デフォルト

値は提供されていますが、電話機およびゲートウェイに対する製品固有の設定

は、移行時にブランクのままとなります。たとえば、Cisco VG200 ゲートウェイ

上の FXO トランク用に作成された既存の BAT テンプレートを移行するとしま

す。このテンプレートには、BAT Release 5.1(4) で提供される新しいフィールド

（Device Destination など）は含まれますが、新しい Product Specific Configuration

フィールド（Cisco VG200 ゲートウェイの Switchback Timing など）はブランクの

ままとなります。デバイス プールやコール検索スペース（コーリング サーチ ス

ペース）などの、すでにデータを指定したフィールドには、移行後も元のデータ

が指定されます。

（注） BAT では、前のバージョンへのテンプレート移行はサポートされていません。
BAT Release 5.1(4) がインストールされている環境に、前のリリースの BAT を再
インストールしても、テンプレートの移行は行われません。

アップグレードでは、コンマ区切り値（CSV）形式の BAT データ ファイルは移

行されません。BAT Release 5.1(4) にアップグレードするには、P.2-4の「BAT の

インストール」の手順を実行してください。

（注） 現在 BAT Release 3.0(3) を使用している場合、Release 5.1(4) にアップグレードは
できますが、アップグレードによるテンプレートの移行は行われません。 

関連項目

• BAT のインストール（P.2-4）

• BAT のアンインストール（P.2-6）
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BAT のインストール

始める前に

BAT Release 5.1(4) 用の BAT をインストールするには、次の前提条件が必要です。

• Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバに
BAT をインストールする。

• BAT を Cisco CallManager サーバに直接インストールし、Terminal Services は
使用しない。

BAT をインストールする手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 管理者特権を使用して、Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実

行しているシステムにログオンします。

ステップ 2 Applications > Install Plugins の順に選択します。Install Plugins ウィンドウが表示

されます。

ステップ 3 Cisco Bulk Administration Tool のセットアップ アイコンをダブルクリックします。 

ステップ 4 Windows の標準ダイアログボックスが表示されます。BAT インストール実行

ファイルをシステムにコピーするか、現在の場所から実行するかを選択する必要

があります。 

既存バージョンの BAT がサーバ上で検出される場合、再インストールまたは

アップグレードを確認するように求められます。OK をクリックして、BAT の再

インストール、または旧バージョンからのアップグレードを実行します。

ステップ 5 Welcome 画面が表示されます。Next をクリックします。Current Settings ウィンド

ウが表示されます。
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ステップ 6 デフォルト ロケーション C:\CiscoWebs\BAT にインストールするために、Next を
クリックします。BAT が C:\ciscowebs\BAT にインストールされます。このパス

は変更できません。Start Copying Files ウィンドウが表示されます。セットアップ

プログラムにより、ファイルのコピーが開始されます。

ステップ 7 Setup Complete ウィンドウが表示されます。これで、BAT が正常にインストール

されました。 

ステップ 8 Finish をクリックして、セットアップ プログラムを終了します。

関連項目

• Microsoft Excel がインストールされているワークステーションへの BAT ス
プレッドシートの移動（P.2-5）

• BAT のアップグレード（P.2-3）

• BAT のアンインストール（P.2-6）

Microsoft Excel がインストールされているワークステーションへの BAT
スプレッドシートの移動

BAT Excel スプレッドシート ファイルは、BAT のインストール プロセスで、パ

ブリッシャ データベース サーバのデフォルト ロケーション

（C:\CiscoWebs\BAT\ExcelTemplate）に置かれます。 

パブリッシャ データベース サーバに Microsoft Excel がインストールされていな

い場合は、Microsoft Excel がインストールされているワークステーションに

BAT.xlt という名前の Excel スプレッドシート ファイルをコピーして貼り付けま

す。ワークステーション上のこの BAT スプレッドシートを使用して BAT データ

ファイルを作成します。
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BAT のアンインストール
BAT をアンインストールするには、次の手順を実行するか、Control Panel の 

Add/Remove Programs を使用します。

BAT 5.1(4) 用のアンインストール プログラムによって、BAT アプリケーション

および C:\CiscoWebs\BAT\ExcelTemplate フォルダに保存されている BAT Excel ス

プレッドシートが削除されます。しかし、ユーザが作成して C:\BATFiles フォル

ダまたは C:\CiscoWebs\BAT\Templates フォルダに保存した BAT データ ファイル

または BAT テンプレートは削除されません。

（注） BAT をアンインストールして新しいバージョンをインストールする場合、旧バー
ジョンから新バージョンへのテンプレートの移行は行われません。テンプレート

を新しい BAT リリースに移行するには、BAT をアップグレードする必要があり
ます。

BAT をアンインストールする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上で、

Start > Programs > Cisco CallManager 4.1 > Bulk Admin Tool > Uninstall BAT の

順に選択します。

アンインストール要求を確認するように求めるダイアログボックスが表示され

ます。

ステップ 2 BAT をアンインストールするには、OK をクリックします。アンインストーラを

終了するには、Cancel をクリックします。

IIS Admin サービスが停止し、ファイルが削除された後、IIS Admin サービスが再

開されます。
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ステップ 3 OK をクリックして、アンインストールを終了します。

（注） Cisco CallManager サーバに BAT 4.4(x) とオプションの TAPS コンポーネントが
インストールされており、そこに TAPS Release 5.1(4) をインストールする場合、
BAT 4.4(x) はアンインストールしないでください。BAT 4.4(x) アンインストール
プログラムによって一部の TAPS コンポーネントが削除されるため、TAPS ツー
ルが実行できなくなります。 
BAT Release 5.1(1) 以降は、BAT 用と TAPS 用のインストール プログラムとアン
インストール プログラムが別々に用意されています。 

関連項目

• BAT のインストール（P.2-4）

• BAT のアンインストール（P.2-6）
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3
電話機、および IP テレフォニー
デバイスの一括処理

BAT は、多数の電話機を一括して追加、更新、または削除する高速で効率的な

方法を管理者に提供します。Cisco CallManager Administration を通じて個々に更

新を行うわけではありません。BAT を使用して次のタイプの電話機を処理する

ことができます。

• Cisco IP Phone（全モデル）

• CTI ポート

• H.323 クライアント

• Cisco VGC Virtual Phone および Cisco VGC Phone

次のトピックでは、BAT を使用して電話機と他の IP テレフォニー デバイスに関

する作業を行う方法について説明します。

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 電話機の削除（P.3-96）

• 電話機エクスポートの使用方法（P.10-4）

• 回線の更新（P.3-76）

• 既存の電話機および UDP への回線の追加（P.3-89）

• 電話機のリセットまたは再起動（P.3-101）

• 新しい電話機とユーザの追加（P.4-28）

• 電話機のレポートの生成（P.11-2）
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• CAPF の設定（P.3-105）

電話機の追加

BAT を使用して、電話機と他の IP テレフォニー デバイスを Cisco CallManager

データベースに追加する場合は、各電話機に複数の回線、サービス、および短縮

ダイヤルを追加することができます。CTI ポートと H.323 クライアントを追加す

ることもできます。

電話機用の CSV データ ファイルを作成する方法としては、次の 2 つのオプショ

ンがあります。

• BAT スプレッドシート（BAT.xlt）を使用し、データを CSV 形式にエクス
ポートする。

• テキスト エディタを使用して、CSV 形式のテキスト ファイルを作成する（経
験豊富なユーザ向け）。

電話機と IP テレフォニー デバイスを一括して追加するには、次の手順を実行し

ます。

ステップ 1 Configure > Phones の順に選択します。Phones Options ウィンドウが表示されま

す。

ステップ 2 Insert Phones を選択して、Next をクリックします。Steps to Insert Phones ウィン

ドウが表示されます。

ステップ 3 Add, view, or modify phone templates を選択し、Next をクリックします。 

Phone Template Configuration ウィンドウが表示されます。電話機テンプレートの

設定の詳細については、P.3-4の「BAT 電話機テンプレートの使用方法」を参照

してください。

ステップ 4 Create the CSV data file を選択し、Next をクリックします。
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ステップ 5 CSV データ ファイルの作成に使用するオプションを選択し、そのオプションの

手順を使用します。

BAT Spreadsheet for Phones, CTI Ports and H.323 Clients

BAT スプレッドシートを開き、CSV データ ファイルを作成します。詳細に
ついては、P.3-40の「BAT スプレッドシートを使用した電話機用 CSV デー
タ ファイルの作成」を参照してください。

Text Editor to Create the CSV Data File

a. Add, view, or modify file formats を選択し、Next をクリックします。 

File Format Configuration ウィンドウが表示されます。CSV データ ファイル
用のファイル形式設定の詳細については、P.3-53の「テキスト エディタを使
用した電話機用 CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

b. テキスト エディタを使用して、使用するファイル形式に従った電話機用の
CSV データ ファイルを作成します。テキストベースの CSV ファイルの作成
の詳細については、P.A-3の「電話機用のテキストベース CSV ファイルの作
成」を参照してください。

c. Associate file format with the CSV data file を選択し、Next をクリックします。 

Add File to Format ウィンドウが表示されます。ファイル形式の関連付けの詳
細については、P.3-58の「CSV データ ファイルへのファイル形式の関連付
け」を参照してください。

ステップ 6 Validate phone records を選択して、Next をクリックします。 

Validate Phones ウィンドウが表示されます。電話機レコードの確認の詳細につい

ては、P.3-59の「電話機レコードの確認」を参照してください。

ステップ 7 Insert Phones を選択して、Next をクリックします。

Insert Phones ウィンドウが表示されます。Cisco CallManager データベースへの電

話機レコードの挿入の詳細については、P.3-61の「Cisco CallManager への電話機

の挿入」を参照してください。
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関連項目

• BAT 電話機テンプレートの使用方法（P.3-4）

• BAT スプレッドシートを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成
（P.3-40）

• テキスト エディタを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成（P.3-53）

• 電話機レコードの確認（P.3-59）

• Cisco CallManager への電話機の挿入（P.3-61）

BAT 電話機テンプレートの使用方法

BAT 電話機テンプレートを使用して、一連の新しい電話機を追加するために共

通の電話機アトリビュートを定義します。テンプレートの作成前に、電話機設定

値、たとえば、デバイス プール、ロケーション、コール検索スペース（コーリ

ング サーチ スペース）、ボタン テンプレート、ソフトキー テンプレートが、Cisco

CallManager Administration に設定されていることを確認してください。BAT で新

しい設定値を作成することはできません。

次のトピックを使用して、BAT 電話機テンプレートに関する作業を行います。

• 新しい BAT 電話機テンプレートの作成（P.3-4）

• BAT テンプレートにおける回線の追加または更新（P.3-5）

• BAT 電話機テンプレートのコピー（P.3-10）

• テンプレートの削除（P.3-11）

• BAT 電話機テンプレートのフィールドの説明（P.3-12）

新しい BAT 電話機テンプレートの作成

電話機テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。電話機テンプレートを

作成したら、回線、サービス、および短縮ダイヤルを追加できます。電話機テン

プレートを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Phone Templates Configuration ウィンドウで、Add a new Phone Template をクリッ

クします。
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ステップ 2 Phone Template Name フィールドに、テンプレートの名前を入力します。名前に

は、50 文字以内の英数字を指定することができます。例：Sales_7960。

ステップ 3 Device Type ドロップダウン リストで、テンプレートを作成する電話機モデル、

Cisco IP Phone、Cisco VGC Virtual Phone と Cisco VGC Phone、CTI ポート、また

は H.323 クライアントを選択します。

デバイスを選択すると Phone Templates Configuration ウィンドウが更新され、選

択したデバイス タイプに適用されるフィールドとデフォルトの入力値が表示さ

れます。

ステップ 4 Device Information 領域に、このバッチに共通する電話機設定値を入力します。

フィールドの説明については、表 3-1 を参照してください。電話機モデルとデバ

イス タイプによっては、表に記載されているアトリビュートすべてを備えてい

ないものがあります。

ステップ 5 この BAT 電話機テンプレートの設定値をすべて入力した後、Insert をクリック
します。

ステップ 6 トランザクションが完了したことがステータスに示されたら、スクロールダウン
して Line Details 領域まで進み、回線アトリビュートを追加します。 

BAT テンプレートにおける回線の追加または更新

次の手順を実行すると、BAT テンプレートに複数の回線を追加したり、既存の

回線を更新したりすることができます。この BAT テンプレートで使用している

ボタン テンプレートにより、追加または更新できる回線の数が決まります。複

数の回線を持つマスター電話機テンプレートを作成することができます。さら

に、マスター テンプレートを使用して、1 回線またはマスター テンプレートの

回線数以下の複数回線を持つ電話機を追加することができます。詳細について

は、P.1-7の「マスター電話機テンプレート」を参照してください。
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手順

ステップ 1 Phone or User Device Profile Template Configuration ウィンドウで、回線を追加する

テンプレートを選択します。

ステップ 2 テンプレートの下部までスクロールし、Add Line をクリックします。

ポップアップ ウィンドウが表示されます。

（注） BAT テンプレート用に表示される最大回線数は、BAT 電話機テンプレー
トの作成時に選択したモデルとボタン テンプレートによって決まりま
す。

ステップ 3 表 3-2 で説明されている回線設定値に対して、適切な値を入力または選択しま

す。この回線用に選択する設定値は、このバッチ内のすべての電話機またはユー

ザ デバイス プロファイルで使用されます。すべてのフィールドは、オプション

です。

ステップ 4 Insert and Close をクリックします。

BAT によって電話機テンプレート設定に回線が追加され、ポップアップ ウィン

ドウが閉じます。

ステップ 5 その他の回線の設定値を追加するには、ステップ 2 ～ステップ 4 を繰り返しま

す。

ステップ 6 一部の Cisco IP Phone モデルでは、Cisco IP Phone サービスと短縮ダイヤルをテン

プレートに追加することができます。次のトピックの手順を参照してください。

• BAT テンプレートにおける IP サービスの追加または更新（P.3-7）

• BAT テンプレートにおける短縮ダイヤルの追加または更新（P.3-8）
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BAT テンプレートにおける IP サービスの追加または更新

各種の Cisco IP Phone サービスが、この機能を備える Cisco IP Phone モデルに登

録できます。

（注） 固有のサービス パラメータを持つ IP サービスではなく共通のサービス パラ
メータを持つ IP サービスに、ユーザまたは電話機をまとめて登録できます。

手順

ステップ 1 Phone or User Device Profile Template Configuration ウィンドウで、サービスを追加

するテンプレートを選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上隅にある Subscribe/Unsubscribe Services をクリックします。

ポップアップ ウィンドウが表示されます。このウィンドウで、利用可能な Cisco

IP Phone サービスを登録できます。

ステップ 3 Select a Service ボックスで、すべての電話機に登録するサービスを選択します。

Service Description ボックスに、選択したサービスの詳細が表示されます。

ステップ 4 Continue をクリックします。

ステップ 5 必要に応じて、Service Name フィールドでサービスの名前を変更します。

ステップ 6 Subscribe をクリックして、これらの電話サービスを電話機テンプレートに関連

付けます。

ステップ 7 他のサービスを追加するには、ステップ 3 ～ステップ 6 を繰り返します。

ステップ 8 すべてのサービスをテンプレートに追加するには、Update をクリックします。

ステップ 9 ポップアップ ウィンドウを閉じます。
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ステップ 10 引き続き P.3-8の「BAT テンプレートにおける短縮ダイヤルの追加または更新」

に進むことで、短縮ダイヤルをテンプレートに追加することができます。

BAT テンプレートにおける短縮ダイヤルの追加または更新

BAT テンプレートで短縮ダイヤルを追加することも更新することもできます。

電話機ボタン テンプレートで短縮ダイヤル ボタンが設定されている場合は、電

話機および Cisco VGC Phone に短縮ダイヤルを指定できます。

手順

ステップ 1 Phone or User Device Profile Template Configuration ウィンドウで、短縮ダイヤルを

追加するテンプレートを選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上隅にある Add/Update Speed Dials をクリックします。

ポップアップ ウィンドウが表示されます。このウィンドウで、Cisco IP Phone お
よび拡張モジュールに対して、短縮ダイヤル ボタンを指定できます。この BAT
テンプレートで使用している電話機ボタン テンプレートによって、使用可能な
短縮ダイヤル ボタンの数が決まります。 

ステップ 3 Speed Dial Settings for Phone 領域で、アクセス コードや長距離コードを含めて、

電話番号を Speed Dial Number フィールドに入力します。

ステップ 4 Label フィールドに、短縮ダイヤル番号に対応するラベルを入力します。

ステップ 5 ボタン領域に関連付けられていない Speed Dial Settings で、ステップ 3 およびス

テップ 4 を繰り返すと、該当する IP Phone モデルに省略短縮ダイヤルを設定す

ることができます。

ステップ 6 Update and Close をクリックします。

BAT によってテンプレートに短縮ダイヤル設定値が挿入され、ポップアップ
ウィンドウが閉じます。



3-9
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 3章      電話機、および IP テレフォニー デバイスの一括処理
電話機の追加

関連項目

• BAT 電話機テンプレートのフィールドの説明（P.3-12）

• BAT 電話機テンプレートの表示または修正（P.3-9）

• BAT 電話機テンプレートのコピー（P.3-10）

• テンプレートの削除（P.3-11）

• 電話機の追加（P.3-2）

BAT 電話機テンプレートの表示または修正

既存の電話機またはユーザ デバイス プロファイル テンプレートを表示または修

正する手順は、次のとおりです。回線、サービス、および短縮ダイヤルを追加ま

たは更新できます。

手順

ステップ 1 Phone Template Configuration ウィンドウで、テンプレートのリストから既存のテ

ンプレートを選択します。テンプレートの詳細が、テンプレートのフィールドに

表示されます。

ステップ 2 テンプレートの設定値を追加、変更、または削除します。詳細については、
P.3-12の「電話機テンプレートのフィールドの説明」を参照してください。 

ステップ 3 設定値を変更した後、Update をクリックしてテンプレートを更新します。

ステップ 4 他のアトリビュートを更新する場合は、次の手順のいずれかを選択します。

• BAT テンプレートにおける回線の追加または更新（P.3-5）

• BAT テンプレートにおける IP サービスの追加または更新（P.3-7）

• BAT テンプレートにおける短縮ダイヤルの追加または更新（P.3-8）
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BAT 電話機テンプレートのコピー

変更するフィールドの数が少ない場合は、電話機テンプレートのプロパティを新

しい電話機テンプレートにコピーできます。

（注） 作成する新しいテンプレートは、元のテンプレートとデバイス タイプが同じで
なければなりません（たとえば、Cisco IP Phone Model 7960）。

既存の BAT 電話機テンプレートをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Phone Template Configuration ウィンドウで、コピーするテンプレートを Phone 

Templates カラムから選択します。選択したテンプレートの詳細が、Phone 

Template Configuration ウィンドウに表示されます。

ステップ 2 これが、コピーするテンプレートであることを確認してから、Copy をクリック

します。

テンプレートが複製され、コピーが作成されます。このコピーには、元のテンプ

レートで指定した値がすべて複写されます。

ステップ 3 Phone Template Name フィールドに、新しいテンプレート名を 50 文字以下の英数

字で入力します。

ステップ 4 必要に応じて、新しいテンプレートのフィールドを更新します。詳細について
は、P.12の「電話機テンプレートのフィールドの説明」を参照してください。

ステップ 5 Insert をクリックします。BAT に追加されるテンプレートが、左側の Phone 

Templates 列に表示されます。
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ステップ 6 Add Line をクリックして、回線のアトリビュートを設定します（該当する場合）。

詳細については、P.3-5の「BAT テンプレートにおける回線の追加または更新」

を参照してください。各種のサービスと短縮ダイヤル ボタンを定義することも

できます。

関連項目

• BAT 電話機テンプレートのフィールドの説明（P.3-12）

• BAT テンプレートにおける回線の追加または更新（P.3-5）

• BAT テンプレートにおける IP サービスの追加または更新（P.3-7）

• BAT テンプレートにおける短縮ダイヤルの追加または更新（P.3-8）

• BAT テンプレートにおける回線の追加または更新（P.3-5）

• 電話機の追加（P.3-2）

テンプレートの削除

BAT テンプレートが不要になった場合は、削除することができます。テンプレー

トを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Steps to Insert Phones ウィンドウで Add, view, or modify phone templates を選択し

て、Next をクリックします。Phone Templates Configuration ウィンドウが表示さ

れます。 

ステップ 2 左側の Phone Templates カラムで、削除するテンプレートをクリックします。選

択したテンプレートの詳細が、Template Configuration ウィンドウに表示されま

す。

ステップ 3 これが、削除するテンプレートであることを確認してから、Delete をクリックし

ます。

削除操作を確認するように求めるメッセージが表示されます。
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ステップ 4 OK をクリックして、テンプレートを削除します。このテンプレート名は、電話

機テンプレートのリストに表示されなくなります。

関連項目

• 新しい BAT 電話機テンプレートの作成（P.3-4）

• BAT 電話機テンプレートの表示または修正（P.3-9）

• BAT 電話機テンプレートのコピー（P.3-10）

BAT 電話機テンプレートのフィールドの説明

表 3-1 では、すべての IP テレフォニー デバイスの BAT 電話機テンプレートを追

加する場合に表示されるフィールドすべてについて説明します。一部のデバイス

タイプには、すべての電話機設定値を必要としないものもあります。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクの付いていないフィールドはオプ

ションです。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明

フィールド 説明

Owner User ID プライマリ電話機ユーザのユーザ ID を入力します。

Device Pool このグループの電話機またはポートのデバイス プールを

選択します。

デバイスに対して、デバイス プールは、共通した特性の

セット（たとえば、地域、日付 /時刻グループ、Cisco 

CallManagerグループ、および自動登録用のコール検索ス

ペース）を定義します。
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Calling Search Space このグループの電話機またはポートのコール検索スペー

スを選択します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を

指定するものです。ルート パーティションの集合は、ダ

イヤルされた番号のルーティング方法を決定するために

検索されます。

AAR Calling Search 

Space

デバイスが自動代替ルーティング（AAR）の実行時に使用

する適切なコール検索スペースを選択します。AAR コー

ル検索スペースは、ルート パーティションの集合を指定

するものです。ルート パーティションの集合は、帯域幅

不足のために本来ならブロックされるダイヤルされた番

号のルーティング方法を決定するために検索されます。

Media Resource 

Group List

このグループの電話機またはポートのメディア リソース

グループ リスト（MRGL）を選択します。

MRGL は、優先順位が付けられたメディア リソース グ

ループのリストを指定します。アプリケーションは、

MRGL に定義されている優先順位に従って、使用可能な

メディア リソースの中から、必要なメディア リソースを

選択できます。

User Hold Audio 

Source

このグループの電話機またはポートのユーザ保留オー

ディオ ソースを選択します。

ユーザ保留オーディオ ソースは、ユーザがコールを保留

にしたときに再生される音楽のオーディオ ソースを特定

します。

Network Hold Audio 

Source

このグループの IP Phone またはポートのネットワーク保

留オーディオ ソースを選択します。

ネットワーク保留オーディオ ソースは、システムがコー

ルを保留にするとき（たとえば、ユーザがコールを転送し

たときまたはコール パークに置いたとき）に再生される

音楽のオーディオ ソースを特定します。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Location このグループの IP Phone またはポートの適切なロケー

ションを選択します。

ロケーションは、このロケーションの着信コールおよび発

信コールに使用可能な合計帯域幅を指定します。ロケー

ションを None に設定すると、ロケーション機能がこの

Cisco IP Phone の消費する帯域幅を管理しないことを示し

ます。

User Locale このグループの IP Phone に関連付ける国 /地域と言語の組

み合せを選択します。

この選択内容によって、言語やフォントを含むロケール属

性のどれをこのユーザに適用するか、およびこのユーザの

Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話機をどの言

語で表示するかが決まります。

Network Locale このグループの電話機に関連付けるネットワーク ロケー

ルを選択します。 

Network Locale は、シスコのゲートウェイと電話機が、特

定地域の PSTN およびその他のネットワークと通信する

ときに使用するトーンと断続周期を提供します。 

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Device Security 

Mode

ドロップダウン リスト ボックスから、デバイスに設定す

るモードを選択します。

• Use System Default：電話機はエンタープライズ パラ
メータ、Device Security Mode で指定した値を使用し
ます。

• Non-secure：電話機にセキュリティ機能はありません。
TCP 接続で Cisco CallManager が利用できます。

• Authenticated：Cisco CallManager は電話機の整合性と
認証を提供します。NULL/SHA を使用する TLS 接続
を開始します。

• Encrypted：Cisco CallManager は電話機の整合性、認
証、および暗号化を提供します。AES128/SHA を使用
する TLS 接続を開始します。

（注） このフィールドが表示されるのは、電話機モデル
が認証または暗号化をサポートしている場合だけ
です。

Signal Packet 

Capture Mode

ドロップダウン リスト ボックスから、信号パケット キャ

プチャに設定するモードを選択します。

• None：モードを指定しない場合は None を選択します。 

• Real-Time Mode：リアルタイム 信号パケット キャプ
チャに使用します。

• Batch Processing Mode：信号パケット キャプチャの
バッチ処理に使用します。

Packet Capture 

Duration

パケット キャプチャの時間を分単位で入力します。最大

300 分の継続時間を入力できます。デフォルトの継続時間

は 60 分です。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Built In Bridge Built In Bridge ドロップダウン リスト ボックスを使用し

て、割り込み機能のための組み込み会議ブリッジを有効ま

たは無効にします（On、Off、または Default を選択します）。 

設定情報の詳細については、『Cisco CallManager 機能およ

びサービス ガイド』の「割り込みとプライバシー」 を参照

してください。

Privacy プライバシーを必要とする電話機ごとに、Privacy ドロッ

プダウン リスト ボックスで On を選択します。 

設定情報の詳細については、『Cisco CallManager 機能およ

びサービス ガイド』の「割り込みとプライバシー」を参

照してください。

Retry Video Call as 

Audio

ビデオ コールをオーディオ コールとしてリトライするに

は、このチェックボックスをオンにします。

Ignore Presentation 

Indicators (Internal 

Calls Only)

内線コールで表示インジケータを無視するには、この

チェックボックスをオンにします。

Phone Button Template and Expansion Module Template Information（電話機ボタン
テンプレートおよび拡張モジュール テンプレート情報）

Phone Button 

Template

このグループ内の全電話機のボタン テンプレートを選択

します。ボタン テンプレートによって、ボタンの識別（回

線、短縮ダイヤル）と電話機上のボタンの位置が決まりま

す。ボタン テンプレートには、拡張モジュールが含まれ

ます。

Softkey Template Information（ソフトキー テンプレート情報）

Softkey Template このグループ内のすべての電話機に使用されるソフト

キー テンプレートを選択します。

Expansion Module Information（拡張モジュール情報）

Module 1 電話機に取り付けられている場合は拡張モジュールを選

択します。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Module 2 電話機に取り付けられている場合は拡張モジュールを選

択します。

Firmware Load Information（ファームウェア ロード情報）

Phone Load Name 該当する場合は、カスタム電話機ロードを入力します。 

（注） このフィールドに入力される値は、選択されたモ
デルのデフォルト値を上書きします。

 Module 1 Load 

Name

最初の Cisco IP Phone Expansion Module のファームウェア

ロードを入力します（該当する場合）。デフォルト ロード

を使用する場合は、このフィールドをブランクのままにし

ます。

 Module 2 Load 

Name

2 番目の Cisco IP Phone Expansion Module のファームウェ

ア ロードを入力します（該当する場合）。デフォルト ロー

ドを使用する場合は、このフィールドをブランクのままに

します。 

Cisco IP Phone - External Data Locations（Cisco IP Phone - 外部データの場所）

Information Cisco IP Phone の情報ボタンのヘルプ テキスト URL を入

力します。

Directory Cisco IP Phone のディレクトリ サーバの URL を入力しま

す。

Messages Cisco IP Phone のボイス メッセージのアクセス パイロッ

ト番号を入力します。

Services Cisco IP Phone のサービス メニューの URL を入力します。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Authentication 

Server

電話機の Web サーバに対する要求を認証するときに、電

話機が使用する URL を入力します。認証 URL を指定しな

い場合は、認証を必要とする Cisco IP Phone モデルの拡張

機能は動作しません。デフォルト設定値を受け入れる場合

には、このフィールドをブランクのままにします。

デフォルトでは、この URL は、インストール時に設定さ

れた Cisco IP Phone User Options ウィンドウにアクセスし

ます。

Proxy Server 電話機の HTTP クライアントから非ローカル ホスト アド

レスにアクセスするために、プロキシ HTTP 要求に使用さ

れるホストおよびポート（たとえば、proxy.cisco.com:80）

を入力します。

電話機が、サービスの中で URL（たとえば、www.cisco.com）

を受信するときに cisco.com ドメインで設定されていない

場合、その電話機はプロキシサーバを使用してその URL

にアクセスします。cisco.com ドメインで設定されている

場合、電話機は、URL と同じドメインにいるので、プロ

キシを使用せずに URL にアクセスします。

デフォルト設定値を受け入れる場合には、このフィールド

をブランクのままにします。

Idle Idle Timer フィールドで指定された時間、電話機が使用さ

れなかったときに、Cisco IP Phone LCD スクリーンにアイ

ドル表示として表示される XML サービスの URL を入力

します。たとえば、電話機が 5 分間使用されなかったとき

に、LCD スクリーンにロゴを表示できます。デフォルト

値を使用する場合には、このフィールドをブランクのまま

にします。

Idle Timer アイドル状態を許容する時間（秒数）を入力します。この

時間が経過すると、電話機は Idle フィールドに指定された

URL を表示します。デフォルト値を使用する場合には、こ

のフィールドをブランクのままにします。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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MultiLevel Precedence and Preemption (MLPP) Information（マルチレベル優先順位
およびプリエンプション（MLPP）情報）

MLPP Indication （使用可能な場合）優先トーンを再生する機能のあるデバ

イスが、MLPP 優先コールを行うときにその機能を使用す

るかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、このデバイスに割り

当てる設定値を次のオプションから選択します。

• Default：デバイスは MLPP 表示設定をデバイス プー
ルから継承します。

• Off：デバイスは MLPP 優先コールの表示を送信しま
せん。

• On：デバイスは MLPP 優先コールの表示を送信しま
す。

（注） 次の組み合せでデバイスを設定しないでくださ
い。MLPP Preemption が Forceful に設定されてい
るときに MLPP Indication を Off に設定します。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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MLPP Preemption （使用可能な場合）進行中のコールをプリエンプション処

理する機能のあるデバイスが、MLPP 優先コールを行うと

きにその機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、このデバイスに割り

当てる設定値を次のオプションから選択します。

• Default：デバイスは MLPP プリエンプション設定値
をデバイス プールから継承します。

• Disabled：デバイスは MLPP 優先コールを行うときに
進行中のコールをプリエンプション処理しません。

• Forceful：デバイスは MLPP 優先コールを行うときに
進行中のコールをプリエンプション処理します。

（注） 次の組み合せでデバイスを設定しないでくださ
い。MLPP Preemption が Forceful に設定されてい
るときに MLPP Indication を Off に設定します。

MLPP Domain

（"0000FF" など）

このデバイスに関連付けられている MLPP ドメインの 16

進数値を入力します。ブランクまたは 0 ～ FFFFFF の値で

ある必要があります。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Certification Authority Proxy Function（CAPF）Information（認証局プロキシ機能
（CAPF）情報）（これらのパラメータは、認証または暗号化のサポート機能のある
デバイスの場合にだけ表示されます）

Certificate Operation ドロップダウン リスト ボックスで、次のオプションの中

から実行する証明書のオペレ－ションを選択します。

• No Pending Operation：このデバイスには処理中の証
明書のオペレ－ション リストが存在しません。この
オプションを選択すると、残りの CAPF フィールドは
無効になります。 

• Install/Upgrade：証明書のオペレ－ションをインストー
ルまたは更新します。

• Delete：証明書のオペレ－ションを削除します。

• Troubleshoot：証明書のオペレ－ションのトラブル
シューティングを行います。

Authentication Mode ドロップダウン リスト ボックスで、このデバイス用の認

証モードを次のオプションから選択します。

• By Authentication String：Authentication string テキスト
ボックスに認証文字列を入力するか、システム生成の

文字列を入手することができます。

• By Null String：ヌル文字列を使用します。

• By Existing LSC：Local Significant Certificate（LSC; ロー
カルで有効な証明書）の設定を使用します。

• By Manufacture Installed Certificate：製造元でインス
トールされる証明書を使用します。

Authentication String Authentication Mode が By Authentication String の場合は、

Authentication String を入力します。または、システム生成

の文字列を入手するために Generate String をクリックし

ます。

Key Size (Bits) ドロップダウン リスト ボックスで、デバイスの認証キー

サイズを選択します。デフォルトのキー サイズは 1024

ビットです。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明



第 3章      電話機、および IP テレフォニー デバイスの一括処理
電話機の追加

3-22
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

Operation Completes 

By

証明書のオペレ－ションを完了する期限の日付を入力し

ます。日付形式は、YYYY: MM: DD: HH です。デフォル

トの完了日付は現在のシステム日付の 10 日後です。

Extension Mobility (Device Profile) Information（エクステンション モビリティ（デ
バイス プロファイル）情報）

Enable Extension 

Mobility Feature

エクステンション モビリティ機能を使用可能にする場合

に、このチェックボックスをオンにします。エクステン

ション モビリティを使用すると、ユーザは、Cisco IP Phone

にログインおよびログアウトすることができます。エクス

テンション モビリティの詳細については、『Cisco 

CallManager 機能およびサービス ガイド』を参照してくだ

さい。

Log Out Profile エクステンション モビリティのユーザがログアウトする

ときに電話機がロードするプロファイルを選択します。

Cisco CallManager Administration でログアウト プロファイ

ルを設定する必要があります。

Use Current Device Settings：これを選択すると、自動生成

されたデバイス プロファイルが、デフォルト デバイス プ

ロファイルとして作成されます。

Select a User Device Profile：これを選択すると、定義済み

のユーザ デバイス プロファイルが割り当てられ、このデ

バイスのデフォルト デバイス プロファイルになります。 

選択されたユーザ デバイス プロファイルは、ログインし

ているユーザがいないとき、デバイスにロードされます。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Product-Specific Configuration（製品固有の設定）

Disable 

Speakerphone

この BAT テンプレートを使用して追加された電話機すべ

てに対して、スピーカフォンの機能を無効にする場合は、

このチェックボックスをオンにします。

Disable 

Speakerphone and 

Headset

この BAT テンプレートを使用して追加された電話機すべ

てに対して、スピーカフォンとヘッドセットの機能を無効

にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

Forwarding Delay コールの転送前にポートを数秒間遅延させる場合、

Enabled を選択します。デフォルトは Disabled です。

PC Port 内部スイッチを持つ電話機の PC ポートを制御するには、

Enabled または Disabled を選択します。電話機背面の

「10/100 PC」というラベルの付いたポートを使用して、PC

またはワークステーションを電話機に接続し、1 つのネッ

トワーク接続を共有します。 

Settings Access ユーザが電話機設定値にアクセスするかどうかを制御す

るには、Enabled または Disabled を選択します。

Gratuitous ARP Gratuitous ARP を制御するには、Enabled または Disabled を

選択します。

PC Voice VLAN 

Access

PC ボイス VLAN へのアクセスを制御するには、Enabled

または Disabled を選択します。

Video Capabilities ビデオ機能アクセスを制御するには、Enabled または

Disabled を選択します。

Auto Line Select 電話機での自動回線選択を制御するには、Enabled または

Disabled を選択します。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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H.323 Device Information（H.323 デバイス情報）

Signaling Port このデバイスが使用する H.225 シグナリング ポートを指

定します。

デフォルト値は 1720 です。有効な値は 1 ～ 65535 です。

Retry Video Call as 

Audio

このチェックボックスは、コールを受けるビデオ エンド

ポイントだけに適用されます。この電話機がビデオとして

接続していないコールを受けると、コールはオーディオ

コールとして接続を試みます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになってお

り、送信側デバイスが、オーディオ コールとして接続し

ていないビデオ コールを即座に再試行し、その後で再

ルーティングのためにコール制御にコールを送るよう指

定されています。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続

できないビデオ コールはコール制御を行えません。この

時点で、コール制御はそのコールをルート リスト内で再

ルーティングします。Automatic Alternate Routing（AAR）

が設定され使用可能になっている場合、コール制御はルー

ト リスト間のコールも再ルーティングします。

Wait for Far End 

H.245 Terminal 

Capability Set

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになってい

ます。これは、Cisco CallManager がデバイスと機能の交換

を開始するように指定していることを意味します。この

チェックボックスは、Cisco CallManager が、先に遠端の 

H.245 Terminal Capability Set を受信してから、その H.245

Terminal Capability Set を送信する必要があることを指定

します。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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H.323 Information（H.323 情報）

Outgoing Caller ID 

Pattern

電話機への着信コールに対して、発信者 ID に使用するパ

ターンを、0 ～ 24 桁で入力します。

Calling Party 

Selection

次のいずれかのオプションを選択して、送信される電話番

号を指定します。

• Originator：コールの発信側デバイスの電話番号を送信
します。

• First Redirect Number：リダイレクトするデバイスの電
話番号を送信します。 

• Last Redirect Number：コールを最後にリダイレクトす
るデバイスの電話番号を送信します。

• First Redirect Number (external)：リダイレクトするデバ
イスの電話番号を送信します。 

• Last Redirect Number (external)：コールを最後にリダイ
レクトするデバイスの電話番号を送信します。

Calling Party 

Presentation

セントラル オフィスが発信者 ID を送信するか、非通知に

するかを選択します。

• セントラル オフィスが発信者 ID を送信する場合は、
Allowed を選択します。

• セントラル オフィスが発信者 ID を送信しない場合
は、Restricted を選択します。

• デフォルトでは、発信者 ID をコール ストリーム内で
上記のレベルによって非通知にしていない限り、発信

者 ID が表示されます。

Display IE Delivery 発信側と着信側の名前通知サービスに対して、SETUP

メッセージおよび CONNECT メッセージ内の表示情報要

素（IE）を通知するには、このチェックボックスをオンに

します。 

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Redirecting 

Number IE 

Delivery—Outbound

コールの転送時に最初のリダイレクト番号とコールのリ

ダイレクト理由を知らせるために、Cisco CallManager から

の発信 SETUP メッセージに Redirecting Number IE を含め

るには、このチェックボックスをオンにします。 

発信 SETUP メッセージに最初のリダイレクト番号とリダ

イレクト理由を含めない場合は、このチェックボックスを

オフにします。 

ボイス メッセージ統合だけの場合は、Redirecting Number

IE を使用します。設定したボイス メッセージ システムが

Redirecting Number IE をサポートしている場合は、この

チェックボックスをオンにします。 

Redirecting 

Number IE 

delivery—Inbound

Redirecting Number IE をサポートするボイス メッセージ

システムを統合する場合は、Redirecting Number IE を使用

します。 

Cisco CallManager への着信 SETUP メッセージで 

Redirecting Number IE を受け入れる場合は、このチェック

ボックスをオンにします。 

Cisco CallManager に着信した SETUP メッセージから 

Redirecting Number IE を除外する場合は、このチェック

ボックスをオフにします。 

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Media Termination 

Point Required

H.323 がサポートしていない機能（保留や転送など）の実

装に Media Termination Point（MTP; メディア終端点）を使

用するかどうかを指示する場合に使用します。

メディア終端点を使用して機能を実装する場合は Media

Termination Point Required チェックボックスをオンにしま

す。メディア終端点を使用して機能を実装しない場合は

Media Termination Point Required チェックボックスをオフ

にします。

このチェックボックスは、H.245 Empty Capabilities Set を

サポートしていない H.323 クライアントと H.323 デバイ

スに対してだけ、またはメディア ストリームが単一ソー

スを通じて終了するようにする場合にだけ使用します。

このチェックボックスをオンにして MTP を要求し、この

デバイスがビデオ コールのエンドポイントになると、

コールはオーディオ専用として機能します。

Gatekeeper Information（ゲートキーパー情報）

Gatekeeper Name ドロップダウン リスト ボックスから、ゲートキーパー制

御の H.323 デバイス用のゲートキーパーを選択します。

（注） デバイスを選択しない場合、E.164、Technology
Prefix、および Zone の各フィールドは無効になり
ます。

（注） デバイスに複数の電話番号が設定されている場
合、そのデバイスをゲートキーパー制御の電話機
に変更することはできません。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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（注） BAT 電話機テンプレートの設定を続行するには、P.3-4の「新しい BAT 電話機
テンプレートの作成」に進みます。

Technology Prefix テクノロジー プレフィックスを入力して、gw-type-prefix
コマンドの設定時に各 Cisco CallManager システムの IP ア

ドレスを入力する必要がないようにします。たとえば、

ゲートキーパーで次の gw-type-prefix コマンドを使用でき

る場合、このフィールドには次のように 1#* と入力するこ

とができます。

gw-type-prefix 1#* default-technology

（注） このフィールドには、ゲートキーパー制御の
H.323 クライアント用の値を入力する必要があり
ます。このフィールドに入力できるのは、数字（0
～ 9）と特殊文字の # および * だけです。 

Zone ゲートキーパーで、Cisco CallManager が登録を行う特定の

ゾーンを入力します。ゾーンには、このゾーンと別のゾー

ンの間のコールに使用可能な合計帯域幅を指定します。

（注） このフィールドには、ゲートキーパー制御の電話
機用の値を入力する必要があります。このフィー
ルドに入力できるのは、文字、数字、スペース、
ダッシュ、ドット、およびアンダースコアだけで
す。

Gatekeeper 

Controlled H.323 

Client

H.323 クライアント ゲートキーパーを制御対象のゲート

キーパーとして設定する場合は、このチェックボックスを

オンにします。

表 3-1 電話機テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明

表 3-2 では、BAT 電話機テンプレートに回線を追加する場合に表示されるフィー

ルドすべてについて説明します。一部のデバイス タイプには、すべての電話機

設定値を必要としないものもあります。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクの付いていないフィールドはオプ

ションです。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明

フィールド 説明

Directory Number

Partition 電話番号が属するルート パーティションを選択します。

（注） 電話番号は複数のパーティションに現れる可能性
があります。

Directory Number Settings（電話番号の設定）

Voice Mail Profile パイロット番号をこの回線の電話番号と同じにするには、

このパラメータを選択します。この機能は、この電話機に

対してボイス メッセージ サーバが設定されていない場合

に役立ちます。

Calling Search 

Space

この電話番号から呼び出される番号を検索するパーティ

ションを選択します。

（注） このフィールドに変更を加えると、Call Pickup 
Group フィールドのリストに表示される Pickup
Group Names が更新されます。この設定値は、この
電話番号を使用するすべてのデバイスに適用され
ます。
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AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを

選択します。AAR グループはプレフィックス番号を提供す

るものです。プレフィックス番号は、帯域幅不足のために

本来ならブロックされるコールをルーティングするために

使用します。 

AAR Group を <None> に設定すると、ブロックされたコー

ルの再ルーティングは行われません。

User Hold Audio 

Source

ユーザが HOLD ボタンを押してコールを保留にするとき

に再生される保留オーディオ ソースの音楽を選択します。

Network Hold 

Audio Source

システムがコールを保留にするとき（たとえば、ユーザが

コールを転送する間や電話会議またはコール パークを開

始する間）に再生される保留オーディオ ソースの音楽を選

択します。

Auto Answer 次のいずれかのオプションを選択して、この電話番号の自

動応答機能をアクティブにします。

• Auto Answer Off <デフォルト >

• Auto Answer with Headset

• Auto Answer with Speakerphone (Intercom)

（注） Auto Answer with Headset または Auto Answer with
Speakerphone を選択する場合、ヘッドセットまたは
スピーカフォンが使用不可になっていないことを
確認してください。

Call Forward and Pickup Settings（Call Forward と Call Pickup の設定）

Forward All Voice 

Mail

コールをボイスメール プロファイルで選択した番号に転

送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward All 

Destination フィールドと Forward All Calling Search Space

チェックボックスでの指定内容は無効になります。 

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward All 

Destination

すべてのコールが転送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward All Calling 

Search Space

コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコー

ル検索スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Forward Busy 

Internal Voice Mail

内部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選

択した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward Busy 

Internal Destination フィールドと Calling Search Space チェッ

クボックスでの指定内容は無効になります。

Forward Busy 

Internal Destination

回線が使用中のときに内線コールが転送される先の電話番

号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の内部電話番
号、およびこの電話番号を使用するすべてのデバイ
スに適用されます。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward Busy 

Internal Calling 

Search Space

内線コールが指定された宛先に転送されるときに使用する

コール検索スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Forward Busy 

External Voice Mail

外部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選

択した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward Busy 

External Destination フィールドと Calling Search Space 

チェックボックスでの指定内容は無効になります。 

Forward Busy 

External Destination

回線が使用中のときに外線コールが転送される先の電話番

号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の外部電話番号
（制限されていない限り、外部の宛先を含む）、およ
びこの電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

Forward Busy 

External Calling 

Search Space

外線コールが指定された宛先に転送されるときに使用する

コール検索スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward No Answer 

Internal Voice Mail

内部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選

択した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer 

Internal Destination フィールドと Calling Search Space チェッ

クボックスでの指定内容は無効になります。 

Forward No Answer 

Internal Destination

電話機が応答しない場合に、内線コールが転送される先の

電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の内部電話番
号、およびこの電話番号を使用するすべてのデバイ
スに適用されます。

Forward No Answer 

Internal Calling 

Search Space

内線コールが指定された宛先に転送されるときに使用する

コール検索スペースを選択します。この設定値は、システ

ム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Forward No Answer 

External Voice Mail

コールをボイスメール プロファイルで選択した外部番号

に転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer 

Externally Destination フィールドと External Calling Search

Space チェックボックスでの指定内容は無効になります。 

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward No Answer 

External Destination

電話機が応答しない場合に、外線コールが転送される先の

電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の外部電話番号
（制限されていない限り、外部の宛先を含む）、およ
びこの電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

Forward No Answer 

External Calling 

Search Space

外線コールが指定された宛先に転送されるときに使用する

コール検索スペースを選択します。この設定値は、システ

ム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Forward No 

Coverage Internal 

Voice Mail

内部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選

択した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

Forward No 

Coverage Internal 

Destination

電話機のカバレッジが対応しない場合に、内線コールが転

送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の内部電話番
号、およびこの電話番号を使用するすべてのデバイ
スに適用されます。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward No 

Coverage Internal 

Calling Search 

Space

内線コールが指定された宛先に転送されるときに使用する

コール検索スペースを選択します。この設定値は、システ

ム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Forward No 

Coverage External 

Voice Mail

外部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選

択した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

Forward No 

Coverage External 

Destination

電話機のカバレッジが対応しない場合に、外線コールが転

送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No 

Coverage External 

Calling Search 

Space

外線コールが指定された宛先に転送されるときに使用する

コール検索スペースを選択します。この設定値は、システ

ム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

No Answer Ring 

Duration

コールが呼び出し音を送り、応答を待つ時間（秒数）を入

力します。この時間内に応答がないと、Forward No Answer

Destination にコールを転送します。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Call Pickup Group Pickup Group Name を選択してコール ピックアップ グルー

プを指定します。コール ピックアップ グループでは、該当

のピックアップ グループ番号をダイヤルすることにより、

この電話番号への着信コールに応答することができます。

Multilevel Precedence and Preemption Alternate Party Settings（マルチレベル優先順
位およびプリエンプション代替パーティ設定）

Target (Destination) この電話番号が優先コールを受信したが、その番号もその

コール転送先もその優先コールに応答しない場合に、

MLPP 優先コールが向けられる先の番号を入力します。

値は数字、シャープ（#）、およびアスタリスク（*）を含め

ることができます。

Calling Search 

Space

ドロップダウン リスト ボックスから、代替パーティ ター

ゲット（宛先）番号に関連付けるコール検索スペースを選

択します。

No Answer Ring 

Duration

優先コールに対してこの電話番号とそのコール転送先が応

答するのを待つ時間（4 ～ 30 秒）を入力します。この時間

内に応答がないと、MLPP 優先コールはこの電話番号の代

替パーティに向けて送られます。

Cisco CallManager エンタープライズ パラメータの 

Precedence Alternate Party Timeout で設定されている値を使

用する場合は、この設定をブランクのままにします。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Line Settings for This Phone（この電話機に対する回線設定値）

Line Text Label このフィールドは、回線の着信表示に電話番号を表示しな

い場合だけ使用します。回線と電話機の組み合せに使用さ

れているこの電話番号を識別するためのテキストを入力し

ます。

推奨される入力値としては、上司の名前、部門名、あるい

は複数の電話番号を受け持つ秘書またはアシスタントが複

数の電話番号を識別できる別の適切な情報が挙げられま

す。半角カタカナを指定することができますが、電話機の

ユーザ ロケールが "Japanese_Japan" でない場合は正しく表

示されないので、注意が必要です。

External Phone 

Number Mask

この回線からコールを行うときに発信者 ID 用に送信され

る電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 24 桁の数字と「X」文字が入力できます。X は電話番

号を表し、パターンの最後に表示する必要があります。た

とえば、972813XXXX というマスクを指定すると、内線

1234 からの外線コールには発信者 ID 番号 9728131234 が表

示されます。

Maximum Number 

of Calls

クラスタ内のデバイスの 1 つの回線に対して最大 184 の

コールを設定できます。ただし、デバイスが制限要因とな

ります。1 つの回線に対してコールの数を設定すると、別

の回線に使用可能なコールが減少します。 

デフォルトは 4 です。電話機が回線ごとの複数コールを許

可していない場合、デフォルトは 2 です。

CTI ルート ポイントに対しては、各ポートに対して最大

10,000 のコールを設定できます。デフォルトは 5000 コール

です。 

このフィールドは Busy Trigger フィールドと併せて使用し

ます。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Busy Trigger この設定は、Maximum Number of Calls および Call Forward

Busy と連動し、回線で表示されるコールの最大数を決定し

ます。Maximum Number of Calls が 50 に設定され、Busy

Trigger が 40 に設定されている場合、着信コール 41 は話し

中を理由として拒否されます（さらに Call Forward Busy が

設定されている場合は転送されます）。この回線が共有され

ている場合は、すべての回線が話し中になって、初めて着

信コールが拒否されます。

このフィールドは、CTI ルート ポイント用の Maximum 

Number of Calls と併せて使用します。デフォルトは 4500

コールです。

Message Waiting 

Lamp Policy

このフィールドを使用してハンドセット ランプ照明ポリ

シーを設定します。次のオプションのいずれかを選択して

ください。

• システム ポリシーを使用（電話番号は「Message Waiting
Lamp Policy」設定を参照します）

• Light and Prompt

• Prompt Only

• Light Only

• None

設定は、右にあるチェックボックス（Update Shared Device

Settings）をオンにして Propagate selected ボタンをクリッ

クしない限り、現在のデバイスだけに適用されます（右側

のチェックボックスが表示されるのは、他のデバイスがこ

の電話番号を共有している場合だけです）。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Ring Setting (Phone 

Idle)

着信コールを受信し、デバイスに他のアクティブなコール

がない場合の、回線着信表示に対する呼び出し音設定を選

択します。次のオプションのいずれかを選択してください。

• Use system default

• Disable

• Flash only

• Ring once

• Ring

Ring Setting (Phone 

Active)

この電話機に異なる回線で別のアクティブ コールがあっ

た場合に使用される呼び出し音設定を選択します。次のオ

プションのいずれかを選択してください。

• Use system default

• Disable

• Flash only

• Ring once

• Ring

• Beep only

Forwarded Call Information Display for this Device（デバイスの転送コール情報の表
示）

Caller Name 転送されたコールの受信時に、表示に発信者名を含めるに

は、このチェックボックスをオンにします。デフォルトで

は、このチェックボックスはオンになっています。

Redirected Number 転送されたコールの受信時に、表示にリダイレクトされた

番号を含めるには、このチェックボックスをオンにします。 

Caller Number 転送されたコールの受信時に、表示に発信者の番号を含め

るには、このチェックボックスをオンにします。 

Dialed Number 転送されたコールの受信時に、表示にダイヤルされた番号

を含めるには、このチェックボックスをオンにします。デ

フォルトの設定では、このチェックボックスはオンになっ

ています。

表 3-2 BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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（注） 手順を完了するには、P.3-5の「BAT テンプレートにおける回線の追加または更
新」に進みます。

関連項目

• BAT テンプレートにおける IP サービスの追加または更新（P.3-7）

• BAT テンプレートにおける短縮ダイヤルの追加または更新（P.3-8）

• 電話機の追加（P.3-2）

BAT スプレッドシートを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成

新しい電話機または IP テレフォニー デバイスをシステムに追加する場合、BAT

と共に使用するよう設計された Microsoft Excel スプレッドシートを使用できま

す。このスプレッドシートは、選択されたデバイスのオプションを自動的に調整

するマクロを備えています。スプレッドシート内でファイル形式を定義すること

ができるので、BAT スプレッドシートはデータ ファイル形式を使用して CSV

データ ファイルのフィールドを表示します。 

新しい電話機と他の IP テレフォニー デバイスを追加するために BAT スプレッ

ドシートを使用して CSV データ ファイルを作成する手順は、次のとおりです。

BAT スプレッドシートのインストールおよび使用方法の詳細については、

P.1-13の「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」を参照してく

ださい。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを見つけ、ダブルクリックして、BAT スプレッドシートを開き

ます。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 電話機オプションを表示するには、スプレッドシートの下部にある Phones タブ

をクリックします。
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ステップ 4 次のデバイス タイプのいずれかのオプション ボタンを選択します。

• Phones

• CTI Port

• H.323 Client

• VGC Virtual Phone

• VGC Phone

スプレッドシートには、選択されたデバイスで使用可能なオプションが表示され

ます。たとえば、Phones を選択すると、回線数と短縮ダイヤル数のフィールド

が表示されます。

（注） 選択するデバイス タイプによって BAT スプレッドシート内のデータの
検査基準が決まります。

ステップ 5 電話機ごとに定義できるデバイス フィールドおよび回線フィールドを選択する

には、Create File Format をクリックします。Field Selection ポップアップ ウィン

ドウが表示されます。

ステップ 6 デバイス フィールドを選択するには、Device Field ボックスでデバイス フィール

ド名をクリックし、次に矢印をクリックしてそのフィールドを Selected Device

Fields ボックスに移動します。

CSV データ ファイルには、Number of Lines を最初のフィールドとして、MAC

Address/Device Name、および Description を含める必要があります。したがって、

これらのフィールドは常に選択された状態になっています。

ヒント リスト内の特定範囲のフィールドを複数同時に選択するには、Shift
キーを押しながらフィールド名をクリックします。複数のフィールド
を任意に選択するには、Ctrl キーを押しながらフィールド名をクリッ
クします。 
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ステップ 7 Line Field ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印をクリックし

てそのフィールドを Selected Line Fields ボックスに移動します。

ヒント Selected Line Fields ボックスおよび Selected Device Fields ボックスでは、
最初のフィールド Number of Lines 以外の項目の順序を変更することが
できます。項目を選択し、上向き矢印を使用してその項目をリストの
前方に移動させるか、または下向き矢印を使用してその項目をリスト
の後方に移動させます。

ステップ 8 Create をクリックして、CSV データ ファイル形式を修正します。既存の CSV 形

式を上書きするかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 9 OK をクリックします。選択したフィールド用の新しいカラムが、指定した順序

で BAT スプレッドシートに表示されます。

ステップ 10 Number of Phone Lines ボックスが表示されるまで、右にスクロールします。ここ

で指定する回線数は、BAT テンプレートで設定した回線数を超えることはでき

ません。

（注） CSV データ ファイルを挿入するとき、電話機の回線数は BAT 電話機テ
ンプレートの回線数を超えることはできません。この数を超えると、エ
ラーが発生します。

ステップ 11 電話機、VGC Phone、および VGC Virtual Phone の場合は、Number of Speed Dials

ボックスに短縮ダイヤル ボタンの数を入力する必要があります。ボタン数を入

力すると、各短縮ダイヤル番号用のカラムが表示されます。

（注） データ レコードを挿入するときは、BAT テンプレートで設定した短縮ダ
イヤル数を超えないようにしてください。超えた場合は、CSV データ
ファイルと BAT 電話機テンプレートを挿入するときにエラーが発生し
ます。
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ステップ 12 スプレッドシートで回線ごとに個々の電話機のデータを入力します。すべての必
須フィールド、および該当するオプションフィールドに値を入力します。各カラ

ムの見出しは、フィールドの長さ、およびそのフィールドが必須かオプションか

を示しています。表 3-3 では、BAT スプレッドシートのすべての電話機フィール

ドを説明しています。 

ステップ 13 電話機ごとに MAC アドレスを入力しなかった場合は、Create Dummy MAC
Address チェックボックスをオンにします。

ダミー MAC アドレス オプションを選択した場合、後で、正しい MAC アドレス

を使用して電話機を更新できます。この更新を行うには、Cisco CallManager

Administration にこの情報を手作業で入力するか、TAPS ツールを使用します。

TAPS の詳細については、P.12-2の「TAPS の概要」を参照してください。

（注） CTI ポートを追加する場合、ダミー MAC アドレス オプションを使用す
ると、ダミー MAC アドレスの形式で、CTI ポートごとに固有のデバイ
ス名が指定されます。
H.323 クライアント、VGC Phone、および VGC Virtual Phone には、ダミー
MAC アドレスを使用しないでください。

ステップ 14 Export to BAT Format をクリックして、BAT Excel スプレッドシートから CSV

形式のデータ ファイルにデータを転送します。

このファイルは、C:\XLSDataFiles（または指定したローカル ワークステーショ

ン上の別の既存フォルダ）に、次のファイル名で保存されます。

<tabname><timestamp>.txt

ここで、<tabname> は、作成した入力ファイルのタイプ（たとえば、phones）を

表し、<timestamp> は、ファイルが作成された正確な日時を表します。
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（注） いずれかのフィールドにコンマを入力した場合、BAT.xlt を使用して 
BAT 形式にエクスポートするときに、そのフィールド エントリは二重引
用符で囲まれます。
スプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイルの
終わりとして扱われます。ブランク行の後に入力されているデータは
BAT 形式に変換されません。

（注） CSV ファイル名は、コンマ付き（abcd,e.txt など）では作成されません。
コンマがあると、ファイルは abcd.txt と e.txt に分かれ、両方とも存在し
ないために BAT はファイルの挿入に失敗します。この問題を避けるため
に、CSV ファイル名にはコンマが含まれないようにしてください。

CSV データ ファイルを Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT が CSV データ ファイルにアクセスできるようにする必要があ

ります。フロッピーディスク、またはマッピングされたネットワーク ドライブ

を使用して、CSV データ ファイルを C:\XLSDataFiles（または CSV ファイルの格

納先として選択したフォルダ）からパブリッシャ データベース サーバ上の 

C:\BATFiles\Phones\Insert フォルダにコピーします。

（注） エクスポートされた CSV データ ファイルを読み取る方法については、BAT 内の
Insert Phones ウィンドウで View Sample File へのリンクをクリックしてくださ
い。

関連項目

• BAT スプレッドシートの電話機のフィールド説明（P.3-45）

• テキスト エディタを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成（P.3-53）

• Cisco CallManager への電話機の挿入（P.3-61）



3-45
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 3章      電話機、および IP テレフォニー デバイスの一括処理
電話機の追加

BAT スプレッドシートの電話機のフィールド説明

表 3-3 では、CSV データ ファイルにデバイスと回線の詳細を追加する場合に使

用可能な電話機フィールドについて説明します。

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明

フィールド 説明

Device Fields (Mandatory Fields)（デバイス フィールド（必須フィールド））

Number of Lines この電話機の回線の数を入力します。BAT テンプレートの

回線数よりも少ない数にできますが、そこに指定されてい

る回線数を超えることはできません。

 MAC 

Address/Device 

Name

電話機、VGC Virtual Phone、VGC Phone の MAC アドレス

を入力します。CTI ポートまたは H.323 クライアントの固

有の ID（デバイス名）を入力します。Create Dummy MAC 
Addresses チェックボックスをオンにすると、固有のデバ

イス ID を自動的に生成できます。

Description 電話機またはデバイスを特定する説明、たとえば

「Conference Room A」や「John Smith」を入力します。 

Device Fields (Optional Fields)（デバイス フィールド（オプション フィールド））

Location このグループの IP Phone またはポートに適切なロケーショ

ンを入力します。

ロケーションは、このロケーションの着信コールおよび発

信コールに使用可能な合計帯域幅を指定します。ロケー

ションを None に設定すると、ロケーション機能がこの

Cisco IP Phone の消費する帯域幅を管理しないことを示し

ます。BAT 電話機テンプレートでロケーションが指定され

ている場合は、このフィールドをブランクのままにします。

Device Pool このグループの電話機またはポートのデバイス プールを

入力します。

デバイス プールは、デバイスに共通した特性のセット（た

とえば、地域、日付 / 時刻グループ、Cisco CallManagerグ

ループ、および自動登録用のコール検索スペース）を定義

します。
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Calling Search 

Space

このグループの電話機またはポートのコール検索スペース

を入力します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を指

定するものです。ルート パーティションの集合は、ダイヤ

ルされた番号のルーティング方法を決定するために検索さ

れます。

AAR Calling Search 

Space

デバイスが自動代替ルーティング（AAR）の実行時に使用

する適切なコール検索スペースを入力します。AAR コール

検索スペースは、ルート パーティションの集合を指定する

ものです。ルート パーティションの集合は、帯域幅不足の

ために本来ならブロックされるダイヤルされた番号のルー

ティング方法を決定するために検索されます。

Media Resource 

Group List

このグループの電話機またはポートのメディア リソース

グループ リスト（MRGL）を入力します。

MRGL は、優先順位が付けられたメディア リソース グルー

プのリストを指定します。アプリケーションは、MRGL に

定義されている優先順位に従って、使用可能なメディア リ

ソースの中から、必要なメディア リソースを選択できま

す。

User Hold Audio 

Source

このグループの IP Phone または CTI ポートが使用するユー

ザ保留オーディオ ソースを入力します。

ユーザ保留オーディオ ソースは、ユーザがコールを保留に

したときに再生される音楽のオーディオ ソースを特定し

ます。

Network Hold 

Audio Source

このグループの IP Phone または CTI ポートが利用するネッ

トワーク保留オーディオ ソースを入力します。

ネットワーク保留オーディオ ソースは、システムがコール

を保留にするとき（たとえば、ユーザがコールを転送した

ときまたはコール パークに置いたとき）に再生される音楽

のオーディオ ソースを特定します。

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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User Locale このグループの IP Phone に関連付ける国 /地域と言語の組

み合せを入力します。

この選択内容によって、言語やフォントを含むロケール属

性のどれをこのユーザに適用するか、およびこのユーザの

Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話機をどの言

語で表示するかが決まります。

Network Locale このグループの電話機に関連付けるネットワーク ロケー

ルを入力します。 

Network Locale は、シスコのゲートウェイと電話機が、特

定地域の PSTN およびその他のネットワークと通信すると

きに使用するトーンと断続周期を提供します。 

Softkey Template このグループ内の電話機すべてに使用されるソフトキー

テンプレートを入力します。

Phone Load Name 該当する場合は、カスタム電話機ロードを入力します。 

（注） このフィールドに入力される値は、選択されたモデ
ルのデフォルト値を上書きします。

値は CTI ポートには適用されません。 

E.164 ゲートキーパーに登録されている E.164 アドレスを選択し

ます。

（注） H.323 クライアントがゲートキーパー制御のデバ
イスとして設定されていることを確認します。

（注） このフィールドには、ゲートキーパー制御の H.323
クライアント用の値を入力する必要があります。こ
のフィールドに入力できるのは、数字（0 ～ 9）と
特殊文字の # および * だけです。 

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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User ID この電話機ユーザのユーザ ID を入力します。

Line Fields (Optional)（回線フィールド（オプション））

Directory Number 電話機の電話番号を、24 桁以下の数字と特殊文字で入力し

ます。

Partition 電話番号が属するルート パーティションを入力します。

（注） 電話番号は複数のパーティションに現れる可能性
があります。

Line Text Label 回線と電話機の組み合せに使用されているこの電話番号を

識別するためのテキストを入力します。半角カタカナを指

定することができますが、電話機のユーザ ロケールが

"Japanese_Japan" でない場合は正しく表示されないので、注

意が必要です。 

（注） デフォルトの言語は英語です。

Voice Mail Profile パイロット番号をこの回線の電話番号と同じにするには、

このパラメータを入力します。この機能は、この電話機に

対してボイス メッセージ サーバが設定されていない場合

に役立ちます。

Line Calling Search 

Space

この電話番号から呼び出される番号を検索するパーティ

ションを入力します。

（注） このフィールドに変更を加えると、Call Pickup 
Group フィールドのリストに表示される Pickup
Group Names が更新されます。この設定値は、この
電話番号を使用するすべてのデバイスに適用され
ます。

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを

入力します。AAR グループはプレフィックス番号を提供す

るものです。プレフィックス番号は、帯域幅不足のために

本来ならブロックされるコールをルーティングするために

使用します。 

AAR Group を <None> に設定すると、ブロックされたコー

ルの再ルーティングは行われません。

Line User Hold 

Audio Source

ユーザが Hold ボタンを押してコールを保留にするときに

再生される保留オーディオ ソースの音楽を入力します。

Line Network Hold 

Audio Source

システムがコールを保留にするとき（たとえば、ユーザが

コールを転送したときまたは電話会議やコールを開始した

とき）に再生される保留オーディオ ソースの音楽を入力し

ます。

Forward All すべてのコールが転送される先の電話番号を入力します。

BAT 電話機テンプレートの入力値を使用するには、この

フィールドをブランクのままにします。

Forward Busy 

External

電話機が話し中の場合に、外部番号からのコールを転送す

る電話番号を入力します。BAT 電話機テンプレートの入力

値を使用するには、このフィールドをブランクのままにし

ます。

Forward No Answer 

External

電話機が応答しない場合に、外部番号からのコールを転送

する電話番号を入力します。BAT 電話機テンプレートの入

力値を使用するには、このフィールドをブランクのままに

します。

Forward No 

Coverage External

電話機のカバレッジが対応しない場合に、外部番号からの

コールを転送する電話番号を入力します。BAT 電話機テン

プレートの入力値を使用するには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward Busy 

Internal

電話機が話し中の場合に、内部番号からのコールを転送す

る電話番号を入力します。BAT 電話機テンプレートの入力

値を使用するには、このフィールドをブランクのままにし

ます。

Forward No Answer 

Internal

電話機が応答しない場合に、内部番号からのコールを転送

する電話番号を入力します。BAT 電話機テンプレートの入

力値を使用するには、このフィールドをブランクのままに

します。

Forward No 

Coverage Internal

電話機のカバレッジが対応しない場合に、内部番号からの

コールを転送する電話番号を入力します。BAT 電話機テン

プレートの入力値を使用するには、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

Display コールの着信側の電話機ディスプレイに表示するテキスト

を入力します（たとえば、John Smith などのユーザ名や 

Conference Room 1 などの電話機の設置場所など）。半角カ

タカナを指定することができますが、着信側の電話機の

ユーザ ロケールが "Japanese_Japan" でない場合は正しく表

示されないので、注意が必要です。

（注） このフィールドをブランクにしておくと、Directory
Number フィールドに入力された値が使用されま
す。

（注） デフォルトの言語は英語です。

Call Pickup Group Pickup Group Name を選択してコール ピックアップ グルー

プを指定します。コール ピックアップ グループでは、該当

のピックアップ グループ番号をダイヤルすることにより、

この電話番号への着信コールに応答することができます。

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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External Phone 

Number Mask

この回線からコールを行うときに発信者 ID 用に送信され

る電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 24 桁の数字と「X」文字が入力できます。X は電話番

号を表し、パターンの最後に表示する必要があります。た

とえば、972813XXXX というマスクを指定すると、内線

1234 からの外線コールには発信者 ID 番号 9728131234 が表

示されます。

No Answer Ring 

Duration (CFNA)

コールが呼び出し音を送り、応答を待つ時間（秒数）を入

力します。この時間内に応答がないと、Forward No Answer

Destination にコールを転送します。

Target Destination 

(MLPP)

この電話番号が優先コールを受信したが、その番号もその

コール転送先もその優先コールに応答しない場合に、

MLPP 優先コールが向けられる先の番号を入力します。

値は数字、シャープ（#）、およびアスタリスク（*）を含め

ることができます。

Calling Search 

Space (MLPP)

ドロップダウン リスト ボックスから、代替パーティ ター

ゲット（宛先）番号に関連付けるコール検索スペースを選

択します。

No Answer Ring 

Duration (MLPP)

優先コールに対してこの電話番号とそのコール転送先が応

答するのを待つ時間（4 ～ 30 秒）を入力します。この時間

内に応答がないと、MLPP 優先コールはこの電話番号の代

替パーティに向けて送られます。

Cisco CallManager エンタープライズ パラメータの 

Precedence Alternate Party Timeout で設定されている値を使

用する場合は、この設定をブランクのままにします。

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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（注） 手順を完了するには、P.3-40の「BAT スプレッドシートを使用した電話機用 CSV
データ ファイルの作成」に進みます。

Maximum Number 

of Calls

クラスタ内のデバイスの 1 つの回線に対して最大 200 の

コールを設定できます。ただし、デバイスが制限要因とな

ります。1 つの回線に対してコールの数を設定すると、別

の回線に使用可能なコールが減少します。 

デフォルトは 4 です。電話機が回線ごとの複数コールを許

可していない場合、デフォルトは 2 です。

CTI ルート ポイントに対しては、各ポートに対して最大

10,000 のコールを設定できます。デフォルトは 5000 コール

です。このフィールドは Busy Trigger フィールドと併せて

使用します。

Busy Trigger この設定は、Maximum Number of Calls および Call Forward

Busy と連動し、回線で表示されるコールの最大数を決定し

ます。Maximum Number of Calls が 50 に設定され、Busy

Trigger が 40 に設定されている場合、着信コール 41 は話し

中を理由として拒否されます（さらに Call Forward Busy が

設定されている場合は転送されます）。この回線が共有され

ている場合は、すべての回線が話し中になって、初めて着

信コールが拒否されます。

このフィールドは、CTI ルート ポイント用の Maximum 

Number of Calls と併せて使用します。デフォルトは 4500

コールです。

Alerting Name 共有電話番号に対するアラート中に表示される名前を表し

ます。非共有電話番号の場合、アラート時には Display

フィールドに入力された名前が使用されます。

表 3-3 BAT スプレッドシートの電話機フィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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テキスト エディタを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成

値がコンマで区切られた ASCII テキストを複数行使用して、コンマ区切り値

（CSV）データ ファイルを作成することができます。コンマ区切り値（CSV）ファ

イルでは、テキスト情報は表形式で与えられます。電話機用のテキストベース

CSV ファイルの詳細については、P.A-3の「電話機用のテキストベース CSV ファ

イルの作成」を参照してください。

次のファイル形式オプションのいずれかを使用して、CSV データ ファイル内の

デバイスと回線のフィールドを識別します。

• Default Phone：電話機のデバイス フィールドと回線フィールドの事前決定済
みの組み合せを含む。

• Simple Phone：電話機の基本的なデバイス フィールドと回線フィールドを含
む。

• Custom：独自に選択して順序付けしたデバイス フィールドと回線フィール
ドを含む。

Simple Phone または Default Phone のファイル形式は、修正することも削除するこ

ともできません。

次のトピックでは、テキスト エディタを使用して作成する CSV データ ファイル

のファイル形式設定に関する情報を提供します。

• ファイル形式の作成（P.3-54）

• ファイル形式のコピー（P.3-55）

• ファイル形式の修正（P.3-56）

• ファイル形式の削除（P.3-57）

• CSV データ ファイルへのファイル形式の関連付け（P.3-58）

• 電話機用のテキストベース CSV ファイルの作成（P.A-3）

（注） BAT スプレッドシートを使用して CSV データ ファイルを作成する場合は、スプ
レッドシート内でファイル形式を作成することができます。テキスト エディタ
を使用して CSV データ ファイルを作成する場合は、ファイル形式を作成するか、
Simple または Default のファイル形式を使用する必要があります。値は、テキス
トベースのファイルに、ファイル形式で指定されている順序と同じ順序で入力し

ます。
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ファイル形式の作成

テキストベースの CSV データ ファイル用のファイル形式を作成する手順は、次

のとおりです。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ領域の下の Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or 
modify file formats を選択して、Next をクリックします。File Format Configuration

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Add a new File Format をクリックします。File Format Information ウィンドウがク

リアされます。

ステップ 3 File Format Name フィールドに、このカスタム形式の名前を入力します。

ステップ 4 Device Fields で、各電話機に定義するデバイス フィールド名を選択します。

Device Fields ボックスで、デバイス フィールド名をクリックしてから矢印をク

リックして、そのフィールドを Selected Device Fields ボックスに移動します。

CSV データ ファイルには、Number of Lines、MAC Address/Device Name、および 

Description を含める必要があります。したがって、これらのフィールドは常に選

択された状態になっています。

ヒント Ctrl キーを押しながらリスト内の複数のフィールド名を任意に選択し、次に矢印
をクリックすると、その複数のフィールドを同時に選択することができます。

Shift キーを使用すると、特定範囲の項目を複数同時に選択することができます。

ステップ 5 Line Field ボックスで回線フィールド名をクリックしてから矢印をクリックし

て、そのフィールドを Selected Line Fields ボックスに移動します。
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ヒント Selected Line Fields ボックスおよび Selected Device Fields ボックス内の項目の順
序は変更できます。項目を選択し、上向き矢印を使用してその項目をリストの前

方に移動させるか、または下向き矢印を使用してその項目をリストの後方に移動

させます。

ステップ 6 短縮ダイヤルの詳細のフィールドを含める場合は、Include Speed Dials in the CSV
Format チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 カスタム ファイル形式を保存するには、Insert をクリックします。ファイル形式
の名前が左側の File Format Names リストに表示されます。

関連項目

• ファイル形式のコピー（P.3-55）

• ファイル形式の修正（P.3-56）

• ファイル形式の削除（P.3-57）

ファイル形式のコピー

CSV データ ファイルの既存の形式をコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ領域の下の Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or 
modify file formats を選択して、Next をクリックします。File Format Configuration

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Format Name リストで、コピーするファイル形式を選択します。ファイル形

式の詳細がフィールドに表示されます。

ステップ 3 Copy をクリックして選択されたファイル形式をコピーします。
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ステップ 4 File Format Name フィールドに、コピーした形式の新しい名前を入力します。

ステップ 5 次の方式のいずれかを使用して、コピーした形式を修正します。

• 新しいフィールドを追加するには、Device Fields ボックスまたは Line Fields
ボックスからフィールドを選択してから矢印をクリックして、選択した
フィールドを Selected Device Fields ボックスまたは Selected Line Fields ボッ
クスに移動します。

• フィールドを削除するには、Selected Device Fields ボックスまたは Selected
Line Fields ボックスからフィールドを選択してから矢印をクリックして、選
択したフィールドを Device Fields ボックスまたは Line Fields ボックスに移動
します。

• フィールドの順序を変更するには、Selected Device Field ボックスまたは
Selected Line Fields ボックスのフィールド名を選択し、上向き矢印または下
向き矢印を使用してフィールドの位置を変更します。

ステップ 6 変更を加えたら、Insert をクリックして、コピーしたファイル形式を変更内容と
ともにリストに保存します。

関連項目

• ファイル形式の作成（P.3-54）

• ファイル形式の修正（P.3-56）

• ファイル形式の削除（P.3-57）

ファイル形式の修正

CSV データ ファイルの既存のファイル形式を修正する手順は、次のとおりです。

修正できるのは、カスタム形式だけです。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ領域の下の Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or 
modify file formats を選択して、Next をクリックします。File Format Configuration

ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 File Format Name リストで、修正するファイル形式を選択します。ファイル形式

の詳細がフィールドに表示されます。

ステップ 3 次の方式のいずれかを使用して、コピーした形式を修正します。

• 新しいフィールドを追加するには、Device Fields ボックスまたは Line Fields
ボックスからフィールドを選択してから矢印をクリックして、選択した
フィールドを Selected Device Fields ボックスまたは Selected Line Fields ボッ
クスに移動します。

• フィールドを削除するには、Selected Device Fields ボックスまたは Selected
Line Fields ボックスからフィールドを選択してから矢印をクリックして、選
択したフィールドを Device Fields ボックスまたは Line Fields ボックスに移動
します。Number of lines、MAC Address、および Description の必須フィール
ドは削除できません。

• フィールドの順序を変更するには、Selected Device Field ボックスまたは
Selected Line Fields ボックスのフィールド名を選択し、上向き矢印または下
向き矢印を使用してフィールドの位置を変更します。

ステップ 4 変更を加えたら、Update をクリックして変更内容をファイル形式に保存します。

.

関連項目

• ファイル形式の作成（P.3-54）

• ファイル形式のコピー（P.3-55）

• ファイル形式の削除（P.3-57）

ファイル形式の削除

CSV データ ファイルの既存のファイル形式を削除する手順は、次のとおりです。

削除できるのは、カスタム形式だけです。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ領域の下の Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or 
modify file formats を選択して、Next をクリックします。File Format Configuration

ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 File Format Name リストで、削除するファイル形式を選択します。ファイル形式

の詳細がフィールドに表示されます。これが、削除するファイルであることを確

認します。

ステップ 3 File Format Name リストからファイル形式を削除するには、Delete をクリックし

ます。ファイル形式の削除を確認するメッセージが表示されます。OK をクリッ

クして続行します。ファイル形式名がリストから削除されます。

関連項目

• ファイル形式の作成（P.3-54）

• ファイル形式のコピー（P.3-55）

• ファイル形式の修正（P.3-56）

CSV データ ファイルへのファイル形式の関連付け

テキスト エディタを使用して CSV データ ファイルを作成した場合は、テキスト

ベースのファイルに値を入力するためのファイル形式をすでに作成したという

ことになります。値は、ファイル形式で指定されている順序でテキスト ファイ

ルに入力済みです。

CSV データ ファイルが完成したら、ファイル形式をテキストベースの CSV デー

タ ファイルに関連付ける必要があります。ファイル形式を CSV ファイルに関連

付けると、各フィールドの名前は CSV データ ファイルの最初のレコードとして

表示されます。この情報を使用して、各フィールドの値を正しい順序で入力して

あることが確認できます。

テキストベースの CSV データ ファイルでファイル形式を追加する手順は、次の

とおりです。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ領域の下の Create CSV data file ウィンドウで、Associate file 
format with the CSV data file を選択して、Next をクリックします。Add File Format

ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 File Name フィールドで、このトランザクション用に作成したテキストベースの

CSV ファイルを選択します。

ステップ 3 File Format Name フィールドで、このタイプのバルク トランザクション用に作成

したファイル形式を選択します。

ステップ 4 一致するファイル形式を CSV データ ファイルに関連付けるには、Add をクリッ

クします。

ステップ 5 View File リンクをクリックして、ファイル形式を最初のレコードとする CSV

データ ファイルを表示します。入力された値が CSV データ ファイルのフィール

ド名に対応していることを確認します。 

関連項目

• 電話機レコードの確認（P.3-59）

• Cisco CallManager への電話機の挿入（P.3-61）

• テキスト エディタを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成（P.3-53）

• 電話機用の CSV データ ファイル形式（P.A-4）

電話機レコードの確認

Validate Phones を選択すると、システムは確認ルーチンを実行して、CSV データ

ファイルと BAT 電話機テンプレートが、デバイス プールやロケーションなどの

すべての必須フィールドを指定しているかどうかをチェックします。確認ではさ

らに、パブリッシャ データベースとの不一致がないかどうかをチェックします。 

始める前に

• 追加するデバイスの BAT 電話機テンプレートが必要です。単一回線または
複数回線を持つ電話機を追加するには、複数回線を持つマスター電話機テン

プレートを使用できます。詳細については、P.1-7の「マスター電話機テン
プレート」を参照してください。

• 電話機または他の IP テレフォニー デバイスに固有の詳細を含むコンマ区切
り値（CSV）形式のデータ ファイルが必要です。 
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CSV データ ファイルの電話機レコードを確認する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Steps to Insert Phones ウィンドウで Validate Phone Records を選択して、Next をク
リックします。Validate Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Name フィールドで、この特定のバルク トランザクション用に作成した CSV

データ ファイルを選択します。

ステップ 3 CSV データ ファイルに対応する Insert オプションを選択します。

• Specific Details：カスタマイズされたファイル形式を使用する電話機レコー
ドを確認する場合。

• All Details：All Details オプションを使用して生成したエクスポート電話機
ファイルから電話機レコードを確認する場合。ステップ 5 に進みます。

ステップ 4 Phone Template Name フィールドで、このタイプのバルク トランザクション用に

作成した BAT 電話機テンプレートを選択します。 

ステップ 5 All Details オプションの場合は、IP テレフォニー デバイスのモデルを選択する必

要があります。BAT には、現時点で Cisco CallManager データベースに登録され

ているモデルだけが表示されます。

ステップ 6 Validate をクリックすると、選択した CSV データ ファイルとパブリッシャ デー

タベースが検証されます。検証ルーチンは、エラーをログ ファイルに記録しま

す。

ステップ 7 検証が完了したら、View Latest Log File をクリックして、デバイスとの不一致や
エラー コードを記録したログ ファイルを表示します。ログ ファイルの詳細につ

いては、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。
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関連項目

• Cisco CallManager への電話機の挿入（P.3-61）

• BAT 電話機テンプレートの使用方法（P.3-4）

• BAT スプレッドシートを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成
（P.3-40）

• テキスト エディタを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成（P.3-53）

Cisco CallManager への電話機の挿入

Cisco CallManager データベースに電話機、Cisco VGC Phone、CTI ポート、また

は H.323 クライアントを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

• 追加するデバイスの BAT 電話機テンプレートが必要です。 

• 電話機または他の IP テレフォニー デバイスに固有の詳細を含むコンマ区切
り値（CSV）形式のデータ ファイルが必要です。 

• 電話機を挿入する前に、電話機レコードを確認します。

手順

ステップ 1 Steps to Insert Phones ウィンドウで Insert Phones を選択して、Next をクリックし
ます。Insert Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Name フィールドで、この特定のバルク トランザクション用に作成した CSV

データ ファイルを選択します。

ステップ 3 Enable CTI Application Use チェックボックスをオンにして、Cisco IP SoftPhone

などのアプリケーションの使用を可能にします（CTI ポートのみ）。

ステップ 4 CSV データ ファイルに対応する Insert オプションを選択します。

• Specific Details：カスタマイズされたファイル形式を使用する電話機レコー
ドを挿入する場合。

• All Details：All Details オプションを使用して生成したエクスポート電話機
ファイルから電話機レコードを挿入する場合。ステップ 6 に進みます。
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ステップ 5 Phone Template Name フィールドで、このタイプのバルク トランザクション用に

作成した BAT 電話機テンプレートを選択します。 

（注） エクスポート ユーティリティを使用して生成したファイルを挿入する
場合は、ファイルに付加されているサフィックスを参照すると、適切な
回線設定とともに電話機テンプレートを選択できます。エクスポート
ユーティリティは、電話機に対して設定される回線ごとに、数字のサ
フィックス _n を付加します。たとえば、「sales_7960_1_3.txt」という名
前のエクスポート ファイルは、このファイル内のすべての電話機レコー
ドに対して、回線 1 と回線 3 が設定されることを示しています。

CSV データ ファイルに個々の MAC アドレスを入力しなかった場合は、Create 
Dummy MAC Address チェックボックスをオンにする必要があります。CTI ポー

トを追加する場合、ダミー MAC アドレス オプションを使用すると、ダミー MAC

アドレスの形式で、CTI ポートごとに固有のデバイス名が指定されます。 

このフィールドは、XXXXXXXXXXXX という形式でダミー MAC アドレスを自

動生成します。

X は任意の 12 文字の 16 進数（0 ～ 9 および A ～ F）を表します。

• ユーザに割り当てられる電話機の MAC アドレスが分からない場合に、この
オプションを選択します。電話機が接続されると、そのデバイスに対する
MAC アドレスが登録されます。

• データ入力ファイルに MAC アドレスまたはデバイス名を指定した場合は、
このオプションを選択しないでください。

Cisco CallManager Administration にこの情報を手作業で入力するか、または、TAPS

を使用すると、後で、電話機またはデバイスを正しい MAC アドレスで更新でき

ます。TAPS の詳細については、P.12-2の「TAPS の概要」を参照してください。

ステップ 7 に進みます。

ステップ 6 All Details オプションの場合は、IP テレフォニー デバイスのモデルを選択する必

要があります。BAT には、現時点で Cisco CallManager にサポートされている電

話機モデルがすべて表示されます。
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ステップ 7 Insert をクリックして、電話機レコードを挿入します。 

Cisco CallManager データベースにレコードを挿入するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションがシステムのパフォーマンス

の低下を引き起こす可能性がある場合は、トランザクションを取り消すことがで

きます。

ステップ 8 ユーザ デバイス プロファイルを挿入するには、OK をクリックします。トラン

ザクションを取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックすると、Transaction Status ウィンドウが表示されます。トランザ

クションの進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリックしま

す。

（注） 電話機レコードの回線情報に何らかの問題がある場合、BAT は、その電
話機レコードを挿入しません。

ステップ 9 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、追加さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。

関連項目

• BAT 電話機テンプレートの使用方法（P.3-4）

• BAT スプレッドシートを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作成
（P.3-40）

• 電話機レコードの確認（P.3-59）

• 電話機エクスポートの使用方法（P.10-4）

• TAPS の概要（P.12-2）
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電話機の更新

デバイス プールの変更または追加、あるいは類似した一連の電話機のコール検

索スペースなど、電話機の設定値を更新するには、Update Phones オプションを

使用します。次の 2 つの方法を使用して既存の電話機レコードを検索することが

できます。

• クエリーを使用した電話機の更新（P.3-64）

• カスタム ファイルを使用した電話機の更新（P.3-65）

クエリーを使用した電話機の更新

更新する電話機を検索するためのクエリーを作成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Update Phones を選択して、Next をクリックします。Update Phones Options ウィ

ンドウが表示されます。

ステップ 2 Use query を選択して、Next をクリックします。Update Phones (Step 1 of 2) ウィ

ンドウが表示されます。

（注） クエリーを指定しなければ、すべての電話機を更新できます。P.3-67の
「更新パラメータの選択」に進みます。

ステップ 3 Select Phones to Query ドロップダウン リスト ボックスで、クエリー対象のフィー

ルド（Model や Directory Number など）を選択します。

ステップ 4 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、begins with、contains、または is empty

などの検索基準を選択します。

ステップ 5 検索フィールド リスト ボックスで、検索する値を選択するか、入力します。た

とえば、リストからモデル名を選択するか、電話番号の範囲を入力します。
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ステップ 6 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

ステップ 7 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエリー

をさらに定義するには、ステップ 3 ～ステップ 6 を繰り返します。

（注） 最初のドロップダウン リストボックスで Directory Number を使用してい
る場合、複数のクエリーは実行できません。これは、AND と OR が
Directory Number に対しては有効な演算子として機能しないためです。

ステップ 8 View Query Results をクリックして、必要な情報がクエリーに含まれていること

をチェックします。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 3 からやり直します。

電話機を更新する手順を完了するには、P.3-67の「更新パラメータの選択」に進

みます。

カスタム ファイルを使用した電話機の更新

更新する電話機を検索するためのカスタム ファイルを作成する手順は、次のと

おりです。

始める前に

1. 更新が必要なデバイスを識別します。 

2. 次のオプションのいずれかを別個の行に記載したテキスト ファイルを作成
します。

－ MAC アドレスおよびデバイス名

－ 電話番号
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（注） 同一のカスタム ファイルの中に、MAC アドレスとデバイス名の両方を
含めることができますが、電話番号は別のカスタム ファイルに入れる必
要があります。

3. テキスト ファイルは、固有の名前をつけて C:\BATfiles\Phones\Query\Update
フォルダに保存します。 

カスタム ファイルの電話機のリストを使用して電話機を更新する手順は、次の

とおりです。

手順

ステップ 1 Update Phones を選択して、Next をクリックします。Update Phones Options ウィ

ンドウが表示されます。

ステップ 2 Use a custom file を選択して、Next をクリックします。Update Phones (Step 1 of 2)

ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Select phones where ドロップダウン リスト ボックスで、作成したカスタム ファ

イルのタイプを Device Name（MAC アドレスを含む）または Directory Number か

ら選択します。

ステップ 4 カスタム ファイルのリストで、この更新用のカスタム ファイルのファイル名を

選択します。View Query Result に、カスタム ファイルのファイル名とタイプが

表示されます。

ステップ 5 カスタム ファイルをテストします。View Query Result をクリックすると、この
カスタム ファイルを使用したクエリー結果を示すメッセージが表示されます。 

クエリー結果が予想どおりではなかった場合は、カスタム ファイルの選択を変

更することができます。
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電話機を更新する手順を完了するには、P.3-67の「更新パラメータの選択」に進

みます。

更新パラメータの選択

電話機を検索するためのクエリーまたはカスタム ファイルを定義した後、電話

機を更新するためのパラメータを選択して値を定義する手順は、次のとおりで

す。

手順

ステップ 1 Update Phones ウィンドウで、Next をクリックします。Update Phones (Step 2 of 2)

ウィンドウが表示され、選択したクエリーのタイプが示されます。クエリーのタ

イプを変更する場合は、Back をクリックします。

ステップ 2 クエリーまたはカスタム ファイルで定義したレコードすべてに対して、更新す

る設定値を指定します。更新するパラメータは複数選択できます。パラメータの

説明については、P.3-68の「電話機を更新する場合のフィールドの説明」を参照

してください。 

ステップ 3 チェックマークが付いたパラメータの Value フィールドに新しい値を入力する

か、リスト ボックスから値を選択します。

ステップ 4 Reset/Restart Phones 領域で、次の選択項目のいずれかを選択します。

• Don’t Reset/Restart devices：後でデバイスをリセットまたは再起動する。

• Reset devices：電話機をリセット（電源をオン /オフ）する。 

• Restart devices：電源のオン /オフをせずに電話機をリセットする。

ステップ 5 更新内容をレコードに適用するには、Update をクリックします。 

Cisco CallManager データベースでレコードを更新するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションがシステムのパフォーマンス

の低下を引き起こす可能性がある場合は、トランザクションを取り消すことがで

きます。
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ステップ 6 電話機を更新するには、OK をクリックします。トランザクションを取り消すに

は、Cancel をクリックします。

OK をクリックすると、Transaction Status ウィンドウが表示されます。トランザ

クションの進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリックしま

す。

（注） 電話機レコードの回線情報に何らかの問題がある場合、BAT は、その電
話機レコードは更新しません。

ステップ 7 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、変更さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。

関連項目

• 既存の電話機および UDP への回線の追加（P.3-89）

• 回線の更新（P.3-76）

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の削除（P.3-96）

• 電話機のリセットまたは再起動（P.3-101）

電話機を更新する場合のフィールドの説明

表 3-4 では、電話機を更新する場合に表示されるフィールドすべてについて説明

します。一部のデバイス タイプには、すべての電話機設定値を必要としないも

のもあります。

一部のフィールドに示される値は、Cisco CallManager から表示されます。これら

の値は、Cisco CallManager Administration を使用して設定する必要があります。
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表 3-4 電話機を更新する場合のフィールドの説明

フィールド 説明

Description デバイスを識別しやすくする説明を入力します。 

Phone Load Name 該当する場合は、カスタム電話機ロードを入力します。 

（注） このフィールドに入力される値は、選択されたモ
デルのデフォルト値を上書きし、Cisco IP Phone 用
のカスタム ソフトウェアを指定します。 

Device Pool このグループの電話機またはポートが属するデバイス

プールを選択します。

デバイス プールは、デバイスに共通した特性のセット（た

とえば、地域、日付 /時刻グループ、Cisco CallManagerグ

ループ、および自動登録用のコール検索スペース）を定

義します。

Calling Search Space このグループの電話機またはポートが属するコール検索

スペースを選択します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を

指定するものです。ルート パーティションの集合は、ダ

イヤルされた番号のルーティング方法を決定するために

検索されます。

Location このグループの電話機またはポートが属するロケーショ

ンを選択します。 

ロケーションは、帯域幅制限付き接続を使用してアクセ

スされるリモート ロケーションを指します。

Information 情報ボタン用のヘルプ テキスト URL を入力します。

Directory ディレクトリ サーバの URL を入力します。 

Messages ボイス メッセージのアクセス パイロット番号を入力しま

す。

Services サービス メニューの URL を入力します。 
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Authentication Server 電話機の Web サーバに対する要求を認証するときに、電

話機が使用する URL を入力します。認証 URL を指定し

ない場合は、認証を必要とする Cisco IP Phone の拡張機能

は動作しません。デフォルト設定値を受け入れる場合に

は、このフィールドをブランクのままにします。

デフォルトでは、この URL は、インストール時に設定さ

れた Cisco IP Phone User Options ウィンドウにアクセスし

ます。

Proxy Server 電話機の HTTP クライアントから非ローカル ホスト アド

レスにアクセスするために、プロキシ HTTP 要求に使用

されるホストおよびポート（たとえば、proxy.cisco.com:80）

を入力します。

電話機が、サービスの中で URL（たとえば、

www.cisco.com）を受信するときに cisco.com ドメインで設

定されていない場合、その電話機はプロキシサーバを使

用してその URL にアクセスします。cisco.com ドメインで

設定されている場合、電話機は、URL と同じドメインに

いるので、プロキシを使用せずに URL にアクセスします。

デフォルト設定値を受け入れる場合には、このフィール

ドをブランクのままにします。

Idle Idle Timer フィールドで指定された時間、電話機が使用さ

れなかったときに、Cisco IP Phone ウィンドウに表示され

る URL を入力します。たとえば、電話機が 5 分間使用さ

れなかったときに、ウィンドウにロゴを表示できます。デ

フォルト値を使用する場合には、このフィールドをブラ

ンクのままにします。

Idle Timer 電話機に許容される非動作時間（秒数）を入力します。非

動作のままこの時間が経過すると、電話機は Idle フィー

ルドに指定された URL を表示します。デフォルト値を使

用する場合には、このフィールドをブランクのままにし

ます。

表 3-4 電話機を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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User Hold Audio 

Source

このグループの電話機またはポートのユーザ保留オー

ディオ ソースを選択します。

ユーザ保留オーディオ ソースは、ユーザがコールを保留

にしたときに音楽を再生します。

Network Hold Audio 

Source

このグループの IP Phone または CTI ポートが利用する

ネットワーク保留オーディオ ソースを選択します。

ネットワーク保留オーディオ ソースは、システムがコー

ルを保留にするとき（たとえば、ユーザがコールを転送

したとき、またはコール パークに置いたとき）に音楽を

再生します。

Media Resource 

Group List

このグループの電話機またはポートが属するメディア リ

ソース グループ リスト（MRGL）を選択します。

MRGL は、優先順位が付けられたメディア リソース グ

ループのリストを指定します。アプリケーションは、

MRGL で指定された優先順位にしたがって、使用可能な

メディア リソースの中から、必要なメディア リソースを

選択できます。

Extension Mobility この機能を無効にする場合は 0-Off を選択し、有効にする

場合は 1-On を選択します。

エクステンション モビリティを使用すると、ユーザは、

Cisco IP Phone にログインおよびログアウトすることがで

きます。エクステンション モビリティの詳細については、

『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』を参照し

てください。

User Locale このユーザに関連付ける国 /地域と言語を選択します。 

この選択内容によって、言語やフォントを含むロケール

属性のどれをこのユーザに適用するか、およびこのユー

ザの Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話機をど

の言語で表示するかが決まります。

表 3-4 電話機を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Network Locale このユーザに関連付けるネットワーク ロケールを選択し

ます。 

Network Locale は、シスコのゲートウェイと電話機が、特

定地域の PSTN およびその他のネットワークと通信する

ときに使用するトーンと断続周期を提供します。 

IP Services1 設定されている任意のサービスを選択するには、Cisco 

CallManager Administration を使用します。 

IP Services2 設定されている任意のサービスを選択するには、Cisco 

CallManager Administration を使用します。 

（注） BAT では、1 つのトランザクション内で複数の IP
サービスを更新することはできません。 

MLPP Indication （使用可能な場合）優先トーンを再生する機能のあるデバ

イスが、MLPP 優先コールを行うときにその機能を使用す

るかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、このデバイスに割り

当てる設定値を次のオプションから選択します。

• Default：デバイスは MLPP 表示設定をデバイス プー
ルから継承します。

• Off：デバイスは MLPP 優先コールの表示を送信しま
せん。

• On：デバイスは MLPP 優先コールの表示を送信しま
す。

（注） 次の組み合せでデバイスを設定しないでくださ
い。MLPP Preemption が Forceful に設定されてい
るときに MLPP Indication を Off に設定します。

表 3-4 電話機を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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MLPP Preemption （使用可能な場合）進行中のコールをプリエンプション処

理する機能のあるデバイスが、MLPP 優先コールを行うと

きにその機能を使用するかどうかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスで、このデバイスに割り

当てる設定値を次のオプションから選択します。

• Default：デバイスは MLPP プリエンプション設定値
をデバイス プールから継承します。

• Disabled：デバイスは MLPP 優先コールを行うときに
進行中のコールをプリエンプション処理しません。

• Forceful：デバイスは MLPP 優先コールを行うときに
進行中のコールをプリエンプション処理します。

（注） 次の組み合せでデバイスを設定しないでくださ
い。MLPP Preemption が Forceful に設定されてい
るときに MLPP Indication を Off に設定します。

MLPP Domain

（"0000FF" など）

このデバイスに関連付けられている MLPP ドメインの 16

進数値を入力します。ブランクまたは 0 ～ FFFFFF の値で

ある必要があります。

AAR Calling Search 

Space

デバイスが自動代替ルーティング（AAR）の実行時に使

用する適切なコール検索スペースを選択します。AAR

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を

指定するものです。ルート パーティションの集合は、帯

域幅不足のために本来ならブロックされるダイヤルされ

た番号のルーティング方法を決定するために検索されま

す。

表 3-4 電話機を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明



第 3章      電話機、および IP テレフォニー デバイスの一括処理
電話機の更新

3-74
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

Device Security 

Mode

ドロップダウン リスト ボックスから、デバイスに設定す

るモードを選択します。

• Use System Default：電話機はエンタープライズ パラ
メータ、Device Security Mode で指定した値を使用し
ます。

• Non-secure：電話機にセキュリティ機能はありませ
ん。TCP 接続で Cisco CallManager が利用できます。

• Authenticated：Cisco CallManager は電話機の整合性と
認証を提供します。NULL/SHA を使用する TLS 接続
を開始します。

• Encrypted：Cisco CallManager は電話機の整合性、認
証、および暗号化を提供します。AES128/SHA を使用
する TLS 接続を開始します。

（注） このフィールドが適用されるのは、電話機モデル
が認証または暗号化をサポートしている場合だ
けです。

Ignore Presentation 

Indicators

システムで表示インジケータを無視する必要がある場合

に、このチェックボックスをオンにします。

Remove Duplicate IP 

Services from all 

Phones and Device 

Profiles

重複した IP Phone サービスを削除するには、このチェッ

クボックスをオンにします。このチェックボックスをオ

ンにすると、重複したサービス登録が電話機とユーザ デ

バイス プロファイルから削除されます。IP システムでは、

IP サービス名に基づいてサービスが削除されます。

Disable 

Speakerphone

スピーカフォンを無効にするには、このチェックボック

スをオンにします。

Disable 

Speakerphone and 

Headset

スピーカフォンとヘッドセットを無効にするには、この

チェックボックスをオンにします。

表 3-4 電話機を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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（注） 手順を完了するには、P.3-67の「更新パラメータの選択」に進みます。

Forwarding Delay このフィールドを使用して転送遅延を有効または無効に

します。コールの転送前にポートを数秒間遅延させる場

合、有効にします。

PC Port このフィールドを使用して内部スイッチを持つ電話機の

PC ポートを有効または無効にします。ユーザは、電話機

背面の「10/100 PC」というラベルの付いたポートを使用

して、PC またはワークステーションを電話機に接続でき

ます。

Setting Access このフィールドを使用してユーザが電話機設定値にアク

セスするかどうかを選択します。Enabled および Disabled

を選択できます。

Gratuitous ARP Gratuitous ARP を制御するには、Enabled または Disabled

を選択します。

PC Voice VLAN 

Access

PC ボイス VLAN へのアクセスを制御するには、Enabled

または Disabled を選択します。

Video Capabilities ビデオ機能アクセスを制御するには、Enabled または

Disabled を選択します。

Auto Line Select 電話機での自動回線選択を制御するには、Enabled または

Disabled を選択します。

Web Access 電話機での Web アクセスを制御するには、Enabled または

Disabled を選択します。

表 3-4 電話機を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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回線の更新

特定のデバイス グループまたは特定のユーザ デバイス プロファイル グループ

用の回線アトリビュートを更新するには、Update Lines オプションを使用します。

クエリー結果に電話機用の回線とユーザ デバイス プロファイル用の回線の両方

が含まれている場合は、両回線が同時に更新されます。

（注） 電話機が Cisco CallManager データベースから削除された場合、電話番号はデー
タベース内に残っています。これらの孤立した電話番号を管理するには、Update
Lines オプションを使用して割り当てられていない電話番号を検索し、これらの
電話番号を削除または更新することができます。

回線を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Update Lines を選択して Next をクリックします。Update Lines (Step 1 of 2) ウィ

ンドウが表示されます。

（注） クエリーを指定しなければ、すべての回線を更新できます。P.3-79の「回
線を更新する場合のフィールドの説明」に進みます。

ステップ 2 Select lines where ドロップダウン リスト ボックスで、クエリー対象のフィールド

（Directory Number、Line Partition、Unassigned DN など）を選択します。

（注） 孤立した電話番号を検索して削除するには、「unassigned DN」を使用し
ます。
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ステップ 3 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、begins with、contains、または is
empty などの検索基準を選択します。

ステップ 4 検索フィールド リスト ボックスで、検索する値を選択するか、入力します。た

とえば、リストから Line Partition を選択するか、電話番号の範囲を入力します。

ステップ 5 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。

ステップ 6 クエリーをさらに定義するには、AND または OR をクリックして複数のフィル

タを追加し、ステップ 2 ～ステップ 5 を繰り返します。

（注） 最初のドロップダウン リスト ボックスで Directory Number を使用してい
る場合、複数のクエリーは実行できません。これは、AND と OR が
Directory Number に対しては有効な演算子として機能しないためです。

ステップ 7 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

ステップ 8 Next をクリックします。Update Lines (Step 2 of 2) ウィンドウが表示され、上部

に選択したクエリーのタイプが示されます。クエリーのタイプを変更する場合

は、Back をクリックします。

ステップ 9 クエリーで定義したすべてのレコードに対して、更新する設定値を指定します。
更新するパラメータは複数選択できます。パラメータの説明については、

P.3-79の「回線を更新する場合のフィールドの説明」を参照してください。

ステップ 10 チェックマークが付いたパラメータの Value フィールドに新しい値を入力する

か、リスト ボックスから値を選択します。

ステップ 11 更新内容をレコードに適用するには、Update をクリックします。 

Cisco CallManager データベースでレコードを更新するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションがシステムのパフォーマンス

の低下を引き起こす可能性がある場合は、トランザクションを取り消すことがで

きます。
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ステップ 12 電話機を更新するには、OK をクリックします。トランザクションを取り消すに

は、Cancel をクリックします。

OK をクリックすると、Transaction Status ウィンドウが表示されます。トランザ

クションの進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリックしま

す。

（注） 回線レコードの情報に何らかの問題がある場合、BAT は、その回線レ
コードを更新しません。

ステップ 13 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、変更さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。

関連項目

• 回線を更新する場合のフィールドの説明（P.3-79）

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 電話機の削除（P.3-96）

• 電話機のリセットまたは再起動（P.3-101）
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回線を更新する場合のフィールドの説明

表 3-5 では、回線の詳細を更新する場合のフィールドについて説明します。

一部のフィールドに示される値は、Cisco CallManager から表示されます。これら

の値は、Cisco CallManager Administration を使用して設定する必要があります。 

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明

フィールド 説明

Line Partition パーティションを選択します。パーティションは、電話番

号が属するルート パーティションを指定します。

（注） 電話番号は複数のパーティションに現れる可能性
があります。

Calling Search 

Space (Line)

この電話番号から呼び出される番号を検索するパーティ

ションを選択します。

（注） このフィールドに変更を加えると、Call Pickup 
Group フィールドのリストに表示される Pickup 
Group Names が更新されます。この設定値は、この
電話番号を使用するすべてのデバイスに適用され
ます。

Calling Search 

Space Forward All

コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコー

ル検索スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。 
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Forward All 

Destination

すべてのコールが転送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward All to 

Voice Mail

すべてのコールをボイス メッセージ プロファイルで選択

した番号に転送する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward All 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

Calling Search 

Space Forward Busy 

External

外部番号からのコールが指定された宛先に転送されるとき

に使用するコール検索スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。 

Calling Search 

Space Forward Busy 

Internal

内部番号からのコールが指定された宛先に転送されるとき

に使用するコール検索スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。 

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward Busy 

Destination External

回線が使用中のときに外部番号からのコールが転送される

先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward Busy 

Destination Internal

回線が使用中のときに内部番号からのコールが転送される

先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward Busy to 

Voice Mail External

回線が使用中のときに外部番号からのコールをボイス 

メッセージ プロファイルで選択した番号に転送する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward Busy 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

Forward Busy to 

Voice Mail Internal

回線が使用中のときに内部番号からのコールをボイス

メッセージ プロファイルで選択した番号に転送する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward Busy 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Calling Search 

Space Forward No 

Answer External 

外部番号からのコールが指定された宛先に転送されるとき

に使用するコール検索スペースを選択します。この設定値

は、システム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Calling Search 

Space Forward No 

Answer Internal

内部番号からのコールが指定された宛先に転送されるとき

に使用するコール検索スペースを選択します。この設定値

は、システム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Forward No Answer 

Destination External

電話機が応答しない場合に外部番号からのコールが転送さ

れる先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No Answer 

Destination Internal

電話機が応答しない場合に内部番号からのコールが転送さ

れる先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward No Answer 

to Voice Mail 

External

応答されない外部番号からのコールをボイス メッセージ

プロファイルで選択した番号に転送する場合は、この

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

Forward No Answer 

to Voice Mail 

Internal

応答されない内部番号からのコールをボイス メッセージ

プロファイルで選択した番号に転送する場合は、この

チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

Calling Search 

Space Forward No 

Coverage External 

外部番号からのコールが指定された宛先に転送されるとき

に使用するコール検索スペースを選択します。この設定値

は、システム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。 

Calling Search 

Space Forward No 

Coverage Internal 

内部番号からのコールが指定された宛先に転送されるとき

に使用するコール検索スペースを選択します。この設定値

は、システム内で設定されている場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。 

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward No 

Coverage 

Destination External

電話機のカバレッジが対応しない場合に外部番号からの

コールが転送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No 

Coverage 

Destination Internal

電話機のカバレッジが対応しない場合に内部番号からの

コールが転送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No 

Coverage to Voice 

Mail External

電話機のカバレッジが対応しない場合に外部番号からの

コールをボイス メッセージ プロファイルで選択した番号

に転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

Forward No 

Coverage to Voice 

Mail Internal

電話機のカバレッジが対応しない場合に内部番号からの

コールをボイス メッセージ プロファイルで選択した番号

に転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボッ

クスでの指定内容は無効になります。 

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Calling Search 

Space Forward on 

Failure 

External/Internal

（CTI ポートのみ）内線コールまたは外線コールが指定され

た宛先に転送されるときに使用するコール検索スペースを

選択します。この設定値は、システム内で設定されている

場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデ
バイスに適用されます。

Forward on Failure 

Destination 

External/Internal

（CTI ポートのみ）電話機または CTI アプリケーションに障

害が起きたときに、内部番号または外部番号からのコール

が転送される先の電話番号を入力します。

Forward on Failure 

to Voice Mail 

External/Internal

（CTI ポートのみ）外部番号または内部番号からの失敗した

コールをボイス メッセージ プロファイルで選択した番号

に転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

Call Forward No 

Answer Ring 

Duration

コールが呼び出し音を送り、応答を待つ秒数（1 ～ 300）を

入力します。この時間内に応答がないと、Forward No

Answer Destination フィールドで入力された電話番号に

コールを転送します。

（注） Cisco CallManager サービス パラメータの Forward
No Answer Timer で設定されている値を使用する場
合は、このフィールドをブランクのままにします。

User Hold Audio 

Source

ユーザが Hold ボタンまたはソフトキーを押してコールを

保留にしたときに再生される保留オーディオ ソースの音

楽を選択します。

Network Hold 

Audio Source

システムがコールを保留にするとき（たとえば、ユーザが

コールを転送したときや電話会議またはコール パークを

開始したとき）に再生される保留オーディオ ソースの音楽

を選択します。 

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Auto Answer ここで更新されるすべての回線で自動応答機能を使用する

場合は、このパラメータを選択します。自動応答を使用す

ると、ヘッドセットが使用中であるときに、Cisco 

CallManager が自動的にコールに応答します。着信コールが

接続されていることをユーザに知らせるアラート音（ジッ

プ トーン）が再生されます。

Voice Mail Profile パイロット番号をこの回線の電話番号と同じにするには、

このパラメータを選択します。このパラメータを選択する

と、この電話機に対してボイス メッセージ サーバが設定さ

れていない場合に役立ちます。

Ring Setting When 

Idle

電話機に着信コールがあった場合の呼び出し音のタイプを

選択します。

Ring Setting when 

Active

この電話機に異なる回線で別のアクティブ コールがあっ

た場合に使用される、着信コールの呼び出し音のタイプを

選択します。

Call Pickup Group 

Name

Pickup Group Name を選択してコール ピックアップ グルー

プを指定します。コール ピックアップ グループでは、該当

のピックアップ グループ番号をダイヤルすることにより、

この電話番号への着信コールに応答することができます。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを

選択します。AAR グループはプレフィックス番号を提供す

るものです。プレフィックス番号は、帯域幅不足のために

本来ならブロックされるコールをルーティングするために

使用します。 

AAR Group を <None> に設定すると、ブロックされたコー

ルの再ルーティングは行われません。

Target (Destination) 

MLPP

この電話番号が優先コールを受信したが、その番号もその

コール転送先もその優先コールに応答しない場合に、

MLPP 優先コールが向けられる先の番号を入力します。

値は数字、シャープ（#）、およびアスタリスク（*）を含め

ることができます。

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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MLPP Calling 

Search Space

ドロップダウン リスト ボックスから、代替パーティ ター

ゲット（宛先）番号に関連付けるコール検索スペースを選

択します。

MLPP No Answer 

Ring Duration

優先コールに対してこの電話番号とそのコール転送先が応

答するのを待つ時間（4 ～ 30 秒）を入力します。この時間

内に応答がないと、MLPP 優先コールはこの電話番号の代

替パーティに向けて送られます。

Cisco CallManager エンタープライズ パラメータの 

Precedence Alternate Party Timeout で設定されている値を使

用する場合は、この設定をブランクのままにします。

External Phone 

Number Mask

この回線からコールを行うときに発信者 ID 用に送信され

る電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 30 桁の数字と「X」文字が入力できます。X は電話番

号を表し、パターンの最後に表示する必要があります。た

とえば、972813XXXX というマスクを指定すると、内線

1234 からの外線コールには発信者 ID 番号 9728131234 が表

示されます。

Maximum Number 

of Calls

クラスタ内のデバイスの 1 つの回線に対して最大 184 の

コールを設定できます。ただし、デバイスが制限要因とな

ります。1 つの回線に対してコールの数を設定すると、別

の回線に使用可能なコールが減少します。 

デフォルトは 4 です。電話機が回線ごとの複数コールを許

可していない場合、デフォルトは 2 です。

CTI ルート ポイントに対しては、各ポートに対して最大

10,000 のコールを設定できます。デフォルトは 5000 コール

です。 

このフィールドは Busy Trigger フィールドと併せて使用し

ます。

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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（注） 手順を完了するには、P.3-76の「回線の更新」に進みます。

Busy Trigger この設定は、Maximum Number of Calls および Call Forward

Busy と連動し、回線で表示されるコールの最大数を決定し

ます。Maximum Number of Calls が 50 に設定され、Busy

Trigger が 40 に設定されている場合、着信コール 41 は話し

中を理由として拒否されます（さらに Call Forward Busy が

設定されている場合は転送されます）。この回線が共有され

ている場合は、すべての回線が話し中になって、初めて着

信コールが拒否されます。

このフィールドは、CTI ルート ポイント用の Maximum 

Number of Calls と併せて使用します。デフォルトは 4500

コールです。

表 3-5 回線の詳細を更新する場合のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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既存の電話機および UDP への回線の追加
Cisco CallManager データベース内の既存の電話機のグループまたはユーザ デバ

イス プロファイルのグループに回線を追加することができます。テンプレート

を使用して新しい回線を追加すると、電話サービスまたは短縮ダイヤルを変更す

ることはできません。既存の電話機に回線を追加する場合、BAT ではテンプレー

トのこれらのフィールドが無視されます。 

既存の電話機またはユーザ デバイス プロファイルに回線を追加する手順は、次

のとおりです。

始める前に

• このトランザクションには BAT テンプレートが必要です。詳細については、
P.3-5の「BAT テンプレートにおける回線の追加または更新」を参照してく
ださい。

• このトランザクションには CSV データ ファイルが必要です。詳細について
は、P.3-91の「BAT スプレッドシートを使用した既存の電話機への回線の追
加」を参照してください。

手順

ステップ 1 Add Lines を選択して、Next をクリックします。Steps to Add Lines ウィンドウが

表示されます。

ステップ 2 このトランザクション用に新しいテンプレートを作成するか、既存のテンプレー
トを変更する必要がある場合は、Add, View, or Modify Phone Template を選択し

ます。 

ステップ 3 Add Lines to existing phones or device profiles を選択します。Add Lines ウィンド

ウが表示されます。

ステップ 4 File Name フィールドで、このバルク トランザクション用に作成した CSV デー

タ ファイルを選択します。



第 3章      電話機、および IP テレフォニー デバイスの一括処理
既存の電話機および UDP への回線の追加

3-90
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

ステップ 5 テンプレート内にある既存の電話機の設定値を変更する場合は、Override the 
existing configuration チェックボックスをオンにします。このチェックボックス

をオンにすると、ユーザ デバイス プロファイル情報も更新されます。

ステップ 6 Select Templates 領域で、次のオプションのいずれかを選択します。

• 電話機に回線を追加するには、Phone Template を選択します。 

Template Name フィールドで、このバルク トランザクションに使用する 
BAT 電話機テンプレートを選択します。

• ユーザ デバイス プロファイルに回線を追加するには、User Device Profile 
Template を選択します。

Template Name フィールドで、このバルク トランザクションに使用するユー
ザ デバイス プロファイル テンプレートを選択します。

ステップ 7 Add をクリックします。Cisco CallManager データベースでレコードを更新するた

めに必要な時間を通知するメッセージが表示されます。トランザクションがシス

テムのパフォーマンスの低下を引き起こす可能性がある場合は、トランザクショ

ンを取り消すことができます。

ステップ 8 トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 9 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、正常に追加された回線の数が表示されます。

ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してく

ださい。

関連項目

• BAT スプレッドシートを使用した既存の電話機への回線の追加（P.3-91）

• BAT スプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールドの説明
（P.3-93）

• 回線の更新（P.3-76）



3-91
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 3章      電話機、および IP テレフォニー デバイスの一括処理
既存の電話機および UDP への回線の追加

BAT スプレッドシートを使用した既存の電話機への回線の追加

既存の電話機に回線を追加するための BAT スプレッドシートを使用して CSV

データ ファイルを作成する手順は、次のとおりです。

BAT スプレッドシートのインストールおよび使用方法の詳細については、

P.1-13の「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」を参照してく

ださい。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを見つけ、ダブルクリックして、BAT スプレッドシートを開き

ます。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 フィールドを表示するには、スプレッドシートの下部にある Add Lines タブをク

リックします。

ステップ 4 スプレッドシートで回線ごとに個々の電話機のデータを入力します。すべての必
須フィールド、および該当するオプションフィールドに値を入力します。各カラ

ムの見出しは、フィールドの長さ、およびそのフィールドが必須かオプションか

を指定しています。表 3-6 では、BAT スプレッドシートで回線を追加する場合の

フィールドを説明しています。

ステップ 5 Export to BAT Format をクリックして BAT Excel スプレッドシートから CSV 形

式のデータ ファイルにデータを転送します。

このファイルは C:\XLSDataFiles に保存されます。あるいは Browse を使用して

ローカル ワークステーション上の別の既存フォルダに保存することもできま

す。ファイル名は次のとおりです。

<tabname>#<timestamp>.txt

ここで、<tabname> は、作成した入力ファイルのタイプ（たとえば、phones）を

表し、<timestamp> は、ファイルが作成された正確な日時を表します。
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（注） いずれかのフィールドにコンマを入力した場合、BAT.xlt を使用して 
BAT 形式にエクスポートするときに、そのフィールド エントリは二重引
用符で囲まれます。

スプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイルの
終わりとして扱われます。ブランク行の後に入力されているデータは
BAT 形式に変換されません。

CSV データ ファイルは、Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT からアクセスできるようにする必要があります。

ステップ 6 フロッピーディスクまたはマッピングされたネットワーク ドライブを使用して、

CSV データ ファイルを、C:\XLSDataFiles（または CSV ファイルの格納先として

選択したフォルダ）から、パブリッシャ データベース サーバ上の 

C:\BATFiles\AddLines フォルダにコピーします。

（注） エクスポートされた CSV データ ファイルを読み取る方法については、BAT 内の
Insert Phones ウィンドウで View Sample File へのリンクをクリックしてくださ
い。

関連項目

• BAT 電話機テンプレートの使用方法（P.3-4）

• 回線の更新（P.3-76）

• 電話機の更新（P.3-64）
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BAT スプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールドの説明

表 3-6 では、BAT スプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールド

について説明します。

表 3-6 BAT スプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールドの
説明

フィールド 説明

MAC Address 電話機、VGC Virtual Phone、VGC Phone の MAC アドレスを

入力します。CTI ポートおよび H.323 クライアントの固有の

ID を入力します。

Line Index 電話機の回線インデックスに 1 ～ 34 までの数字を入力しま

す。

Directory Number この回線の電話番号を、24 桁以下の数字と特殊文字で入力

します。

Display コールの着信側の電話機ディスプレイに表示するテキスト

を入力します（たとえば、John Smith などのユーザ名や 

Conference Room 1 などの電話機の設置場所など）。半角カタ

カナを指定することができますが、着信側の電話機のユーザ

ロケールが "Japanese_Japan" でない場合は正しく表示され

ないので、注意が必要です。

（注） このフィールドをブランクにしておくと、Directory
Number フィールドに入力された値が使用されます。

（注） デフォルトの言語は英語です。
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Line Text Label 回線と電話機の組み合せに使用されているこの電話番号を

識別するためのテキストを入力します。半角カタカナを指定

することができますが、電話機のユーザ ロケールが 
"Japanese_Japan" でない場合は正しく表示されないので、注

意が必要です。

（注） デフォルトの言語は英語です。

Forward Busy 

External

回線が使用中のときに外部番号からのコールが転送される

先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No 

Answer External

電話機が応答しない場合に外部番号からのコールが転送さ

れる先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No 

Coverage External

電話機のカバレッジが対応しない場合に外部番号からの

コールが転送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

表 3-6 BAT スプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールドの
説明

フィールド 説明
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Forward Busy 

Internal

回線が使用中のときに内部番号からのコールが転送される

先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No 

Answer Internal

電話機が応答しない場合に内部番号からのコールが転送さ

れる先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Forward No 

Coverage Internal

電話機のカバレッジが対応しない場合に内部番号からの

コールが転送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制
限されていない限り、外部の宛先を含む）、および
この電話番号を使用するすべてのデバイスに適用
されます。

Call Pickup Group Pickup Group Name を入力してコール ピックアップ グルー

プを指定します。コール ピックアップ グループでは、該当

のピックアップ グループ番号をダイヤルすることにより、

この回線への着信コールに応答することができます。

表 3-6 BAT スプレッドシートを使用して回線を追加する場合のフィールドの
説明

フィールド 説明
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電話機の削除

一連の電話機およびその他の IP テレフォニー デバイスを Cisco CallManager デー

タベースから削除するには、ここで説明する手順を実行します。 

Detele オプションにアクセスするには、Configure >Phones の順に選択します。

Phone Options ウィンドウで Delete Phones を選択して、Next をクリックします。
次の 2 つの方法を使用して既存の電話機レコードを検索することができます。

• クエリーを使用した電話機の削除（P.3-96）

• カスタム ファイルを使用した電話機の削除（P.3-98）

クエリーを使用した電話機の削除

電話機レコードを検索するためのクエリーを作成して電話機を削除する手順は、

次のとおりです。

手順

ステップ 1 Delete Phones Options ウィンドウで Use query を選択して、Next をクリックしま
す。Delete Phones ウィンドウが表示されます。

注意 クエリーを指定しない場合は、すべての電話機が削除されます。

ステップ 2 Select Phones to Query ドロップダウン リスト ボックスで、クエリー対象のフィー

ルド（Model や Directory Number など）を選択します。

（注） Select Phones to Query ドロップダウン リスト ボックスで Unasssigned DN
を選択すると、選択された未割り当ての電話番号が削除されます。

ステップ 3 2 番目のドロップダウン リストボックスで、begins with、contains、is empty など

の検索基準を選択します。
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ステップ 4 検索フィールド リスト ボックスで、検索する値（たとえば、リストのモデル名

または電話番号の範囲）を選択するか、入力します。

ステップ 5 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

ステップ 6 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエリー

をさらに定義するには、ステップ 2 ～ステップ 5 を繰り返します。

（注） 最初のドロップダウン リスト ボックスで Directory Number または
Unassigned DN を使用している場合、複数のクエリーは実行できません。
これは、AND と OR が Directory Number に対して有効な演算子として機
能しないためです。

ステップ 7 View Query Results をクリックして、クエリーが必要な結果をもたらすことを

チェックします。

（注） 削除する電話機を正しく選択したことを確認してください。削除は最終
的な操作なので、削除したレコードは復元できません。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 2 からやり直します。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべての電話機レコー
ドが削除されます。削除は最終的な操作なので、削除したレコードは復元できま

せん。

ステップ 8 Delete をクリックすると、レコードが削除されます。
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ステップ 9 Cisco CallManager データベースからレコードを削除するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

ステップ 10 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、削除された電話機数と失敗したレコード数

（エラー コードを含む）が示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の

「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• カスタム ファイルを使用した電話機の削除（P.3-98）

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 回線の更新（P.3-76）

カスタム ファイルを使用した電話機の削除

テキスト エディタを使用して、削除する電話機のカスタム ファイルを作成する

ことができます。同一のカスタム ファイルの中に、MAC アドレスとデバイス名

の両方を含めることができますが、電話番号は同じファイルに入れることはでき

ません。複数のファイルを作成する必要があります。1 つのファイルには、デバ

イス名と MAC アドレスを含め、もう 1 つのファイルには電話番号を含めます。 

（注） 回線を共有している電話機は、カスタム ファイルを使用して削除することはで
きません。
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始める前に

1. 削除する電話機について次の詳細のいずれかを記載するテキスト ファイル
を作成します。

－ デバイス名および MAC アドレス

－ 電話番号

2. テキスト ファイルで 1 行に 1 項目ずつ配置します。

3. カスタム ファイルは、<filename.txt> という名前をつけて 
C:\BATfiles\Phones\Query\Delete フォルダに保存します。

カスタム ファイルに記載されている電話機を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Delete Phones Options ウィンドウで Use a custom file を選択して、Next をクリッ
クします。Delete Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Select Phones where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルで使

用したフィールドである Device Name または Directory Number を選択します。

ステップ 3 Custom file where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルのファ

イル名を選択します。

ステップ 4 View Query Results をクリックして、クエリーに必要な情報が含まれていること

を確認します。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべての電話機レコー
ドが削除されます。

ステップ 5 Delete をクリックすると、レコードが削除されます。

ステップ 6 Cisco CallManager データベースからレコードを削除するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。
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ステップ 7 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、削除された電話機数と失敗したレコード数

（エラー コードを含む）が示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の

「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• クエリーを使用した電話機の削除（P.3-96）

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 回線の更新（P.3-76）
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電話機のリセットまたは再起動

アトリビュートを更新しなくても、デバイスをリセットまたは再起動できます。

問題が発生したために、複数の電話機をバルク トランザクションによってリ

セットまたは再起動する必要が生じた場合に、この手順を使用します。

Reset/Restart オプションにアクセスするには、Configure > Phones の順に選択し

ます。Phones Options ウィンドウで Reset/Restart Phones を選択して、Next をク
リックします。次の 2 つの方法のいずれかを使用して電話機を検索することがで

きます。

• クエリーを使用した電話機のリセットまたは再起動（P.3-101）

• カスタム ファイルを使用した電話機のリセットまたは再起動（P.3-103）

クエリーを使用した電話機のリセットまたは再起動

電話機を検索するためのクエリーを作成して電話機をリセットまたは再起動す

る手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Reset/Restart Phones Options ウィンドウで Use query を選択して、Next をクリッ
クします。Reset/Restart Phones ウィンドウが表示されます。

（注） すべての電話機をリセットまたは再起動する場合は、クエリー フィルタ
を指定しません。ステップ 8 に進みます。

ステップ 2 Select Phones to Query ドロップダウン リスト ボックスで、クエリー対象のフィー

ルド（たとえば、Model、Directory Number）を選択します。

ステップ 3 2 番目のドロップダウン リストボックスで、begins with、contains、is empty など

の検索基準を選択します。
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ステップ 4 検索フィールド リスト ボックスで、検索する値（たとえば、リストのモデル名

または電話番号の範囲）を選択するか、入力します。

ステップ 5 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

ステップ 6 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエリー

をさらに定義するには、ステップ 4 ～ステップ 7 を繰り返します。

（注） 最初のドロップダウン リストボックスで Directory Number を使用してい
る場合、複数のクエリーは実行できません。これは、AND と OR が
Directory Number に対しては有効な演算子として機能しないためです。

ステップ 7 View Query Results をクリックして、必要な情報がクエリーに含まれていること

をチェックします。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 4 からやり直します。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべての電話機がリ
セットまたは再起動されます。

ステップ 8 次のオプションのいずれかをクリックします。

• Reset：電話機をリセット（電源をオン /オフ）します。 

• Restart：電源のオン /オフをせずに電話機をリセットします。

電話機をリセットまたは再起動するために必要な時間を通知するメッセージが

表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK をクリックして処理

を続行することができます。
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ステップ 9 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、リセットまたは再起動された電話機の数が

表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」

を参照してください。

関連項目

• カスタム ファイルを使用した電話機のリセットまたは再起動（P.3-103）

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 回線の更新（P.3-76）

カスタム ファイルを使用した電話機のリセットまたは再起動

テキスト エディタを使用して、リセットまたは再起動する電話機のカスタム

ファイルを作成することができます。カスタム ファイルのデバイス名または電

話番号のいずれかを使用できます。 

始める前に

1. リセットまたは再起動する電話機について次の詳細のいずれかを記載する
テキスト ファイルを作成します。

－ デバイス名

－ 電話番号

2. テキスト ファイルで 1 行に 1 項目ずつ配置します。

3. カスタム ファイルは、<filename.txt> という名前をつけて 
C:\BATfiles\Phones\Query\Update フォルダに保存します。

カスタム ファイルに記載されている電話機をリセットまたは再起動する手順

は、次のとおりです。
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手順

ステップ 1 Reset/Restart Phones Options ウィンドウで Use a custom file を選択して、Next をク
リックします。Reset/Restart Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Select Phones where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルで使

用した項目である Device Name または Directory Number を選択します。

ステップ 3 Custom file where ドロップダウン リスト ボックスで、作成したカスタム ファイ

ルのファイル名を選択します。

ステップ 4 View Query Results をクリックして、必要な情報がクエリーに含まれていること

をチェックします。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべての電話機がリ
セットまたは再起動されます。

ステップ 5 次のオプションのいずれかをクリックします。

• Reset：電話機をリセット（電源をオン /オフ）します。 

• Restart：電源のオン /オフをせずに電話機をリセットします。

電話機をリセットまたは再起動するために必要な時間を通知するメッセージが

表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK をクリックして処理

を続行することができます。

ステップ 6 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、リセットまたは再起動された電話機の数が

表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」

を参照してください。
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関連項目

• クエリーを使用した電話機のリセットまたは再起動（P.3-101）

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 回線の更新（P.3-76）

CAPF の設定
Certification Authority Proxy Function（CAPF）は、新しい要求の受信時に個々の

デバイスに新しい証明書を発行する際に使用される Windows NT サービスを特

定します。ローカルで有効な証明書（LSC）をアップグレードまたは削除するこ

とができます。また、サポートされる CAPF デバイス用の証明書を一括更新する

こともできます。

CAPF Configuration オプションにアクセスする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Bulk Administration Tool（BAT）で、Configure > Phones を選択します。Phone Options

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Phone Options ウィンドウで CAPF Configuration を選択して、Next をクリックし
ます。

関連項目

LSC のアップグレード（P.3-106）
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LSC のアップグレード

共通のアトリビュートを持つ電話機を検索するクエリーを作成することにより、

ローカルで有効な証明書（LSC）をアップグレードまたは削除できます。LSC を

アップグレードまたは削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 CAPF Configuration Options ウィンドウで Upgrade LSC を選択して、Next をク
リックします。Upgrade LSC (Step 1 of 2) ウィンドウが表示されます。

（注） すべての電話機の LSC をアップグレードまたは削除する場合は、クエ
リー フィルタを指定しません。ステップ 8 に進みます。

ステップ 2 Select Phones Where ドロップダウン リスト ボックスで、クエリー対象のフィー

ルド（Device Type、Device Security Mode、LSC Status など）を選択します。

ステップ 3 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、begins with、contains、is empty など

の検索基準を選択します。

ステップ 4 検索フィールド リスト ボックスで、検索する値（リストのデバイス名や LSC ス

テータスなど）を選択するか、入力します。

ステップ 5 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

ステップ 6 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエリー

をさらに定義するには、ステップ 2 ～ステップ 5 を繰り返します。

ステップ 7 View Query Results をクリックして、必要な情報がクエリーに含まれていること

をチェックします。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

し、ステップ 2 から手順をやり直します。
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注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべての電話機の LSC
が更新されます。

ステップ 8 Next をクリックします。Upgrade LSC (Step 2 of 2) ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 Certificate Operation ドロップダウン リスト ボックスから、Upgrade LSC または 

Delete LSC を選択します。

ステップ 10 クエリーまたはカスタム ファイルで定義したレコードすべてに対して、更新ま

たは削除する設定を指定します。更新または削除するパラメータは複数選択でき

ます。

ステップ 11 Select parameters to Update 領域のドロップダウン リスト ボックスで、

Authentication Mode を選択します。次のオプションがあります。

• By Authentication String

• By Null String

• By Existing Certificate (Precedence to LSC (Locally Significant Certificate)

• By Existing Certificate (Precedence to MIC (Manufactured Installed Certificate)

ステップ 12 ステップ 11 で By Authentication String を選択した場合は、チェックボックスをオ

ンにすることによって、デバイスごとに固有の認証文字列を生成することができ

ます。

ステップ 13 Generate unique authentication string for each device チェックボックスをオンにしな

い場合は、テキストボックスに認証文字列を入力するか、Generate String をク

リックして、認証文字列をシステムで生成します。

（注） ステップ 12 で認証文字列を入力したか、生成した場合は、クエリーで選
択されたすべてのデバイスが適用対象になります。
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ステップ 14 Key Size ドロップダウン リスト ボックスで、キー サイズを選択します。デフォ

ルトのキー サイズは 1024 ビットです。

ステップ 15 Operation Completes By フィールドに、証明書のオペレ－ションの完了予想日付

を入力します。このフィールドの日付形式は YYYY: MM: DD: HH です。

ステップ 16 次のオプションのいずれかをクリックします。

• Reset Phones：電話機をリセット（電源をオン /オフ）します（デフォルト）。

• Restart Phones：電源のオン /オフをせずに電話機をリセットします。

• Do not Reset/Restart Phones：電話機のリセットや再起動を行いません。

ステップ 17 Update をクリックします。

電話機の LSC の更新または削除に必要な時間を通知するメッセージが表示され

ます。トランザクションを取り消すか、または OK をクリックして処理を続行し

ます。

関連項目

• CAPF の設定（P.3-105）

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 回線の更新（P.3-76）
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4
ユーザの一括処理

BAT を使用して、新しいユーザのグループを追加し、ユーザを電話機や他の IP

テレフォニー デバイスに関連付けることができます。また Cisco CallManager 

server の Cisco CallManager Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）Directory

で、既存のユーザのグループを更新または削除できます。

この章では、ユーザの一括処理について説明します。

次のトピックでは、ユーザ レコードを管理する方法について説明します。また、

電話機とユーザ、または CTI ポートとユーザ レコードなどの、Cisco CallManager

LDAP 内のユーザの組み合せを一括管理する方法について説明します。

• ユーザの追加（P.4-2）

• ユーザの更新（P.4-13）

• Cisco CallManager 内のユーザの削除（P.4-20）

• ユーザ レコードのエクスポート（P.10-12）

• パスワードと PIN のリセット（P.4-24）

• 新しい電話機とユーザの追加（P.4-28）

• ユーザのレポートの生成（P.11-8）
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ユーザの追加

複数のユーザを Cisco CallManager LDAP Directory に一括して追加する手順は、次

のとおりです。

1. コンマ区切り値（CSV）データ ファイルを作成して、追加するユーザごとに
個々の値を定義します。

－ 詳細については、P.4-3の「BAT スプレッドシートを使用したユーザ用
CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

－ ユーザ用のテキストベース CSV データ ファイルの作成方法について
は、P.A-13の「ユーザ用のテキストベース CSV ファイルの作成」を参
照してください。

2. BAT を使用して、ユーザを Cisco CallManager ディレクトリに挿入します。
詳細については、P.4-7の「Cisco CallManager へのユーザの挿入」を参照し
てください。

（注） 追加するユーザに Cisco IP SoftPhone などの CTI ポートを必要とするア
プリケーションがある場合、BAT を使用して CTI ポートを既存のユーザ
に関連付けられます。

関連項目

• BAT スプレッドシートを使用したユーザ用 CSV データ ファイルの作成
（P.4-3）

• ユーザのファイル形式（P.A-14）

• Cisco CallManager へのユーザの挿入（P.4-7）
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BAT スプレッドシートを使用したユーザ用 CSV データ ファイルの作成 

Cisco CallManager ディレクトリに新しいユーザを追加するために、詳細を BAT

スプレッドシートに記述し、それを CSV データ ファイルに変換できます。

BAT スプレッドシートのインストール方法と使用方法については、P.1-13の

「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」を参照してください。

新しいユーザを一括して追加するための CSV データ ファイルを作成する手順

は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 BAT スプレッドシートを開くには、BAT.xlt ファイルを検索し、それをダブルク
リックします。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 ユーザを追加するには、スプレッドシートの下部にある Users タブをクリックし

ます。 

ステップ 4 すべての必須フィールド、および該当するオプションフィールドに値を入力しま
す。各列の見出しは、フィールドの長さ、およびそのフィールドが必須かオプ

ションかを指定しています。

各行に、表 4-1 で説明されている情報を指定します。ユーザが複数のデバイスを

持つ場合、デバイス名フィールドは各デバイスに 1 つずつ設定します。

表 4-1 ユーザ追加用の BAT スプレッドシート内のフィールドの説明

フィールド 説明

First Name 電話機ユーザの名を 50 文字以内で入力します。このフィー

ルドには、半角英数文字しか指定できません。

Last Name 電話機ユーザの姓を 50 文字以内で入力します。このフィー

ルドには、半角英数文字しか指定できません。
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User ID 電話機ユーザのユーザ ID を 1 ～ 30 文字で入力します。こ

のフィールドには、半角英数文字しか指定できません。

Password Cisco IP Phone Configuration ウィンドウへのアクセス時に

ユーザが使用するパスワードを、20 文字以内で入力しま

す。

パスワードは、CSV データ ファイルに指定する必要があり

ます。または、ファイルを挿入するときに BAT ユーザ イ

ンターフェイスを使用して指定する必要があります。ユー

ザまたはユーザのグループごとに個別のパスワードを適用

する場合は、CSV データ ファイルでパスワード情報を指定

してください。すべてのユーザにデフォルトのパスワード

を使用する場合は、BAT 内でユーザを挿入するときにデ

フォルトのパスワードを設定します。このフィールドには、

半角英数文字しか指定できません。

Manager 電話機ユーザのマネージャのユーザ ID を 30 文字以内で入

力します。このフィールドには、半角英数文字しか指定で

きません。

Department 電話機ユーザの所属部門番号を 30 文字以内で入力します。

このフィールドには、半角英数文字しか指定できません。

PIN エクステンション モビリティで使用される Personal 

Identification Number（PIN; 個人識別番号）を 20 桁以内の

数値で入力します。

PIN は、CSV データ ファイルに指定する必要があります。

または、ファイルを挿入するときに BAT ユーザ インター

フェイスを使用して入力する必要があります。ユーザまた

はユーザのグループごとに個別の PIN を適用する場合は、

CSV データ ファイルで PIN を指定します。すべてのユー

ザが使用できるデフォルト PIN を使用するには、BAT に

ユーザを挿入するときにデフォルト PIN を指定します。こ

のフィールドには、数字しか指定できません。

表 4-1 ユーザ追加用の BAT スプレッドシート内のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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ステップ 5 新しいユーザに関連付ける追加のデバイス名を入力するには、Add More Devices
ボタンをクリックします。

（注） CTI ポート、ATA ポート、および H.323 クライアントなど、すべてのデ
バイスをユーザに関連付けることができます。

User Device Profile このユーザとデバイス用のユーザ デバイス プロファイル

を、50 文字以内で入力します。ユーザ デバイス プロファ

イルは、BAT に表示される Cisco CallManager Administration

内の既存の UDP のリストから選択できます。 

User Locale このユーザに関連付ける言語と国 / 地域のセットを入力し

ます。この選択内容によって、言語やフォントを含むロケー

ル属性のどれをこのユーザに適用するか、および Cisco

CallManager のユーザ ウィンドウと電話機をどの言語で表

示するかが決まります。

Controlled Device 

Name1

このユーザに関連付ける電話機またはデバイスの名前を

50 文字以内で入力します。

Directory Number 電話機のプライマリ内線（通常は、回線 1）の電話番号を

50 桁以内で入力します。

Controlled Device 

Name 2

このユーザに関連付ける追加の電話機の名前を 50 文字以

内で入力します。

（注） まず、Controlled Device Name1 フィールドに値を入
力してから Controlled Device Name エントリを追加
する必要があります。

表 4-1 ユーザ追加用の BAT スプレッドシート内のフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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（注） BAT を使用して、自動生成されたデバイス プロファイルを新しいユーザ
に関連付けるために、BAT 管理者は、xlt の User Device Profile カラムに
ADP 名を入力することができます。

ステップ 6 Export to BAT Format をクリックして、BAT Excel スプレッドシートから CSV

形式のデータ ファイルにデータを転送します。

このファイルは C:\XLSDataFiles に保存されます。または、Browse を使用して

ファイルを別の既存フォルダに保存できます。ファイル名は次のとおりです。

<tabname>#<timestamp>.txt

ここで、<tabname> は、作成した入力ファイルのタイプ（たとえば、phones）を

表し、<timestamp> は、ファイルが作成された正確な日時を表します。

（注） いずれかのフィールドにコンマを入力した場合、BAT.xlt を使用して 
BAT 形式にエクスポートするときに、そのフィールド エントリは二重引
用符で囲まれます。

スプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイルの
終わりとして扱われます。ブランク行の後に入力されたデータは、BAT
形式には変換されません。

CSV データ ファイルを Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT がこのデータ ファイルにアクセスできるようにする必要があ

ります。フロッピー ディスク、またはマッピングされたネットワーク ドライブ

を使用して、C:\XLSDataFiles（またはファイルの格納先として選択したフォル

ダ）から、パブリッシャ データベース サーバ上の次のフォルダにこのデータ

ファイルをコピーします。

C:\BATFiles\Users\Insert Users
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（注） エクスポートされた CSV データ ファイルを読み取る方法については、BAT 内の
Insert Users ウィンドウで、View Sample File へのリンクをクリックしてください。

関連項目

• Cisco CallManager へのユーザの挿入（P.4-7）

• Cisco CallManager 内のユーザの更新（P.4-17）

• Cisco CallManager 内のユーザの削除（P.4-20）

Cisco CallManager へのユーザの挿入

ユーザのグループを Cisco CallManager ディレクトリに追加する手順は、次のと

おりです。

始める前に

ユーザ名、制御対象のデバイス名、および電話番号が格納されている CSV デー

タ ファイルが必要です。この CSV データ ファイルは、次のいずれかの方法で作

成できます。

• BAT スプレッドシートを CSV 形式に変換する。

• エクスポート ユーティリティで、ユーザ データのエクスポート ファイルを
作成する。

注意 BAT は、CSV データ ファイルを含むデバイス名が、Cisco CallManager データ
ベースに存在するかどうかをチェックしません。この検証が実行されないので、

BAT は CTI 制御でないデバイスもユーザに関連付けることができ、その結果
誤った関連付けが生じます。
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エクスポート ユーティリティを使用して生成したファイルを挿入する場合は、

_MgrLevel# サフィックスに基づいて、降順でファイルを挿入します。ここで、#

は 1 ～ 20 です。Manager User ID フィールドでマネージャの User ID が使用され

る前にマネージャのユーザ レコードが配置されるようにするために、_user サ

フィックスを持つファイルは最後に挿入します。

（注） Cisco CallManager サーバからエクスポートした CSV データ ファイルが使用する
ディレクトリ タイプが、新しい Cisco CallManager サーバが使用するディレクト
リ タイプと異なる場合は、その CSV データ ファイルを挿入しないでください。 

手順

ステップ 1 Configure > Users の順に選択します。User Options ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Insert Users を選択し、Next をクリックします。Insert Users ページが表示されま

す。

ステップ 3 File Name フィールドで、このバルク トランザクション用に作成した CSV デー

タ ファイルを選択します。

ステップ 4 エクスポート ユーティリティを使用して作成した CSV データ ファイルの場合

は、File created with Export Users チェックボックスをオンにします。 

（注） DC Directory（DCD）または Netscape Directory Service（NDS）から既存
のユーザのファイルをエクスポートした場合、パスワードと PIN の
フィールドが、エクスポートされた CSV データ ファイル内で暗号化さ
れます。Active Directory からユーザをエクスポートした場合、パスワー
ドはエクスポートされず、PIN はクリアテキストで表示されます。
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ステップ 5 次に示すチェックボックスをオンにして、これらの機能を使用可能にします。こ
れらの機能は、ユーザがすでに使用可能にしている場合は BAT によって使用不

可にはなりません。

（注） エクスポート ユーティリティは、次の機能について同じ設定を持つすべ
てのユーザを同じファイルに保存します。

エクスポート ファイルに付加されたサフィックスによって、このユーザ
のグループの設定が識別されます。付加されているサフィックスに従っ
て、適切な設定を選択します。詳細については、P.10-11の「ユーザ エ
クスポートの使用方法」を参照してください。

• Enable Authentication Proxy Rights：ユーザが、他の人に代わって電話機に
ログオンできるように許可する。認証プロキシ権限が使用可能になっている
ユーザは、すべてのユーザがエクステンション モビリティ用に接続すると
きに使用するシングルポイント認証の役目を果たします。Cisco CRS Server
上の Application Administration で、追加の設定が必要です。

• Enable CTI Application Use：すべてのユーザに対して、Cisco IP SoftPhone な
どのアプリケーションの使用を有効にする（CTI ポートに適用）。

• Call Park Retrieval Allowed：すべてのユーザに対してコールパーク取得を有
効にする。

• Enable Calling Party Number Modification：Cisco Emergency Responder（CER）
などのアプリケーションが、機能が要求を開始するときに発信側の番号を変
更できるよう許可する。

ステップ 6 CSV データ ファイル内に次の情報が存在しない場合は、その情報を User Default

Values 領域で指定します。

• Password：Cisco IP Phone User Options ウィンドウにログインするときにユー
ザが入力するパスワード（20 文字以内）を指定する。ここで値を指定する
必要があるのは、Cisco IP Phone User Options ウィンドウへのアクセスに、デ
フォルト パスワードを指定する場合、および CSV データ ファイル内でユー
ザごとに個別のパスワードをまだ指定していない場合だけです。 
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（注） Password と PIN の値は、CSV データ ファイル上に指定するか、ファ
イル挿入プロセスで指定する必要があります。

（注） CSV データ ファイルで指定された Password 値が、ここで指定する値
より優先されます。

• Confirm Password：パスワードをもう一度指定する。

• PIN：エクステンション モビリティ用に Cisco IP Phone にログインするとき
にユーザが入力する PIN（20 文字以内）を指定する。このフィールドは、エ
クステンション モビリティ用にデフォルトの PIN を指定するために使用し
ます。また、CSV データ ファイル内でユーザごとに個別の PIN をまだ指定
していないときに PIN を指定するために使用します。CSV データ ファイル
で指定された PIN 値が、ここで指定する値より優先されます。

（注） リリース 3.1 より前の Cisco CallManager で設定されたユーザは、エ
クスポートされたユーザ レコードの PIN がブランクになっていま
す。このようなユーザを挿入するときは、デフォルトの PIN を指定
します。 

• Confirm PIN：PIN をもう一度指定する。

• User Locale：このユーザに関連付ける言語と国 /地域の組み合せを選択する。
この選択内容によって、言語やフォントを含むロケール属性のどれをこの
ユーザに適用するか、および Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話
機をどの言語で表示するかが決まります。

• User Device Profile：このユーザとデバイスのユーザ デバイス プロファイル
を入力する。 
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（注） User Device Profile、Controlled Device Name、および Directory Number は、
すでに Cisco CallManager データベースに存在している必要があります。 

BAT は、CSV データ ファイルに含まれるデバイス名が、Cisco CallManager
データベースに存在するかどうかをチェックしません。この検証が実行
されないので、BAT は CTI 制御でないデバイスもユーザに関連付けるこ
とができ、その結果誤った関連付けが生じます。

ステップ 7 Insert をクリックします。

Cisco CallManager ディレクトリにレコードを挿入するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。システムのパフォーマンスの低下が起こりそう

な場合は、トランザクションを取り消すことができます。

ステップ 8 ユーザを挿入するには、OK をクリックします。トランザクションを取り消すに

は、Cancel をクリックします。

OK をクリックした場合、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show
Latest Status ボタンをクリックすると、トランザクションの進行状況が表示され

ます。

トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 9 View Latest Log File をクリックすると、追加されたレコード数と問題のあるレ

コード数を示すログ ファイル（エラー コードと障害の説明を含む）が表示され

ます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照

してください。

（注） 挿入対象のユーザがマネージャの場合は、そのユーザを BAT で挿入した
後に CCMAdmin ページからマネージャをそのユーザに設定します。
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（注） BAT は、デフォルトですべての新規ユーザについて CTI Super Provider を
有効にします。 

（注） エクスポートした BAT ファイルを使用してユーザを挿入している場合、
複数のファイルにエクスポートされたユーザについて、「User ID がすで
に存在している」というエラーが表示されることがあります。たとえば、
1 つ目の回線マネージャのリストとユーザのリストが、どちらも同じマ
ネージャ ユーザ ID を含んでいることがあります。

関連項目

• BAT スプレッドシートを使用したユーザ用 CSV データ ファイルの作成
（P.4-3）

• Cisco CallManager 内のユーザの更新（P.4-17）

• Cisco CallManager 内のユーザの削除（P.4-20）
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ユーザの更新

Cisco CallManager LDAP ディレクトリにある既存のユーザ情報をバルク トラン

ザクションで更新するには、次の手順が必要です。

1. コンマ区切り値（CSV）データ ファイルを作成して、更新するユーザごとに
個々の値を定義します。

－ 詳細については、P.4-15の「BAT スプレッドシートを使用したユーザ更
新用 CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

－ テキストベースの CSV ファイルについては、P.A-16の「ユーザのファ
イル形式の更新」を参照してください。

（注） Cisco CallManager ディレクトリにすでに格納されている値や設定を
保持する方法については、P.4-13の「格納済みの値の保持」を参照
してください。

2. BAT を使用して、Cisco CallManager ディレクトリにある更新されたユーザ
レコードを挿入します。詳細については、P.4-17の「Cisco CallManager 内の
ユーザの更新」を参照してください。

関連項目

• 格納済みの値の保持（P.4-13）

格納済みの値の保持

ユーザ レコードを更新する場合、Cisco CallManager ディレクトリにすでに格納

されている値や設定を保持する必要が生じることがあります。この場合、値を保

持する必要があるフィールドに対して、「#」などの記号を使用することができま

す。次の CSV データ ファイルの例では、# を入力することによって、すでに DC

ディレクトリに入力されている Manager フィールドの値が保持されます。

userid,#,department,,,123456789012,

格納されている値を保持するために使用する値を識別する手順は、次のとおりで

す。
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手順

ステップ 1 Configure > Users の順に選択します。User Options ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Update Users を選択し、Next をクリックします。Update Users ページが表示され

ます。

ステップ 3 Value for fields to be ignored ボックスを確認します。更新されたユーザの値を 

CSV データ ファイルに挿入する場合は、その値を保持するための記号をこの

ボックスに入力する必要があります。

ステップ 4 値を保持するために使用する記号を決定します。 

ステップ 5 Value for fields to be ignored ボックスと同じ値を BAT スプレッドシート ボック

スに入力します。

ステップ 6 この記号を BAT スプレッドシート フィールドで保持する必要のある値に対して

使用します。

関連項目

• BAT スプレッドシートを使用したユーザ更新用 CSV データ ファイルの作成
（P.4-15）

• Cisco CallManager 内のユーザの更新（P.4-17）
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BAT スプレッドシートを使用したユーザ更新用 CSV データ ファイルの作
成

既存のユーザのグループを更新するための CSV データ ファイルを作成する手順

は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを検索してダブルクリックし、BAT スプレッドシートを開きま

す。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 ユーザ情報を追加するには、スプレッドシート下部の Update Users タブをクリッ

クします。

ステップ 4 すべての必須フィールド、および該当するオプションフィールドに値を入力しま
す。各列の見出しは、フィールドの長さ、およびそのフィールドが必須かオプ

ションかを指定しています。BAT スプレッドシートのフィールドの説明につい

ては、表 4-2 を参照してください。

表 4-2 ユーザ更新用の BAT スプレッドシートのフィールドの説明 

フィールド 説明

User ID 電話機ユーザのユーザ ID を 1 ～ 30 文字で入力します。

Manager 電話機ユーザのマネージャのユーザ ID を 30 文字以内で入

力します。

Department 電話機ユーザの所属部門番号を 50 文字以内で入力します。

User Device Profile このユーザとデバイス用のユーザ デバイス プロファイル

を、50 文字以内で入力します。ユーザ デバイス プロファ

イルは、BAT に表示される Cisco CallManager Administration

内の既存の UDP のリストから選択できます。 
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ステップ 5 DC ディレクトリに格納済みの値を保持する場合は、値を保持するよう BAT に

指示するために使用する記号を Value for fields to be ignored ボックスに入力しま

す。 

ステップ 6 BAT Excel スプレッドシートから CSV ファイルにデータを転送するには、Export
to BAT format ボタンをクリックします。 

このファイルは、デフォルトのファイル名が付けられて C:\XLSDataFiles（また

は、別の既存フォルダを指定）に保存されます。ファイル名は次のとおりです。

Update_Users#timestamp.txt（または、別のファイル名を指定）

（注） いずれかのフィールドにコンマを入力した場合、BAT.xlt を使用して 
BAT 形式にエクスポートするときに、そのフィールド エントリは二重引
用符で囲まれます。

スプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイルの
終わりとして扱われます。ブランク行の後に入力されたデータは、BAT
形式には変換されません。

User Locale このユーザに関連付ける言語と国 /地域のセットを 50 文字

以内で入力します。この選択内容によって、言語やフォン

トを含むロケール属性のどれをこのユーザに適用するか、

および Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話機を

どの言語で表示するかが決まります。

Controlled Device 

MAC Address

このユーザに関連付ける電話機の MAC アドレスを 12 文

字で入力します。

Directory Number 電話機のプライマリ内線（通常は、回線 1）の電話番号を

24 桁以内で入力します。

表 4-2 ユーザ更新用の BAT スプレッドシートのフィールドの説明 （続き）

フィールド 説明
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CSV データ ファイルを Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT が CSV データ ファイルにアクセスできるようにする必要があ

ります。フロッピー ディスク、またはマッピングされたネットワーク ドライブ

を使用して、C:\XLSDataFiles（またはファイルの格納先として選択したフォル

ダ）から、パブリッシャ データベース サーバ上の C:\BATFiles\Users\Update Users

フォルダに CSV データ ファイルをコピーします。

（注） CSV ファイルを読み取る方法については、BAT の Update Users ウィンド
ウで、View Sample File へのリンクをクリックしてください。

関連項目

• ユーザの更新（P.4-13）

• 格納済みの値の保持（P.4-13）

• Cisco CallManager 内のユーザの更新（P.4-17）

Cisco CallManager 内のユーザの更新

Cisco CallManager ディレクトリでユーザ レコードのグループを更新する手順は、

次のとおりです。

始める前に

更新されたユーザ情報がある CSV データ ファイルが必要です。手順については、

P.4-15の「BAT スプレッドシートを使用したユーザ更新用 CSV データ ファイル

の作成」を参照してください。

手順

ステップ 1 Configure > Users の順に選択します。User Options ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Update Users を選択し、Next をクリックします。Update Users ページが表示され

ます。
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ステップ 3 File Name ドロップダウン リストボックスで、このバルク トランザクション用に

作成した CSV データ ファイルを選択します。 

ステップ 4 DC ディレクトリに格納済みの値を保持する場合は、値を保持するよう BAT に

指示するために使用する記号を Value for fields to be ignored ボックスに入力しま

す。詳細については、P.4-13の「格納済みの値の保持」を参照してください。

ステップ 5 次に示すチェックボックスをオンにして、これらの機能を使用可能にします。こ
れらの機能は、ユーザがすでに使用可能にしている場合は BAT によって使用不

可にはなりません。

（注） エクスポート ユーティリティは、次の機能について同じ設定を持つすべ
てのユーザを同じファイルに保存します。

エクスポート ファイルに付加されたサフィックスによって、このユーザ
のグループの設定が識別されます。付加されているサフィックスに従っ
て、適切な設定を選択します。詳細については、P.10-11の「ユーザ エ
クスポートの使用方法」を参照してください。

• Enable Authentication Proxy Rights：ユーザが、他の人に代わって電話機に
ログオンできるように許可する。認証プロキシ権限が使用可能になっている
ユーザは、すべてのユーザがエクステンション モビリティ用に接続すると
きに使用するシングルポイント認証の役目を果たします。Cisco CRS Server
上の Application Administration で、追加の設定が必要です。

• Enable CTI Application Use：すべてのユーザに対して、Cisco IP SoftPhone な
どのアプリケーションの使用を有効にする。

• Call Park Retrieval Allowed：すべてのユーザに対してコールパーク取得を有
効にする。

• Enable Calling Party Number Modification：Cisco Emergency Responder（CER）
などのアプリケーションが、機能の要求を開始するときに発信側の番号を変
更できるよう許可する。

• Set User Device Profile as Default Device Profile：ユーザ デバイス プロファイ
ルを、電話機からログオフしたときのデフォルトのプロファイルとして設定
する。

• Reset Password：すべてのユーザのパスワードをリセットする。 
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• Password：Cisco IP Phone User Options ウィンドウにログインするときにユー
ザが入力するデフォルトのパスワードを指定する。ここで値を指定する必要
があるのは、ユーザにデフォルトのパスワードを設定する場合だけです。

• Confirm Password：パスワードをもう一度指定する。

• Reset PIN：すべてのユーザの PIN をリセットする。

• PIN：Cisco IP Phone Model 7960/7940 にログインするときにユーザが入力す
るエクステンション モビリティ機能用のデフォルトの PIN を指定する。

• Confirm PIN：PIN をもう一度指定する。

ステップ 6 User Default Values 領域の User Locale ドロップダウン リストボックスで、この

ユーザに関連付ける言語と国 / 地域の組み合せを選択します。この選択内容に

よって、言語やフォントを含むロケール属性のどれをこのユーザに適用するか、

および Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話機をどの言語で表示するか

が決まります。

（注） Update User ウィンドウの User Default Values 領域で指定する値よりも、
CSV データ ファイルの User Locale と User Device Profile に入力した値の
方が優先されます。 

ステップ 7 User Device Profile ドロップダウン リストボックスで、このユーザに関連付ける

ユーザ情報を選択します。 

ステップ 8 Update をクリックします。Cisco CallManager でレコードを更新するために必要

な時間を通知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、

または OK をクリックして処理を続行することができます。 

ステップ 9 トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

View Latest Log File をクリックすると、更新されたレコード数と問題のあるレ

コード数を示すログ ファイル（エラー コードを含む）が表示されます。ログ

ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。
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関連項目

• ユーザの追加（P.4-2）

• Cisco CallManager 内のユーザの削除（P.4-20）

• Cisco CallManager へのユーザの挿入（P.4-7）

Cisco CallManager 内のユーザの削除
Cisco CallManager ディレクトリからユーザのグループを削除することができま

す。Delete Users オプションにアクセスするには、Configure > Users の順に選択

します。User Options ウィンドウで、Delete Users を選択し、Next をクリックし
ます。既存のユーザ レコードは、次の 2 つの方法のいずれかによって検索でき

ます。

• クエリーを使用したユーザの削除（P.4-20）

• カスタム ファイルを使用したユーザの削除（P.4-22）

クエリーを使用したユーザの削除

クエリー フィルタを作成してユーザ レコードを検索し、ユーザを削除する手順

は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Delete Users Options ウィンドウで、Use Query 、 Next の順にクリックします。
Delete Users ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 削除するユーザを検索するために、クエリー フィルタを定義します。 

注意 フィルタを定義しないと、すべてのユーザが削除されます。
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ステップ 3 最初のドロップダウン リストボックスで、クエリー対象のフィールド（たとえ

ば、User ID、Department、First Name、Last Name）を選択します。

ステップ 4 2 番目のドロップダウン リストボックスで、contains または is exactly を選択し

ます。

ステップ 5 3 番目のボックス（検索フィールド）で、検索する値（たとえば、特定のユーザ）

を入力します。

（注） ユーザを複数の部署から選択する場合は、このフィールドに複数の部署
を入力します。たとえば、部署 12 と部署 24 からユーザを選択するには、
3 番目のボックスに 12, 24 と入力します。操作を 2 回繰り返す必要はあ
りません。 

ステップ 6 Add To Query ボタンをクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加しま

す。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 3 からやり直します。 

ステップ 7 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

（注） 検索したレコードが、削除する正しいレコードであることを確認します。
削除は最終的な操作なので、削除したレコードは復元できません。

ステップ 8 Delete をクリックすると、選択したユーザが削除されます。 

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべてのレコードが削
除されます。削除は最終的な操作なので、削除したレコードは復元できません。
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Cisco CallManager ディレクトリからレコードを削除するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。 

ステップ 9 トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 10 View Latest Log File をクリックすると、削除されたレコード数と問題のあるレ

コード数を示すログ ファイル（エラー コードを含む）が表示されます。ログ

ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• カスタム ファイルを使用したユーザの削除（P.4-22）

• Cisco CallManager 内のユーザの削除（P.4-20）

カスタム ファイルを使用したユーザの削除

テキスト エディタを使用してユーザ ID のカスタム ファイルを作成し、ユーザを

検索して削除できます。

始める前に

1. テキスト ファイルを作成し、削除するユーザ ID を 1 行に 1 つずつ指定しま
す。 

2. カスタム ファイルを <filename.txt> という名前で、フォルダ 
C:\BATfiles\Users\Query\Delete に保存します。

カスタム ファイルを使用して電話機を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Delete Users Options ウィンドウで、Use Custom File を選択して  Next をクリック
します。Delete Users ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 Select Users where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルで使用

したフィールド、User ID を選択します。

ステップ 3 Custom file where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルのファ

イル名を選択します。

ステップ 4 View Query Results をクリックして、クエリーに必要な情報が含まれていること

を確認します。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべてのユーザ レコー
ドが削除されます。

ステップ 5 Delete をクリックすると、レコードが削除されます。

ステップ 6 Cisco CallManager ディレクトリからレコードを削除するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

ステップ 7 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、削除されたユーザ数と失敗したレコード数

（エラー コードを含む）が示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の

「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• ユーザの更新（P.4-13）

• パスワードと PIN のリセット（P.4-24）

• 新しい電話機とユーザの追加（P.4-28）
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パスワードと PIN のリセット
Cisco IP Phone User Options ウィンドウにログインするときにユーザが入力する

パスワードはリセットできます。また、ユーザが Cisco IP Phone にログインする

ときに使用するエクステンション モビリティ機能用の PIN もリセットできま

す。このリセット機能は、他のアトリビュートを更新せずに、ユーザのグループ

をデフォルトのパスワードやデフォルトの PIN にリセットする必要がある場合

に使用します。

Reset User Password/PIN オプションにアクセスするには、Configure > Users を選

択します。User Options ウィンドウで、Reset Password/PIN を選択し、Next をク
リックします。パスワードと PIN をリセットするユーザの選択方法には、次の 2

つがあります。

• クエリーを使用したユーザ パスワードと PIN のリセット（P.4-24）

• カスタム ファイルを使用したユーザ パスワードと PIN のリセット（P.4-26）

クエリーを使用したユーザ パスワードと PIN のリセット

クエリーを使用してユーザを検索し、パスワードと PIN をデフォルト値にリセッ

トする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Reset Password/PIN Options で、Use Query を選択し、Next をクリックします。
Reset Password/PIN ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 リセットするユーザを検索するために、クエリー フィルタを定義します。 

注意 フィルタを定義しないと、すべてのユーザのパスワードまたは PIN がリセットさ
れます。

ステップ 3 最初のドロップダウン リストボックスで、クエリー対象のフィールド（たとえ

ば、User ID、Department、First Name、Last Name）を選択します。
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ステップ 4 2 番目のドロップダウン リストボックスで、contains または is exactly を選択し

ます。

ステップ 5 3 番目のボックス（検索フィールドまたはリストボックス）で、検索する値（た

とえば、特定のユーザや所属部門番号）を入力します。

（注） ユーザを複数の部署から選択する場合は、このフィールドに複数の部署
をコンマで区切って入力します。たとえば、部署 12 と部署 14 からユー
ザを選択するには、3 番目のボックスに 12, 14 と入力します。操作を 2
回繰り返す必要はありません。 

ステップ 6 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 3 からやり直します。 

ステップ 7 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

ステップ 8 クエリーで定義したすべてのレコードに対して、更新する値を入力します。 

• Password：Cisco IP Phone User Options ウィンドウにログインするときにユー
ザが入力するデフォルトのパスワードを指定する。

• Confirm Password：パスワードをもう一度指定する。

• PIN：Cisco IP Phone にログインするときにユーザが入力するエクステンショ
ン モビリティ機能用のデフォルトの PIN を指定する。 

• Confirm PIN：PIN をもう一度指定する。

ステップ 9 選択したユーザのパスワードまたは PIN を変更するには、Reset をクリックしま
す。 

Cisco CallManager ディレクトリでレコードを更新するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK を

クリックして処理を続行することができます。 
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ステップ 10 トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 11 View Latest Log File をクリックすると、リセットされたレコード数と問題のある

レコード数を示すログ ファイル（エラー コードを含む）が表示されます。ログ

ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• カスタム ファイルを使用したユーザの削除（P.4-22）

• Cisco CallManager 内のユーザの削除（P.4-20）

カスタム ファイルを使用したユーザ パスワードと PIN のリセット

テキスト エディタを使用してユーザ ID のカスタム ファイルを作成し、ユーザを

検索してパスワードと PIN をデフォルト値にリセットできます。

始める前に

1. テキスト ファイルを作成し、削除するユーザ ID を 1 行に 1 つずつ指定しま
す。 

2. カスタム ファイルを <filename.txt> という名前で、フォルダ 
C:\BATfiles\Users\Query\Update に保存します。

カスタム ファイルを使用してユーザのパスワードと PIN をリセットする手順

は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Configure > Users の順に選択します。User Options ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Reset Password/PIN を選択し、Next をクリックします。Reset Password/PIN Options

ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Use Custom File を選択し、Next をクリックします。Reset Password/PIN ウィンド

ウが表示されます。 
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ステップ 4 Select Users where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルで使用

したフィールド、User ID を選択します。

ステップ 5 Custom file where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルのファ

イル名を選択します。

ステップ 6 View Query Results をクリックして、クエリーに必要な情報が含まれていること

を確認します。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべてのユーザ レコー
ドが更新されます。

ステップ 7 Reset をクリックすると、レコードが変更されます。

ステップ 8 Cisco CallManager ディレクトリでレコードを更新するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK を

クリックして処理を続行することができます。

ステップ 9 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、更新されたユーザ数と失敗したレコード数

（エラー コードを含む）が示されます。ログ ファイルの詳細については、第 13

章「BAT および TAPS のトラブルシューティング」を参照してください。

関連項目

• パスワードと PIN のリセット（P.4-24）

• 新しい電話機とユーザの追加（P.4-28）

• ユーザの更新（P.4-13）

• Cisco CallManager 内のユーザの削除（P.4-20）
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新しい電話機とユーザの追加

BAT を使用すると、Cisco CallManager サーバ上にユーザのグループとその電話

機を 1 つのバルク トランザクションで追加できます。電話機用の CSV データ

ファイルを作成するには、次の 2 つのオプションがあります。

• BAT スプレッドシート（BAT.xlt）を使用し、データを CSV 形式にエクス
ポートする。

• テキスト エディタを使用して、CSV 形式のテキスト ファイルを作成する（経
験豊富なユーザ向け）。

Insert Phones with Users オプションにアクセスするには、Configure > Phones を選

択するか、または、BAT メイン メニューから Configure > Users を選択します。

電話機とユーザのグループを Cisco CallManager ディレクトリに追加する手順は、

次のとおりです。

ステップ 1 Insert Phones with Users を選択します。Steps to Insert Phones/Users ウィンドウが

表示されます。

ステップ 2 Add, view, or modify phone templates を選択し、Next をクリックします。 

Phone Template Configuration ウィンドウが表示されます。電話機テンプレートの

設定の詳細については、P.3-4の「BAT 電話機テンプレートの使用方法」を参照

してください。

ステップ 3 Create the CSV data file を選択し、Next をクリックします。

ステップ 4 CSV データ ファイルを作成するために使用するオプションを選択し、そのオプ

ションのステップを実行します。

BAT Spreadsheet for Phones, CTI Ports and H.323 Clients

BAT スプレッドシートを開き、CSV データ ファイルを作成します。詳細に
ついては、P.4-30の「BAT スプレッドシートを使用した電話機とユーザの追
加」を参照してください。
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Text Editor to Create the CSV Data File

a. Add, view, or modify file formats を選択し、Next をクリックします。 

File Format Configuration ウィンドウが表示されます。CSV データ ファイル
用のファイル形式設定の詳細については、P.3-53の「テキスト エディタを使
用した電話機用 CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

b. テキスト エディタを使用して、電話機とユーザ用の CSV データ ファイルを
適切なファイル形式に従って作成します。テキストベースの CSV ファイル
作成の詳細については、P.A-6の「電話機とユーザの組み合せのファイル形
式」を参照してください。

c. Associate file format with the CSV data file を選択し、Next をクリックします。 

Add File to Format ウィンドウが表示されます。ファイル形式の関連付けの詳
細については、P.3-58の「CSV データ ファイルへのファイル形式の関連付
け」を参照してください。

ステップ 5 Validate Phones with users records を選択し、Next をクリックします。 

Validate Phones/Users ウィンドウが表示されます。詳細については、P.4-31の「電

話機レコードとユーザ レコードの検証」を参照してください。

ステップ 6 Insert Phones with users records を選択し、Next をクリックします。

Insert Phones/Users ウィンドウが表示されます。詳細については、P.4-32の「Cisco

CallManager への電話機とユーザの挿入」を参照してください。

関連項目

• BAT 電話機テンプレートの使用方法（P.3-4）

• BAT スプレッドシートを使用した電話機とユーザの追加（P.4-30）

• 電話機レコードとユーザ レコードの検証（P.4-31）

• Cisco CallManager への電話機とユーザの挿入（P.4-32）
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BAT スプレッドシートを使用した電話機とユーザの追加

電話機とユーザを一括して追加するための CSV データ ファイルを作成する手順

は、次のとおりです。 

BAT スプレッドシートのインストール方法と使用方法については、P.1-13の

「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」を参照してください。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを検索してダブルクリックし、BAT スプレッドシートを開きま

す。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 スプレッドシートの下部にある Phones-Users タブをクリックします。

ステップ 4 P.3-40の「BAT スプレッドシートを使用した電話機用 CSV データ ファイルの作

成」のステップ 4 ～ 14 の作業を行います。

ユーザ情報フィールドに値を入力する場合は、P.4-3の 表 4-1 を参照してくださ

い。

ファイルを CSV データ形式にエクスポートしたら、Phone-User CSV データ ファ

イルをパブリッシャ サーバ上の C:\BATFiles\PhonesUsers にコピーします。

関連項目

• BAT スプレッドシートの電話機のフィールド説明（P.3-45）

• 電話機レコードとユーザ レコードの検証（P.4-31）

• Cisco CallManager への電話機とユーザの挿入（P.4-32）
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電話機レコードとユーザ レコードの検証

Validate Phones/Users を選択すると、システムが検証ルーチンを実行して、CSV

データ ファイルおよび BAT 電話機テンプレートで、デバイス プールやロケー

ションなどのすべての必須フィールドが指定されているかどうかをチェックし

ます。この検証によってチェックされるのは、デバイス フィールドとそのデバ

イス フィールドが依存するフィールドだけです。ユーザ フィールドは検証され

ません。

始める前に

• 追加するデバイスの BAT 電話機テンプレートが必要です。単一回線または
複数回線を持つ電話機を追加するには、複数回線を持つマスター電話機テン

プレートを使用できます。詳細については、P.1-7の「マスター電話機テン
プレート」を参照してください。

• 次のオプションのいずれかによって作成された CSV データ ファイルが必要
です。

－ BAT スプレッドシートを使用した電話機とユーザの追加（P.4-30） 

－ 電話機とユーザの組み合せのファイル形式（P.A-6）で、テキストベー
スの CSV ファイルを作成

CSV データ ファイルのレコードを検証する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Insert Phones with Users を選択します。Steps to Insert Phones/Users ウィンドウが

表示されます。

ステップ 2 Validate Phones with users records を選択し、Next をクリックします。Validate

Phones/Users ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 File Name フィールドで、この特定のバルク トランザクション用に作成した CSV

データ ファイルを選択します。

ステップ 4 Phone Template Name フィールドで、このバルク トランザクション用に作成した

BAT 電話機テンプレートを選択します。 
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ステップ 5 Validate をクリックすると、選択した CSV データ ファイルとパブリッシャ デー

タベースが検証されます。検証ルーチンは、エラーをログ ファイルに記録しま

す。

ステップ 6 検証が完了したら、View Latest Log File をクリックして、デバイスとの不一致や
エラー コードを記録したログ ファイルを表示します。ログ ファイルの詳細につ

いては、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• Cisco CallManager への電話機とユーザの挿入（P.4-32）

• BAT スプレッドシートを使用した電話機とユーザの追加（P.4-30）

Cisco CallManager への電話機とユーザの挿入

電話機とユーザのグループを Cisco CallManager データベースとディレクトリに

追加するには、BAT メイン メニューから、Configure > Phones または Configure
> Users の順に選択します。

始める前に

• 対象の電話機用の BAT 電話機テンプレートが必要です。

• 次のオプションのいずれかによって作成された CSV データ ファイルが必要
です。

－ BAT スプレッドシートを使用した電話機とユーザの追加（P.4-30） 

－ 電話機とユーザの組み合せのファイル形式（P.A-6）で、テキストベー
スの CSV ファイルを作成

• レコードを挿入する前に、電話機とユーザのレコードを検証し、エラーを識
別して除去します。

電話機とユーザのグループを Cisco CallManager データベースとディレクトリに

追加する手順は、次のとおりです。
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手順

ステップ 1 Insert Phones with Users を選択し、Next をクリックします。Insert Phones/Users

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Name フィールドで、このバルク トランザクション用に作成した CSV デー

タ ファイルを選択します。

ステップ 3 Phone Template フィールドで、このトランザクション用に作成した BAT 電話機

テンプレートを選択します。

CSV データ ファイルに個々の MAC アドレスを入力しなかった場合は、Create
Dummy MAC Address チェックボックスをオンにする必要があります。CTI ポー

トを追加する場合、ダミー MAC アドレス オプションを使用すると、ダミー MAC

アドレスの形式で、CTI ポートごとに固有のデバイス名が指定されます。 

このフィールドは、BATXXXXXXXXXXXX という形式でダミー MAC アドレス

を自動生成します。

X は任意の 12 文字の 16 進数（0 ～ 9 および A ～ F）を表します。

• ユーザに割り当てられる電話機の MAC アドレスが分からない場合に、この
オプションを使用します。電話機が接続されると、そのデバイスに対する
MAC アドレスが登録されます。

• データ入力ファイルに MAC アドレスまたはデバイス名を指定した場合は、
このオプションを選択しないでください。

Cisco CallManager Administration にこの情報を手作業で入力するか、または、TAPS

を使用すると、後で、電話機またはデバイスを正しい MAC アドレスで更新でき

ます。TAPS の詳細については、P.12-2の「TAPS の概要」を参照してください。 
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ステップ 4 次に示すチェックボックスをオンにして、これらの機能を使用可能にします。こ
れらの機能は、ユーザがすでに使用可能にしている場合は BAT によって使用不

可にはなりません。

• Enable Authentication Proxy Rights：ユーザが、他の人に代わって電話機に
ログオンできるように許可する。認証プロキシ権限が使用可能になっている
ユーザは、すべてのユーザがエクステンション モビリティ用に接続すると
きに使用するシングルポイント認証の役目を果たします。Cisco CRS Server
上の Application Administration で、追加の設定が必要です。

• Enable CTI Application Use：すべてのユーザに対して、Cisco IP SoftPhone な
どのアプリケーションの使用を有効にする（CTI ポート用）。

• Call Park Retrieval Allowed：すべてのユーザに対してコールパーク取得を有
効にする。

• Enable Calling Party Number Modification：Cisco Emergency Responder（CER）
などのアプリケーションが、機能の要求を開始するときに発信側の番号を変
更できるよう許可する。

ステップ 5 CSV データ ファイル内に次の情報が存在しない場合は、その情報を User Default

Values 領域で指定します。

• Password：Cisco IP Phone User Options ウィンドウにログインするときにユー
ザが入力するパスワード（20 文字以内）を指定する。ここで値を指定する
必要があるのは、Cisco IP Phone User Options ウィンドウへのアクセスに、デ
フォルト パスワードを指定する場合、および CSV データ ファイル内でユー
ザごとに個別のパスワードをまだ指定していない場合だけです。 

（注） CSV データ ファイルで指定された Password 値が、ここで指定する値
より優先されます。

• Confirm Password：パスワードをもう一度指定する。

• PIN：エクステンション モビリティ用に Cisco IP Phone にログインするとき
にユーザが入力する PIN（20 文字以内）を指定する。このフィールドは、エ
クステンション モビリティ用にデフォルトの PIN を指定するために使用し
ます。また、CSV データ ファイル内でユーザごとに個別の PIN をまだ指定
していないときに使用します。CSV データ ファイルで指定された PIN 値が、
ここで指定する値より優先されます。
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• Confirm PIN：PIN をもう一度指定する。

（注） PIN と Password の値は、CSV データ ファイル上に指定するか、ファ
イル挿入プロセスで指定する必要があります。

• User Locale：このユーザに関連付ける言語と国 /地域の組み合せを選択する。
この選択内容によって、言語やフォントを含むロケール属性のどれをこの
ユーザに適用するか、および Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話
機をどの言語で表示するかが決まります。

• User Device Profile：このユーザとデバイスのユーザ デバイス プロファイル
を入力する。このレコードが Cisco CallManager データベースに正常に挿入
されるには、ユーザ デバイス プロファイルが Cisco CallManager 
Administration に存在している必要があります。

ステップ 6 Insert をクリックします。Cisco CallManager ディレクトリにレコードを挿入する

ために必要な時間を通知するメッセージが表示されます。システムのパフォーマ

ンスの低下が起こりそうな場合は、トランザクションを取り消すことができま

す。

ステップ 7 ユーザを挿入するには、OK をクリックします。トランザクションを取り消すに

は、Cancel をクリックします。

OK をクリックした場合、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show 
Latest Status ボタンをクリックすると、トランザクションの進行状況が表示され

ます。

トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 8 View Latest Log File をクリックすると、追加されたレコード数と問題のあるレ

コード数を示すログ ファイル（エラー コードとエラーの説明を含む）が表示さ

れます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参

照してください。
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関連項目

• BAT スプレッドシートを使用した電話機とユーザの追加（P.4-30）

• 電話機レコードとユーザ レコードの検証（P.4-31）
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5
Cisco IP Manager Assistant 
の使用方法

BAT を使用して、Cisco CallManager の Cisco IP Manager Assistant（IPMA）機能を

管理できます。BAT では、マネージャやアシスタントの IP Phone を追加できま

す。詳細については、次の項を参照してください。

• プロキシ回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定（P.5-2）

• 共有回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定（P.5-12）

マネージャまたはアシスタントとそのアソシエーションをバルク トランザク

ションで追加、更新、および削除できます。詳細については、P.5-15の「マネー

ジャとアシスタントのアソシエーション用の CSV データ ファイルの作成」を参

照してください。

次のトピックでは、BAT を使用して Cisco IPMA を管理するためのオプションに

ついて説明します。

• Cisco CallManager へのマネージャとアシスタントのアソシエーションの挿
入（P.5-21）

• Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシエーションの削
除（P.5-24）

• Cisco CallManager からのマネージャの削除（P.5-26）

• Cisco CallManager からのアシスタントの削除（P.5-30）

• IPMA マネージャおよびアシスタントのレポートの生成（P.11-16）

Cisco IPMA の詳細については、次のマニュアルを参照してください。
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• Cisco CallManager機能およびサービス ガイド

• Cisco IP Manager Assistant ユーザ ガイド

Cisco IPMA で使用する電話機と回線の概要
Cisco IPMA 機能は、いくつかの Cisco IP Phone モデルとデバイス プロファイル

に対して利用できます。Cisco IPMA には、マネージャとアシスタントの回線で

Cisco IPMA 機能を利用するための設定モードとして、次の 2 つが用意されてい

ます。

• プロキシ モード：マネージャのプライマリ回線は、アシスタントの電話機
とは異なる電話番号を持つプロキシ回線と関連付けられる。詳細について

は、P.5-2の「プロキシ回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定」を参
照してください。

• 共有回線モード：マネージャとアシスタントの電話機が共有回線を持ち、同
じ電話番号とパーティションを使用する。詳細については、P.5-12の「共有
回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定」を参照してください。

BAT を使用して、マネージャとアシスタントの電話機に、プロキシ回線または

共有回線を設定することができます。

プロキシ回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定

マネージャの電話機とアシスタントの電話機が IPMA プロキシ回線をサポート

するよう設定するには、次のタスクを実行する必要があります。

1. Cisco IPMA Configuration ウィザードを使用して、システムに IPMA の要件を
設定することをお勧めします。このウィザードは、IPMA マネージャとアシ
スタント、ルート ポイント、パーティション、変換パターン、および Cisco
IPMA サービスのコール検索スペース（コーリング サーチ スペース）につ
いて、電話機テンプレートを自動的に作成します。Cisco IPMA Configuration
ウィザードを実行するには、BAT とウィザードが同じサーバにある必要が
あります。Cisco IPMA Configuration ウィザードの実行方法については、
『Cisco CallManager機能およびサービス ガイド』を参照してください。 
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（注） Cisco IPMA Configuration ウィザードは、システムの IPMA 設定上の要件
を設定するときに一度だけ使用できます。この設定ウィザードを実行し
た後は、設定内容をウィザードで表示できますが、変更はできません。 

2. マネージャとアシスタント用に新しい電話機とユーザを追加するには、
Cisco IPMA Configuration ウィザードによって BAT サーバ上に作成される
IPMA マネージャと IPMA アシスタントの電話機テンプレートを使用しま
す。BAT テンプレートは、プロキシ モードの電話機を設定する場合にだけ
使用します。テンプレートの詳細については、P.5-4の「IPMA マネージャと
アシスタントの電話機テンプレートのデフォルト設定値」を参照してくださ

い。

3. 既存のマネージャとアシスタントの電話機については、次のいずれかの方法
を使用して、IPMA 電話機テンプレートに対応するように変更できます。

－ BAT の Add Lines 機能を使用して、既存の電話機を IPMA 電話機テンプ
レートに類似した形式に変更できます。詳細については、P.3-89の「既
存の電話機および UDP への回線の追加」を参照してください。

－ マネージャとアシスタントの IPMA 電話機テンプレートを使用し、元の
電話機を削除して、新しい電話機を追加できます。P.3-2の「電話機の
追加」の新しい電話機の設定手順に従ってください。 

4. マネージャとアシスタントについて電話機と回線を設定し終わったら、マ
ネージャとアシスタントの回線を関連付けて IPMA で制御できるようにし
ます。IPMA 回線の設定については、P.5-5の「マネージャとアシスタントの
プロキシ回線設定」を参照してください。
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IPMA マネージャとアシスタントの電話機テンプレートのデフォルト設定値 

表 5-1 に、IPMA マネージャ電話機テンプレートのデフォルト設定値を示します。 

表 5-1 プロキシ回線用のマネージャ電話機テンプレートのデフォルト設定値

フィールド デフォルト値

Softkey Template Standard IPMA Manager

Phone Button Template Standard Cisco IP Phone model 7960（2 回線）

Line1 プライマリ回線

• CSS = Generated_IPMA_CSS_I_E

• Partition = Generated_IPMA_Managers

Line 2 着信インターコム回線

• CSS = Generated_IPMA_CSS_I_E

• Partition = Generated_IPMA_Everyone

• ヘッドセットでの自動応答またはスピーカフォン
での自動応答のオプションも設定します。

Services IPMA Service
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表 5-2 に、IPMA アシスタント電話機テンプレートのデフォルト設定値を示しま

す。

マネージャとアシスタントのプロキシ回線設定

BAT は、マネージャの電話機のプライマリ回線をアシスタントの電話機のプロ

キシ回線にマッピングすることで、IPMA 回線設定を割り当てます。IPMA ウィ

ザードで作成した IPMA マネージャと IPMA アシスタントのデフォルトのテン

プレートを使用すると、1 ～ 5 回線のマネージャ回線を 1 人のアシスタントの電

話機に関連付けることができます。IPMA テンプレートによって設定された電話

機について、次の例では、2 つのマネージャの電話機を 1 つのアシスタントの電

話機に関連付ける場合の回線設定を示します。

マネージャ 1 の電話機

• 回線 1：プライマリ回線

• 回線 2：インターコム回線

表 5-2 プロキシ回線用のアシスタント電話機テンプレートのデフォルト設定値

フィールド デフォルト値

Softkey Template Standard IPMA Assistant

Phone Button Template Standard Cisco IP Phone 7960 Assistant

Expansion Module 1 14 ボタンの拡張モジュール

Line 1 ～ Line 6

（IP Phone 7960 上）

Line 2 ～ Line 5

（拡張モジュール上）

プロキシ回線 1 ～ 5（各プロキシ回線のデフォルト値

は次のとおり）

• CSS = IPMA_CSS_M_E

• Partition = Generated_IPMA_Everyone

Line 7

（拡張モジュール上）

インターコム回線

• CSS = Generated_IPMA_CSS_I_E

• Partition = Generated_IPMA_Everyone

• ヘッドセットでの自動応答またはスピーカフォン
での自動応答のオプションも設定します。
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マネージャ 2 の電話機

• 回線 1：プライマリ回線

• 回線 2：インターコム回線

アシスタントの電話機

• 回線 1：プライマリ回線

• 回線 2：マネージャ 1 用のプロキシ回線

• 回線 3：マネージャ 2 用のプロキシ回線

• 回線 4 ～ 6 は未割り当て

• 回線 7：インターコム回線

回線 4 ～ 6 は他のマネージャとのアソシエーションに使用できます。

1 人のアシスタントの電話機に複数のマネージャを関連付ける場合、プロキシ回

線は、CSV データ ファイル内での順序に基づいて作成されます。マネージャと

アシスタントの最初の回線は、マネージャのすべてのプライマリ回線を、アシス

タントの電話機上の未割り当て回線にプロキシ回線として割り当てることで作

成されます。アシスタントの電話機の全回線が割り当て済みになるか、CSV レ

コード内のすべてのマネージャが割り当てられるまで、CSV レコードの順序に

基づいて、マネージャとアシスタントのプロキシ回線が 1 つずつ作成されていき

ます。 

複数のアシスタントを 1 人のマネージャのプライマリ回線に関連付ける場合、

BAT は CSV データ ファイル内での順序に基づいて、アシスタントをマネージャ

に割り当てます。BAT によって割り当てられるマネージャのプライマリ回線は、

1 番目のアシスタントで利用可能な回線数に基づきます。たとえば、マネージャ

の電話機に 2 つの回線があるとします。CSV データ ファイルにある 1 番目のア

シスタントが使用できるのは、1 回線だけです。結果として、BAT によって、マ

ネージャの 1 つのプライマリ回線だけが、CSV レコードに含まれているすべて

のアシスタントの電話機にある 1 つのプロキシ回線に関連付けられます。
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IPMA マネージャの電話機の設定

表 5-3 に、マネージャとアシスタントのアソシエーションを使用する場合に、

BAT がマネージャの電話機に対して設定できるすべての回線設定を示します。

IPMA アシスタントの電話機の設定

表 5-4 に、マネージャとアシスタントのアソシエーションの作成中に、BAT がア

シスタントの電話機に対して設定するデフォルトの回線設定を示します。

表 5-3  マネージャの電話機の回線設定

利用可能回線数 設定

1 回線 回線 1：プライマリ回線（IPMA 制御）

インターコム回線（なし）

2 回線

（デフォルトの IPMA マネー

ジャ電話機テンプレート）

回線 1：プライマリ回線（IPMA 制御）

回線 2：インターコム回線（オプション）

3 回線以上 最後の回線が、インターコム回線として設定され

ます。

プロキシ回線に関連付けられるマネージャの回

線数は、アシスタントの電話機で利用できる回線

数によって決定されます。

表 5-4 アシスタント電話機の回線設定

利用可能回線数 設定

1 回線 回線 1：プロキシ回線

インターコム回線（なし）

2 回線 回線 1：プライマリ回線

回線 2：プロキシ回線

インターコム回線（なし）
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Cisco IPMA マネージャとアシスタントの電話機用のプロキシ回線の例

ここでは、それぞれ 3 つの既存回線を持つ 2 人のマネージャを、6 つの未割り当

て回線を持つ 1 人のアシスタントに関連付けます。BAT は、マネージャとアシ

スタントの電話機に、次の回線設定を行います。 

マネージャ 1 の電話機

• 回線 1：マネージャのプライマリ回線（電話番号は 2355）

• 回線 2：マネージャのプライマリ回線（電話番号は 2366）

• 回線 3：マネージャのインターコム回線

マネージャ 2 の電話機

• 回線 1：マネージャのプライマリ回線（電話番号は 2656）

• 回線 2：マネージャのプライマリ回線（電話番号は 2666）

• 回線 3：マネージャのインターコム回線

3 回線 回線 1：プライマリ回線

回線 2：プロキシ回線

回線 3：インターコム回線

4 回線以上 回線 1：プライマリ回線

回線 2：プロキシ回線

最後の回線が、インターコム回線として設定され

ます。

他の回線は、すべてプロキシ回線として設定され

ます。

7 回線

（デフォルトの IPMA アシス

タント電話機テンプレート）

回線 1：プライマリ回線

回線 2 ～ 6 は、5 人以下のマネージャをサポート

するプロキシ回線として設定できます。

回線 7：インターコム回線

表 5-4 アシスタント電話機の回線設定（続き）

利用可能回線数 設定
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アシスタントの電話機

• 回線 1：アシスタントのプライマリ回線（電話番号は 3333）

• 回線 2：マネージャ 1 のプロキシ回線 1（電話番号は 3455）

• 回線 3：マネージャ 2 のプロキシ回線 1（電話番号は 3656）

• 回線 4：マネージャ 1 のプロキシ回線 2（電話番号は 3366）

• 回線 5：マネージャ 2 のプロキシ回線 2（電話番号は 3666）

• 回線 6：利用可能

• 回線 7：アシスタントのインターコム回線

すでにプライマリ回線を持つマネージャ電話機を関連付けるときは、アシスタン

トの電話機の未割り当て回線数が、マネージャの電話機のプライマリ回線数以上

である必要があります。たとえば、4 つのプライマリ回線が設定済みの電話機を

持つマネージャと、3 回線だけ利用可能なアシスタントとのアソシエーション

は、BAT では作成できません。

プロキシ回線を使用した IPMA マネージャとアシスタント用の新しい電話機の設定

プロキシ回線を使用する IPMA マネージャとアシスタントのために新しい電話

機を設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

1. IPMA Configuration ウィザードを実行して、IPMA テンプレート、パーティ
ションおよびコール検索スペースを作成します。

2. 1 人のアシスタントに 6 人以上のマネージャを関連付ける場合、IPMA 
Assistant Template にアクセスして、新しい名前でコピーを作成する必要があ
ります。マネージャの追加に対応するには、テンプレートに行を追加します。

ステップ 1 Configure > Phones の順に選択します。Phones Options ウィンドウが表示されま

す。

ステップ 2 Insert Phones with Users を選択し、Next をクリックします。Steps to Insert Phones

ウィンドウが表示されます。 

ステップ 3 Steps to Insert Phones ウィンドウで Add, view, or modify phone templates を選択し、

Next をクリックします。 
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Phone Template Configuration ウィンドウが表示され、Phone Templates List に IPMA

マネージャと IPMA アシスタントの電話機テンプレートが表示されます。 

（注） BAT IPMA テンプレートは書き込み禁止です。これらのテンプレートを
変更する場合は、テンプレートのコピーを作成してから編集してくださ
い。

マネージャ電話機テンプレートのフィールドの説明は、P.5-4の「プロキシ回線

用のマネージャ電話機テンプレートのデフォルト設定値」を参照してください。 

アシスタント電話機テンプレートのフィールドの説明は、P.5-5の「プロキシ回

線用のアシスタント電話機テンプレートのデフォルト設定値」を参照してくださ

い。 

ステップ 4 次のオプションを使用して、マネージャの電話機とアシスタントの電話機に、そ
れぞれ別の CSV データ ファイルを作成します。

• BAT スプレッドシートを使用して、Phones タブを選択する。

• テキスト エディタを使用して、マネージャまたはアシスタントのテンプレー
トのフィールドをガイドとして参照する。

ステップ 5 新しい電話機を挿入する手順は、P.3-2の「電話機の追加」を参照してください。

既存の電話機に対する IPMA プロキシ回線の設定

既存の電話機に、マネージャとアシスタント用の回線を設定する手順は、次のと

おりです。

ステップ 1 Configure > Phones の順に選択します。Phones Options ウィンドウが表示されま

す。
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ステップ 2 Add Lines を選択し、Next をクリックします。Add Lines（Step 1 of 2）ウィンド

ウが表示されます。

ステップ 3 BAT 用に IPMA テンプレートのコピーや変更が必要な場合は、次のトピックを

参照してください。

• プロキシ回線用のマネージャ電話機テンプレートのデフォルト設定値
（P.5-4）

• プロキシ回線用のアシスタント電話機テンプレートのデフォルト設定値
（P.5-5） 

（注） Cisco IPMA Configuration ウィザードの実行時に、設定情報（たとえば、
パーティション名）を変更した場合は、テンプレートの編集時にもその
フィールドで同じ設定情報を使用する必要があります。 

ステップ 4 次のいずれかのオプションを使用して、マネージャの電話機とアシスタントの電
話機に、それぞれ別の CSV データ ファイルを作成します。

• BAT スプレッドシートを使用して、Add Lines タブを選択する。

• テキスト エディタを使用して、マネージャまたはアシスタントのテンプレー
トのフィールドをガイドとして使用する。

ステップ 5 P.3-89の「既存の電話機および UDP への回線の追加」の手順により、既存の電

話機にマネージャとアシスタントの回線を設定します。 

関連項目

• Cisco IPMA で使用する電話機と回線の概要（P.5-2）

• プロキシ回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定（P.5-2）

• マネージャとアシスタントのアソシエーション用の CSV データ ファイルの
作成（P.5-15）

• Cisco CallManager へのマネージャとアシスタントのアソシエーションの挿
入（P.5-21）
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共有回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定

マネージャの電話機とアシスタントの電話機が共有回線をサポートするよう設

定するには、次のタスクを実行する必要があります。

1. Cisco  CallManager で共有回線をサポートするための IPMA サービス パラ
メータを設定する必要があります。詳細については、『Cisco CallManager 機
能およびサービス ガイド』を参照してください。

2. IP Phone model 7960 で 5 回線以上を使用する場合は、電話機ボタン テンプ
レートが必要です。

3. 次のガイドラインを使用してマネージャとアシスタントの電話機を設定し
ます。

共有回線モードにおけるマネージャの電話機

P.3-2の「電話機の追加」で説明している、BAT を使用した新しい電話機の設定

手順に従ってください。 

BAT テンプレートを作成し、次に示す電話機の設定を使用して、マネージャの

新しい電話機を追加するか、既存の電話機を更新します。

• Softkey テンプレート、Standard IPMA Shared Mode Manager を割り当てる。

• 必要に応じて、アシスタントと共有するプライマリ回線を追加する。

• プライマリ回線に、ボイス メッセージ プロファイルを設定する。

• 着信インターコム回線を追加する（オプション）。

• 発信インターコムのターゲットに対して、短縮ダイヤル ボタンを追加する
（オプション）。

• ユーザ ロケールを設定する。

共有回線モードにおけるアシスタントの電話機

P.3-2の「電話機の追加」で説明している、BAT を使用した新しい電話機の設定

の手順に従ってください。

BAT テンプレートを作成し、次に示す電話機の設定を使用して、アシスタント

の新しい電話機を追加するか、既存の電話機を更新します。

• Softkey テンプレート、Standard IPMA Assistant を割り当てる。
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• 追加の回線に Cisco 14 ボタン拡張モジュール（7914）を使用している場合、
BAT テンプレートで拡張モジュールのタイプを指定する。

（注） Cisco IP Phone model 7960 電話機ボタン テンプレートには、拡張モジュー
ル回線が含まれています。

• 個人用のプライマリ回線を追加する。

• 関連付けられたマネージャに、共有回線を追加する。同じ電話番号とパー
ティションを、マネージャの電話機のプライマリ回線として使用する。

• 着信インターコム回線を追加する（オプション）。

• マネージャのインターコム回線に、短縮ダイヤルを追加する（オプション）。

• ユーザ ロケールを設定する。

1. 既存のマネージャまたはアシスタントの電話機に回線を追加する方法につ
いては、P.3-89の「既存の電話機および UDP への回線の追加」を参照して
ください。回線の設定については、次に示す項を参照してください。

－ 共有回線モードにおけるマネージャの電話機（P.5-12） 

－ 共有回線モードにおけるアシスタントの電話機（P.5-12） 

2. マネージャとアシスタントについて電話機と回線を設定し終わったら、マ
ネージャとアシスタントの回線を関連付けて IPMA で制御できるようにし
ます。P.5-15の「マネージャとアシスタントのアソシエーション用の CSV
データ ファイルの作成」の手順に従ってください。

マネージャとアシスタントの共有回線の設定

BAT は、Cisco IPMA の回線設定を、マネージャとアシスタントの電話機に割り

当てた共有回線に関連付けます。共有回線モードは、アシスタントに関連付ける

ときにマネージャの設定で指定します。 

共有回線モードでは、マネージャの回線が、アシスタントの電話機の共有回線に

対応します。たとえば、2 人のマネージャを 1 人のアシスタントに関連付けるた

めには、マネージャの電話機のプライマリ回線と同じ電話番号とパーティション

を持つアシスタントの電話機に、2 つの回線を追加します。
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マネージャ 1 の電話機

• 回線 1：プライマリ回線（電話番号は 2355）

• 回線 2：インターコム回線（オプション）

マネージャ 2 の電話機

• 回線 1：プライマリ回線（電話番号は 2875）

• 回線 2：インターコム回線（オプション）

アシスタントの電話機

• 回線 1：アシスタントのプライマリ回線（電話番号は 3356）

• 回線 2：マネージャ 1 の共有回線（電話番号は 2355）

• 回線 3：マネージャ 2 の共有回線（電話番号は 2875）

• 回線 4 ～ 6 は利用可能

• 回線 7：インターコム回線（オプション）

回線 4 ～ 6 は、他のマネージャ用の共有回線として追加できます。

1 人のアシスタントの電話機に複数のマネージャの回線を追加する場合は、アシ

スタントの電話機にあるすべての回線で共有回線モードを使用する必要があり

ます。アシスタントの電話機では、プロキシ回線と共有回線は共存できません。

同様に、1 人のマネージャに複数のアシスタントがいる場合、すべてのアソシ

エーションで共有回線モードを使用する必要があります。 

複数のアシスタントを共有回線モードの 1 人のマネージャに関連付けると、BAT

は、共有回線モードを使用しているアシスタントにだけ IPMA アソシエーション

を割り当てます。 

関連項目

• 共有回線モードでの Cisco IPMA 用の電話機の設定（P.5-12）

• マネージャとアシスタントのアソシエーション用の CSV データ ファイルの
作成（P.5-15）

• Cisco CallManager へのマネージャとアシスタントのアソシエーションの挿
入（P.5-21）
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マネージャとアシスタントのアソシエーション用の CSV
データ ファイルの作成

BAT を使用して、Cisco CallManager データベースに、マネージャとアシスタン

トのアソシエーションを挿入する場合、新しいアソシエーションを追加すること

も、既存のアソシエーションを更新することもできます。

マネージャとアシスタントのアソシエーション用に CSV データ ファイルを作成

するには、次の 2 つのオプションがあります。

• BAT スプレッドシートを使用したマネージャとアシスタントのアソシエー
ションの追加または更新（P.5-15）

• テキスト エディタを使用した CSV 形式のテキスト ファイルの作成。詳細に
ついては、P.A-25の「マネージャおよびアシスタントのファイル形式」を参
照してください。

新しいマネージャ用のアソシエーションを作成する場合は、デバイス名を入力す

る必要があります。既存の IPMA レコードでマネージャを更新する場合、これら

のフィールドはオプションです。マネージャとアシスタントの電話機に BAT が

どのように回線設定を割り当てるかについては、P.5-5の「マネージャとアシス

タントのプロキシ回線設定」を参照してください。BAT では、アシスタント用

のプロキシ回線にマネージャのインターコム回線を割り当てることができませ

ん。

BAT スプレッドシートを使用したマネージャとアシスタントのアソシエー
ションの追加または更新

BAT スプレッドシートにはマクロを持つデータ ファイル テンプレートがあり、

マネージャとアシスタントのアソシエーションを容易に追加、更新、または削除

できます。BAT スプレッドシートのインストール方法と使用方法については、

P.1-13の「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」を参照してく

ださい。

BAT スプレッドシートを使用して新しい IPMA アソシエーションを追加する手

順は、次のとおりです。マネージャとアシスタントの設定には、次の 2 つの方法

を使用できます。



第 5章      Cisco IP Manager Assistant の使用方法
マネージャとアシスタントのアソシエーション用の CSV データ ファイルの作成

5-16
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

• デフォルトの回線設定を使用してマネージャとアシスタントのアソシエー
ションを作成する方法については、P.5-16の「デフォルトのマネージャとア
シスタントの CSV データ ファイルの作成」を参照してください。 

表 5-3 と表 5-4 は、マネージャとアシスタントの電話機のデフォルトの回線
設定を示しています。 

• デフォルトの回線設定に従わないプロキシ回線を割り当てる場合、カスタム
のマネージャとアシスタント用のファイルを作成するための手順は、

P.5-19の「カスタムのマネージャとアシスタントの CSV データ ファイルの
作成」を参照してください。

デフォルトのマネージャとアシスタントの CSV データ ファイルの作成

デフォルトの設定を使用して、プロキシ モードと共有モードの両方でマネー

ジャとアシスタントのアソシエーションを挿入または更新するために CSV デー

タ ファイルを作成する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを検索してダブルクリックし、BAT スプレッドシートを開きま

す。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 マネージャとアシスタントのアソシエーションのオプションを表示するには、ス
プレッドシートの下部にある Default Managers-Assistants タブをクリックしま

す。

ステップ 4 テンプレートを右側にスクロールしてオプション ボタンを表示し、このトラン

ザクションのアソシエーションのタイプを次のうちから選択します。

• One manager, multiple assistants

• One assistant, multiple managers
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ステップ 5 すべての必須フィールド、および該当するオプション フィールドに値を入力し

ます。 

One manager, multiple assistants オプション ボタンを選択する場合は、各行に次

の情報を入力します。

• Manager ID：マネージャのユーザ ID を 30 文字以内で入力する。

• Assistant ID#：このマネージャに割り当てるアシスタントのユーザ ID を 30
文字以内で入力する。

# 記号は、マネージャに割り当てるアシスタントの数を表します。

（注） 別のアシスタントをさらに追加するには、Add more Assistants をクリッ
クします。

One assistant, multiple managers オプション ボタンを選択する場合は、各行に次

の情報を入力します。

• Assistant ID：アシスタントのユーザ ID を 30 文字以内で入力する。

• Manager ID#：このアシスタントに割り当てるマネージャのユーザ ID を、30
文字以内で入力する。

# 記号は、アシスタントに割り当てるマネージャの数を表します。

（注） 別のマネージャをさらに追加するには、Add more Managers をクリック
します。

ステップ 6 次のうちから、実行する操作を選択します。

• Insert をクリックして、マネージャとアシスタントのアソシエーションを作
成します。

• Delete をクリックして、マネージャとアシスタントのアソシエーションか
ら、マネージャまたはアシスタントを削除します。
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ステップ 7 Export to BAT Format をクリックして、BAT スプレッドシートから CSV データ

ファイルにデータを転送します。

このファイルは C:\XLSDataFiles（または、別の既存フォルダを指定）に保存さ

れます。ファイル名は次のとおりです。

<type of operation>ManagerAssistants#timestamp.txt 

<type of operation> には、ステップ 6 で選択した操作の種類が入力されます。

「timestamp」は、ファイルが作成された正確な日時を表します。

CSV データ ファイルは、Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT からアクセスできるようにする必要があります。フロッピー

ディスク、またはマッピングされたネットワーク ドライブを使用して、

C:\XLSDataFiles（またはファイルの格納先として選択したフォルダ）から、パブ

リッシャ データベース サーバ上の次のフォルダのいずれかに CSV データ ファ

イルをコピーします。

• 挿入または更新：C:\BATFiles\ManagersAssistants\Insert

• 削除：C：\BATFiles\ManagersAssistants\Delete

エクスポートされた CSV ファイルを読み取る方法については、BAT の Insert 

Managers/Assistants ウィンドウで、View Sample File へのリンクをクリックして

ください。

関連項目

• カスタムのマネージャとアシスタントの CSV データ ファイルの作成
（P.5-19）

• 既存の電話機に対する IPMA プロキシ回線の設定（P.5-10）
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カスタムのマネージャとアシスタントの CSV データ ファイルの作成

既存の電話機にマネージャとアシスタントのアソシエーションを設定する場合

は、BAT スプレッドシートの Custom Managers-Assistants タブを使用できます。

CSV データ ファイルを作成することによって、アシスタントの電話機のプロキ

シ回線で、マネージャとアシスタントのアソシエーションを挿入または更新する

手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを検索してダブルクリックし、BAT スプレッドシートを開きま

す。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 マネージャとアシスタントのアソシエーションのオプションを表示するには、ス
プレッドシートの下部にある Custom Managers-Assistants タブをクリックしま

す。

ステップ 4 Number of Proxy Lines ボックスが表示されるまで、テンプレートを右側にスク

ロールします。このボックスで、アシスタントに割り当てるプロキシ回線の数を

入力します。スプレッドシートは、入力した数値に基づいて、Proxy Line DN と

Manager Line DN の列を追加します。

すべての必須フィールド、および該当するオプション フィールドに値を入力し

ます。 

• Manager ID：マネージャのユーザ ID を入力する。

• Device Name：マネージャの電話機に割り当てられたデバイス名を入力する。

• Intercom DN：マネージャのインターコム回線の電話番号を入力する（オプ
ション）。

• Assistant ID：このマネージャに割り当てるアシスタントのユーザ ID を入力
する。

• Device Name：アシスタントの電話機に割り当てられたデバイス名を入力す
る。
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• Intercom DN：アシスタントのインターコム回線の電話番号を入力する（オ
プション）。

• Proxy Line DN#：アシスタントのプロキシ回線の電話番号を入力する。

• Manager Line DN#：マネージャのプライマリ回線の電話番号を入力する。

# 記号は、マネージャに関連付けるプロキシ回線の数を表します。

ステップ 5 Export to BAT Format ボタンをクリックして、BAT スプレッドシートから CSV

データ ファイルにデータを転送します。

このファイルは C:\XLSDataFiles（または、別の既存フォルダを指定）に保存さ

れます。ファイル名は次のとおりです。

Custom Managers-Assistants#timestamp.txt

CSV データ ファイルは、Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT からアクセスできるようにする必要があります。フロッピー

ディスク、またはマッピングされたネットワーク ドライブを使用して、

C:\XLSDataFiles（またはファイルの格納先として選択したフォルダ）から、パブ

リッシャ データベースを実行しているサーバ上の 

C:\BATFiles\ManagersAssistants\Insert フォルダに、CSV データ ファイルをコピー

します。

エクスポートされた CSV ファイルを読み取る方法については、BAT の Insert

Managers/Assistants ウィンドウで、View Sample File へのリンクをクリックして

ください。

関連項目

• デフォルトのマネージャとアシスタントの CSV データ ファイルの作成
（P.5-16）

• Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシエーションの削
除（P.5-24）

• Cisco CallManager からのマネージャの削除（P.5-26）

• Cisco CallManager からのアシスタントの削除（P.5-30）
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Cisco CallManager へのマネージャとアシスタントのアソシ
エーションの挿入

マネージャとアシスタントの新しいアソシエーションを挿入したり、既存のアソ

シエーションを更新したりするには、CSV データ ファイルが必要です。詳細に

ついては、P.5-15の「マネージャとアシスタントのアソシエーション用の CSV

データ ファイルの作成」を参照してください。

BAT がマネージャとアシスタントのアソシエーションを更新するときは、イン

ターコムの電話番号や関連付けられているデバイスについて、既存の Cisco IPMA

回線設定は変更されません。

注意 Cisco IPMA の最小構成をサポートするために必要な数の回線をアシスタントの
電話機が持っていない場合、マネージャとアシスタントのアソシエーション作成

は失敗します。 

Cisco CallManager データベースにマネージャとアシスタントの新しいアソシ

エーションを追加または更新する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 Configure > Managers/Assistants の順に選択します。Manager/Assistant Options 

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Insert Managers/Assistants を選択し、Next をクリックします。
Insert/ Managers/Assistants ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 File Name フィールドで、このバルク トランザクション用に作成した CSV デー

タ ファイルを選択します。

ステップ 4 マネージャがエクステンション モビリティを使用してログインする場合は、

Configure managers as mobile managers チェックボックスをオンにします。
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ステップ 5 すべての電話機に共有回線がある場合は、Uses shared lines チェックボックスを

オンにします。

ステップ 6 Insert Options で、作成した CSV データ ファイルのタイプを次のうちから選択し

ます。

• Default：標準の CSV データ ファイルを作成した場合は、CSV ファイルの
データに基づいて、このトランザクションのアソシエーションのタイプを選
択する。

－ Associate one or more assistants to a manager

－ Associate one or more managers to an assistant

• Custom：プロキシ モードのためのカスタム CSV データ ファイルを作成し
た場合に選択する。

ステップ 7 Insert をクリックします。Cisco CallManager データベースにレコードを挿入する

ために必要な時間を通知するメッセージが表示されます。システムのパフォーマ

ンスの低下が起こりそうな場合は、トランザクションを取り消すことができま

す。

ステップ 8 マネージャとアシスタントのアソシエーションを挿入するには、OK をクリック

します。トランザクションを取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックした場合、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show 
Latest Status ボタンをクリックすると、トランザクションの進行状況が表示され

ます。

ステップ 9 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、追加さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。

（注） アシスタントまたはマネージャの設定の更新を BAT で実行していると
き、利用可能回線数の不足が原因で変更が一部しか完了しなかった場合
は、トランザクション レコード全体が失敗します。
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ステップ 10 変更内容を有効にするには、Cisco IPMA サービスを再起動する必要があります。

http://<IPMA server IP address>/manager/list にアクセスし、管理者特権を使って

Tomcat Manager Web ページにログインします。

関連項目

• Cisco CallManager へのマネージャとアシスタントのアソシエーションの挿
入（P.5-21）

• Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシエーションの削
除（P.5-24）

• Cisco CallManager からのマネージャの削除（P.5-26）

• Cisco CallManager からのアシスタントの削除（P.5-30）
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Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシ
エーションの削除

BAT を使用して、Cisco CallManager データベースにある、マネージャとアシス

タントの特定のアソシエーションを削除できます。たとえば、jmorgan という

ユーザ ID のアシスタントが、rcraig と dbaker というユーザ ID を持つ 2 人のマ

ネージャに割り当てられているとします。このマネージャとアシスタントのアソ

シエーションを変更する場合、たとえば、アシスタント jmorgan を rcraig だけに

割り当てる場合は、次のようなエントリを持つ CSV データ ファイルを作成して、

jmorgan と dbaker のアソシエーションを削除します。

例

jmorgan,dbaker

マネージャとアシスタントのすべてのアソシエーションから、マネージャまたは

アシスタントを削除する場合は、次の項を参照してください。

• Cisco CallManager からのマネージャの削除（P.5-26） 

• Cisco CallManager からのアシスタントの削除（P.5-30）

Cisco CallManager 内にある特定のマネージャとアシスタントのアソシエーショ

ンを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

削除する特定のマネージャとアシスタントのアソシエーションのユーザ ID が含

まれた CSV データ ファイルが必要です。詳細については、P.5-15の「マネージャ

とアシスタントのアソシエーション用の CSV データ ファイルの作成」を参照し

てください。

手順

ステップ 1 Configure > Managers/Assistants の順に選択します。Manager/Assistant Options 

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Delete Managers/Assistants を選択し、Next をクリックします。Delete Managers/

Assistants ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 File Name フィールドで、このタイプのバルク トランザクション用に作成した

CSV ファイルを選択します。 

ステップ 4 削除のタイプとして、次のいずれかを選択します。

• Delete associated assistants for one manager

• Delete associated managers for one assistant

ステップ 5 Delete をクリックします。Cisco CallManager データベースからレコードを削除す

るために必要な時間を通知するメッセージが表示されます。システムのパフォー

マンスの低下が起こりそうな場合は、トランザクションを取り消すことができま

す。

トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、削除さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。

ステップ 6 変更内容を有効にするには、Cisco IPMA サービスを再起動する必要があります。

http://<IPMA server IP address>/manager/list にアクセスし、管理者特権を使って

Tomcat Manager Web ページにログインします。

関連項目

• Cisco CallManager からのマネージャの削除（P.5-26）

• Cisco CallManager からのアシスタントの削除（P.5-30）
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Cisco CallManager からのマネージャの削除
IPMA マネージャを削除すると、Cisco CallManager は、そのマネージャの情報を

ディレクトリにユーザとして保持します。たとえば、rmartinez というユーザ ID

を持つマネージャに 2 人のアシスタントがいて、それぞれ dbell  と jkent という

ユーザ ID を持つ場合、マネージャとしての rmartinez を Cisco CallManager デー

タベースで削除すれば、rmartinez と両方のアシスタントとの関連付けを解除で

きます。削除した後も、ディレクトリには rmartinez がユーザとして残ります。

Cisco CallManager データベースと LDAP Directory から、マネージャと、そのマ

ネージャとアシスタントのアソシエーションをすべて削除できます。Delete 

Managers オプションにアクセスするには、Configure > Managers/Assistants >
Delete Managers を選択します。

削除する既存のレコードを検索する方法には、次の 2 つがあります。

• クエリーを使用したマネージャのアソシエーションの削除（P.5-26）

• カスタム ファイルを使用したマネージャのアソシエーションの削除
（P.5-28）

クエリーを使用したマネージャのアソシエーションの削除

Cisco CallManager ディレクトリ内で、アシスタントとのアソシエーションからマ

ネージャを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Delete Managers ウィンドウで、Use Query を選択し、Next をクリックします。
Delete Managers（Cisco IPMA）ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 削除するマネージャを探すために、フィルタを定義します。 

注意 フィルタを定義しないと、すべてのマネージャが削除されます。
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ステップ 3 最初のドロップダウン リストボックスで、クエリー対象のフィールド（たとえ

ば、User ID、Department、First Name、Last Name）を選択します。

ステップ 4 2 番目のドロップダウン リストボックスで、contains または is exactly を選択し

ます。

ステップ 5 3 番目のボックス（検索フィールドまたはリストボックス）で、検索する値（た

とえば、特定のマネージャ）を選択するか、入力します。

（注） マネージャを複数の部署から選択するには、このフィールドに複数の部
署を入力します。たとえば、部署 12 と部署 24 からマネージャを選択す
るには、3 番目のボックスに 12, 24 と入力します。削除操作を 2 回繰り
返す必要はありません。 

ステップ 6 Add To Query ボタンをクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加しま

す。 

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 3 からやり直します。 

ステップ 7 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

ステップ 8 Delete をクリックすると、選択したマネージャが削除されます。 

Cisco CallManager ディレクトリでレコードを削除するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK を

クリックして処理を続行することができます。

ステップ 9 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、削除さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。
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ステップ 10 変更内容を有効にするには、Cisco IPMA サービスを再起動する必要があります。

http://<IPMA server IP address>/manager/list にアクセスし、管理者特権を使って 

Tomcat Manager Web ページにログインします。

関連項目

• カスタム ファイルを使用したマネージャのアソシエーションの削除
（P.5-28）

• Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシエーションの削
除（P.5-24）

カスタム ファイルを使用したマネージャのアソシエーションの削除

テキスト エディタを使用してカスタム ファイルを作成し、削除対象のマネー

ジャのアソシエーションを検索できます。

始める前に

1. 削除するマネージャのユーザ ID を指定したテキスト ファイルを作成しま
す。

2. ユーザ ID は、1 行に 1 つずつ指定します。

3. カスタム ファイルを <filename.txt> という名前で、フォルダ 
C:\BATfiles\ManagersAssistants\Query\Delete に保存します。

カスタム ファイルを使用してマネージャのアソシエーションを削除する手順

は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Delete Managers ウィンドウで、Use Custom File を選択し、Next をクリックしま
す。Delete Managers（Cisco IPMA）ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Select managers where フィールドで、識別子 User ID を選択します。

ステップ 3 2 番目のフィールドである Custom File ドロップダウン リストボックスで、この

トランザクション用に作成したカスタム ファイルの名前を選択します。
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ステップ 4 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

誤りがあった場合は、Clear Query をクリックして、そのクエリーを削除します。

その後、ステップ 3 からやり直します。 

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべてのアシスタント
レコードが削除されます。

ステップ 5 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

ステップ 6 Delete をクリックして、レコードを削除します。

Cisco CallManager データベースでレコードを削除するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。システムのパフォーマンスの低下が起こりそう

な場合は、トランザクションを取り消すことができます。

ステップ 7 マネージャとアシスタントのアソシエーションを削除するには、OK をクリック

します。トランザクションを取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックした場合、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show 
Latest Status をクリックすると、トランザクションの進行状況が表示されます。

ステップ 8 変更内容を有効にするには、Cisco IPMA サービスを再起動する必要があります。

http://<IPMA server IP address>/manager/list にアクセスし、管理者特権を使って

Tomcat Manager Web ページにログインします。

関連項目

• クエリーを使用したマネージャのアソシエーションの削除（P.5-26）

• Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシエーションの削
除（P.5-24）
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Cisco CallManager からのアシスタントの削除
IPMA アシスタントを削除すると、Cisco CallManager は、そのアシスタントの情

報をディレクトリにユーザとして保持します。たとえば、アシスタント thudson

が、hart と dstewart という 2 人のマネージャに割り当てられているとします。

thudson と 2 人のマネージャとのアソシエーションを削除するには、アシスタン

トとしての thudson を Cisco CallManager データベースから削除します。削除した

後も、ディレクトリには thudson がユーザとして残ります。

Cisco CallManager データベースと LDAP Directory から、アシスタントとそのマ

ネージャとアシスタントのアソシエーションをすべて削除できます。Delete 

Assistants オプションにアクセスするには、Configure > Managers/Assistants >
Delete Assistants を選択します。

削除する既存のレコードを検索する方法には、次の 2 つがあります。

• クエリーを使用したアシスタントのアソシエーションの削除（P.5-30）

• カスタム ファイルを使用したアシスタントのアソシエーションの削除
（P.5-32）

クエリーを使用したアシスタントのアソシエーションの削除

マネージャとのアソシエーションからアシスタントを削除する手順は、次のとお

りです。

手順

ステップ 1 Delete Assistants ウィンドウで、Use Query を選択し、Next をクリックします。
Delete Assistants（Cisco IPMA）ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 削除するアシスタントを探すために、フィルタを定義します。 

注意 フィルタを定義しないと、すべてのアシスタントが削除されます。
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ステップ 3 最初のドロップダウン リストボックスで、クエリー対象のフィールド（たとえ

ば、User ID、Department、First Name、Last Name）を選択します。

ステップ 4 2 番目のドロップダウン リストボックスで、contains または is exactly を選択し

ます。

ステップ 5 3 番目のボックス（検索フィールドまたはリストボックス）で、検索する値（た

とえば、特定のアシスタント）を選択するか、入力します。

（注） アシスタントを複数の部署から選択するには、このフィールドに複数の
部署を入力します。たとえば、部署 12 と部署 34 からアシスタントを選
択するには、3 番目のボックスに 12, 34 と入力します。削除操作を 2 回
繰り返す必要はありません。 

ステップ 6 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

誤りがあった場合は、Clear Query をクリックして、そのクエリーを削除します。

その後、ステップ 3 からやり直します。 

ステップ 7 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

クエリーで定義したすべてのレコードに対して、更新する設定値を指定します。 

ステップ 8 Delete をクリックすると、選択したアシスタントが削除されます。 

Cisco CallManager データベースでレコードを削除するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK を

クリックして処理を続行することができます。 

ステップ 9 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、追加さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。
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ステップ 10 変更内容を有効にするには、Cisco IPMA サービスを再起動する必要があります。

http://<IPMA server IP address>/manager/list にアクセスし、管理者特権を使って 

Tomcat Manager Web ページにログインします。

関連項目

• カスタム ファイルを使用したアシスタントのアソシエーションの削除
（P.5-32）

• Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシエーションの削
除（P.5-24）

カスタム ファイルを使用したアシスタントのアソシエーションの削除

テキスト エディタを使用してカスタム ファイルを作成し、削除対象のアシスタ

ントのアソシエーションを検索できます。

始める前に

1. テキスト ファイルを作成し、削除するアシスタントのユーザ ID を 1 行に 1
つずつ指定します。

2. カスタム ファイルを <filename.txt> という名前で、フォルダ 
C:\BATfiles\ManagersAssistants\Query\Delete に保存します。

カスタム ファイルを使用してアシスタントのアソシエーションを削除する手順

は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Delete Assistants ウィンドウで、Use Custom File を選択し、Next をクリックしま
す。Delete Assistants（Cisco IPMA）ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Select Assistants where ドロップダウン リスト ボックスで、カスタム ファイルで

使用するフィールド、User ID を選択します。

ステップ 3 Custom File ドロップダウン リストボックスで、このトランザクション用に作成

したカスタム ファイルの名前を選択します。
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ステップ 4 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

誤りがあった場合は、Clear Query をクリックして、そのクエリーを削除します。

その後、ステップ 3 からやり直します。 

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべてのアシスタント
レコードが削除されます。

ステップ 5 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

ステップ 6 Delete をクリックすると、レコードが削除されます。 

Cisco CallManager ディレクトリからレコードを削除するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

ステップ 7 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、削除したレコード数と失敗したレコード数

（エラー コードを含む）が示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の

「BAT ログ ファイル」を参照してください。

ステップ 8 変更内容を有効にするには、Cisco IPMA サービスを再起動する必要があります。

http://<IPMA server IP address>/manager/list にアクセスし、管理者特権を使って

Tomcat Manager Web ページにログインします。

関連項目

• Cisco CallManager 内のマネージャとアシスタントのアソシエーションの削
除（P.5-24）

• クエリーを使用したアシスタントのアソシエーションの削除（P.5-30）
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6
ユーザ デバイス プロファイル
の一括処理

BAT の User Device Profiles（UDP）オプションを使用すると、多数のユーザ デバ

イス プロファイルを追加または削除できます。さらに、ユーザ デバイス プロ

ファイルの回線を追加または更新できます。システムはエクステンション モビ

リティ機能と一緒に UDP を使用します。 

ユーザ デバイス プロファイルの管理用オプションの詳細については、次のト

ピックを参照してください。

• ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.6-2）

• ユーザ デバイス用のユーザ デバイス プロファイルの生成（P.6-30）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.6-33）

• ユーザ デバイス プロファイル レコードのエクスポート（P.10-17）

• ユーザ デバイス プロファイルに対する回線の更新（P.6-32）

• 既存の電話機および UDP への回線の追加（P.3-89）

• ユーザ デバイス プロファイルのレポートの生成（P.11-10）
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ユーザ デバイス プロファイルの追加
BAT を使用すると Cisco CallManager データベースにユーザ デバイス プロファ

イルを追加するときに、複数の回線と他の機能を追加できます。 

ユーザ デバイス プロファイル用の CSV データ ファイルを作成するには、次の 2

つのオプションから選択します。

• BAT スプレッドシート（BAT.xlt）を使用して、データを CSV 形式でエクス
ポートする。

• テキスト エディタを使用して、CSV 形式のテキスト ファイルを作成する（経
験豊富なユーザ向け）。

Cisco CallManager データベースにユーザ デバイス プロファイルを一括で追加す

る手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Configure > User Device Profile の順に選択します。User Device Profiles Options

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Insert User Device Profiles を選択して Next をクリックします。Steps to Insert User

Device Profiles ウィンドウが表示されます。 

ステップ 3 Add, view, or modify UDP templates を選択して Next をクリックします。 

UDP Template Configuration ウィンドウが表示されます。UDP テンプレートの設

定の詳細については、P.6-4の「ユーザ デバイス プロファイル用の BAT テンプ

レートの作成」を参照してください。

ステップ 4 次のオプションのどちらかの手順に従って CSV データ ファイルを作成します。

BAT スプレッドシート オプション

BAT スプレッドシートを開き、CSV データ ファイルを作成します。詳細に
ついては、P.6-9の「BAT スプレッドシートを使用したユーザ デバイス プロ
ファイル CSV データ ファイルの作成」を参照してください。
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テキスト エディタ オプション

a. Add, view, or modify file formats を選択し、Next をクリックします。 

File Format Configuration ウィンドウが表示されます。CSV データ ファイル
用のファイル形式設定の詳細については、P.6-20の「テキスト エディタを使
用したユーザ デバイス プロファイル CSV ファイルの作成」を参照してくだ
さい。

b. テキスト エディタを使用して、ユーザ デバイス プロファイル用の CSV デー
タ ファイルを、採用するファイル形式に合うように作成します。テキスト
ベースの CSV ファイル作成の詳細については、付録 A「ユーザ デバイス プ
ロファイル用のテキストベース CSV ファイルの作成」を参照してください。

c. Associate file format with the CSV data file を選択し、Next をクリックします。 

Add File to Format ウィンドウが表示されます。ファイル形式の詳細について
は、P.6-25の「CSV データ ファイルへのファイル形式の関連付け」を参照
してください。

ステップ 5 Validate User Device Profile records を選択して Next をクリックします。 

Validate User Device Profiles ウィンドウが表示されます。ユーザ デバイス プロ

ファイル レコードの確認の詳細については、P.6-26の「ユーザ デバイス プロ

ファイルの確認」を参照してください。

ステップ 6 Insert User Device Profiles を選択して Next をクリックします。

Insert User Device Profiles ウィンドウが表示されます。Cisco CallManager データ

ベースへのユーザ デバイス プロファイル レコードの挿入の詳細については、

P.6-27の「ユーザ デバイス プロファイルの挿入」を参照してください。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイル用の BAT テンプレートの作成（P.6-4）

• BAT スプレッドシートを使用したユーザ デバイス プロファイル CSV デー
タ ファイルの作成（P.6-9）

• テキスト エディタを使用したユーザ デバイス プロファイル CSV ファイル
の作成（P.6-20）

• ユーザ デバイス プロファイルの確認（P.6-26）

• ユーザ デバイス プロファイルの挿入（P.6-27）
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ユーザ デバイス プロファイル用の BAT テンプレートの作成

ユーザ デバイス プロファイルを一括して追加するためのテンプレートを作成す

る手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 Add, view, or modify UDP templates を選択して Next をクリックします。User 

Device Profile Template Configuration ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 User Device Profile Name フィールドに、50 文字以下で固有の名前を入力します。 

ステップ 3 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから、ユーザ デバイス プロファイ

ルのモデルを選択します。ウィンドウが更新され、ユーザ デバイス プロファイ

ルのモデル用に追加したフィールドが表示されます。デバイスのモデルによって

は、次のフィールドの一部が表示されない場合があります。

• User Hold Audio Source：ユーザがコールを保留にしたときに再生されるオー
ディオ ソースを選択する。

• User Locale：このプロファイル用の国と言語の組み合せを選択する。

• Phone Button Template：このプロファイル用の電話機ボタン テンプレート
を選択する。 

（注） テンプレート用の電話機ボタンのリストは、いつでも表示できます。表
示するには、Phone Button Template フィールドの横にある View button list
リンクを選択します。新しいダイアログボックスが表示され、指定の電
話機テンプレートで使用できる電話機ボタンが表示されます。 

• Softkey Template：このプロファイルに適切なソフトキー テンプレートを選
択する。

• MLPP Indication：MLPP 優先コールを行うときにデバイスが優先トーンを
再生できるかどうかを指定するには、次のいずれかを選択する。

－ Default：MLPP 表示をデバイス プールから継承する。

－ Off：MLPP 表示トーンを送信しない。

－ On：MLPP 優先コールの表示を送信する。
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• MLPP Preemption：MLPP 優先コールを行うときに進行中のコールをデバイ
スがプリエンプション処理できるかどうかを指定するには、次のいずれかを
選択する。

－ Default：MLPP プリエンプション設定値をデバイス プールから継承す
る。

－ Disabled：MLPP 優先コールを行うときにコールをプリエンプション処
理しない。

－ Forceful：MLPP 優先コールを行うときに進行中のコールをプリエンプ
ション処理する。

（注） デバイスの MLPP Preemption が Forceful に設定されているときは、
MLPP Indication を Off に設定しないでください。

• MLPP Domain：このデバイスに関連した MLPP ドメインの 16 進数を入力す
る。ブランクまたは 0 ～ FFFFFF の値である必要があります。

• Expansion Module Information：電話機に拡張モジュールが取り付けられて
いる場合はそのタイプを選択し、Module 1 と Module 2 に対しては <None> を
選択する。

• Login User ID：デフォルト プロファイル用のログイン ユーザ ID を入力す
る。ユーザがユーザ デバイス プロファイルからログアウトすると、ユーザ
デバイス プロファイルは自動的にこのログイン ユーザ ID にログインして
デフォルト プロファイルを使用します。 

ヒント Login User ID フィールドの下にある Select Login User ID リンクを選択
すると、有効なログイン ユーザ ID を見つけるのに役立つ機能を利用
できます。新しいダイアログボックスが表示されます。使用するログ
イン ユーザ ID の最初の何文字かを Login User ID フィールドに入力す
ると、入力したパターンに一致するすべてのログイン ユーザ ID が、
Selected login user ID フィールドに表示されます。目的の ID を選択し、
OK をクリックします。 

ステップ 4 必要に応じて Ignore Presentation Indicators (Internal Calls Only) チェックボック
スをオンにします。
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ステップ 5 Insert をクリックします。User Device Profile Templates リストの左ペインにテン

プレートが表示されます。 

ステップ 6 ポップアップ ボックスが表示され、下方向にスクロールして回線を挿入するよ

うに求められます。OK をクリックし、下方向にスクロールします。

ステップ 7 選択した電話機ボタン テンプレートに応じて、回線を追加するリンクが表示さ

れます。Add Line 1 または Add Line 2 のうち、いずれか適切なリンクをクリッ

クします。Line Details ウィンドウが表示されます。 

ステップ 8 P.3-29の「BAT テンプレートに回線を追加する場合のフィールドの説明」で説

明されている回線設定値に対して、適切な値を入力または選択します。

ステップ 9 Insert をクリックします。 

一部の Cisco IP Phone モデルでは、Cisco IP Phone サービスと短縮ダイヤルをテン

プレートに追加できます。次のトピックの手順を参照してください。

• BAT テンプレートにおける IP サービスの追加または更新（P.3-7）

• BAT テンプレートにおける短縮ダイヤルの追加または更新（P.3-8）

テンプレートの修正

同じデバイスの一部のフィールドだけを変更するときは、テンプレートのプロパ

ティを修正できます。

既存の BAT テンプレートの詳細を修正または更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Template Configuration ウィンドウで、変更するテンプレートを Templates カラム

から選択します。選択したテンプレートの詳細が、Template Configuration ウィン

ドウに表示されます。

ステップ 2 それが修正するテンプレートであることを確認します。
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ステップ 3 必要に応じてテンプレート フィールドで詳細を修正します。

ステップ 4 Update をクリックして既存のテンプレートに変更内容を保存します。

関連項目

• テンプレートの削除（P.6-8）

• テンプレートのコピー（P.6-7）

テンプレートのコピー

一部のフィールドだけを変更するときは、テンプレートのプロパティを新しいテ

ンプレートにコピーできます。

（注） 作成する新しいテンプレートは、元のテンプレートとデバイス タイプが同じで
なければなりません（たとえば、Cisco IP User Device Profile Model 7960）。 

既存の BAT テンプレートをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Template Configuration ウィンドウで、コピーするテンプレートを Templates カラ

ムから選択します。選択したテンプレートの詳細が、Template Configuration ウィ

ンドウに表示されます。

ステップ 2 これが、コピーするテンプレートであることを確認してから、Copy をクリック

します。テンプレートが複製され、コピーが作成されます。このコピーには、元

のテンプレートで指定した値がすべて複写されます。

ステップ 3 Template Name フィールドに、新しいテンプレート名を 50 文字以下の英数字で

入力します。
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ステップ 4 必要に応じて、新しいテンプレートのフィールドを更新します。

ステップ 5 Insert をクリックします。BAT に追加されるテンプレートが、左側の Templates

カラムに表示されます。

関連項目

• テンプレートの削除（P.6-8）

• テンプレートの修正（P.6-6）

テンプレートの削除

BAT テンプレートが不要になった場合は、削除することができます。テンプレー

トを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Template Configuration ウィンドウの左ペインのテンプレートのリストで、削除す

るテンプレートの名前を探します。

ステップ 2 削除するテンプレートをクリックします。選択したテンプレートの詳細が、
Template Configuration ウィンドウに表示されます。

ステップ 3 これが、削除するテンプレートであることを確認してから、Delete をクリックし

ます。削除操作を確認するように求めるメッセージが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックして、レコードを削除します。そのテンプレート名は、左ペイン

のテンプレートのリストに表示されなくなります。

関連項目

• テンプレートの修正（P.6-6）

• テンプレートのコピー（P.6-7）
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BAT スプレッドシートを使用したユーザ デバイス プロファイル CSV デー
タ ファイルの作成

新しいユーザ デバイス プロファイルを追加する場合、BAT スプレッドシートが

使用できます。スプレッドシート内でファイル形式を定義できるので、スプレッ

ドシートはデータ ファイル形式を使用して CSV データ ファイル用のフィール

ドを表示します。 

BAT スプレッドシートの場所の確認と使用方法の詳細については、P.1-13の

「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」を参照してください。

新しいユーザ デバイス プロファイルを追加するための BAT スプレッドシート

を使用して CSV データ ファイルを作成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを見つけ、ダブルクリックして、BAT スプレッドシートを開き

ます。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros ボタンをクリックして、スプレッド

シート機能を使用します。

ステップ 3 User Device Profiles オプションを表示するには、スプレッドシートの下部にある

User Device Profile タブをクリックします。

ステップ 4 ユーザ デバイス プロファイルごとに定義できるデバイス フィールドおよび回線

フィールドを選択するには、Create File Format をクリックします。Field Selection

ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 デバイス フィールドを選択するには、Device Field ボックスでデバイス フィール

ド名をクリックし、次に矢印をクリックしてそのフィールドを Selected Device

Fields ボックスに移動します。

CSV データ ファイルは、最初のフィールドとして Number of Lines を、さらに 

Device Profile Name と Description を含む必要があります。したがって、これらの

フィールドは常に選択されています。
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ヒント リスト内の特定範囲のフィールドを複数同時に選択するには、Shift
キーを押しながらフィールド名をクリックします。複数のフィールド
を任意に選択するには、Ctrl キーを押しながらフィールド名をクリッ
クします。 

ステップ 6 Line Field ボックスで回線フィールド名をクリックしてから、矢印をクリックし

てそのフィールドを Selected Line Fields ボックスに移動します。

ヒント Selected Line Fields ボックスと Selected Device Fields ボックスの項目の
順序は変更できます。項目を選択し、上向き矢印を使用してその項目
をリストの前方に移動させるか、下向き矢印を使用してその項目をリ
ストの後方に移動させます。

ステップ 7 CSV データ ファイル形式を修正するには、Create をクリックします。既存の 

CSV 形式を上書きするかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 8 OK をクリックします。選択したフィールド用の新しいカラムが、指定した順序

で BAT スプレッドシートに表示されます。

ステップ 9 Number of Phone Lines ボックスを探すために、右にスクロールします。ここで指

定する回線の数は、BAT テンプレートで設定された回線の数を超えることはで

きません。この数を超えると CSV データ ファイルと UDP テンプレートを挿入

するときにエラーが発生します。

ステップ 10 Number of Speed Dials ボックスで短縮ダイヤル ボタンの数を入力する必要があり

ます。ボタン数を入力すると、各短縮ダイヤル番号用のカラムが表示されます。

（注） User Device Profile テンプレートに設定した短縮ダイヤルの数を超えるこ
とはできません。その数を超えると CSV データ ファイルおよび UDP テ
ンプレートを挿入するときにエラーが発生します。
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ステップ 11 スプレッドシートの回線ごとに、個々のユーザ デバイス プロファイルのデータ

を入力します。すべての必須フィールド、および該当するオプションフィールド

に値を入力します。各列の見出しは、フィールドの長さ、およびそのフィールド

が必須かオプションかを指定しています。BAT スプレッドシートのフィールド

の詳細については、表 6-1 を参照してください。

ステップ 12 Export to BAT Format をクリックして BAT Excel スプレッドシートから CSV 形

式のデータ ファイルにデータを転送します。

このファイルは、次の名前が付けられて、C:\XLSDataFiles またはローカル ワー

クステーション上の選択した別の既存フォルダに保存されます。ファイル名は次

のとおりです。

<tabname>#<timestamp>.txt

ここで、<tabname> は、作成した入力ファイルのタイプ（たとえば、phones）を

表し、<timestamp> は、ファイルが作成された正確な日時を表します。

CSV データ ファイルは、Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT からアクセスできるようにする必要があります。フロッピー

ディスクまたはマッピングされたネットワーク ドライブを使用して、

C:\XLSDataFiles（またはファイルの格納先として選択したフォルダ）からパブ

リッシャ データベース サーバの次のフォルダに CSV データ ファイルを コピー

します。

C:\BATFiles\User Device Profiles

（注） エクスポートされた CSV データ ファイルを読み取る方法の詳細については、
BAT 内の Insert Users Device Profiles ウィンドウで、View Sample File へのリンク
をクリックしてください。
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関連項目

• BAT スプレッドシートの User Device Profile フィールドの説明（P.6-12）

• テキスト エディタを使用したユーザ デバイス プロファイル CSV ファイル
の作成（P.6-20）

• ユーザ デバイス プロファイルの挿入（P.6-27）

BAT スプレッドシートの User Device Profile フィールドの説明

表 6-1 では、BAT スプレッドシート内のすべてのユーザ デバイス プロファイル

フィールドについて説明します。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明

フィールド 説明

Device Fields (Mandatory Fields)（デバイス フィールド（必須フィールド））

Number of Lines この電話機の回線の数を入力します。BAT テンプレートの

回線数よりも少ない数にできますが、そこに指定されてい

る回線数を超えることはできません。

Device Profile Name デバイス プロファイル名に固有の識別名を入力します。

Description 電話機またはデバイスの特定に役立つ説明、たとえば

「Conference Room A」や「John Smith」を入力します。 

Device Fields (Optional Fields)（デバイス フィールド（オプション フィールド））

User Locale このグループの IP Phone に関連付ける国 /地域と言語の組

み合せを入力します。

この選択内容によって、言語やフォントを含むロケール属

性のどれをこのユーザに適用するか、およびこのユーザの

Cisco CallManager のユーザ ウィンドウと電話機をどの言

語で表示するかが決まります。

Softkey Template このグループ内の電話機すべてに使用されるソフトキー

テンプレートを入力します。

User ID この電話機ユーザのユーザ ID を入力します。
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Login User ID デフォルト プロファイル用のログイン ユーザ ID を入力し

ます。

ユーザ デバイス プロファイルがログアウト プロファイル

として使用されている場合は、電話機に関連付けるログイ

ン ユーザ ID を指定します。ユーザがこのユーザ デバイス

プロファイルからログアウトすると、電話機は自動的にこ

のログイン ユーザ ID にログインします。

User Hold Audio 

Source

このグループの IP Phone または CTI ポートが使用する

ユーザ保留オーディオ ソースを入力します。

ユーザ保留オーディオ ソースは、ユーザがコールを保留に

したときに再生される音楽のオーディオ ソースを特定し

ます。

Ignore Presentation 

Indicators (Internal 

Calls Only)

内線コールで表示インジケータを無視するには、この

チェックボックスをオンにします。

Line Fields (Optional Fields)（回線フィールド（オプション フィールド））

Directory Number 電話機の電話番号を入力します。

Partition 電話番号が属するルート パーティションを選択します。

（注） 電話番号は複数のパーティションに現れる可能性
があります。

Voice Mail Profile パイロット番号をこの回線の電話番号と同じにするには、

このパラメータを選択します。この機能は、この電話機に

対してボイス メッセージ サーバが設定されていない場合

に役立ちます。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明（続き）

フィールド 説明
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Line Calling Search 

Space

この電話番号から呼び出される番号を検索するパーティ

ションを選択します。

（注） このフィールドに変更を加えると、Call Pickup 
Group フィールドのリストに表示されるコール
ピックアップ名が更新されます。この設定値は、こ
の電話番号を使用するすべてのデバイスに適用さ
れます。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを

選択します。AAR グループはプレフィックス番号を提供

するものです。プレフィックス番号は、帯域幅不足のため

に本来ならブロックされるコールをルーティングするた

めに使用します。 

AAR Group を <None> に設定すると、ブロックされたコー

ルの再ルーティングは行われません。

Line User Hold 

Audio Source

ユーザが Hold を押してコールを保留したときに再生され

る保留オーディオ ソースの音楽を選択します。 

Line Network Hold 

Audio Source

システムがコールを保留にするとき（たとえば、ユーザが

コールを転送する間や電話会議またはコール パークを開

始する間）に再生される保留オーディオ ソースの音楽を選

択します。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明（続き）

フィールド 説明
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Auto Answer 次のいずれかのオプションを選択して、この電話番号の自

動応答機能をアクティブにします。

• Auto Answer Off <デフォルト >

• Auto Answer with Headset

• Auto Answer with Speakerphone (Intercom)

（注） Auto Answer with Headset または Auto Answer with
Speakerphone を選択する場合、ヘッドセットまた
はスピーカフォンが使用不可になっていないこと
を確認してください。

Forward All すべてのコールが転送される先の電話番号を入力します。

BAT 電話機テンプレートの入力値を使用するには、この

フィールドをブランクのままにします。

Forward Busy 

Internal

電話機が話し中の場合に、内線コールを転送する電話番号

を入力します。BAT 電話機テンプレートの入力値を使用す

るには、このフィールドをブランクのままにします。

Forward Busy 

External

電話機が話し中の場合に、外線コールを転送する電話番号

を入力します。BAT 電話機テンプレートの入力値を使用す

るには、このフィールドをブランクのままにします。

Forward No Answer 

Internal

電話機が応答しない場合に、内線コールを転送する電話番

号を入力します。BAT 電話機テンプレートの入力値を使用

するには、このフィールドをブランクのままにします。

Forward No Answer 

External

電話機が応答しない場合に、外線コールを転送する電話番

号を入力します。BAT 電話機テンプレートの入力値を使用

するには、このフィールドをブランクのままにします。

Forward No 

Coverage Internal

電話機のカバレッジが対応しない場合に、内線コールを転

送する電話番号を入力します。BAT 電話機テンプレートの

入力値を使用するには、このフィールドをブランクのまま

にします。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明（続き）

フィールド 説明
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Forward No 

Coverage External

電話機のカバレッジが対応しない場合に、外線コールを転

送する電話番号を入力します。BAT 電話機テンプレートの

入力値を使用するには、このフィールドをブランクのまま

にします。

No Answer Ring 

Duration (CFNA)

コールが呼び出し音を送り、応答を待つ時間（秒数）を入

力します。この時間内に応答がないと、Forward No Answer

Destination にコールを転送します。

Call Pickup Group Pickup Group Name を入力してコール ピックアップ グルー

プを指定します。コール ピックアップ グループでは、該

当のピックアップ グループ番号をダイヤルすることによ

り、この回線への着信コールに応答することができます。 

（注） BAT 電話機テンプレートの入力値を使用するに
は、このフィールドをブランクのままにします。 

Target Destination 

(MLPP)

この電話番号が優先コールを受信したが、その番号もその

コール転送先もその優先コールに応答しない場合に、

MLPP 優先コールが向けられる先の番号を入力します。

値は数字、シャープ（#）、およびアスタリスク（*）を含

めることができます。

Calling Search 

Space (MLPP)

ドロップダウン リスト ボックスから、代替パーティ ター

ゲット（宛先）番号に関連付けるコール検索スペース（コー

リング サーチ スペース）を選択します。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明（続き）

フィールド 説明



6-17
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 6章      ユーザ デバイス プロファイルの一括処理
ユーザ デバイス プロファイルの追加

No Answer Ring 

Duration (MLPP)

優先コールに対してこの電話番号とそのコール転送先が

応答するのを待つ時間（4 ～ 30 秒）を入力します。この時

間内に応答がないと、MLPP 優先コールはこの電話番号の

代替パーティに向けて送られます。

Cisco CallManager エンタープライズ パラメータの 

Precedence Alternate Party Timeout で設定されている値を使

用する場合は、この設定をブランクのままにします。

Line Text Label 回線と電話機の組み合せに使用されているこの電話番号

を識別するためのテキストを入力します。 

（注） デフォルトのテキストは英語です。

External Phone 

Number Mask

この回線からコールを行うときに発信者 ID 用に送信され

る電話番号（またはマスク）を入力します。

最大 30 桁の数字と「X」文字が入力できます。X は電話番

号を表し、パターンの最後に表示する必要があります。た

とえば、972813XXXX というマスクを指定すると、内線

1234 からの外線コールには発信者 ID 番号 9728131234 が

表示されます。

Maximum Number 

of Calls

クラスタ内のデバイスの 1 つの回線に対して最大 200 の

コールを設定できます。ただし、デバイスが制限要因とな

ります。1 つの回線に対してコールの数を設定すると、別

の回線に使用可能なコールが減少します。 

デフォルトは 4 です。電話機が回線ごとの複数コールを許

可していない場合、デフォルトは 2 です。

CTI ルート ポイントに対しては、各ポートに対して最大

10,000 のコールを設定できます。デフォルトは 5000 コー

ルです。このフィールドは Busy Trigger フィールドと併せ

て使用します。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明（続き）

フィールド 説明
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Busy Trigger この設定は、Maximum Number of Calls および Call Forward

Busy と連動し、回線で表示されるコールの最大数を決定し

ます。Maximum Number of Calls が 50 に設定され、Busy

Trigger が 40 に設定されている場合、着信コール 41 は話し

中を理由として拒否されます（さらに Call Forward Busy が

設定されている場合は転送されます）。この回線が共有さ

れている場合は、すべての回線が話し中になって、初めて

着信コールが拒否されます。

このフィールドは、CTI ルート ポイント用の Maximum 

Number of Calls と併せて使用します。デフォルトは 4500 

コールです。

Message Waiting 

Lamp Policy

このフィールドを使用してハンドセット ランプ照明ポリ

シーを設定します。次のオプションのいずれかを選択して

ください。

• システム ポリシーを使用（電話番号は「Message 
Waiting Lamp Policy」設定を参照します）

• Light and Prompt

• Prompt Only

• Light Only

• None

設定は、右にあるチェックボックス（Update Shared Device

Settings）をオンにして Propagate selected ボタンをクリッ

クしない限り、現在のデバイスだけに適用されます（右側

のチェックボックスが表示されるのは、他のデバイスがこ

の電話番号を共有している場合だけです）。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明（続き）

フィールド 説明
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Ring Setting (Phone 

Idle)

着信コールを受信し、デバイスに他のアクティブなコール

がない場合の、回線着信表示に対する呼び出し音設定を選

択します。次のオプションのいずれかを選択してくださ

い。

• Use system default

• Disable

• Flash only

• Ring once

• Ring

Ring Setting (Phone 

Active)

この電話機に異なる回線で別のアクティブ コールがあっ

た場合に使用される呼び出し音設定を選択します。次のオ

プションのいずれかを選択してください。

• Use system default

• Disable

• Flash only

• Ring once

• Ring

• Beep only

Caller Name 転送されたコールの受信時に、表示に発信者名を含めるに

は、このチェックボックスをオンにします。デフォルトで

は、このチェックボックスはオンになっています。

Caller Number 転送されたコールの受信時に、表示に発信者の番号を含め

るには、このチェックボックスをオンにします。 

Redirected Number 転送されたコールの受信時に、表示にリダイレクトされた

番号を含めるには、このチェックボックスをオンにします。 

Dialed Number 転送されたコールの受信時に、表示にダイヤルされた番号

を含めるには、このチェックボックスをオンにします。デ

フォルトの設定では、このチェックボックスはオンになっ

ています。

表 6-1 BAT スプレッドシート内の User Device Profile のフィールドの
説明（続き）

フィールド 説明
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テキスト エディタを使用したユーザ デバイス プロファイル CSV ファイル
の作成

CSV データ ファイルの作成にテキスト エディタを使用する場合、デバイス

フィールドと回線フィールドを CSV データ ファイル内で識別するファイル形式

を使用する必要があります。このファイル形式には、次のオプションがあります。

• Default User Device Profile：ユーザ デバイス プロファイルのデバイス フィー
ルドと回線フィールドの事前決定済みの組み合せを含む。

• Simple User Device Profile：ユーザ デバイス プロファイル用の基本的なデバ
イス フィールドと回線フィールドを含む。 

• Customized：独自に選択して順序付けしたデバイス フィールドと回線フィー
ルドを含む。

テキスト エディタで CSV ファイルを作成する前に、既存のファイル形式を選択

するか新規のファイル形式を作成する必要があります。次にテキストベースの

CSV データ ファイルのファイル形式で指定されたように値を入力します。

次のトピックでは、テキスト エディタを使用して作成する CSV データ ファイル

のファイル形式設定に関する情報を提供します。

• ファイル形式の作成（P.6-20）

• ファイル形式のコピー（P.6-22）

• ファイル形式の修正（P.6-23）

• ファイル形式の削除（P.6-24）

ファイル形式の作成

テキストベースの CSV データ ファイル用のファイル形式を作成する手順は、次

のとおりです。

手順

ステップ 1 Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or modify file formats を選択して
Next をクリックします。File Format Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Add a new File Format をクリックします。File Format Information フィールドが表

示されます。
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ステップ 3 File Format Name フィールドに、このカスタマイズされた形式の名前を入力しま

す。

ステップ 4 Device Fields で、各ユーザ デバイス プロファイルに定義するデバイス フィール

ド名を選択します。Device Field ボックスでデバイス フィールド名をクリックし

てから、矢印をクリックしてそのフィールドを Selected Device Fields ボックスに

移動します。

CSV データ ファイルには、Number of Lines、Device Profile Name、および 

Description を含める必要があります。したがって、これらのフィールドは常に選

択された状態になっています。

ヒント Ctrl キーを押しながらリスト内の複数のフィールド名を任意に選択し、
次に矢印をクリックすると、その複数のフィールドを同時に選択する
ことができます。Shift キーを使用すると、特定範囲の項目を複数同時
に選択することができます。

ステップ 5 Line Field ボックスで回線フィールド名をクリックしてから矢印をクリックし

て、そのフィールドを Selected Line Fields ボックスに移動します。

ヒント Selected Line Fields ボックスおよび Selected Device Fields ボックス内の
項目の順序は変更できます。項目を選択し、上向き矢印を使用して
フィールドをリストの前方に移動させるか、または下向き矢印を使用
してリストの後方に移動させます。

ステップ 6 短縮ダイヤルの詳細フィールドを含める場合は、Include Speed Dials in the CSV
Format チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 Insert をクリックして、カスタマイズしたファイル形式を保存します。ファイル
形式の名前が左側の File Format Names リストに表示されます。
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関連項目

• ファイル形式のコピー（P.6-22）

• ファイル形式の修正（P.6-23）

• ファイル形式の削除（P.6-24）

ファイル形式のコピー

CSV データ ファイルの既存の形式をコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or modify file formats を選択して 
Next をクリックします。File Format Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Format Name リストで、コピーするファイル形式を選択します。ファイル形

式の詳細がフィールドに表示されます。

ステップ 3 Copy をクリックして選択されたファイル形式をコピーします。

ステップ 4 File Format Name フィールドに、コピーした形式の新しい名前を入力します。

ステップ 5 次の方式のいずれかを使用して、コピーした形式を修正します。

• 新しいフィールドを追加するには、Device Fields ボックスまたは Line Fields
ボックスからフィールドを選択してから矢印をクリックして、選択した
フィールドを Selected Device Fields ボックスまたは Selected Line Fields ボッ
クスに移動します。

• フィールドを削除するには、Selected Device Fields ボックスまたは Selected
Line Fields ボックスから削除するフィールドを選択してから矢印をクリック
して、その選択したフィールドを Device Fields ボックスまたは Line Fields
ボックスに移動します。

• フィールドの順序を変更するには、Selected Device Field ボックスまたは
Selected Line Fields ボックスのフィールド名を選択し、上向き矢印または下
向き矢印を使用してフィールドの位置を変更します。
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ステップ 6 変更を加えたら、Insert をクリックして、コピーしたファイル形式を変更内容と
ともにリストに保存します。

関連項目

• ファイル形式の作成（P.6-20）

• ファイル形式の修正（P.6-23）

• ファイル形式の削除（P.6-24）

ファイル形式の修正

CSV データ ファイルの既存の形式を修正する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or modify file formats を選択して
Next をクリックします。File Format Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Format Name リストで、修正するファイル形式を選択します。ファイル形式

の詳細がフィールドに表示されます。

ステップ 3 次の方式のいずれかを使用して、コピーした形式を修正します。

• 新しいフィールドを追加するには、Device Fields ボックスまたは Line Fields
ボックスからフィールドを選択してから矢印をクリックして、選択した
フィールドを Selected Device Fields ボックスまたは Selected Line Fields ボッ
クスに移動します。

• フィールドを削除するには、Selected Device Fields ボックスまたは Selected
Line Fields ボックスから削除するフィールドを選択してから矢印をクリック
して、その選択したフィールドを Device Fields ボックスまたは Line Fields
ボックスに移動します。

• フィールドの順序を変更するには、Selected Device Field ボックスまたは
Selected Line Fields ボックスのフィールド名を選択し、上向き矢印または下
向き矢印を使用してフィールドの位置を変更します。
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ステップ 4 変更を加えたら、Update をクリックして変更内容をファイル形式に保存します。

.

関連項目

• ファイル形式の作成（P.6-20）

• ファイル形式のコピー（P.6-22）

• ファイル形式の削除（P.6-24）

ファイル形式の削除

CSV データ ファイルの既存のファイル形式を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Create CSV data file ウィンドウで、Add, view, or modify file formats を選択して
Next をクリックします。File Format Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Format Name リストで、削除するファイル形式を選択します。ファイル形式

の詳細がフィールドに表示されます。このファイルを削除することを確認しま

す。

ステップ 3 File Format Name リストからファイル形式を削除するには、Delete をクリックし

ます。ファイル形式の削除を確認するメッセージが表示されます。OK をクリッ

クして続行します。リストからファイル形式名が削除されます。

関連項目

• ファイル形式の作成（P.6-20）

• ファイル形式のコピー（P.6-22）

• ファイル形式の修正（P.6-23）
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CSV データ ファイルへのファイル形式の関連付け

すべての値をファイル形式が指定した順序でテキストベースの CSV データ ファ

イルに入力したら、そのテキストベースの CSV データ ファイルを、Cisco

CallManager パブリッシャ上のユーザ デバイス プロファイル用フォルダ 

C:\BATFiles\User Device Profiles にコピーする必要があります。次にファイル形式

をテキストベースの CSV データ ファイルに関連付ける必要があります。

テキストベースの CSV データ ファイルとファイル形式を関連付ける手順は、次

のとおりです。

手順

ステップ 1 Create CSV data file ウィンドウで、Associate file format with the CSV data file を
選択して Next をクリックします。Add File Format ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 File Name フィールドで、このバルク トランザクション用に作成した CSV デー

タ ファイルを選択します。

ステップ 3 File Format Name フィールドで、このタイプのバルク トランザクション用に作成

したファイル形式を選択します。

ステップ 4 Add をクリックして、一致するファイル形式を CSV データ ファイルに関連付け

ます。

ステップ 5 View File リンクをクリックして、ファイル形式を最初のレコードとする CSV

データ ファイルを表示します。入力された値が CSV データ ファイルのフィール

ド名に対応していることを確認します。 

ステップ 6 Back を 2 回クリックして Steps to Insert User Device Profiles ウィンドウに戻りま

す。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルの確認（P.6-26）

• 既存の電話機および UDP への回線の追加（P.3-89）



第 6章      ユーザ デバイス プロファイルの一括処理
ユーザ デバイス プロファイルの追加

6-26
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

ユーザ デバイス プロファイルの確認

Validate User Device Profiles を選択すると、システムは確認ルーチンを実行して、

CSV データ ファイルが要求されたフィールド、たとえば、デバイス プロファイ

ル名、および電話番号をすべてを読み込んでいるかどうかをチェックし、パブ

リッシャ データベースとの不一致がないかをチェックします。 

始める前に

• 追加するデバイス用のデバイス プロファイル テンプレートを用意します。1
回線のユーザ デバイス プロファイルの追加には、複数回線のユーザ デバイ
ス プロファイル テンプレートが使用できます。詳細については、P.6-4の
「ユーザ デバイス プロファイル用の BAT テンプレートの作成」を参照して
ください。

• ユーザ デバイス プロファイルに固有の詳細情報を含む CSV データ ファイ
ルを用意します。次のオプションを参照してください。

－ BAT スプレッドシートを使用したユーザ デバイス プロファイル CSV 
データ ファイルの作成（P.6-9）

－ テキスト エディタを使用したユーザ デバイス プロファイル CSV ファ
イルの作成（P.6-20）

CSV データ ファイルのユーザ デバイス プロファイル レコードを確認する手順

は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Steps to Insert User Device Profiles ウィンドウで、Validate user device profiles 
records を選択して Next をクリックします。Validate User Device Profiles ウィン

ドウが表示されます。

ステップ 2 File Name フィールドで、この特定のバルク トランザクション用に作成した CSV

データ ファイルを選択します。

ステップ 3 CSV データ ファイルに対応する Insert オプションを選択します。

• Specific Details：ファイル形式を使用する User Device Profile レコードを確認
する場合。
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• All Details：All Details オプションを使用して生成されたエクスポート ファ
イルからのユーザ デバイス プロファイル レコードを確認する場合。ステッ
プ 5 に進みます。

ステップ 4 User Device Profile Template Name フィールドで、このタイプのバルク トランザク

ション用に作成した BAT User Device Profile テンプレートを選択します。 

ステップ 5 All Details オプションの場合は、IP テレフォニー デバイスのモデルを選択する必

要があります。BAT には、現時点で Cisco CallManager データベースに登録され

ているモデルだけが表示されます。

ステップ 6 選択した CSV データ ファイルをパブリッシャ データベースと比較して確認す

るには、Validate をクリックします。検証ルーチンは、エラーをログ ファイルに

記録します。

ステップ 7 確認が完了したら、View Latest Log File をクリックして、不一致が検出されたレ
コードとそのエラー コードを記載したログ ファイルを表示します。ログ ファイ

ルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルの挿入（P.6-27）

ユーザ デバイス プロファイルの挿入

新しいユーザ デバイス プロファイル レコードを一括で挿入する手順は、次のと

おりです。これらの User Device Profile はユーザと関連付けられていません。こ

れらの新しいプロファイルをユーザに関連付けるには、ユーザを更新する必要が

あります。この手順の詳細については、P.4-17の「Cisco CallManager 内のユーザ

の更新」を参照してください。

始める前に

• デバイス用の BAT User Device Profile テンプレートを用意します。 

• User Device Profiles に固有の詳細情報を含む CSV データ ファイルを用意し
ます。 
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• ユーザ デバイス プロファイルを挿入する前に、レコードを確認します。

手順

ステップ 1 Steps to Insert User Device Profiles ウィンドウで、Insert User Device Profiles を選
択して Next をクリックします。Insert User Device Profiles ウィンドウが表示され

ます。

ステップ 2 File Name フィールドで、この特定のバルク トランザクション用に作成した CSV

データ ファイルを選択します。

ステップ 3 要件に対応する Insert オプションを選択します。

• Specific Details：ファイル形式とテンプレートを使用するユーザ デバイス プ
ロファイル レコードを挿入する場合。Specific Details CSV ファイル形式は
ユーザ情報を含みません。別の BAT トランザクションでユーザ デバイス プ
ロファイルをユーザに関連付ける必要があります。

• All Details：All Details オプションを使用してエクスポート ユーティリティ
によって生成されたファイルからユーザ デバイス プロファイル レコードを
挿入する場合。エクスポート ユーティリティで All Details オプションを使用
して生成したファイルには、挿入操作中に、BAT がユーザをユーザ デバイ
ス プロファイルに関連付けるために使用する情報が含まれています。ステッ
プ 5 に進みます。

• Based on devices controlled by users：BAT を使用して、ユーザの現在の IP
ユーザ デバイス プロファイルに基づいてユーザ デバイス プロファイル レ
コードを生成して挿入する場合。このトランザクションはテンプレートまた
は CSV データ ファイルを要求しません。この手順の詳細については、
P.6-30の「ユーザ デバイス用のユーザ デバイス プロファイルの生成」を参
照してください。

ステップ 4 User Device Profile Template Name フィールドで、このバルク トランザクション用

に作成したユーザ デバイス プロファイル テンプレートを選択します。 

ステップ 5 All Details オプションを選択した場合、Model リスト ボックスでデバイスのタイ

プまたは特定のモデルを選択します。 
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ステップ 6 Based on devices controlled by users オプションを選択した場合、Set User Device 
Profile as Log Out Profile for the device チェックボックスをオンにして、生成さ

れたユーザ デバイス プロファイルをログアウト プロファイルとして使用できま

す。

ステップ 7 Insert をクリックします。 

Cisco CallManager データベースにレコードを挿入するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションがシステムのパフォーマンス

の低下を引き起こす可能性がある場合は、トランザクションを取り消すことがで

きます。

ステップ 8 ユーザ デバイス プロファイルを挿入するには、OK をクリックします。トラン

ザクションを取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックすると、Transaction Status ウィンドウが表示されます。トランザ

クションの進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリックしま

す。

（注） レコードの詳細に何らかの問題がある場合、BAT はユーザ デバイス プ
ロファイル レコードを挿入しません。

ステップ 9 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、追加さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードと

エラーの説明を含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の

「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.6-2）

• ユーザ デバイス用のユーザ デバイス プロファイルの生成（P.6-30）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.6-33）
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ユーザ デバイス用のユーザ デバイス プロファイルの生成
すべての IP Phone ユーザに対するプロファイルを生成して挿入することによっ

て、BAT を使用してエクステンション モビリティを迅速にセットアップできま

す。BAT は、ユーザが制御するデバイス数に関係なく、すべての電話機に対し

てユーザ デバイス プロファイルを生成します。たとえば、ユーザが 2 つのデバ

イスを制御している場合、BAT は 2 つの異なるユーザ デバイス プロファイル

（各デバイスに対して 1 つずつ）を生成し、それらのユーザ デバイス プロファイ

ルを同じユーザに関連付けます。BAT は生成されたユーザ デバイス プロファイ

ルの 1 つをユーザのデフォルト ユーザ デバイス プロファイルとして設定しま

す。BAT は各電話機モデル用の電話機ボタン テンプレートに基づいて、すべて

の IP Phone 用のユーザ デバイス プロファイルを生成します。

（注） このアクションの実行には、ユーザ デバイス プロファイル テンプレートも CSV
データ ファイルも使用しません。これらのユーザ デバイス プロファイルは、BAT
によって生成されたとき、ユーザに関連付けられます。

すべてのユーザ用のユーザ デバイス プロファイルを生成する手順は、次のとお

りです。

手順

ステップ 1 Configure > User Device Profile の順に選択します。User Device Profile Options ウィ

ンドウが表示されます。

ステップ 2 Generate User Device Profiles を選択して Next をクリックします。Insert User

Device Profiles ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ユーザの現在の IP Phone に基づいて、すべての電話機に対してユーザ デバイス

プロファイル レコードを生成して挿入するには、Based on devices controlled by
users オプション ボタンを選択します。 
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ステップ 4 生成済みのユーザ デバイス プロファイルをデバイスのログアウト プロファイル

として使用する場合は、Set User Device Profile as Log Out Profile for the device
チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 Insert をクリックします。 

Cisco CallManager データベースにレコードを挿入するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。トランザクションがシステムのパフォーマンス

の低下を引き起こす可能性がある場合は、トランザクションを取り消すことがで

きます。

ステップ 6 ユーザ デバイス プロファイルを挿入するには、OK をクリックします。トラン

ザクションを取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックすると、Transaction Status ウィンドウが表示されます。トランザ

クションの進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリックしま

す。

（注） レコードの情報に何らかの問題がある場合、BAT はユーザ デバイス プ
ロファイル レコードを挿入しません。

ステップ 7 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックすると、追加さ

れたレコード数と問題のあるレコード数を示すログ ファイル（エラー コードを

含む）が表示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ

ファイル」を参照してください。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.6-2）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.6-33）
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ユーザ デバイス プロファイルに対する回線の更新
ユーザ デバイス プロファイルおよび電話機に対する回線アトリビュートをクエ

リー結果で同時に更新できます。 

回線を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Configure > User Device Profile の順に選択します。User Device Profile Options ウィ

ンドウが表示されます。

ステップ 2 Update Lines を選択して Next をクリックします。Update Lines (Step 1 of 2) ウィ

ンドウが表示されます。更新するレコードを探すには、クエリー フィルタを定

義する必要があります。

P.3-76の「回線の更新」の手順に従います。

関連項目

• 既存の電話機および UDP への回線の追加（P.3-89）

• ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.6-2）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.6-33）
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ユーザ デバイス プロファイルの削除
削除するレコードを探すには、クエリー フィルタを定義する必要があります。

ユーザ デバイス プロファイルを Cisco CallManager から削除する手順は、次のと

おりです。

手順

ステップ 1 Configure > User Device Profile の順に選択します。User Device Profile Options ウィ

ンドウが表示されます。

ステップ 2 Delete User Device Profiles を選択して Next をクリックします。Delete User Device

Profiles ウィンドウが表示されます。

Delete User Device Profiles ウィンドウが表示されます。削除するユーザ デバイス

プロファイルを探すために、フィルタを定義します。 

注意 フィルタを定義しないと、すべてのユーザ デバイス プロファイルが削除されま
す。

ステップ 3 最初のドロップダウン リスト ボックスで、クエリー対象のフィールド（たとえ

ば、Model、Device Name、または Description）を選択します。

ステップ 4 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、次のリミッタから 1 つを選択しま

す。contains（含む）、is exactly（完全一致）、not equal to（不一致）、begins with

（～で始まる）、ends with（～で終わる）、is empty（空白）、または is not empty（空

白でない）。

ステップ 5 3 番目のボックス（検索フィールドまたはリスト ボックス）で、検索する値（た

とえば、特定のユーザ名）を選択するか、入力します。

ステップ 6 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエリー

をさらに定義するには、ステップ 3 ～ステップ 6 を繰り返します。
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ステップ 7 Add To Query ボタンをクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加しま

す。 

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 3 からやり直します。 

ステップ 8 View Query Result をクリックして、検索対象のレコードを表示します。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべてのユーザ デバイ
ス プロファイル レコードが削除されます。

ステップ 9 クエリー基準を満たす自動生成されたデバイス プロファイルを削除するには、

Include Auto Generated Device Profiles チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 Delete をクリックすると、レコードが削除されます。

ステップ 11 Cisco CallManager データベースからレコードを削除するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

ステップ 12 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、削除された電話機数と失敗したレコード数

（エラー コードを含む）が示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の

「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.6-2）

• ユーザ デバイス用のユーザ デバイス プロファイルの生成（P.6-30）

• 既存の電話機および UDP への回線の追加（P.3-89）

• ユーザ デバイス プロファイルに対する回線の更新（P.6-32）
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7
ゲートウェイとポートの一括処
理

BAT を使用して、いくつかの Cisco ゲートウェイとそのポートを、Cisco 

CallManager データベースに一括して設定できます。各ゲートウェイとポートを

個々に追加する必要はありません。次のタイプのゲートウェイを処理するには

BAT を使用します。

• Cisco VG200 Voice Gateways をトランクおよびポートとともに追加、更新、
または削除する。詳細については、P.7-2の「Cisco VG200 ゲートウェイと
ポートの処理」を参照してください。

• Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Analog Interface Modules の Foreign Exchange
Station（FXS）ポートを追加、更新、または削除する。詳細については、
P.7-23の「Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール
ポートの追加」 を参照してください。 

FXS ポート用のゲートウェイ電話番号

Gateway Directory Number テンプレートを使用すると、Cisco VG200 ゲートウェイ

または Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール上の POTS

ポート タイプに電話番号設定を指定できます。

次のトピックでは、これらのタスクの情報と手順について説明します。

• Cisco VG200 ゲートウェイとポートの処理（P.7-2）

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュールの処理
（P.7-22）

• FXS ポート用のゲートウェイ電話番号テンプレートの作成（P.7-3）
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Cisco VG200 ゲートウェイとポートの処理
BAT を使用して Cisco VG200 ゲートウェイを Cisco CallManager データベースに

追加できます。VG200 ゲートウェイを追加する前に、まず Cisco IOS ソフトウェ

ア コマンドライン インターフェイス（CLI）を使用してゲートウェイを設定する

必要があります。ゲートウェイの設定手順とコマンドについては、ゲートウェイ

に付属している設定マニュアルを参照してください。

BAT を使用して Cisco CallManager データベースに Cisco VG200 ゲートウェイを

追加するとき、次のタイプのトランクまたはポートが設定できます。

• アナログ デバイス用の FXS ポート

• ループスタートまたはグラウンドスタートのトランク用の Foreign Exchange
Office（FXO）

• 北米における ISDN サービス用の T1 PRI（Primary Rate Interface; 一次群速度
インターフェイス）トランク

• ヨーロッパにおける ISDN サービス用の E1 PRI トランク

• T1 Channel Associated Signaling（CAS）プロトコル トランク

次のトピックでは、これらのタスクの情報と手順について説明します。

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco VG200 ゲートウェイの削除（P.7-20）

• Cisco VG200 ゲートウェイのレポートの生成（P.11-14）
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Cisco VG200 ゲートウェイの追加
Cisco VG200 ゲートウェイを Cisco CallManager に追加するには、Configure > 
Gateways > VG200 の順に選択して Steps to Insert VG200 Gateways ウィンドウにア

クセスする必要があります。VG200 Gateway Options ウィンドウで、Insert VG200
Gateways を選択して次のタスクを実行します。

1. FXS ポートを追加する場合は、Gateway Directory Number テンプレートを作
成する。詳細については、P.7-3の「FXS ポート用のゲートウェイ電話番号
テンプレートの作成」 を参照してください。

2. Cisco VG200 Gateway テンプレートを作成して、ゲートウェイとポートの
セットに共通の値を定義する。詳細については、P.7-5の「Cisco VG200
Gateway テンプレートの作成」 を参照してください。

3. CSV データ ファイルを作成して、追加するゲートウェイとポートごとに
個々の値を定義する。詳細については、P.7-12の「Cisco VG200 ゲートウェ
イ用 CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

4. ゲートウェイとポートを Cisco CallManager データベースに追加する。詳細
については、P.7-18の「Cisco VG200 ゲートウェイの Cisco CallManager への
挿入」 を参照してください。

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイとポートの処理（P.7-2）

• Cisco VG200 ゲートウェイの Cisco CallManager への挿入（P.7-18）

• Cisco VG200 ゲートウェイの削除（P.7-20）

FXS ポート用のゲートウェイ電話番号テンプレートの作成

Cisco VG200 ゲートウェイまたは Cisco Catalyst 6000（FXS）アナログ インター

フェイス モジュール上の FXS ポートに電話番号を追加するときは、Gateway

Directory Number テンプレートを使用します。

パーティション、コール検索スペース（コーリング サーチ スペース）などの共

通した電話番号の詳細情報がある BAT テンプレートを、POTS ポート タイプ用

に作成できます。



第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
Cisco VG200 ゲートウェイの追加

7-4
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

（注） Cisco VG200 ゲートウェイに FXS 以外のポート（たとえば、FXO ポート）を追
加する場合は、P.7-5の「Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成」 を参照して
ください。

Gateway Directory Number テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。注

釈がない限り、すべてのフィールドはオプションです。

手順

ステップ 1 Add, view, or modify Gateway Directory Number template for FXS ports を選択し

て Next をクリックします。Gateway Directory Number Template Configuration ウィ

ンドウが表示されます。

ステップ 2 Gateway Directory Number Template Name フィールドに、このテンプレートの固有

の名前を、50 文字以下の英数字で入力します。

ステップ 3 このフィールドに設定値を入力します。詳細については、P.7-32の「Gateway 

Directory Number テンプレートのフィールドの説明」 を参照してください。

ステップ 4 新しいテンプレートを追加するには、Insert をクリックします。そのテンプレー
トがテンプレートのリストに表示されます。

ステップ 5 Steps to Insert Gateways ウィンドウに戻るには、Back をクリックします。

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

• テンプレートの修正（P.6-6）

• テンプレートのコピー（P.6-7）

• テンプレートの削除（P.6-8）
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Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成

Cisco VG200 テンプレートを作成してから、ネットワーク モジュール用のエンド

ポイント識別子を追加します。ゲートウェイ テンプレートの作成がすでに済ん

でいて、まだエンドポイント識別子を追加していない場合は、P.7-11の「Cisco

VG200 Gateway テンプレート用のエンドポイント識別子の更新」に進みます。

次のエンドポイント識別子の設定には BAT テンプレートを使用する必要があり

ます。

• FXS ポート

• FXO トランク

• T1 PRI トランク

• E1 PRI トランク

• T1 CAS トランク

始める前に

VG200 Gateway テンプレートを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Steps to Insert VG200 Gateways ウィンドウで、Insert Gateways を選択して Next を
クリックします。

ステップ 2 Add, view, or modify VG200 template を選択して Next をクリックします。VG200

Gateway Template Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次のフィールドに値を入力します。

• VG200 Gateway Template Name：BAT テンプレート用の固有の名前を 50 文
字以下の英数字で入力する。

• Cisco CallManager Group：このゲートウェイ用の Cisco CallManager Group
を選択する。
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ステップ 4 Installed Voice Interface Cards 領域の Module in Slot 1 フィールドで、スロット 1 に

取り付けられているネットワーク モジュールのタイプを選択します。

• NM-1V：Network Module-1Voice には、Sub-Unit 0 に、FXS または FXO 用の
1 枚の音声インターフェイス カード（VIC）がある。

• NM-2V：Network Module-2Voice には、FXS または FXO 用に、Sub-Unit 0 に
1 枚、Sub-Unit 1 に 1 枚、合計 2 枚の VIC がある。

• NM-HDV：Network Module-High Density Voice には、T1 CAS、T1 PRI、また
は E1 PRI 用に、Sub-Unit 0 に 1 枚の VIC がある。

• None：ネットワーク モジュールが取り付けられていない。

ステップ 5 Product Specific Configuration 領域で、次のフィールドに値を入力します。

• Switchback Timing：プライマリ Cisco CallManager へのスイッチバックに使
用されるタイミング メカニズムを選択する。

• Switchback Uptime-Delay：遅延スイッチバック使用時に適用される遅延時間
を分単位で選択する。このフィールドに入力する必要があるのは、Switchback
Timing フィールドで「Delayed」を選択した場合です。

• Switchback Schedule：スケジュールされたスイッチバック使用時に適用され
るスケジュールを時間と分で指定する。このフィールドに入力する必要があ
るのは、Switchback Timing フィールドで「Scheduled」を選択した場合です。

ステップ 6 Insert をクリックします。挿入が完了したことが Status によって示されると、新

しいフィールドがペイン上に表示されます。

ステップ 7 Sub-Unit フィールドで、各 sub-unit フィールドに適切なタイプを選択します。

• VIC-2FXS：FXS 音声インターフェイス カード

• VIC-2FXO：FXO 音声インターフェイス カード

• VWIC-1MFT-T1：T1 CAS または T1 PRI 用のエンドポイントを 1 つ備えた音
声 WAN インターフェイス カード

• VWIC-2MFT-T1：T1 CAS または T1 PRI 用のエンドポイントを 2 つ備えた音
声 WAN インターフェイス カード

• VWIC-1MFT-E1：E1 PRI 用のエンドポイントを 1 つ備えた音声 WAN イン
ターフェイス カード

• VWIC-2MFT-E1：E1 PRI 用のエンドポイントを 2 つ備えた音声 WAN イン
ターフェイス カード
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ステップ 8 Update をクリックします。更新が完了したことが Status によって示されると、サ

ブユニット ドロップダウン リスト ボックスの右側にエンドポイント識別子がリ

ンクとして表示されます。 

（注） VG200 ゲートウェイ テンプレートを完成するには、P.7-7の「エンドポ
イント識別子の Cisco VG200 Gateway テンプレートへの追加」を続けて
行います。

エンドポイント識別子の Cisco VG200 Gateway テンプレートへの追加

FXS ポート、FXO トランク、および T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクの

インターフェイス用のエンドポイントをテンプレートに追加する手順は、次のと

おりです。T1 CAS エンドポイントを設定する場合は、Port Configuration ウィン

ドウを使用したポートの設定も必要です。

追加するすべてのポートは、BAT テンプレートを使用して設定する必要があり

ます。たとえば、エンドポイント識別子（1/0）にポート 1、2、および 3 を追加

するには、まず BAT テンプレートでポート 1、2、および 3 を設定してから、CSV

データ ファイルを使用してこれらのポートを追加する必要があります。 

手順

ステップ 1 VG200 Gateway Template Configuration ウィンドウで、アイコン上に小さな疑問符

が表示されているエンドポイント識別子のリンクをクリックします。疑問符はエ

ンドポイントが設定されていないことを示します。

Cisco VG200 Gateway Template Endpoint Configuration ウィンドウが、エンドポイ

ントの設定値と一緒に表示されます。



第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
Cisco VG200 ゲートウェイの追加

7-8
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

ステップ 2 このエンドポイントに設定するトランクまたはポートのタイプに対して次のい
ずれかのオプションを実行します。

• POTS デバイス用の FXS ポートを設定する場合は、適切な設定値を入力す
る。詳細については、P.7-40の「Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXS ポート
のフィールドの説明」を参照してください。これらのポートで使用する 
Gateway Directory Number テンプレートを指定する必要があります。

• FXO トランクを設定する場合は、適切なトランク設定値を入力する。詳細
については、P.7-43の「Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXO トランクの
フィールドの説明」を参照してください。

• T1 トランクを設定する場合は、T1 CAS シグナリング プロトコルまたは T1
PRI シグナリング プロトコルを選択する。

－ T1 PRI トランク インターフェイス プロトコル：適切な設定値を入力す
る。詳細については、P.7-50の「Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 PRI 
トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明」を参照してくだ
さい。

－ T1 CAS トランク インターフェイス プロトコル：P.7-9の「T1 CAS エン
ドポイントとポートの Cisco VG200 Gateway テンプレートへの追加」を
参照する。

• E1 トランクを設定する場合は、適切な設定値を入力する。詳細については、
P.7-50の「Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 PRI トランクまたは E1 PRI ト
ランクのフィールドの説明」を参照してください。

ステップ 3 エンドポイントの設定値を入力したら、Update をクリックします。更新が完了

したことを Status が示すと、エンドポイント識別子アイコンは疑問符の代わりに

インターフェイス タイプを表示します。

ステップ 4 追加のエンドポイントを設定するには、ステップ 1 ～ステップ 3 を繰り返して、

すべてのエンドポイントを設定します。

ステップ 5 Back to VG200 Template Configuration をクリックしてから Back をクリックして

Steps to Insert VG200 Gateways ウィンドウに戻ります。
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関連項目

• T1 CAS エンドポイントとポートの Cisco VG200 Gateway テンプレートへの
追加（P.7-9）

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

• テンプレートの修正（P.6-6）

• テンプレートのコピー（P.6-7）

T1 CAS エンドポイントとポートの Cisco VG200 Gateway テンプレートへの追加

VG200 Gateway テンプレートに T1 CAS エンドポイントを追加する手順は、次の

とおりです。さらに Port Configuration を使用して、T1 CAS 用の E&M ポートを

設定する必要があります。T1 CAS トランク インターフェイス エンドポイントそ

れぞれに、1 ～ 24 の間の任意のポートを設定できます。

追加するすべてのポートは、BAT テンプレートを使用して設定する必要があり

ます。たとえば、エンドポイント識別子（1/0）にポート 1、2、および 3 を追加

するには、まず BAT テンプレートでポート 1、2、および 3 を設定してから、CSV

データ ファイルを使用してこれらのポートを追加する必要があります。 

（注） 3 桁のポート識別子はエンドポイント識別子番号とポート番号の組み合せを表
します。最初の桁がエンドポイントを、その後に続く 2 桁がポート番号を示しま
す。たとえば、エンドポイント 0 とポート番号 7 のポート識別子は 007 です。

手順

ステップ 1 TI CAS トランク用の VG200 Endpoint Configuration ウィンドウで、適切な設定値

を入力します。詳細については、P.7-45の「Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1

CAS トランクのフィールドの説明」を参照してください。

ステップ 2 エンドポイントの設定値を入力したら、Update をクリックします。更新が完了

したことを Status が示すと、エンドポイント識別子アイコンは疑問符の代わりに

インターフェイス タイプを表示します。
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ステップ 3 T1 CAS 用の E&M ポートを設定するには、左ペインの Add a New Port をクリッ
クします。Port Configuration ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 次のフィールドに対して値を選択します。

• Beginning Port Number：All Ports または 1 ～ 24 の番号が付いた個々のポート
を選択する。

• End Port Number：1 ～ 24 の番号が付いたすべてのポートまたは個々のポー
トを選択する。

• ポートの設定値を入力する。詳細については、P.7-48の「T1 CAS 用の E &
M ポートのフィールドの説明」を参照してください。 

ステップ 5 さらに設定するポートがある場合は、Insert をクリックしてステップ 3 ～ステッ

プ 5 を繰り返します。

T1 CAS エンドポイント用の E&M ポートすべてを設定した場合は Insert and
Close を選択します。ポップアップ ウィンドウが閉じ、VG200 Gateway Template

ウィンドウの左カラムに Port: <番号 > としてポートが表示されます。

• 左ペインのポート識別子をクリックして Port Configuration ウィンドウを開
くと、テンプレートのポート アトリビュートを修正できます。詳細情報に
変更を加えて、Update または Update and Close をクリックします。

• 左ペインのポート識別子をクリックして Port Configuration ウィンドウを開
くと、テンプレートのポートを削除できます。Delete をクリックして、ポー
トを削除します。

ステップ 6 Back to VG200 Template Configuration をクリックします。

関連項目

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

• テンプレートの修正（P.6-6）

• テンプレートのコピー（P.6-7）

• テンプレートの削除（P.6-8）
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Cisco VG200 Gateway テンプレート用のエンドポイント識別子の更新

Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成がすでに済んでいて、まだエンドポイ

ント識別子を追加していない場合、テンプレートを完成させる手順は、次のとお

りです。Configure > Gateways > VG200 の順に選択して、エンドポイント識別子

オプションにアクセスします。

手順

ステップ 1 VG200 Options ウィンドウで、Insert Gateways を選択して Next をクリックしま
す。Steps to Insert VG200 Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Add, view, or modify VG200 template を選択して Next をクリックします。VG200

Gateway Template Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 VG200 Gateway Templates のリストで、エンドポイント識別子のアトリビュート

を追加する BAT テンプレートを選択します。

ステップ 4 Installed Voice Interface Cards 領域で、Sub-Unit 用の適切な音声インターフェイス

カードを選択します。

ステップ 5 Update をクリックします。更新が完了したことが Status に示され、エンドポイ

ント識別子が左ペインに表示されます。

ステップ 6 設定するエンドポイント識別子を選択します。設定が必要なエンドポイント識別
子は、アイコンに未設定を示す疑問符が付いて表示されるので、見分けることが

できます。 

Cisco VG200 Endpoint Configuration ウィンドウが、エンドポイントの設定値と一

緒に表示されます。設定手順全体については、P.7-7の「エンドポイント識別子

の Cisco VG200 Gateway テンプレートへの追加」を参照してください。

ステップ 7 ステップ 4 ～ステップ 6 を繰り返して、すべてのエンドポイント識別子を設定し

ます。
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ステップ 8 Back to VG200 Template Configuration をクリックしてから Back をクリックして
Steps to Insert VG200 Gateways ウィンドウに戻ります。

関連項目

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

• T1 CAS エンドポイントとポートの Cisco VG200 Gateway テンプレートへの
追加（P.7-9）

• テンプレートの修正（P.6-6）

• ファイル形式の修正（P.6-23）

• テンプレートの削除（P.6-8）

Cisco VG200 ゲートウェイ用 CSV データ ファイルの作成

BAT を使用して Cisco CallManager データベースに VG200 ゲートウェイおよび

ポートを挿入する場合は、新しいポートの追加または既存ポートの更新ができま

す。

BAT スプレッドシートを使用して、VG200 ゲートウェイおよびポート用の CSV

データ ファイルが作成できます。次の項を参照してください。

• Cisco VG200 FXS または FXO ゲートウェイ用 CSV データ ファイルのための
BAT スプレッドシートの使用方法（P.7-13）

• Cisco VG200 T1 CAS、T1 PRI、または E1 PRI ゲートウェイおよびポート用
CSV データ ファイルのための BAT スプレッドシートの使用方法（P.7-15）

テキスト エディタを使用して VG200 ゲートウェイおよびポート用の CSV 形式

のテキスト ファイルが作成できます。次の項を参照してください。

• Cisco VG200 ゲートウェイ用のテキストベース CSV ファイルの作成
（P.A-27）
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Cisco VG200 FXS または FXO ゲートウェイ用 CSV データ ファイルのための BAT スプ
レッドシートの使用方法

BAT スプレッドシートを使用して、個々の FXS ポートまたは FXO ポートそれぞ

れの詳細情報、たとえば、電話番号、ポート説明、およびパーティションを含む

CSV データ ファイルを作成します。

BAT スプレッドシートのインストール方法と使用方法の詳細については、

P.1-13の「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」 を参照してくだ

さい。

VG200 ゲートウェイ用にテキストベースの CSV データ ファイルを作成する場

合は、P.A-28の「FXO トランクまたは FXS トランクの CSV ファイル形式」の

情報と例を参照してください。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを見つけ、ダブルクリックして、BAT スプレッドシートを開き

ます。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros をクリックしてスプレッドシート機

能を使用します。

ステップ 3 ゲートウェイのアトリビュートを追加するには、スプレッドシートの下部にある
VG200 FXS FXO タブをクリックします。

ステップ 4 各行に、次のフィールド用の情報を指定します。

• MGCP Domain Name：ゲートウェイを識別する名前を 1 ～ 64 文字で入力す
る。DNS ホスト名が正しく解決するように設定されている場合は、そのホ
スト名を使用します。そのように設定されていない場合は、Cisco MGCP ゲー
トウェイで定義されているとおりのホスト名を使用してください。

ホスト名は Cisco IOS ゲートウェイ上で設定されているホスト名と正確に一
致している必要があります。たとえば、ホスト名が vg200-1 に解決されるよ
うにゲートウェイ上で設定され、IP ドメイン名が設定されていない場合、こ
のフィールドには、そのホスト名を入力します（この場合、vg200-1）。ホス
ト名が vg200-1 としてゲートウェイ上で設定され、IP ドメイン名が cisco.com
としてゲートウェイ上で設定されている場合、このフィールドには 
vg200-1.cisco.com と入力します。
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• Description：ゲートウェイの説明を 100 文字以下で入力する。ゲートウェイ
の検索に役立つ固有の説明を使用します。

• Port 1 Description：ポート 1 の説明を 50 文字以下で入力する。ポートのリ
スト内でポートの識別に役立つ説明を使用します。この要件は、ポート 2 ～
ポート 4 の Description フィールドに入力する場合にも当てはまります。

• Port 1 Directory Number：このポートの電話番号を 24 桁以下の数字と特殊
文字で入力する。この要件は、ポート 2 ～ポート 4 の Directory Number フィー
ルドに入力する場合にも当てはまります。

（注） Port 1 Directory Number フィールドと Port 1 Partition フィールドが必要な
のは FXS ポートだけです。FXO ポートでは、これらのフィールドはブラ
ンクのままにします。

• Port 1 Partition：このポートが属するルート パーティションの名前を、50 文
字以下で入力する。そのルート パーティションが Cisco CallManager 
Administration ですでに設定されていることを確認してください。この要件
は、ポート 2 ～ポート 4 の Partition フィールドに入力する場合にも当てはま
ります。

ステップ 5 Export to BAT Format をクリックして、BAT Excel スプレッドシートから CSV

ファイルにデータを転送します。

このファイルは、次の名前が付けられて、C:\XLSDataFiles（または、指定した別

の既存フォルダ）に保存されます。

VG200Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」は、このファイルが作成された正確な日時を表します。

ヒント いずれかのフィールドにコンマを入力した場合、BAT.xlt を使用して BAT 形式に
エクスポートするときに、そのフィールド エントリは二重引用符で囲まれます。

スプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイルの終わりと

して扱われます。ブランク行の後に入力されたデータは、BAT 形式には変換さ
れません。



7-15
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
Cisco VG200 ゲートウェイの追加

CSV データ ファイルは、Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT からこのデータ入力ファイルにアクセスできるようにする必

要があります。フロッピー ディスク、またはマッピングされたネットワーク ド

ライブを使用して、C:\XLSDataFiles から、Cisco CallManager 用のパブリッシャ

データベースを実行しているサーバ上の C:\BATFiles\VG200Gateways フォルダ

に、CSV ファイルをコピーします。

（注） エクスポートされた CSV ファイルを読み取る方法については、BAT の Insert 
Gateways ウィンドウで、View Sample File へのリンクをクリックしてください。

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイの Cisco CallManager への挿入（P.7-18）

• Cisco VG200 T1 CAS、T1 PRI、または E1 PRI ゲートウェイおよびポート用
CSV データ ファイルのための BAT スプレッドシートの使用方法（P.7-15）

• Cisco VG200 ゲートウェイの削除（P.7-20）

Cisco VG200 T1 CAS、T1 PRI、または E1 PRI ゲートウェイおよびポート用 CSV デー
タ ファイルのための BAT スプレッドシートの使用方法

BAT スプレッドシートを使用して、個々の T1 CAS、T1 PRI、または E1 PRI ポー

トの詳細情報、たとえば、ドメイン名、MGCP 説明、およびポート識別子を含む

CSV データ ファイルを作成します。

BAT スプレッドシートのインストール方法と使用方法の詳細については、

P.1-13の「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」 を参照してくだ

さい。

VG200 ゲートウェイ用にテキストベースの CSV データ ファイルを作成する場

合は、P.A-29の「T1 CAS トランク、T1 PRI トランク、または E1 PRI トランク

のファイル形式」の情報と例を参照してください。
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手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを検索し、ダブルクリックして、BAT スプレッドシートを開き

ます。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros をクリックしてスプレッドシート機

能を使用します。

ステップ 3 VG200 T1-Pri T1-CAS E1-Pri タブをクリックします。

ステップ 4 T1 CAS エンドポイントの場合に限り、Number of Port Identifiers フィールドが表

示されるまで右にスクロールします。Cisco VG200 ゲートウェイごとに追加する

ポート識別子の数を入力します。1 つのポート識別子だけを使用する場合は、こ

のステップをスキップしてください。

ステップ 5 各行に、次のフィールド用の情報を指定します。

• MGCP Domain Name：ゲートウェイを識別する名前を 1 ～ 64 文字で入力す
る。DNS ホスト名が正しく解決するように設定されている場合は、そのホ
スト名を使用します。そのように設定されていない場合は、Cisco MGCP ゲー
トウェイで定義されているとおりのホスト名を使用してください。

ホスト名は Cisco IOS ゲートウェイ上で設定されているホスト名と正確に一
致している必要があります。たとえば、ホスト名が vg200-1 に解決されるよ
うにゲートウェイ上で設定され、IP ドメイン名が設定されていない場合、こ
のフィールドには、そのホスト名を入力します（この場合、vg200-1）。ホス
ト名が vg200-1 としてゲートウェイ上で設定され、IP ドメイン名が cisco.com
としてゲートウェイ上で設定されている場合、このフィールドには 
vg200-1.cisco.com と入力します。

• MGCP Description：ゲートウェイの説明を 100 文字以下で入力する。ゲー
トウェイの検索に役立つ固有の説明を使用します。

• Port Identifier 1：ポート識別子の説明を 3 桁以下の数字で入力する。最初の
数字を 0 または 1（エンドポイント識別子 0 またはエンドポイント識別子 1
を示す）にし、その後にポート番号 01 ～ 24 を続けます。許容される値の範
囲は 001 ～ 024、または 101 ～ 124 です。



7-17
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
Cisco VG200 ゲートウェイの追加

（注） T1 CAS の場合に限り、ここで指定するポートは、VG200 テンプレート
に指定されているポートと同じでなければなりません。CSV データ ファ
イルでは、テンプレートで設定されているポートは、none、some、また
は all ports と指定できます。テンプレートで設定されていないポートを
CSV データ ファイルに設定しないでください。設定した場合、BAT
VG200 テンプレートと CSV ファイルを挿入しようとするとエラーが発
生します。

たとえば、テンプレートでポート 1、2、3、および 4 を設定した場合、こ
れらのポートをどれも設定しないか、ポート 1、2、3、4、またはポート
1、2 などを CSV ファイルに設定すれば、挿入は受け入れられます。た
だし、CSV ファイルでポート 5 および 6 を設定した場合、それらがテン
プレートで設定されていないと、BAT で挿入エラーが発生します。

ステップ 6 Export to BAT Format をクリックして、BAT Excel スプレッドシートから CSV

ファイルにデータを転送します。

このファイルは、次の名前が付けられて、C:\XLSDataFiles（または、指定した別

の既存フォルダ）に保存されます。

VG200Gateways#timestamp.txt

ここで、「timestamp」は、このファイルが作成された正確な日時を表します。

ヒント いずれかのフィールドにコンマを入力した場合、BAT.xlt を使用して
BAT 形式にエクスポートするときに、そのフィールド エントリは二重
引用符で囲まれます。

スプレッドシートにブランク行を入力すると、その空の行はファイル
の終わりとして扱われます。ブランク行の後に入力されたデータは、
BAT 形式には変換されません。
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CSV データ ファイルは、Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT からこのデータ入力ファイルにアクセスできるようにする必

要があります。フロッピー ディスク、またはマッピングされたネットワーク ド

ライブを使用して、C:\XLSDataFiles から、Cisco CallManager 用のパブリッシャ

データベースを実行しているサーバ上の C:\BATFiles\VG200Gateways フォルダ

に、CSV ファイルをコピーします。

（注） エクスポートされた CSV ファイルを読み取る方法については、BAT の
Insert Gateways ウィンドウで、View Sample File へのリンクをクリックし
てください。

Cisco VG200 ゲートウェイの Cisco CallManager への挿入

Cisco VG200 ゲートウェイおよびポートを Cisco CallManager に追加する手順は、

次のとおりです。

始める前に

• トランクまたはポート用の Cisco VG200 ゲートウェイ テンプレートを用意
します。詳細については、P.7-5の「Cisco VG200 Gateway テンプレートの作
成」を参照してください。

• FXS ポート用の電話番号の詳細を挿入する場合、Gateway Directory Number
テンプレートを用意します。詳細については、P.7-3の「FXS ポート用のゲー
トウェイ電話番号テンプレートの作成」を参照してください。

• VG200 ゲートウェイ ポート用の CSV データ ファイルを用意します。詳細に
ついては、P.7-12の「Cisco VG200 ゲートウェイ用 CSV データ ファイルの
作成」 を参照してください。

手順

ステップ 1 Steps to Insert VG200 Gateways ウィンドウで、Insert Gateways を選択して Next を
クリックします。Insert Gateways ウィンドウが表示されます。 



7-19
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
Cisco VG200 ゲートウェイの追加

ステップ 2 File Name フィールドで、追加する Cisco VG200 ゲートウェイ情報が格納されて

いる CSV データ ファイルの名前を選択します。 

ステップ 3 VG200 Gateway Template Name フィールドで、このタイプのバルク トランザク

ション用に作成した VG200 Gateway テンプレートの名前を選択します。 

ステップ 4 Insert をクリックします。

Cisco CallManager ディレクトリにレコードを挿入するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。システムのパフォーマンスの低下が起こりそう

な場合は、トランザクションを取り消すことができます。

ステップ 5 VG200 ゲートウェイを挿入するには、OK をクリックします。トランザクション

を取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックした場合、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show 
Latest Status をクリックすると、トランザクションの進行状況が表示されます。

トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 6 View Latest Log File をクリックすると、追加されたレコード数と問題のあるレ

コード数を示すログ ファイル（エラー コードを含む）が表示されます。ログ

ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイとポートの処理（P.7-2）

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco VG200 ゲートウェイの削除（P.7-20）

• Cisco VG200 ゲートウェイのレポートの生成（P.11-14）
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Cisco VG200 ゲートウェイの削除
一部、またはすべての Cisco VG200 ゲートウェイ レコードを Cisco CallManager

データベースから削除できます。VG200 Options にアクセスするには、

Configure > Gateways > VG200 の順に選択します。Cisco VG200 ゲートウェイを

削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 VG200 Options ウィンドウで、Delete VG200 Gateways を選択して Next をクリッ
クします。Delete Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Select VG200 gateways where 領域で、ドロップダウン リストから検索対象フィー

ルド、たとえば MGCP Domain Name や Description を選択します。

ステップ 3 ドロップダウン リスト ボックスで、begins with、contains、is empty などの検索

基準を選択します。

ステップ 4 検索フィールドに、検索対象の値、たとえば、MGCP ドメイン名またはゲート

ウェイの説明を入力します。

ステップ 5 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。

ステップ 6 複数のフィルタをクエリーに追加するには、AND または OR をクリックします。

ステップ 7 View Query Result をクリックして、削除対象のレコードを確認します。

注意 クエリー（ステップ 2 ～ステップ 5 で説明）を指定していない場合、Delete をク
リックすると、すべての Cisco VG200 ゲートウェイが削除されます。
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ステップ 8 Delete をクリックすると、選択したレコードが削除されます。

Cisco VG200 ゲートウェイが Cisco CallManager から削除された後、BAT は、削

除されたレコード数と削除に失敗したレコード数を示すログ ファイル（エラー

コードを含む）を生成します。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT

ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイとポートの処理（P.7-2）

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco VG200 ゲートウェイのレポートの生成（P.11-14）
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Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モ
ジュールの処理

BAT を使用してアナログ インターフェイス モジュール用に FXS ポートを追加

する前に、次のタスクを実行して Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイをインストー

ルする必要があります。

1. Cisco IOS ソフトウェアのコマンドライン インターフェイスを使用して、
ゲートウェイを設定する。設定方法については、ゲートウェイに付属してい

るマニュアルを参照してください。

2. Cisco CallManager データベースに Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイを追加す
るには Cisco CallManager Administration を使用する。Cisco CallManager 
Administration で、Device > Add a New Device > Gateway > Next の順に選択し
ます。Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Gateway とデバイス プロトコルを選択
して、Next をクリックします。

BAT を使用して、アナログ デバイス用に、FXS ポートを Cisco Catalyst 6000 (FXS)

アナログ インターフェイス モジュールに追加できます。Gateway Directory

Number テンプレートを設定して、これらの FXS ポートおよび Catalyst 6000 (FXS)

ポート テンプレートに関連付けしてから、これらのポートを Cisco CallManager

データベースに追加する必要があります。

次のトピックでは、これらのタスクの情報と手順について説明します。

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

• Cisco CallManager における Cisco Catalyst 6000 FXS ポートの更新（P.7-29）

• Cisco Catalyst 6000 FXS ゲートウェイのポートの削除（P.7-31）
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Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モ
ジュール ポートの追加

Cisco Catalyst 6000 (FXS) ポートを Cisco CallManager に挿入するには、Configure >
Gateways > Catalyst 6000 (FXS) の順に選択して Catalyst 6000 (FXS) Options ウィ

ンドウにアクセスする必要があります。Catalyst 6000 Options ウィンドウで、Insert
Catalyst 6000 (FXS) ports を選択して次のタスクを実行します。

1. 電話番号の詳細を必要とする FXS ポートを追加するために、Gateway 
Directory Number テンプレートを作成する。詳細については、P.7-3の「FXS
ポート用のゲートウェイ電話番号テンプレートの作成」を参照してくださ

い。

2. FXS ポートのセットに共通の値を定義するために、Cisco Catalyst 6000 (FXS)
ポート テンプレートを作成する。詳細については、P.7-23の「Cisco Catalyst
6000 (FXS) Ports テンプレートの作成」を参照してください。

3. 追加する FXS ポート用に個々の値を定義するために、CSV データ ファイル
を作成する。詳細については、P.7-25の「Cisco Catalyst 6000 (FXS) ポート用
CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

4. FXS ポートを Cisco CallManager データベースに追加する。P.7-27の「Cisco
Catalyst 6000（FXS）ポートの Cisco CallManager への挿入」を参照してくだ
さい。

関連項目

• Cisco CallManager における Cisco Catalyst 6000 FXS ポートの更新（P.7-29）

• Cisco Catalyst 6000 FXS ゲートウェイのポートの削除（P.7-31）

Cisco Catalyst 6000 (FXS) Ports テンプレートの作成

ポート テンプレートとコンマ区切り値（CSV）ファイルは、連携してバルク ト

ランザクションを行います。そのバッチ内のすべてのポートに共通のアナログ詳

細情報（たとえば、ポート方向やポート レベル）を記載するテンプレートを作

成できます。 

Cisco Catalyst 6000 FXS Ports テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。

注釈がない限り、すべてのフィールドに入力する必要があります。
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手順

ステップ 1 Steps to Insert Catalyst 6000 (FXS) Gateways ウィンドウで、Add, view, or modify 
Catalyst 6000 (FXS) Ports template を選択して Next をクリックします。Catalyst

6000 (FXS) Ports Template Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Catalyst 6000 (FXS) Ports Template Name フィールドに、固有のテンプレート名を

入力します。

ステップ 3 フィールドに設定値を入力します。詳細については、P.7-63の「Cisco Catalyst 

6000 ゲートウェイ上の FXS ポートのフィールドの説明」を参照してください。

ステップ 4 Insert をクリックします。更新が完了したことが Status に示されると、テンプ

レートが左ペインに表示されます。

ステップ 5 Steps to Insert Catalyst 6000 (FXS) Gateways ウィンドウに戻るには、Back をクリッ

クします。

関連項目

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

• テンプレートの修正（P.6-6）

• テンプレートのコピー（P.6-7）

• テンプレートの削除（P.6-8）

• Cisco Catalyst 6000 (FXS) ポート用 CSV データ ファイルの作成（P.7-25）
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Cisco Catalyst 6000 (FXS) ポート用 CSV データ ファイルの作成

個々の Cisco Catalyst 6000（FXS) ポートそれぞれの詳細情報、たとえば、電話番

号、ポート説明、およびパーティションを含む CSV データ ファイルを作成する

には、BAT スプレッドシートを使用します。

BAT スプレッドシートのインストール方法と使用方法の詳細については、

P.1-13の「BAT スプレッドシートをデータ収集に使用する方法」を参照してく

ださい。

Catalyst 6000 (FXS）ポート用にテキストベースの CSV データ ファイルを作成す

る場合は、P.A-31の「Cisco Catalyst 6000 FXS ポート用のテキストベース CSV

ファイルの作成」を参照してください。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルを見つけ、ダブルクリックして、BAT スプレッドシートを開き

ます。 

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Enable Macros をクリックしてスプレッドシート機

能を使用します。

ステップ 3 Catalyst 6000 (FXS) Ports タブをクリックします。

ステップ 4 ポート レコードそれぞれの情報を 1 行に入力します。すべての必須フィールド、

および該当するオプション フィールドに値を入力します。各欄の見出しは、

フィールドの長さを指定しています。

• MAC Address：ゲートウェイの MAC アドレスを 12 文字で入力する。

• Port Number：ゲートウェイに追加するポート番号（1 ～ 24）を数値で入力
する。

• Directory Number：このポートの電話番号を 24 桁以下の数字と特殊文字で
入力する。Partition を指定した場合は、この値を必ず入力してください（オ
プション）。

• Partition：このポートが属するルート パーティションを 50 文字以下で入力
する。電話番号を指定している場合以外は、この値を指定しないでください
（オプション）。
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注意 スプレッドシート内のブランク行は End of File（ファイルの終わり）として扱わ
れ、それ以降のレコードは廃棄されます。 

ステップ 5 Export to BAT Format をクリックして、BAT Excel スプレッドシートから CSV

ファイルにデータを転送します。

このファイルは、次の名前が付けられて、C:\XLSDataFiles（または、指定した別

の既存フォルダ）に保存されます。

Catalyst6000_24PortsFXSGateway#timestamp.txt

ここで、「timestamp」は、このファイルが作成された正確な日時を表します。

CSV データ ファイルは、Cisco CallManager パブリッシャ データベース サーバに

コピーして、BAT からこのデータ入力ファイルにアクセスできるようにする必

要があります。フロッピーディスク、またはマッピングされたネットワーク ド

ライブを使用して、CSV ファイルを、C:\XLSDataFiles から Cisco CallManager 用

のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上の 

C:\BATFiles\Catalyst6000_24PortsFXSGateway フォルダにコピーします。

（注） エクスポートされた CSV ファイルを読み取る方法については、BAT の
Insert Gateways ウィンドウで、View Sample File へのリンクをクリックし
てください。

関連項目

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

• Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートの Cisco CallManager への挿入（P.7-27）
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Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートの Cisco CallManager への挿入

Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール上のポートを

Cisco CallManager に挿入する手順は、次のとおりです。

始める前に

• Cisco Catalyst 6000 Ports テンプレートをこのバルク トランザクション用に用
意します。詳細については、P.7-23の「Cisco Catalyst 6000 (FXS) Ports テン
プレートの作成」を参照してください。

• ポートの詳細を含む CSV データ ファイルをこのバルク トランザクション用
に用意します。詳細については、P.7-25の「Cisco Catalyst 6000 (FXS) ポート
用 CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

• Directory Number の詳細を追加または更新する場合は、Gateway Directory
Number テンプレートを作成する必要があります。詳細については、P.7-3の
「FXS ポート用のゲートウェイ電話番号テンプレートの作成」を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Steps to Insert Catalyst 6000 (FXS) Gateways ウィンドウで、Insert FXS Ports を選

択します。Insert Ports ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 File Name フィールドで、このバルク トランザクション用に作成した Cisco 

Catalyst 6000 ポート用の CSV ファイルを選択します。

ステップ 3 Catalyst 6000 (FXS) Ports Template フィールドで、Cisco Catalyst 6000 FXS ポート

を追加するために作成した BAT テンプレートを選択します。

ステップ 4 Gateway Directory Number Template Name フィールドで、Cisco Catalyst 6000 FXS

ポートに電話番号を追加するために作成した BAT テンプレートを選択します

（オプション）。

（注） CSV データ ファイル上で電話番号の詳細を指定していない場合、BAT は
そのポートにアナログの詳細だけを挿入します。そのポートは電話番号
を持ちません。 
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ステップ 5 Insert をクリックします。

Cisco CallManager ディレクトリにレコードを挿入するために必要な時間を通知

するメッセージが表示されます。システムのパフォーマンスの低下が起こりそう

な場合は、トランザクションを取り消すことができます。

ステップ 6 Cisco Catalyst 6000 FXS ポートを挿入するには、OK をクリックします。トラン

ザクションを取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックした場合、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show 
Latest Status をクリックすると、トランザクションの進行状況が表示されます。 

トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 7 View Latest Log File をクリックすると、追加されたレコード数と問題のあるレ

コード数を示すログ ファイル（エラー コードを含む）が表示されます。ログ

ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

• Cisco CallManager における Cisco Catalyst 6000 FXS ポートの更新（P.7-29）

• Cisco Catalyst 6000 FXS ゲートウェイのポートの削除（P.7-31）
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Cisco CallManager における Cisco Catalyst 6000 FXS ポート
の更新

Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール用の既存のポー

トを、Cisco CallManager に対して更新する手順は、次のとおりです。Configure
> Gateways > Catalyst 6000 FXS の順に選択して、ポートの更新オプションにア

クセスします。

始める前に

• Cisco Catalyst 6000 Ports テンプレートをこのバルク トランザクション用に用
意します。詳細については、P.7-23の「Cisco Catalyst 6000 (FXS) Ports テン
プレートの作成」を参照してください。

• このバルク トランザクション用に修正されたポートの詳細を含む CSV デー
タ ファイルを用意します。詳細については、P.7-25の「Cisco Catalyst 6000
(FXS) ポート用 CSV データ ファイルの作成」を参照してください。

• Directory Number の詳細を更新する場合は、Gateway Directory Number テンプ
レートを作成する必要があります。詳細については、P.7-3の「FXS ポート
用のゲートウェイ電話番号テンプレートの作成」を参照してください。

手順

ステップ 1 Catalyst 6000 (FXS) Options ウィンドウで、Update Catalyst 6000 FXS ports を選択
して Next をクリックします。Steps to Update Catalyst 6000 (FXS) Gateways ウィン

ドウが表示されます。

ステップ 2 Update FXS Ports を選択します。Update Ports ウィンドウが表示されます。 

ステップ 3 File Name フィールドで、このバルク トランザクション用の Catalyst 6000 ポート

用 CSV データ ファイルを選択します。

ステップ 4 Catalyst 6000 (FXS) Ports Template フィールドで、FXS ポート更新用の BAT テン

プレートを選択します。

ステップ 5 （オプション）Gateway Directory Number Template Name フィールドで、Cisco 

Catalyst 6000 FXS ポートに対して電話番号を更新するために作成した BAT テン

プレートを選択します。
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（注） CSV データ ファイル上で電話番号の詳細を指定していない場合、
Gateway Directory Number Template は必要ありません。 

ステップ 6 Update をクリックします。 

Cisco CallManager データベースからレコードを更新するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。システムのパフォーマンスの低下が起こりそ

うな場合は、トランザクションを取り消すことができます。

ステップ 7 Cisco Catalyst 6000 FXS ポートを更新するには、OK をクリックします。トラン

ザクションを取り消すには、Cancel をクリックします。

OK をクリックした場合、Transaction Status ウィンドウが表示されます。Show 
Latest Status をクリックすると、トランザクションの進行状況が表示されます。

トランザクションが完了したら、ステータス メッセージを確認します。完了ま

たは失敗を示すステータス メッセージが BAT に表示されます。

ステップ 8 View Latest Log File をクリックすると、更新されたレコード数と問題のあるレ

コード数を示すログ ファイル（エラー コードを含む）が表示されます。ログ

ファイルの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュールの処理
（P.7-22）

• Cisco Catalyst 6000 FXS ゲートウェイのポートの削除（P.7-31）
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Cisco Catalyst 6000 FXS ゲートウェイのポートの削除
Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS ゲートウェイからすべてのポートを削除する手順

は、次のとおりです。Configure > Gateways > Catalyst 6000 FXS の順に選択して、

ポートの削除オプションにアクセスします。 

手順

ステップ 1 Catalyst 6000 (FXS) Options ウィンドウで、Delete Catalyst 6000 FXS ports を選択
して Next をクリックします。Delete Ports ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 すべてのポートを削除する Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイの名前を選択し、矢

印ボタンをクリックして、Available Gateways リストと Selected Gateways リスト

間でゲートウェイを移動させます。 

BAT は、Selected Gateways リストボックスに表示されているゲートウェイに限

り、そのポートをすべて削除します。 

ステップ 3 Delete All Ports をクリックします。 

このトランザクションの実行に必要な時間を通知するメッセージが表示されま

す。

BAT は、Delete All 操作が成功したゲートウェイ数、およびその操作が失敗した

ゲートウェイ数を示すログ ファイル（エラー コードを含む）を生成します。

ステップ 4 このトランザクションのログ ファイルを開くには、View Latest Log File リンク
をクリックします。エラーの詳細については、P.13-2の「BAT ログ ファイル」

を参照してください。

関連項目

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュールの処理
（P.7-22）

• Cisco CallManager における Cisco Catalyst 6000 FXS ポートの更新（P.7-29）
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ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明
ここでは、次のゲートウェイ テンプレートで使用されるフィールドについて説

明します。

• Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（P.7-32）

• Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXS Ports テンプレートのフィールドの説明
（P.7-40）

• Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXO トランクのフィールドの説明（P.7-43）

• Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 CAS トランクのフィールドの説明
（P.7-45）

• T1 CAS 用の E & M ポートのフィールドの説明（P.7-48）

• Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクの
フィールドの説明（P.7-50）

• Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイ上の FXS ポートのフィールドの説明
（P.7-63）

Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明

Gateway Directory Number テンプレートの値を追加または更新するときは、次の

フィールドの説明を参照してください。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクのないフィールドでは、入力はオプ

ションです。
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表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明

フィールド 説明

Line Details（回線の詳細）

Partition 電話番号が追加される先のパーティションを選択します。

Directory Number Settings（電話番号の設定）

Voice Mail Profile 電話番号のボイス メッセージ フィールドを、デフォルトで電話番号と

同じ値にするには、このチェックボックスをオンにします。つまり、

コールは、その電話番号を呼び出すだけで、ボイス メッセージには進

みません。

Calling Search Space このグループの電話番号が属するコール検索スペースを選択します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を指定するもの

です。ルート パーティションの集合は、ダイヤルされた番号のルーティ

ング方法を決定するために検索されます。

AAR Group この電話番号が追加される先の AAR グループを選択します。

Network Hold Audio Source システムがコールを保留にするとき（たとえば、ユーザがコールを転

送したときや電話会議またはコール パークを開始したとき）に再生さ

れる保留オーディオ ソースの音楽を選択します。

Call Forward and Pickup Settings（Call Forward と Call Pickup の設定）

Forward All Voice Mail コールをボイスメール プロファイルで選択した番号に転送する場合

は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward All Destination フィー

ルドと Forward All Calling Search Space ボックスでの指定内容は無効に

なります。 

Forward All Destination すべてのコールが転送される先の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制限されてい
ない限り、外部の宛先を含む）、およびこの電話番号を使用す
るすべてのデバイスに適用されます。
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Forward All Calling Search 

Space

コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコール検索ス

ペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

Forward Busy Internal Voice 

Mail

内部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選択した番号に

転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward Busy Internal Destination

フィールドと Calling Search Space チェックボックスでの指定内容は無

効になります。 

Forward Busy Internal 

Destination

回線が使用中のときに内線コールが転送される先の電話番号を入力し

ます。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の内部電話番号、およびこ
の電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

Forward Busy Internal Calling 

Search Space

内線コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコール検索

スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

Forward Busy External Voice 

Mail

外部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選択した番号に

転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward Busy External Destination

フィールドと Calling Search Space チェックボックスでの指定内容は無

効になります。 

表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward Busy External 

Destination

回線が使用中のときに外線コールが転送される先の電話番号を入力し

ます。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の外部電話番号（制限され
ていない限り、外部の宛先を含む）、およびこの電話番号を使
用するすべてのデバイスに適用されます。

Forward Busy External Calling 

Search Space

外線コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコール検索

スペースを選択します。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

Forward No Answer Internal 

Voice Mail

内部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選択した番号に

転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer Internal 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボックスでの指

定内容は無効になります。 

Forward No Answer Internal 

Destination

電話機が応答しない場合に、コールが転送される先の内部電話番号を

入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の内部電話番号、およびこ
の電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

Forward No Answer Internal 

Calling Search Space

内線コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコール検索

スペースを選択します。この設定値は、システム内で設定されている

場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Forward No Answer External 

Voice Mail

外線コールをボイスメール プロファイルで選択した番号に転送する場

合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Answer External 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボックスでの指

定内容は無効になります。 

Forward No Answer External 

Destination

電話機が応答しない場合に、外線コールが転送される先の電話番号を

入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の外部電話番号（制限され
ていない限り、外部の宛先を含む）、およびこの電話番号を使
用するすべてのデバイスに適用されます。

Forward No Answer External 

Calling Search Space

外線コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコール検索

スペースを選択します。この設定値は、システム内で設定されている

場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

Forward No Coverage Internal 

Voice Mail

内部番号からのコールをボイスメール プロファイルで選択した番号に

転送する場合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Coverage Internal 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボックスでの指

定内容は無効になります。 

Forward No Coverage Internal 

Destination

電話機のカバレッジが対応しない場合に、内線コールが転送される先

の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の内部電話番号、およびこ
の電話番号を使用するすべてのデバイスに適用されます。

表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Forward No Coverage Internal 

Calling Search Space

内線コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコール検索

スペースを選択します。この設定値は、システム内で設定されている

場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

Forward No Coverage External 

Voice Mail

外線コールをボイスメール プロファイルで選択した番号に転送する場

合は、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、Forward No Coverage External 

Destination フィールドと Calling Search Space チェックボックスでの指

定内容は無効になります。 

Forward No Coverage External 

Destination

電話機のカバレッジが対応しない場合に、外線コールが転送される先

の電話番号を入力します。

（注） この設定値は、ダイヤル可能な任意の電話番号（制限されてい
ない限り、外部の宛先を含む）、およびこの電話番号を使用す
るすべてのデバイスに適用されます。

Forward No Coverage External 

Calling Search Space

外線コールが指定された宛先に転送されるときに使用するコール検索

スペースを選択します。この設定値は、システム内で設定されている

場合だけ、表示されます。

（注） この設定値は、この電話番号を使用するすべてのデバイスに適
用されます。

No Answer Ring Duration コールが呼び出し音を送り、応答を待つ時間（秒数）を入力します。こ

の時間内に応答がないと、Forward No Answer Destination にコールを転

送します。

表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Call Pickup Group Pickup Group Name を選択してコール ピックアップ グループを指定し

ます。コール ピックアップ グループでは、該当のピックアップ グルー

プ番号をダイヤルすることにより、この電話番号への着信コールに応

答することができます。

Multilevel Precedence and Preemption Alternate Party Settings（マルチレベル優先順位およびプリエンプ
ション代替パーティ設定）

Target (Destination) この電話番号が優先コールを受信したが、その番号もそのコール転送

先もその優先コールに応答しない場合に、MLPP 優先コールが向けられ

る先の番号を入力します。

値は数字、シャープ（#）、およびアスタリスク（*）を含めることがで

きます。

Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、代替パーティ ターゲット（宛

先）番号に関連付けるコール検索スペースを選択します。

No Answer Ring Duration コールが呼び出し音を送り、応答を待つ秒数（1 ～ 300）を入力します。

この時間内に応答がないと、Forward No Answer Destination にコールを

転送します。

Cisco CallManager エンタープライズ パラメータの Precedence Alternate

Party Timeout で設定されている値を使用する場合は、この設定をブラ

ンクのままにします。

Line Settings for This Device（このデバイスに対する回線設定）

Display (Internal Caller ID) このフィールドは、回線の着信表示に電話番号を表示しない場合だけ

使用します。回線と電話機の組み合せに使用されているこの電話番号

を識別するためのテキストを入力します。

推奨される入力値としては、上司の名前、部門名、あるいは複数の電

話番号を受け持つ秘書またはアシスタントが複数の電話番号を識別で

きる別の適切な情報が挙げられます。半角カタカナを指定することが

できますが、着信側の電話機のユーザ ロケールが "Japanese_Japan" でな

い場合は正しく表示されないので、注意が必要です。

External Phone Number Mask この電話番号からコールを行うときに発信者 ID 情報用に送信される

電話番号（マスク）を 24 桁以下で入力します。

表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Alerting Name 共有電話番号に対するアラート中に表示する必要のある名前を入力し

ます。非共有電話番号の場合、アラート時には Display フィールドに入

力された名前が使用されます。

Maximum Number of Calls クラスタ内のデバイスの 1 つの回線に対して最大 200 のコールを設定

できます。ただし、デバイスが制限要因となります。1 つの回線に対し

てコールの数を設定すると、別の回線に使用可能なコールが減少しま

す。 

デフォルトは 4 です。電話機が回線ごとの複数コールを許可していな

い場合、デフォルトは 2 です。

CTI ルート ポイントに対しては、各ポートに対して最大 10,000 のコー

ルを設定できます。デフォルトは 5000 コールです。このフィールドは

Busy Trigger フィールドと併せて使用します。

Busy Trigger この設定は、Maximum Number of Calls および Call Forward Busy と連動

し、回線で表示されるコールの最大数を決定します。Maximum Number

of Calls が 50 に設定され、Busy Trigger が 40 に設定されている場合、着

信コール 41 は話し中を理由として拒否されます（さらに Call Forward

Busy が設定されている場合は転送されます）。この回線が共有されてい

る場合は、すべての回線が話し中になって、初めて着信コールが拒否

されます。

このフィールドは、CTI ルート ポイント用の Maximum Number of Calls

と併せて使用します。デフォルトは 4500 コールです。

Forwarded Call Information Display for this Device（デバイスの転送コール情報の表示）

Caller Name 転送されたコールの受信時に、表示に発信者名を含めるには、この

チェックボックスをオンにします。デフォルトはこのチェックボック

スはオンになっています。

Redirected Number 転送されたコールの受信時に、表示にリダイレクトされた番号を含め

るには、このチェックボックスをオンにします。 

Caller Number 転送されたコールの受信時に、表示に発信者番号を含めるには、この

チェックボックスをオンにします。 

表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXS Ports テンプレートのフィールドの説
明

Cisco VG200 ゲートウェイ テンプレート上の FXS ポートの値を追加または更新

する際には、次のフィールドの説明を参照してください。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクのないフィールドでは、入力はオプ

ションです。

Dialed Number 転送されたコールの受信時に、表示にダイヤルされた番号を含めるに

は、このチェックボックスをオンにします。デフォルトはこのチェッ

クボックスはオンになっています。

表 7-1 Gateway Directory Number テンプレートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明

表 7-2 Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXS ポートのフィールドの説明

フィールド 説明

Device Information（デバイス情報）

Device Pool このグループのゲートウェイまたはポート用のデバイス プールを選択

します。 

デバイス プールは、デバイスに共通した特性のセット（たとえば、地域、

日付 / 時刻グループ、Cisco CallManager グループ、および自動登録用の

コール検索スペース）を定義します。
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Calling Search Space このグループのゲートウェイまたはポート用のコール検索スペースを選

択します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を指定するもので

す。ルート パーティションの集合は、ダイヤルされた番号のルーティン

グ方法を決定するために検索されます。

AAR Calling Search Space デバイスが自動代替ルーティング（AAR）の実行時に使用する適切な

コール検索スペースを選択します。AAR コール検索スペースは、ルート

パーティションの集合を指定するものです。ルート パーティションの集

合は、帯域幅不足のために本来ならブロックされるダイヤルされた番号

のルーティング方法を決定するために検索されます。

Media Resource Group List このグループのゲートウェイまたはポート用のメディア リソース グ

ループ リスト（MRGL）を選択します。

MRGL は、優先順位が付けられたメディア リソース グループのリスト

を指定します。アプリケーションは、MRGL で指定された優先順位に

従って、使用可能なメディア リソースの中から、必要なメディア リソー

スを選択できます。

Network Hold Audio Source システムがコールを保留にするとき（たとえば、ユーザがコールを転送

したときや電話会議またはコール パークを開始したとき）に再生される

保留オーディオ ソースの音楽を選択します。

Location このグループのゲートウェイまたはポート用のロケーションを選択しま

す。

ロケーションは、帯域幅制限付き接続を使用してアクセスされるリモー

ト ロケーションを指します。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。

AAR グループはプレフィックス番号を提供するものです。プレフィック

ス番号は、帯域幅不足のために本来ならブロックされるコールをルー

ティングするために使用します。AAR グループを None に設定すると、

ブロックされるコールのルーティングは試行されません。

表 7-2 Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXS ポートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Network Locale このゲートウェイに関連付けるネットワーク ロケールを選択します。 

Network Locale は、シスコのゲートウェイと電話機が、特定地域の PSTN

およびその他のネットワークと通信するときに使用する一連のトーンと

断続周期を提供します。 

Gateway Directory Number 

Template Name

POTS ポート タイプを追加しようとするときに、そのポートに電話番号

を割り当てる場合は、Gateway Directory Number テンプレートを設定して

おく必要があります。

これらのポートに使用される Gateway Directory Number テンプレートを

選択します。

Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information（マルチレベル優先順位およびプリエンプション
（MLPP）情報）

MLPP Domain（“0000FF” な

ど）

このデバイスに関連付けられている MLPP ドメインの 16 進数値を入力

します。ブランクまたは 0 ～ FFFFFF の値である必要があります。

MLPP Indication このデバイスでは使用不可。

MLPP Preemption このデバイスでは使用不可。

Port Information（ポート情報）

Prefix DN （オプション）着信コールで受信された数字に付加されるプレフィックス

番号を指定します。

Num Digits 収集する数字の桁数を、0 ～ 32 で指定します。Cisco CallManager は、コー

ルされる番号の右（最後の桁）から有効数字をカウントします。

Expected Digits トランクの着信側で必要な桁数を指定します。不明の場合は、デフォル

ト値（ゼロ）を使用してください。

SMDI Port Number (0-4096) このフィールドはボイスメール システムに接続するアナログ アクセス

ポート用に使用します。 

SMDI Port Number は、アナログ アクセス ポートが接続されるボイスメー

ル システム上の実際のポート番号と同じ番号に設定します。 

（注） ボイスメール システムが正常に動作するためには、一般にボイ
スメールの論理ポートが物理ポートに一致する必要があります。

表 7-2 Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXS ポートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

関連項目

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

• Cisco Catalyst 6000 (FXS) Ports テンプレートの作成（P.7-23）

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXO トランクのフィールドの説明

Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXO トランクの値をテンプレート内で追加また

は更新する際には、次のフィールドの説明を参照してください。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクのないフィールドでは、入力はオプ

ションです。

表 7-3 Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXO トランクのフィールドの説明

フィールド 説明

Device Information（デバイス情報）

Port Type ポートのタイプ（Ground Start または Loop Start）を選択します。

Device Pool このグループのゲートウェイまたはポート用のデバイス プールを選択

します。

デバイス プールは、デバイスに共通した特性のセット（たとえば、地域、

日付 / 時刻グループ、Cisco CallManager グループ、および自動登録用の

コール検索スペース）を定義します。

Calling Search Space このグループのゲートウェイまたはポート用のコール検索スペースを選

択します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を指定するもので

す。ルート パーティションの集合は、ダイヤルされた番号のルーティン

グ方法を決定するために検索されます。
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AAR Calling Search Space デバイスが自動代替ルーティング（AAR）の実行時に使用する適切な

コール検索スペースを選択します。AAR コール検索スペースは、ルート

パーティションの集合を指定するものです。ルート パーティションの集

合は、帯域幅不足のために本来ならブロックされるダイヤルされた番号

のルーティング方法を決定するために検索されます。

Media Resource Group List このグループのゲートウェイまたはポート用のメディア リソース グ

ループ リスト（MRGL）を選択します。

MRGL は、優先順位が付けられたメディア リソース グループのリスト

を指定します。アプリケーションは、MRGL で指定された優先順位に

従って、使用可能なメディア リソースの中から、必要なメディア リソー

スを選択できます。

Location このグループのゲートウェイまたはポート用のロケーションを選択しま

す。 

ロケーションは、帯域幅制限付き接続を使用してアクセスされるリモー

ト ロケーションを指します。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。

AAR グループはプレフィックス番号を提供するものです。プレフィック

ス番号は、帯域幅不足のために本来ならブロックされるコールをルー

ティングするために使用します。AAR グループを None に設定すると、

ブロックされるコールのルーティングは試行されません。

Network Locale このゲートウェイに関連付けるネットワーク ロケールを選択します。 

Network Locale は、シスコのゲートウェイと電話機が、特定地域の PSTN

およびその他のネットワークと通信するときに使用する一連のトーンと

断続周期を提供します。 

Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information（マルチレベル優先順位およびプリエンプショ
ン（MLPP）情報）

MLPP Domain（“0000FF” な

ど）

このデバイスに関連付けられている MLPP ドメインの 16 進数値を入力

します。ブランクまたは 0 ～ FFFFFF の値である必要があります。

表 7-3 Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXO トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

関連項目

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 CAS トランクのフィールドの説明

Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 CAS トランク用 E&M ポートの値を追加また

は更新する際には、次のフィールドの説明を参照してください。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクのないフィールドでは、入力はオプ

ションです。

Port Information（ポート情報）

Port Direction このポートを通過するコールの方向を指定します。

• Inbound：着信コールだけに使用。 

• Outbound：発信コールに使用。 

• Both Ways：着信コールと発信コールに使用（デフォルト）。

Attendant DN 着信コールを転送する先の電話番号を入力します。たとえば、0 は、オ

ペレータです。

Product-Specific Configuration（ループスタートまたはグラウンドスタートのトランク用）

Product Specific Configuration ではモデル固有のフィールドが定義されています。フィールドの説明、

および製品固有の設定項目のヘルプを表示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側に

ある i 情報アイコンをクリックして、ポップアップ ウィンドウにヘルプを表示してください。詳細な

情報が必要な場合は、設定するゲートウェイの資料を参照してください。

表 7-3 Cisco VG200 ゲートウェイ上の FXO トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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表 7-4 Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 CAS トランクのフィールドの説明

フィールド 説明

Device Information（デバイス情報）

Device Pool このグループのゲートウェイまたはポートが属するデバイス プールを

選択します。 

デバイス プールは、デバイスに共通した特性のセット（たとえば、地域、

日付 / 時刻グループ、Cisco CallManager グループ、および自動登録用の

コール検索スペース）を定義します。

Call Classification ドロップダウン リスト ボックスで、on net、off net、または system default

の中からデバイスの設定オプションを選択します。 

デバイス レベルで「Use System Default」を選択した場合は、サービス パ

ラメータの値を使用してデバイスが内部（on net）か外部（off net）かが

決定されます。

Calling Search Space このグループのゲートウェイまたはポート用のコール検索スペースを選

択します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を指定するもので

す。ルート パーティションの集合は、ダイヤルされた番号のルーティン

グ方法を決定するために検索されます。

AAR Calling Search Space デバイスが自動代替ルーティング（AAR）の実行時に使用する適切な

コール検索スペースを選択します。AAR コール検索スペースは、ルート

パーティションの集合を指定するものです。ルート パーティションの集

合は、帯域幅不足のために本来ならブロックされるダイヤルされた番号

のルーティング方法を決定するために検索されます。

Media Resource Group List このグループのゲートウェイまたはポート用のメディア リソース グ

ループ リスト（MRGL）を選択します。

MRGL は、優先順位が付けられたメディア リソース グループのリスト

を指定します。アプリケーションは、MRGL で指定された優先順位に

従って、使用可能なメディア リソースの中から、必要なメディア リソー

スを選択できます。
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Location このグループのゲートウェイまたはポート用のロケーションを選択しま

す。 

ロケーションは、帯域幅制限付き接続を使用してアクセスされるリモー

ト ロケーションを指します。 

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。

AAR グループはプレフィックス番号を提供するものです。プレフィック

ス番号は、帯域幅不足のために本来ならブロックされるコールをルー

ティングするために使用します。AAR グループを None に設定すると、

ブロックされるコールのルーティングは試行されません。

MLPP Domain（“0000FF” な

ど）

このデバイスに関連付けられている MLPP ドメインの 16 進数値を入力

します。ブランクまたは 0 ～ FFFFFF の値である必要があります。

Handle DTMF Precedence 

Signaling

DTMF 優先シグナリングを有効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。

Load Information ゲートウェイ用のカスタム ソフトウェアに該当するロード情報を入力

します。ここで入力する値は、このゲートウェイのデフォルト値を上書

きします。

デフォルト ロードを使用する場合は、このフィールドをブランクのまま

にします。

Port Selection Order ポートが選択される順序を選択します。どちらのポート順序を使用すべ

きか分からない場合は、TOP_DOWN を選択してください。

• TOP_DOWN：最初のポート（ポート 1）から最後のポートまで、降
順にポートを選択します。 

• BOTTOM_UP：最後のポートから最初のポート（ポート 1）まで、昇
順にポートを選択します。

Digit Sending ダイヤルアウト方式に、次の数字送信タイプのいずれかを選択します。

• DTMF：DTMF（通常のプッシュホンのダイヤル方式）。デフォルト
では、このタイプが選択されています。

• MF：Multifrequency。

表 7-4 Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 CAS トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• エンドポイント識別子の Cisco VG200 Gateway テンプレートへの追加（P.7-7）

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

T1 CAS 用の E & M ポートのフィールドの説明

Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 CAS トランク用 E&M ポートの値を追加また

は更新する際には、次のフィールドの説明を参照してください。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクのないフィールドでは、入力はオプ

ションです。

Network Locale このゲートウェイに関連付けるネットワーク ロケールを選択します。

Network Locale は、シスコのゲートウェイと電話機が、特定地域の PSTN

およびその他のネットワークと通信するときに使用する一連のトーンと

断続周期を提供します。 

SMDI Base Port T1 スパンの最初の SMDI ポート番号を入力します。

Product-Specific Configuration（製品固有の設定）

Product Specific Configuration ではモデル固有のフィールドが定義されています。フィールドの説明、

および製品固有の設定項目のヘルプを表示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側に

ある i 情報アイコンをクリックして、ポップアップ ウィンドウにヘルプを表示してください。詳細な

情報が必要な場合は、設定するゲートウェイの資料を参照してください。

表 7-4 Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 CAS トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

表 7-5 T1 CAS 用の E & M ポートのフィールドの説明

フィールド 説明

Port Details（ポートの詳細）

Port Direction このポートを通過するコールの方向を選択します。

• Inbound：着信コールだけに使用。 

• Outbound：発信コールに使用。 

• Bothways：着信コールと発信コールに使用（デフォルト）。

Calling Party Selection ゲートウェイが発信する任意のコールは、電話番号情報を送信できるの

で、どの電話番号を送信するかを選択します。

• Originator：コールを発信したデバイスの電話番号を送信します（デ
フォルト）。

• First Redirect Number：リダイレクトするデバイスの電話番号を送信し
ます。 

• Last Redirect Number：コールを最後にリダイレクトしたデバイスの電
話番号を送信します。

• First Redirect Number (External)：リダイレクトするデバイスの外部電話
番号を送信します。 

• Last Redirect Number (External)：コールを最後にリダイレクトしたデバ
イスの外部電話番号を送信します。

Caller ID Type コールの着信側に表示される、発信者 ID のタイプを選択します。

• ANI：Automatic Number Identification。発信側の番号（デフォルト）。

• DNIS：Dialed Number Identification Service。発信者がダイヤルした番号。

Caller ID DN 発信者 ID に使用するパターンを 0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 55XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号に相当します。この
番号を指定しない場合、CO が、市外局番にこの番号を付加します。 

• 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元である正確な内線番号では
なく、Corporate 番号を送信する場合に使用します。この番号を指定し
ない場合、CO が、市外局番にこの番号を付加します。 
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関連項目

• T1 CAS エンドポイントとポートの Cisco VG200 Gateway テンプレートへの
追加（P.7-9）

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクの
フィールドの説明

Cisco VG200 ゲートウェイ上の T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクの値を追

加または更新する際には、次のフィールドの説明を参照してください。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクのないフィールドでは、入力はオプ

ションです。

Prefix DN 着信コールで着信側番号に付加されるプレフィックス番号を入力します。

Cisco CallManager は、Num Digits の設定値にしたがって番号を切り捨てた

後、プレフィックス番号を追加します。 

Num Digits 収集する有効数字の桁数を、0 ～ 32 で指定します。Cisco CallManager は、

コールされる番号の右（最後の桁）から有効数字をカウントします。デ

フォルトは 4 です。

Expected Digits トランクの着信側で必要な桁数を入力します。不明な場合は、ゼロを使用

してください。デフォルトは 4 です。

Product Specific Configuration（製品固有の設定）

Signaling Type トランク インターフェイス上の E & M プロトコル用のシグナリング タイ

プを選択します。Wink Start または Delay Dial。 

表 7-5 T1 CAS 用の E & M ポートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明

Port Details（ポートの詳細）
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明

フィールド 説明

Device Information（デバイス情報）

Device Pool このグループのゲートウェイまたはポート用のデバイス プールを選択し

ます。 

デバイス プールは、デバイスに共通した特性のセット（たとえば、地域、

日付 /時刻グループ、Cisco CallManager グループ、および自動登録用のコー

ル検索スペース）を定義します。

Call Classification ドロップダウン リスト ボックスで、on net、off net、または system default

の中からデバイスの設定オプションを選択します。 

デバイス レベルで「Use System Default」を選択した場合は、サービス パ

ラメータの値を使用してデバイスが内部（on net）か外部（off net）かが決

定されます。

Network Locale このゲートウェイに関連付けるネットワーク ロケールを選択します。 

Network Locale は、シスコのゲートウェイと電話機が、特定地域の PSTN

およびその他のネットワークと通信するときに使用するトーンと断続周

期を提供します。 

Media Resource Group List このグループのゲートウェイまたはポート用のメディア リソース グルー

プ リスト（MRGL）を選択します。

MRGL は、優先順位が付けられたメディア リソース グループのリストを

指定します。アプリケーションは、MRGL で指定された優先順位に従って、

使用可能なメディア リソースの中から、必要なメディア リソースを選択

できます。

Location このグループのゲートウェイまたはポート用のロケーションを選択しま

す。 

ロケーションは、帯域幅制限付き接続を使用してアクセスされるリモート

ロケーションを指します。
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AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。

AAR グループはプレフィックス番号を提供するものです。プレフィックス

番号は、帯域幅不足のために本来ならブロックされるコールをルーティン

グするために使用します。AAR グループを None に設定すると、ブロック

されるコールのルーティングは試行されません。

Load Information ゲートウェイ用のカスタム ソフトウェアに該当するロード情報を入力し

ます。ここで入力する値は、このゲートウェイのデフォルト値を上書きし

ます。

デフォルト ロードを使用する場合は、このフィールドをブランクのままに

します。

Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information（マルチレベル優先順位およびプリエンプション
（MLPP）情報）

MLPP Domain（“0000FF”

など）

このデバイスに関連付けられている MLPP ドメインの 16 進数値を入力し

ます。ブランクまたは 0 ～ FFFFFF の値である必要があります。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Interface Information（インターフェイス情報）

PRI Protocol Type スパンの通信プロトコルを選択します。

E1 PRI スパンには、次のオプションがあります。

• PRI AUSTRALIAN：Australian ISDN

• PRI EURO：European ISDN

• PRI ISO QSIG E1：European PBX 間シグナリング プロトコル 

T1 PRI スパンには、通信会社または交換機に応じて、複数のオプションが

あります。

• PRI 4ESS：AT&T 長距離通信会社、Lucent Definity 交換機

• PRI 5E8 Custom：Cisco IP Phone、Nortel Meridian 交換機、Lucent Definity
交換機

• PRI 5E8 Teleos：Madge Teleos ボックス

• PRI 5E8 Intecom：Intecom PBX

• PRI5E9：AT&T 系の市内電話会社または通信会社

• PRI NI2：Sprint 市内電話会社または通信会社

• PRI DMS-100：Sprint 市内電話会社または通信会社

• PRI DMS-250：MCI および Sprint 市内電話会社または通信会社

• PRI ETSI SC：T1 ベースの欧州市内電話会社、および日本の市内電話局 

• PRI ISO QSIG T1：PBX 間シグナリング プロトコル  

Protocol Side 適切なプロトコル側を選択します。この設定値は、ゲートウェイが Central

Office/Network デバイスに接続するか、User デバイスに接続するかを指定

します。 

PRI 接続の両端が、逆の設定値を使用していることを確認してください。

たとえば、PBX に接続しているときに、PBX がプロトコル側として User

を使用する場合、このデバイスには Network を選択します。一般に、Central

Office（CO）接続には User を使用します。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Channel Selection Order チャネルまたはポートが使用可能になる順序、つまり最初（最小番号の

ポート）から最後（最大番号のポート）の順か、最後から最初の順かを選

択します。

有効な入力値は、TOP_DOWN（最後から最初）または BOTTOM_UP（最

初から最後）です。どちらのポート順序を使用すべきか分からない場合は、

TOP_DOWN を選択してください（デフォルトは BOTTOM_UP）。

Channel IE Type 次の値のいずれかを選択して、チャネル選択がチャネルマップとして提示

されるか、スロットマップとして提示されるかを指定します。

• Number：B チャネルの使用は、常にチャネル マップ形式です。

• Slotmap：B チャネルの使用は、常にスロットマップ形式です。

• Use Number When 1B：チャネルの使用は、1 つの B チャネルにはチャ
ネル マップですが、複数の B チャネルが存在する場合は、スロット
マップです（デフォルト）。

PCM Type デジタル符号化フォーマットを指定します。次の形式のいずれかを選択し

ます。

• a-law：ヨーロッパおよび下記以外の国で使用します。

• mu-law：北米、香港、台湾、および日本で使用します。

Delay for First Restart （オプション）スパンが開始するレートを、1/8 秒単位で入力します。遅延

が起きるのは、システム上で多数の PRI スパンが使用可能になっていると

きに、Inhibit Restarts at PRI Initialization チェックボックスがオフになって

いる場合です（デフォルト値は 32）。

たとえば、最初の 5 つのカードを 0 に設定し、次の 5 つのカードを 16 に

設定します（カードが使用開始になるまで 2 秒待ちます）。

Delay Between Restarts 再起動間の間隔を、1/8 秒単位で入力します。遅延が起きるのは、Inhibit

Restarts チェックボックスがオフになっている場合に、PRI RESTART が送

信されるときです（デフォルト値は 4）。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Inhibit Restarts at PRI 

Initialization

再起動メッセージによって、PRI スパン上のポートの状況を確認します。

RESTART が送信されない場合、Cisco CallManager は、ポートが使用中で

あると想定します。デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっ

ています。

D チャネルは、別の PRI トランクの D チャネルと正常に接続されると、こ

のチェックボックスがオフの場合は、Restart を送信します。

Enable Status Poll Cisco CallManager の拡張サービス パラメータである「Change B-Channel

Maintenance Status」を有効にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。このサービス パラメータによって B チャネルがアクティブのとき

に個別の B チャネルをサービスから除外できます。

「Change B-Channel Maintenance Status」サービス パラメータを無効にする

には、このチェックボックスをオフにします。

デフォルトではこのチェックボックスはオフになっています。

Call Routing Information - Inbound Calls（コール ルーティング情報：着信コール）

Significant Digits このフィールドは、PRI スパンが着信コールで保持しなければならない末

尾の桁数を表します。Significant Digits（有効数字）が有効になっているト

ランクは、着信コールで提供されるアドレスの最後の数桁以外をすべて切

り捨てます。

Significant Digits（有効数字）を収集するかどうかに応じて、このチェック

ボックスをオンまたはオフにします。

• このチェックボックスをオンにしない場合、Cisco CallManager は着信
番号を切り捨てない。

• このチェックボックスをオンにする場合、収集する Significant Digits
（有効数字）の桁数も選択する必要がある。デフォルトでは、このチェッ

クボックスはオンになっています。

Calling Search Space このグループの電話機またはポートのコール検索スペースを選択します。

コール検索スペースは、ルート パーティションの集合を指定するもので

す。ルート パーティションの集合は、ダイヤルされた番号のルーティング

方法を決定するために検索されます。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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AAR Calling Search Space デバイスが自動代替ルーティング（AAR）の実行時に使用する適切なコー

ル検索スペースを選択します。AAR コール検索スペースは、ルート パー

ティションの集合を指定するものです。ルート パーティションの集合は、

帯域幅不足のために本来ならブロックされるダイヤルされた番号のルー

ティング方法を決定するために検索されます。

Prefix DN （オプション）着信コールでこのトランクが受信する数字に付加されるプ

レフィックス番号を入力します。

Cisco CallManager は、Num Digits の設定値に従って、番号を切り捨てた後、

プレフィックス番号を追加します。 

Call Routing Information - Outbound Calls（コール ルーティング情報：発信コール）

Calling Line ID 

Presentation

Cisco CallManager が発信者電話番号を送信するか、ブロックするかを選択

します。 

発信者回線番号の表示を変更しない場合は Default を選択します。

Cisco CallManager が「Calling Line ID Allowed」を送信するようにする場合

は、Allowed を選択します。Cisco CallManager が「Calling Line ID Restricted」

を送信するようにする場合は、Restricted を選択します。

Calling Party Selection ゲートウェイが発信する任意のコールは、電話番号情報を送信できます。

どの電話番号が送信されるかを選択してください。

• Originator：コールを発信したデバイスの電話番号を送信します。この
番号がデフォルト値です。

• First Redirect Number：リダイレクトするデバイスの電話番号を送信し
ます。

• Last Redirect Number：コールを最後にリダイレクトしたデバイスの電
話番号を送信します。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Calling Party Number Type 

IE Unknown

発信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。

Cisco CallManager が、発信側の電話番号（DN）タイプを設定します。NANP

やヨーロッパ ダイヤル計画などのダイヤル計画に十分な経験がある場合

を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco 

CallManager はヨーロッパの国別ダイヤル計画を認識しないので、ヨー

ロッパではデフォルト値を変更する必要があります。また、非国別タイプ

番号としてルーティングを実行する PBX に接続する場合も、この設定値

を変更できます。 

次のオプションのいずれかを選択してください。

• CallManager：Cisco CallManager が電話番号のタイプを設定します（デ
フォルト）。

• International：ご使用の国用のダイヤル計画以外の場所でダイヤルする
ときに使用します。 

• National：ご使用の国用のダイヤル計画内の場所でダイヤルするときに
使用します。 

• Unknown：（オプション）ダイヤル計画が不明です。

Called Party IE Number 

Type Unknown

着信側電話番号の番号タイプの形式を選択します。Cisco CallManager が、

着信側の電話番号（DN）タイプを設定します。NANP やヨーロッパ ダイ

ヤル計画などのダイヤル計画に十分な経験がある場合を除いて、デフォル

ト値を変更しないようにお勧めします。Cisco CallManager はヨーロッパの

国別ダイヤル計画を認識しないので、ヨーロッパではデフォルト値を変更

する必要があります。また、非国別タイプ番号としてルーティングを実行

する PBX に接続する場合も、この設定値を変更できます。

次のオプションのいずれかを選択してください。

• CallManager：Cisco CallManager が電話番号のタイプを設定します。 

• International：ご使用の国用のダイヤル計画以外の場所でダイヤルする
ときに使用します。 

• National：ご使用の国用のダイヤル計画内の場所でダイヤルするときに
使用します。 

• Unknown：（オプション）ダイヤル計画が不明です。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Called Numbering Plan 着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco CallManager が、着信側の DN 番号計画を設定します。NANP やヨー

ロッパ ダイヤル計画などのダイヤル計画に十分な経験がある場合を除い

て、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は

ヨーロッパの国別ダイヤル計画を認識しないので、ヨーロッパではデフォ

ルト値を変更する必要があります。また、非国別タイプ番号としてルー

ティングを実行する PBX に接続する場合も、この設定値を変更できます。 

次のオプションのいずれかを選択してください。

• CallManager：Cisco CallManager が電話番号の番号計画を設定します。

• ISDN：ご使用の国用のダイヤル計画以外の場所でダイヤルするときに
使用します。 

• National Standard：ご使用の国用のダイヤル計画内の場所でダイヤルす
るときに使用します。 

• Private：プライベートネットワーク内でダイヤルするときに使用しま
す。 

• Unknown：（オプション）ダイヤル計画が不明です。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Calling Numbering Plan 発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco CallManager が、発信側の DN 番号計画を設定します。NANP やヨー

ロッパ ダイヤル計画などのダイヤル計画に十分な経験がある場合を除い

て、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は

ヨーロッパの国別ダイヤル計画を認識しないので、ヨーロッパではデフォ

ルト値を変更する必要があります。また、非国別タイプ番号としてルー

ティングを実行する PBX に接続する場合も、この設定値を変更できます。 

次のオプションのいずれかを選択してください。

• CallManager：Cisco CallManager が電話番号の番号計画を設定します。 

• ISDN：ご使用の国用のダイヤル計画以外の場所でダイヤルするときに
使用します。 

• National Standard：ご使用の国用のダイヤル計画内の場所でダイヤルす
るときに使用します。 

• Private：プライベートネットワーク内でダイヤルするときに使用しま
す。 

• Unknown：（オプション）ダイヤル計画が不明です。

Number of Digits to Strip 発信コールに関して除去する桁数を、0 ～ 32 で選択します（デフォルト値

は 0）。

たとえば、8889725551234 にダイヤルし、除去する桁数が 3 であるとしま

す。この例では Cisco CallManager は発信番号から 888 を除去します。

Caller ID DN 発信者 ID に使用するパターンを 0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 55XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号に相当します。この
番号を指定しない場合、CO が、市外局番にこの番号を付加します。 

• 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元である正確な内線番号では
なく、Corporate 番号を送信する場合に使用します。この番号を指定し
ない場合、CO が、市外局番にこの番号を付加します。 

SMDI Base Port T1 スパンの最初の SMDI ポート番号を入力します。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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PRI Protocol Type Specific Information（PRI プロトコル タイプに固有の情報）

Display IE Delivery （オプション）発信側と着信側の名前通知サービスに対して、SETUP メッ

セージおよび CONNECT メッセージ内の表示情報要素（IE）の通知を可能

にするには、このチェックボックスをオンにします。デフォルトでは、こ

のチェックボックスはオフになっています。

Redirecting Number IE 

Delivery—Outbound

（オプション）コールの転送時に最初にリダイレクトした端末番号とコー

ルのリダイレクトの理由を知らせるために、SETUP メッセージに 

Redirecting Number IE を含めるには、このチェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

この設定値は、デジタル アクセス ゲートウェイ用のすべてのプロトコル

上で、SETUP メッセージだけに適用されます。 

Redirecting Number IE 

Delivery—Inbound

（オプション）コールの転送時に最初にリダイレクトした端末番号とコー

ルのリダイレクトの理由を知らせるために、SETUP メッセージに 

Redirecting Number IE を含めるには、このチェックボックスをオンにしま

す。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

この設定値は、デジタル アクセス ゲートウェイ用のすべてのプロトコル

上で、SETUP メッセージだけに適用されます。 

Send Extra Leading 

Character in DisplayIE

DisplayIE フィールドに特殊先頭文字バイト（非 ASCII 文字、表示不能）を

含めるには、このチェックボックスをオンにします。 

DisplayIE フィールドからこの文字バイトを除外するには、このチェック

ボックスをオフにします。

このチェックボックスは DMS-100 プロトコルおよび DMS-250 プロトコル

だけに適用します。

デフォルトでは、このフィールドは無効（オフ）になっています。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

Setup of Non-ISDN 

Progress Indicator IE 

Enable

（オプション）一部の PBX 上でリングバックを強制するには、このフィー

ルドに値を指定する必要があります。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。ユーザが

発信コールでリングバック音を受信しない場合だけ、このチェックボック

スをオンにしてください。

この設定値が使用可能である場合、Cisco CallManager は、 Q.931 セットアッ

プ メッセージを、Progress Indicator フィールドが non-ISDN に設定されて

いるデジタル（つまり、非 H.323 ）ゲートウェイに送信します。

このメッセージは、Cisco CallManager ゲートウェイが non-ISDN であるこ

と、および宛先デバイスが帯域内呼び出し音を再生しなければならないこ

とを、宛先デバイスに知らせます。

通常、この問題は、デジタル ゲートウェイを介して PBX に接続する Cisco

CallManager に関連しています。

MCDN Channel Number 

Extension Bit Set to Zero

このフィールドは、DMS-100 プロトコルだけに適用されます。Interface

Identifier が存在することを指定するには、このチェックボックスをオンに

します。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

Send Calling Name in 

Facility IE

このフィールドは、DMS-100 プロトコルだけに適用されます。PBX プロ

バイダーから得られる値を入力します。有効な値は 0～ 255 です。

Interface Identifier Present このフィールドは、DMS-100 プロトコルだけに適用されます。Interface

Identifier が存在することを指定するには、このチェックボックスをオンに

します。デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

Interface Identifier Value このフィールドは、DMS-100 プロトコルだけに適用されます。PBX プロ

バイダーから得られる値を入力します。有効な値は 0～ 255 です。

Connected Line ID 

Presentation

Cisco CallManager が着信側電話番号の表示を許可するか、ブロックするか

を選択します。

着信回線番号の表示を変更しない場合は Default を選択します。Cisco 

CallManager が「Connected Line ID Allowed」を送信するようにする場合は、

Allowed を選択します。Cisco CallManager が「Connected Line ID Restricted」

を送信するようにする場合は、Restricted を選択します。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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Connected PBX Model このゲートウェイが通信する構内交換機（PBX）または VoIP スイッチの

タイプおよびモデルを選択します。

このフィールドは QSIG プロトコルを使用するゲートウェイだけに適用し

ます。

オプションは次を含みます。

• Siemens Hicom

• Ericsson MD-110

• Alcatel PBX

• Meridian Option 11C

• Lucent Definity G3

• IPC MX

• Cisco CallManager (CCM)

UUIE Configuration（UUIE 設定）

Passing Precedence Level 

Through UUIE

PRI 4ESS UUIE フィールドを使用した MLPP 情報の受け渡しを可能にする

場合に、このチェックボックスをオンにします。このボックスは、DRSN

スイッチの操作に使用されます。

このチェックボックスは、このゲートウェイで PRI Protocol Type 値に

PRI 4ESS が指定されている場合にだけ使用可能になります。

デフォルト値では、このチェックボックスはオフになっています。

Security Access Level セキュリティ アクセス レベルの値を入力します。有効な値は 00 ～ 99 で

す。このフィールドは、Passing Precedence Level Through UUIE チェック

ボックスがオンの場合にだけ使用可能になります（デフォルト値は 2）。

Product-Specific Configuration（製品固有の設定）

Product Specific Configuration ではモデル固有のフィールドが定義されています。フィールドの説明、

および製品固有の設定項目のヘルプを表示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側に

ある i 情報アイコンをクリックして、ポップアップ ウィンドウにヘルプを表示してください。詳細な

情報が必要な場合は、設定するゲートウェイの資料を参照してください。

表 7-6 T1 PRI トランクまたは E1 PRI トランクのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明
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第 7章      ゲートウェイとポートの一括処理
ゲートウェイ テンプレートのフィールドの説明

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco VG200 Gateway テンプレートの作成（P.7-5）

Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイ上の FXS ポートのフィールドの説明

Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイ アナログ インターフェイス モジュール上の

FXS ポートの値を追加または更新する際には、次のフィールドの説明を参照して

ください。

Cisco CallManager Administration で設定された値を表示するフィールドもありま

す。

BAT ユーザ インターフェイスでは、アスタリスクが付いているフィールドには

値を入力する必要があります。アスタリスクのないフィールドでは、入力はオプ

ションです。

表 7-7 Cisco Catalyst 6000 モジュール上の FXS ポートのフィールドの説明

フィールド 説明

Catalyst 6000 (FXS) Ports 

Template Name

テンプレートの名前を 50 文字以下の英数字で入力します。

Port Direction このポートを通過するコールの方向を選択します。

• Inbound：着信コールだけに使用。 

• Outbound：発信コールに使用。 

• Both Ways：着信コールと発信コールに使用（デフォルト）。

Prefix DN 着信コールで受信された数字に付加されるプレフィックス番号を入力し

ます。

Num Digits 収集する数字の桁数を 0 ～ 32 で入力します。Cisco CallManager は、コー

ルされる番号の右（最後の桁）から有効数字をカウントします。

Expected Digits トランクの着信側で必要な桁数を入力します。不明な場合は、ゼロを使用

してください。
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関連項目

• Cisco Catalyst 6000 (FXS) Ports テンプレートの作成（P.7-23）

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュールの処理
（P.7-22）

SMDI Port Number SMDI ポート番号を入力します。アナログ アクセス ポートが接続されるボ

イス メッセージ システム上の実際のポート番号と同じ番号を使用してく

ださい。

Product Specific Configuration（製品固有の設定）

Product Specific Configuration ではモデル固有のフィールドが定義されています。フィールドの説明、

および製品固有の設定項目のヘルプを表示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側に

ある i 情報アイコンをクリックして、ポップアップ ウィンドウにヘルプを表示してください。詳細な

情報が必要な場合は、設定するゲートウェイの資料を参照してください。

表 7-7 Cisco Catalyst 6000 モジュール上の FXS ポートのフィールドの説明（続き）

フィールド 説明



C H A P T E R

8-1
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

8
Client Matter Codes と Forced
Authorization Codes の一括処
理

Forced Authorization Codes（FAC）と Client Matter Codes（CMC）を使用すると、

コールへのアクセスとアカウンティングを管理できます。CMC は、課金可能な

クライアントに対するコール アカウンティングと課金を支援し、FAC は特定の

ユーザが発信できるコールのタイプを規定します。

CMC を使用すると、コールが特定のクライアント マターに関連していることを

示すコードを入力するように強制されます。CMC は、コール アカウンティング

や課金を目的として、顧客や学生、またはその他の個人に対して割り当てること

ができます。FAC 機能を使用すると、コールを完了する前に有効な認証コード

を入力するように強制されます。

CMC 機能と FAC 機能を使用するには、ルート パターンを変更し、各ルート パ

ターンに対する FAC や CMC の有効化または無効化を反映するようにダイヤル

プラン ドキュメントを更新する必要があります。

この章は、次の内容で構成されています。

• CMC および FAC の設定チェックリスト（P.8-3）

• BAT の重要な考慮事項（P.8-4）

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.8-5）

• テキスト エディタを使用した Client Matter Codes および Forced Authorization
Codes の CSV データ ファイルの作成（P.8-7）
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• 既存の CMC 用または FAC 用の CSV ファイルの編集（P.8-8）

• コードの設定の削除（P.8-10）

• CMC 用および FAC 用の CSV ファイルの設定値（P.8-14）

• BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新（P.8-16）
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第 8章      Client Matter Codes と Forced Authorization Codes の一括処理
CMC および FAC の設定チェックリスト

CMC および FAC の設定チェックリスト
表 8-1 は、BAT を使用して CMC と FAC を実装する手順を示しています。

表 8-1 Cisco CMC および FAC の設定チェックリスト

設定手順 関連する手順とトピック

ステップ 1 BAT に関する重要情報、および CMC 機能

と FAC 機能の概要を確認します。

• BAT の重要な考慮事項（P.8-4）

• Cisco CallManager 機能およびサービス
ガイド

ステップ 2 CMC 用または FAC 用の CSV ファイルを

作成し、CMC と FAC の設定情報を入力し

ます。

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作
成（P.8-5）

• テキスト エディタを使用した Client 
Matter Codes および Forced 
Authorization Codes の CSV データ ファ
イルの作成（P.8-7）

• CMC 用および FAC 用の CSV ファイル
の設定値（P.8-14）

ステップ 3 Cisco CallManager データベースを更新する

ために CSV ファイルを BAT に挿入しま

す。

• BAT を使用した Cisco CallManager 
データベースの更新（P.8-16）

• Cisco CallManager データベースを更新
する場合の BAT の設定（P.8-18）

ステップ 4 Cisco CallManager Administration でルート

パターンを追加または更新して、FAC また

は CMC を有効にします。

• Cisco CallManager アドミニストレー
ション ガイド

• Cisco CallManager 機能およびサービス
ガイド

ステップ 5 ダイヤル プラン ドキュメントを更新する

か、BAT CSV ファイルのプリントアウトを

ダイヤル プラン ドキュメントとともに保

管します。

ダイヤル プラン ドキュメントを参照

ステップ 6 ユーザに対して、コードなどの必要な情報

をすべて提供し、機能の内容を説明します。

Cisco CallManager 機能およびサービス ガ

イド



第 8章      Client Matter Codes と Forced Authorization Codes の一括処理
BAT の重要な考慮事項

8-4
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

BAT の重要な考慮事項
BAT を使用して CMC または FAC を設定する前に、次の情報を確認します。

• CMC と FAC で別々の CSV ファイルを作成します。1 つの CSV ファイルに
この 2 つの機能を混在させないでください。

• CMC または FAC の設定を初めて追加する場合は、BAT.xlt を使用して CSV
ファイルを作成するか、カスタムのテキストベース CSV ファイルを作成す
ることができます。

• CMC または FAC の設定を更新、削除、または追加する（初めての追加では
ない）場合は、既存の CSV ファイルを編集するか、カスタムのテキストベー
ス CSV ファイルを作成することができます。

• ファイルおよびスプレッドシートでは、1 行に 2 つ以上のコード（およびそ
れに対応する設定値）を入力しないでください。各コード（およびそれに対

応する設定値）に 1 行を指定します。たとえば、FAC 用のコードを入力する
場合は、次の形式になります。

（Authorization Code, Authorization Code Name, Authorization Level）

1234,John Smith,20

1235,Lisa Mendez,10

5551,Debbie Dunn,30

• 既存の CSV ファイルで新規コードの追加やコードの更新を行う場合は、必
要な情報をすべて入力してください。新規コードを追加する場合は、すべて

の必須フィールド（たとえば、Forced Authorization Code、Authorization Code
Name、Authorization Level、Client Matter Code など）を入力する必要があり
ます。手順で特定のエントリが必須として指定されている場合は、ファイル

にその情報を指定する必要があります。

• ファイルから情報を削除して情報をブランクにしても、その情報は Cisco 
CallManager データベースから削除されません。つまり、ブランクの値では
データベース内の既存の値は上書きされません。データベース内の既存の値

は、値を更新すると上書きされます。

• パブリッシャ データベース サーバで、BAT は、C:\BATFiles\CMC\Insert と
C:\BATFiles\FAC\Insert のように、CMC と FAC に個別のディレクトリを指定
します。該当する CSV ファイルを正しいディレクトリにコピーするように
してください。
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• CSV ファイルは、BAT が特定の操作用に指定するディレクトリに保存する
必要があります。たとえば、認証コードの設定を削除する場合は、CSV ファ
イルをパブリッシャ データベース サーバの C:\BATFiles\FAC\Delete にコ
ピーする必要があります。

• CSV ファイルを作成または変更する際には、P.8-16の「BAT を使用した Cisco
CallManager データベースの更新」で説明されているように、必ずその CSV
ファイルを BAT に挿入する必要があります。

BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成
BAT.xlt を使用して CMC 用または FAC 用の CSV ファイルを作成するには、次

の手順を実行します。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルはパブリッシャ データベース サーバにありますが、通常、パブ

リッシャ データベース サーバには Microsoft Excel がインストールされていませ

ん。その場合は、パブリッシャ データベース サーバからこのファイルをコピー

して、Microsoft Excel がインストールされているローカル マシンに移動する必要

があります。

ステップ 2 パブリッシャ データベース サーバで、C:\CiscoWebs\BAT\ExcelTemplate を参照

します。

ステップ 3 BAT.xlt を Microsoft Excel がインストールされているローカル マシンにコピーし

ます。

ステップ 4 Microsoft Excel で BAT.xlt を開きます。

ヒント 個別に 2 つの CSV ファイル（CMC 用と FAC 用の CSV ファイル）を
作成する必要があることに注意してください。
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ステップ 5 次のタブのいずれかをクリックします。

• Insert CMC：CMC 用の CSV ファイルを作成する場合

• Insert FAC：FAC 用の CSV ファイルを作成する場合

ステップ 6 表 8-2 に従って、各カラムに CMC または FAC の設定値を入力します。

ステップ 7 ステップ 6 を繰り返し、すべてのコードを入力します。

ステップ 8 Excel スプレッドシート形式を CSV ファイルに変換するために、Export to BAT 
Format をクリックします。 

CSV ファイルが自動的にローカル マシンの C:\XlsDatafiles に保存されます。別

のロケーションを選択するには、Browse をクリックします。

ステップ 9 CSV ファイルをパブリッシャ データベース サーバの次のディレクトリにコピー

します。

• CMC の場合：C:\BATFiles\CMC\Insert

• FAC の場合：C:\BATFiles\FAC\Insert

ステップ 10 CSV ファイルを BAT に追加します。CSV ファイルを BAT に挿入する方法につ

いては、P.8-16の「BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新」を

参照してください。
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テキスト エディタを使用した Client Matter Codes および 
Forced Authorization Codes の CSV データ ファイルの作成

値がコンマで区切られた ASCII テキストを複数行使用して、コンマ区切り値

（CSV）データ ファイルを作成することができます。コンマ区切り値（CSV）ファ

イルでは、テキスト情報は表形式で与えられます。Client Matter Codes と Forced

Authorization Codes のテキストベースの CSV データ ファイルの詳細については、

P.A-34の「Client Matter Codes と Forced Authorization Codes のテキストベースの

カスタム CSV ファイルの作成」を参照してください。
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既存の CMC 用または FAC 用の CSV ファイルの編集
既存のコードを更新する場合は、Notepad で既存の CSV ファイルを手動で更新す

るか、または Notepad で新規のファイルを作成します。

次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 以前にコードを挿入した既存の CSV ファイルを編集するには、パブリッシャ

データベース サーバの次のディレクトリを参照します。

• CMC の場合：C:\BATFiles\CMC\Insert

• FAC の場合：C:\BATFiles\FAC\Insert

ステップ 2 Notepad で既存の CSV ファイルを開いて編集します。表 8-2 のテキストベースの

表現を使用して、既存の設定の削除、新規コードの追加、または既存の設定の更

新を行います。

CMC 用 CSV ファイルを更新する場合は、たとえば、5555,Acme Toys のように入

力することができます。ここで、5555 は必須の Client Matter Code、Acme Toys は

Description にそれぞれ相当します。

FAC 用 CSV ファイルを更新する場合は、たとえば、1234,John Smith,20 のように

入力することができます。ここで、1234 は Forced Authorization Code、John Smith

は Authorization Code Name、20 は Authorization Level にそれぞれ相当します。

注意 新規コードの追加やコードの更新を行う場合は、必要な情報をすべて入力してく

ださい。既存のレコードでは、任意の部分を変更できますが、認証に必要な FAC
や CMC などは必ず含めなければなりません。情報を削除したりブランクにした
りしても、その情報はデータベースから削除されません。データベース内の既存

の値は、ブランクの値では上書きされませんが、前述の例にある値を Acme Toys,
Inc. や John L. Smith などに更新すると上書きされます。
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ステップ 3 CSV ファイルをパブリッシャ データベース サーバの次のディレクトリにコピー

します。

• CMC の追加または更新の場合：C:\BATFiles\CMC\Insert

• CMC の削除の場合：C:\BATFiles\CMC\Delete

• FAC の追加または更新の場合：C:\BATFiles\FAC\Insert

• FAC の削除の場合：C:\BATFiles\FAC\Delete

ステップ 4 CSV ファイルを BAT に追加します。CSV ファイルを BAT に挿入する方法につ

いては、P.8-16の「BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新」を

参照してください。
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コードの設定の削除

システムからコードを削除するには、削除対象のコードが含まれるカスタム

ファイルを使用します。以前に認証コードを挿入または更新したカスタム ファ

イルを編集するか、または、新規の CSV ファイルを作成して削除対象のコード

を手動で入力することができます。

既存の CSV ファイルを編集する場合は、削除対象のコードが含まれる行だけを

残すようにファイルを更新する必要があります。

CMC の例（既存の CSV ファイル）

次の情報が含まれるファイルを取得し、CMC 5550、5551、および 5555 を削除す

るとします。

• 5550,Phil Jones DDS

• 5551,Southwest Shades

• 5552,Happy Pharmaceuticals

• 5553,Weddings by Joyce

• 5554,Peterson Plumbing

• 5555,Acme Toys

• 5556,Chicago Paralegals

エントリを削除するには、次のように削除対象のエントリだけをファイルに残し

ます。

• 5550,Phil Jones DDS

• 5551,Southwest Shades

• 5555,Acme Toys

CMC の例（新規の CSV ファイル）

新規ファイルを作成してコードを削除する場合は、次のように各行にコードだけ

をリストします。

5550

5551

5555
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FAC の例（既存の CSV ファイル）

次の情報が含まれるファイルを取得し、John、Dave、および Bill に割り当てられ

ている認証コードを削除するとします。

• 1233,Sandy Brown,30

• 1234,John Smith,20

• 1235,Dave Green,30

• 1236,John David,20

• 1237,Alex Anderson,30

• 1238,Bill Jones,20

• 1239,Jennifer Summers,20

John、Dave、および Bill のエントリを削除するには、次のように削除対象のエン

トリだけをファイルに残します。

• 1234,John Smith,20

• 1235,Dave Green,30

• 1238,Bill Jones,20

FAC の例（新規の CSV ファイル）

新規ファイルを作成してコードを削除する場合は、次のように各行にコードだけ

をリストします。

1234

1235

1238
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複数のコードを一括して削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のタスクのいずれかを実行します。

• 削除対象のコード用に新規ファイルを作成する場合（P.8-10の「CMC の例
（新規の CSV ファイル）」および P.8-11の「FAC の例（新規の CSV ファイ
ル）」を参照）は、CSV ファイルを BAT に挿入した後に、ステップ 4 ～ス
テップ 11 を参照してください。

• 既存の CSV ファイルから既存のコードを削除する場合は、ステップ 2 ～ス
テップ 11 を参照してください。

ステップ 2 パブリッシャ データベース サーバで、次のディレクトリを参照します。

• CMC の場合：C:\BATFiles\CMC\Insert

• FAC の場合：C:\BATFiles\FAC\Insert

ステップ 3 Notepad で既存の CSV ファイルを開いて編集し、エントリを削除します。

ステップ 4 CSV ファイルを保存し、パブリッシャ データベース サーバの次のディレクトリ

にコピーします。

• CMC の場合：C:\BATFiles\CMC\Delete\

• FAC の場合：C:\BATFiles\FAC\Delete\

ステップ 5 Client Matter Code（CMC）と Forced Authorization Code（FAC）のどちらを削除す

るかに応じて、BAT で次のオプションのいずれかを選択します。

• CMC の場合：Configure > Client Matter Codes

• FAC の場合：Configure > Forced Authorization Codes
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ステップ 6 Client Matter Code（CMC）と Forced Authorization Code（FAC）のどちらを削除す

るかに応じて、次のオプションのいずれかを選択します。

• CMC の場合：Delete Client Matter Codes

• FAC の場合：Delete Forced Authorization Codes

ステップ 7 ドロップダウン リスト ボックスからカスタム ファイルを選択して、Add to 
Query をクリックします。

ステップ 8 システムによって削除されるレコードを表示するには、View Query Result をク
リックします。ファイルに目的のレコードが含まれていない場合は、Clear Query
をクリックしてステップ 1 に戻ります。

ステップ 9 ファイルに削除対象のレコードが含まれている場合は、Delete をクリックしま

す。

ステップ 10 確認のダイアログボックスに、処理の所要時間が表示されます。OK をクリック

します。

ヒント 処理の進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリック
します。

ステップ 11 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックしてログ ファ

イルを表示し、すべてのファイルが正常に追加されたかどうかを確認します。
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CMC 用および FAC 用の CSV ファイルの設定値
次の各項と表 8-2 を併せて参照してください。

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.8-5）

• テキスト エディタを使用した Client Matter Codes および Forced Authorization
Codes の CSV データ ファイルの作成（P.8-7）

• 既存の CMC 用または FAC 用の CSV ファイルの編集（P.8-8）

• コードの設定の削除（P.8-10）

表 8-2 CMC および FAC の設定値

設定 /カラム 説明

For CMC CSV file（CMC 用 CSV ファイル）

Client Matter Code ユーザがコールを発信するときに入力する 16 桁以内の固

有のコードを入力します。CMC は、このコードを使用する

コールの CDR に表示されます。

Description 50 文字以内の名前を入力します。このフィールドでは &

（アンパーサンド）も使用できます。このオプションの

フィールドは、クライアント コードとクライアントの関連

付けに役立ちます。

For FAC CSV File（FAC 用 CSV ファイル）

Authorization Code 16 桁以内の固有の認証コードを入力します。ユーザは FAC

対応のルート パターンでコールを発信するときにこの

コードを入力します。
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Authorization Code 

Name

50 文字以内の固有の名前を入力します。この認証コード名

は、認証コードを特定のユーザまたはユーザのグループに

結び付けます。この名前は、このコードを使用するコール

の CDR に表示されます。

ヒント システム内のすべてのユーザに認証コードを割
り当てる場合は、コード名にユーザの識別情報を
含めるようにしてください。この識別情報には、
ユーザ名やその他の機密性のない固有の識別情
報（たとえば、電子メールのエイリアス、社員番
号、学生番号）などを使用してください。認証
コード名は CDR に書き込まれ、安全でないため、
社会保障番号などの識別情報は使用しないでく
ださい。

Authorization Level 0 ～ 255 の範囲内の 3 桁の認証レベルを入力します（デフォ

ルトは 0）。認証コードに割り当てるレベルによって、ユー

ザが FAC 対応のルート パターンでコールをルーティング

できるかどうかが決まります。コールを正常にルーティン

グするには、ユーザの認証レベルがそのコールのルート パ

ターンに指定された認証レベル以上である必要がありま

す。

表 8-2 CMC および FAC の設定値（続き）

設定 /カラム 説明
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BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新
Cisco CallManager データベースを更新するには、BAT に CMC 用または FAC 用

の CSV ファイルを挿入する必要があります。データベースを更新するには、次

の手順を実行します。

始める前に

Cisco CallManager を更新する前に、CMC 用または FAC 用の CSV ファイルを作

成または編集する必要があります。

手順

ステップ 1 CMC 用と FAC 用のどちらの CSV ファイルを使用したかに応じて、BAT で次の

いずれかのオプションを選択します。

• CMC の場合：Configure > Client Matter Codes

• FAC の場合：Configure > Forced Authorization Codes

ステップ 2 CMC 用と FAC 用のどちらの CSV ファイルを使用したかに応じて、次のいずれ

かのオプションを選択します。

• CMC の場合：Insert Client Matter Codes

• FAC の場合：Insert Forced Authorization Codes

ステップ 3 File Name ドロップダウン リスト ボックスで、更新されたコードが含まれる CSV

ファイルを選択します。

ヒント 挿入するファイルの内容を表示するには、View File をクリックしま
す。

ステップ 4 既存のコードのリストを更新した場合は、表 8-3 で説明されているように、

Override the existing configuration チェックボックスをオンにします。
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ステップ 5 Insert をクリックします。 

ステップ 6 確認のダイアログボックスに、処理の所要時間が表示されます。OK をクリック

します。

ヒント 処理の進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリック
します。

ステップ 7 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックしてログ ファ

イルを表示し、すべてのファイルが正常に追加されたかどうかを確認します。
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Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設
定

P.8-16の「BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新」と表 8-3 を

併せて参照してください。

表 8-3 CSV ファイルを挿入する場合の BAT の設定

BAT の設定 説明

Field Name ドロップダウン リスト ボックスから、挿入する CMC ファ

イルまたは FAC ファイルを選択します。

Override the existing 

configuration

このチェックボックスは、既存の設定のコードを更新する

場合に適用されます。 

このチェックボックスをオンにすると、既存の認証コード

名（FAC）、認証レベル（FAC）、または説明（CMC）が、

挿入するファイルに含まれている情報で上書きされます

（既存の認証コードと CMC は変更されません）。この

チェックボックスをオンにしないと、該当の認証コードま

たは CMC がすでに存在することを示すエラーがログ

ファイルに書き込まれ、更新は行われません。

（注） Override the existing configuration チェックボック
スをオンにした場合でも、更新されたファイルに
含まれる新規コードは挿入されます。
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9
コール ピックアップ グループ
の使用方法

コール ピックアップ グループを使用すると、該当するピックアップ グループ番

号をダイヤルしたときに、自分のグループ内またはその他のグループ内の着信

コールを受けることができます。

この章は、次の内容で構成されています。

• BAT の重要な考慮事項（P.9-2）

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.9-3）

• テキスト エディタを使用したコール ピックアップ グループ用の CSV デー
タ ファイルの作成（P.9-5）

• 既存のコール ピックアップ グループ CSV ファイルの編集（P.9-6）

• クエリーを使用したコール ピックアップ グループの削除（P.9-8）

• コール ピックアップ グループ CSV ファイルの設定値（P.9-10）

• BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新（P.9-12）

• Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設定（P.9-14）
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BAT の重要な考慮事項
BAT を使用してコール ピックアップ グループを設定する前に、次の情報を確認

します。

• コール ピックアップ グループの設定を初めて追加する場合は、BAT.xlt を使
用して CSV ファイルを作成するか、カスタムのテキストベース CSV ファイ
ルを作成することができます。

• コール ピックアップ グループの設定を更新するには、既存の CSV ファイル
を編集するか、テキストベースのカスタム CSV ファイルを作成します。

• ファイルおよびスプレッドシートでは、1 行に 2 つ以上のピックアップ グ
ループ名（およびそれに対応する設定値）を入力しないでください。各ピッ

クアップ グループ名（およびそれに対応する設定値）を 1 行に指定します。
たとえば、ピックアップ グループの情報を入力する場合は、次の形式にな
ります。

－ (Pickup Group Name, Pickup Group Number, Partition, Other Pickup Group
Name-Member1...Other Pickup Group Name-Member10)

－ Marketing,7815,Part1,Marketing,Managers,Training

• 新規ピックアップ グループを追加する場合は、ピックアップ グループ名、
ピックアップ グループ番号、パーティションなど、必要なすべてのフィー
ルドに入力する必要があります。手順で特定のエントリが必須として指定さ

れている場合は、ファイルにその情報を指定する必要があります。

• ファイルから情報を削除して情報をブランクにしても、その情報は Cisco 
CallManager データベースから削除されません。つまり、ブランクの値では
データベース内の既存の値は上書きされません。データベース内の既存の値

は、値を更新すると上書きされます。

• パブリッシャ データベース サーバでは、BAT によってコール ピックアップ
グループのディレクトリ C:\BatFiles\CPG\Insert\ が用意されています。該当す
る CSV ファイルを正しいディレクトリにコピーするようにしてください。

• CSV ファイルを作成または変更する際には、P.9-12の「BAT を使用した Cisco
CallManager データベースの更新」で説明されているように、必ずその CSV
ファイルを BAT に挿入する必要があります。
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BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成
BAT.xlt を使用してコール ピックアップ グループ用の CSV ファイルを作成する

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 BAT.xlt ファイルはパブリッシャ データベース サーバにありますが、通常、パブ

リッシャ データベース サーバには Microsoft Excel がインストールされていませ

ん。その場合は、パブリッシャ データベース サーバからこのファイルをコピー

して、Microsoft Excel がインストールされているローカル マシンに移動する必要

があります。

ステップ 2 パブリッシャ データベース サーバで、C:\CiscoWebs\BAT\ExcelTemplate を参照

します。

ステップ 3 BAT.xlt を Microsoft Excel がインストールされているローカル マシンにコピーし

ます。

ステップ 4 Microsoft Excel で BAT.xlt を開きます。

ステップ 5 Call Pickup Group タブをクリックします。

ステップ 6 表 9-1 に従って、各カラムにコール ピックアップ グループの設定値を入力しま

す。

ステップ 7 ステップ 6 を繰り返し、すべてのピックアップ グループを入力します。

ステップ 8 Excel スプレッドシート形式を CSV ファイルに変換するために、Export to BAT
Format をクリックします。 

CSV ファイルが自動的にローカル マシンの C:\XlsDatafiles に保存されます。CSV

ファイルの保存場所として別のロケーションを選択する場合は、Browse をク

リックして希望のロケーションを選択します。 
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ステップ 9 CSV ファイルをパブリッシャ データベース サーバの C:\BatFiles\CPG\Insert\ ディ

レクトリにコピーします。

ステップ 10 CSV ファイルを BAT に追加します。CSV ファイルを BAT に挿入する方法につ

いては、P.9-12の「BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新」を

参照してください。

関連項目

• テキスト エディタを使用したコール ピックアップ グループ用の CSV デー
タ ファイルの作成（P.9-5）

• 既存のコール ピックアップ グループ CSV ファイルの編集（P.9-6）

• クエリーを使用したコール ピックアップ グループの削除（P.9-8）

• コール ピックアップ グループ CSV ファイルの設定値（P.9-10）

• BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新（P.9-12）

• Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設定（P.9-14）
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テキスト エディタを使用したコール ピックアップ グループ
用の CSV データ ファイルの作成

値がコンマで区切られた ASCII テキストを複数行使用して、コンマ区切り値

（CSV）データ ファイルを作成することができます。コンマ区切り値（CSV）ファ

イルでは、テキスト情報は表形式で与えられます。コール ピックアップ グルー

プ用のテキストベース CSV ファイルの詳細については、P.A-39の「コール ピッ

クアップ グループ用のテキストベース CSV ファイルの作成」を参照してくださ

い。

関連項目

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.9-3）

• 既存のコール ピックアップ グループ CSV ファイルの編集（P.9-6）

• クエリーを使用したコール ピックアップ グループの削除（P.9-8）

• コール ピックアップ グループ CSV ファイルの設定値（P.9-10）

• BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新（P.9-12）

• Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設定（P.9-14）
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既存のコール ピックアップ グループ CSV ファイルの編集
既存のコードを更新する場合は、Notepad で既存の CSV ファイルを手動で更新す

るか、または Notepad で新規のファイルを作成します。

次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 コール ピックアップ グループを挿入した、既存の CSV ファイルを編集するに

は、パブリッシャ データベース サーバの C:\BatFiles\CPG\Insert\ ディレクトリを

参照します。

ステップ 2 Notepad で既存の CSV ファイルを開いて編集します。表 9-1 のテキストベースの

表現を使用して、既存の設定の削除、新規コール ピックアップ グループの追加、

または既存の設定の更新を行います。

コール ピックアップ グループの CSV ファイルを更新するには、たとえば、

Marketing,7815,Part1,Marketing,Managers,Training と入力します。ここで、Marketing

は必須のピックアップ グループ名、7815 は必須のピックアップ グループ番号で

す。Part1 はパーティション、Marketing、Managers、および Training はピックアッ

プ グループ Marketing に関連するその他のピックアップ グループ名です。

注意 新規コードの追加やコール ピックアップ グループの更新を行う場合は、必要な
情報をすべて入力してください。既存のレコードのどの部分でも変更できます

が、ピックアップ グループ名とピックアップ グループ番号を組み込む必要があ
ります。情報を削除したりブランクにしたりしても、その情報はデータベースか

ら削除されません。データベース内の既存の値は、ブランクの値では上書きされ

ませんが、前述の例にある値を Sales from Marketing などに更新すると上書きさ
れます。

ステップ 3 CSV ファイルをパブリッシャ データベース サーバの C:\BatFiles\CPG\Insert\ ディ

レクトリにコピーします。
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ステップ 4 CSV ファイルを BAT に追加します。CSV ファイルを BAT に挿入する方法につ

いては、P.9-12の「BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新」を

参照してください。

関連項目

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.9-3）

• テキスト エディタを使用したコール ピックアップ グループ用の CSV デー
タ ファイルの作成（P.9-5）

• クエリーを使用したコール ピックアップ グループの削除（P.9-8）

• コール ピックアップ グループ CSV ファイルの設定値（P.9-10）

• BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新（P.9-12）

• Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設定（P.9-14）
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クエリーを使用したコール ピックアップ グループの削除
コール ピックアップ グループを削除するには、クエリーを作成して、削除する

ピックアップ グループ レコードを見つけます。 

コール ピックアップ グループを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 BAT で、Configure > Pickup Group を選択します。

ステップ 2 Pickup Group Options ウィンドウで Delete Pickup Groups を選択して、Next をク
リックします。Delete Pickup Groups ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 最初の Select Pickup Groups Where ドロップダウン リスト ボックスで、Pickup 

Group Number、Pickup Group Name、または Partition などクエリー用のフィール

ドを選択します。

ステップ 4 2 番目のドロップダウン リストボックスで、begins with、contains、ends with、is 

exactly、not equal to、is not empty、または is empty などの検索基準を選択します。

ステップ 5 検索フィールド テキスト ボックスで、検索する値（リストのコール ピックアッ

プ グループ名など）を選択するか、入力します。

ステップ 6 Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

ステップ 7 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエリー

をさらに定義するには、ステップ 3 ～ステップ 6 を繰り返します。

ステップ 8 View Query Results をクリックして、クエリーが必要な結果をもたらすことを

チェックします。

（注） 削除するコール ピックアップ グループを正しく選択したことを確認し
てください。削除は最終的な操作なので、削除したレコードは復元でき
ません。
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誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 3 からやり直します。

注意 クエリー テキストボックスに情報を何も入力しないと、すべてのピックアップ
グループ レコードが削除されます。削除は最終的な操作なので、削除したレコー
ドは復元できません。

ステップ 9 Delete をクリックすると、レコードが削除されます。

ステップ 10 Cisco CallManager データベースからレコードを削除するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

ステップ 11 BAT が生成したログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクをク

リックします。ログ ファイルには、削除された電話機数と失敗したレコード数

（エラー コードを含む）が示されます。ログ ファイルの詳細については、P.13-2の

「BAT ログ ファイル」を参照してください。

関連項目

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.9-3）

• テキスト エディタを使用したコール ピックアップ グループ用の CSV デー
タ ファイルの作成（P.9-5）

• 既存のコール ピックアップ グループ CSV ファイルの編集（P.9-6）

• コール ピックアップ グループ CSV ファイルの設定値（P.9-10）

• BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新（P.9-12）

• Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設定（P.9-14）
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コール ピックアップ グループ CSV ファイルの設定値
次の各項と表 9-1 を併せて参照してください。

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.9-3）

• テキスト エディタを使用したコール ピックアップ グループ用の CSV デー
タ ファイルの作成（P.9-5）

• 既存のコール ピックアップ グループ CSV ファイルの編集（P.9-6）

• クエリーを使用したコール ピックアップ グループの削除（P.9-8）

表 9-1 コール ピックアップ グループの設定値

設定 /カラム 説明

For CPG CSV file（CPG 用 CSV ファイル）

ピックアップ グルー

プ名

この必須フィールドには、50 文字以内のコール ピック

アップ グループ名を入力します。

ピックアップ グルー

プ番号

この必須フィールドには、ユーザが着信コールを受ける

際に入力する、24 桁以内のピックアップ グループ番号

を入力します。

Partition 電話番号が属するルート パーティションを選択します。

（注） 電話番号は複数のパーティションに現れる可能
性があります。

（注） Pickup Group Number と Partition の組み合せは固
有である必要があります。 

このフィールドはオプションです。 
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Other Pickup Group 

Name-Member(x)

新規ピックアップ グループに関連付けるその他のピッ

クアップ グループの名前を入力します。このオプショ

ン フィールドでは、各ピックアップ グループをその他

の 10 のピックアップ グループと関連付けることができ

ます。

（注） このピックアップ グループをその他のピック
アップ グループと関連付ける際には、その他の
ピックアップ グループ リストに必ず指定して
ください。

表 9-1 コール ピックアップ グループの設定値（続き）

設定 /カラム 説明
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BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新
Cisco CallManager データベースを更新するには、BAT にコール ピックアップ グ

ループ用の CSV ファイルを挿入する必要があります。データベースを更新する

には、次の手順を実行します。

始める前に

Cisco CallManager を更新するには、コール ピックアップ グループ用の CSV ファ

イルを作成または編集し、パブリッシャ サーバ上の C:\BATFiles\CPG\Insert\ に保

存する必要があります。

手順

ステップ 1 BAT で、Configure > Pickup Group を選択します。

ステップ 2 Pickup Group Options ウィンドウで Insert Pickup Groups を選択して、Next をク
リックします。Insert Pickup Groups ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 File Name ドロップダウン リスト ボックスで、更新されたピックアップ グルー

プが含まれる CSV ファイルを選択します。

ヒント 挿入するファイルの内容を表示するには、View File をクリックしま
す。

ステップ 4 既存のピックアップ グループのリストを更新した場合は、表 9-2 で説明されてい

るように、Override the existing configuration チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 Insert をクリックします。 

ステップ 6 確認のダイアログボックスに、処理の所要時間が表示されます。OK をクリック

します。
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ヒント 処理の進行状況を表示するには、Show Latest Status ボタンをクリック
します。

ステップ 7 トランザクションが完了したら、View Latest Log File をクリックしてログ ファ

イルを表示し、すべてのファイルが正常に追加されたかどうかを確認します。

関連項目

• BAT.xlt を使用した CSV ファイルの作成（P.9-3）

• テキスト エディタを使用したコール ピックアップ グループ用の CSV デー
タ ファイルの作成（P.9-5）

• 既存のコール ピックアップ グループ CSV ファイルの編集（P.9-6）

• コール ピックアップ グループ CSV ファイルの設定値（P.9-10）

• クエリーを使用したコール ピックアップ グループの削除（P.9-8）

• Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設定（P.9-14）
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Cisco CallManager データベースを更新する場合の BAT の設
定

P.9-12の「BAT を使用した Cisco CallManager データベースの更新」と表 9-2 を

併せて参照してください。

表 9-2 CSV ファイルを挿入する場合の BAT の設定

BAT の設定 説明

Field Name ドロップダウン リスト ボックスから、挿入するコール

ピックアップ ファイルを選択します。

Override the existing 

configuration

このチェックボックスは、既存の設定のコードを更新する

場合に適用されます。

このチェックボックスをオンにすると、挿入するファイル

に含まれている情報が Other Pickup Group Name-Member

に上書きされます。このチェックボックスをオンにしない

と、該当するその他のピックアップ グループ名がすでに

存在することを示すエラーが、ログ ファイルに書き込ま

れ更新されません。

（注） ピックアップ グループごとに、Pickup Group 
Number と Partition の組み合せが固有であること
を確認します。

（注） ピックアップ グループを更新する際、Pickup 
Group Number と Partition の値は無視され、既存の
Other Pickup Groups は関連付けを解除されます。
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10
エクスポート ユーティリティ
の使用方法

システム管理者には、部門の異動、再編成、または機器のアップグレードのため

に、別の Cisco CallManager データベースに大量の電話機レコードを移動する機

能が必要です。BAT のエクスポート ユーティリティには、大量の電話機、ユー

ザ、およびユーザ デバイス プロファイルの各レコードを Cisco CallManager デー

タベースからデータ ファイルに CSV 形式でエクスポートする機能があります。

さらに、そのレコードを別の Cisco CallManager データベースにインポートでき

ます。テキスト エディタで CSV データ ファイルを編集できますが、このファイ

ルは非常に複雑なので注意して編集する必要があります。

BAT で電話機レコードを Cisco CallManager データベースからエクスポートする

場合には、電話機のモデルとモデルの回線の数がデータを構成する基礎となりま

す。BAT データ ファイルには、1 つの電話機モデルのレコードだけが必要であ

ることに注意してください。Export Specific Details オプションを使用する場合、

BAT は 1 回線の電話機モデルの別個のデータ ファイルを生成し、2 回線の同じ

電話機モデルについては別のデータ入力ファイルを生成します。

管理者をエクスポート機能によって支援するために、Device Summary Report に

は、Cisco CallManager データベース内のすべての電話機モデルと設定済み回線の

スナップショット ビューが用意されています。 

関連項目

• Cisco CallManager サーバから別の Cisco CallManager サーバへのレコードの
移動（P.10-2）

• エクスポート ログ ファイルの表示（P.10-20）
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Cisco CallManager サーバから別の Cisco CallManager サー
バへのレコードの移動

エクスポート ユーティリティを使用すると、複数の Cisco CallManager サーバ上

のレコードを 1 台の Cisco CallManager サーバにマージできます。Cisco 

CallManager サーバから別の Cisco CallManager サーバにレコードを移動する手順

は、次のとおりです。エクスポートするのは、移動の対象となるレコードだけに

してください。次の手順を実行します。

1. ユーザ レコードのエクスポート（P.10-12）

2. 電話機レコードのエクスポート（P.10-7）

3. ユーザ デバイス プロファイル レコードのエクスポート（P.10-17）

4. （オプション）テキスト エディタでの CSV ファイルの編集。レコード形式
は、そのファイル形式に指定された形式に従っている必要があります。たと

えば、電話機レコードは電話機ファイル形式に従っている必要があります。 

注意 CSV ファイルを編集するときは、十分に注意してください。誤った形式でレコー
ドを挿入すると、電話機が動作しない場合があります。

5. CSV ファイルをパブリッシャ データベース サーバ上の適切なフォルダにコ
ピーします。

－ 電話機ファイルを C:\BATFiles\Phones\ Insert フォルダに 

－ ユーザ ファイルを C:\BATFiles\Users\Insert Users フォルダに

－ ユーザ デバイス プロファイル ファイルを C:\BATFiles\User Device 
Profiles フォルダに

注意 レコードの挿入順序は、重要な意味を持っています。ユーザ レコードを最初に
挿入する必要があります。この方法によって、既存ユーザに対して、デバイスが

適切に関連付けられます。
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Cisco CallManager サーバから別の Cisco CallManager サーバへのレコードの移動

6. ユーザ レコードを挿入します。エクスポートされなかった次のアトリビュー
トを設定します。

－ Enable authentication proxy rights

－ Enable CTI Application usage

－ Call Park Retrieval Allowed

－ Enable Calling Party Number modification

7. 電話機レコードを挿入します。

8. ユーザ デバイス プロファイル レコードを挿入します。

9. ログ ファイルでエラーをチェックします。詳細については、P.10-20の「エ
クスポート ログ ファイルの表示」を参照してください。

関連項目

• Cisco CallManager への電話機の挿入（P.3-61）

• Cisco CallManager へのユーザの挿入（P.4-7）

• ユーザ デバイス プロファイルの挿入（P.6-27）
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電話機エクスポートの使用方法

電話機レコードをエクスポートする場合、次の 2 つのファイル形式オプションか

ら選択できます。

Default Phone：同様の設定の電話機の場合。

All Phone Details：複数パーティションやコール検索スペース（コーリング サー

チ スペース）などの、回線設定の異なる電話機の場合。

Default Phone ファイル形式

Default Phone ファイル形式を選択した場合は、定義済みクエリーを使用してレ

コードをエクスポートできます。定義済みクエリーを使用してエクスポートする

場合、エクスポートできる電話機レコードは、一定数の回線を持つ特定の電話機

タイプに関するものだけです。たとえば、1 回線を持つ Cisco IP Phone Model 7960

のレコードをいくつかエクスポートし、2 回線を持つ Cisco IP Phone Model 7960

のレコードをいくつかエクスポートする場合は、異なる 2 つのクエリーを使用す

る必要があります。結果として得られる CSV ファイルも、2 つの別個のファイ

ルになります。 

表 10-1 に、Default Phone ファイル形式を選択した場合にエクスポートされる

フィールドを示します。

表 10-1 Default Phone ファイル形式でエクスポートされるフィールド

フィールドの種類 エクスポートされるフィールド

デバイス フィールド MAC Address、Description、Location

回線フィールド Directory Number、Display、Line Text Label、Forward Busy

External、Forward Busy Internal、Forward No Answer

Internal、Forward No Answer External、Forward No Coverage

Internal、Forward No Coverage External、Call Pickup Group

ユーザ フィールド User ID

短縮ダイヤル Speed Dials
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All Phone Details ファイル形式

All Phone Details オプションを使用して電話機レコードをエクスポートする場合

は、特定モデルの電話機の電話機レコードをエクスポートすることになります。

すべてのデバイス フィールド情報、各種の回線アトリビュート、および電話機

に関連付けられているサービスがエクスポートされます。クエリーを使用してレ

コード数を制限することはできません。 

表 10-2 に、All Phone Details ファイル形式を選択した場合にエクスポートされる

フィールドを示します。

（注） All Phone Details ファイル形式を使用してエクスポートする場合は、MAC
アドレスではなくデバイス名が保存されます。 

表 10-2 All Phone Details ファイル形式でエクスポートされるフィールド  

フィールドの種類 エクスポートされるフィールド

デバイス フィールド Device Name、Description、Owner User ID、Device Pool、

CSS、AAR CSS、Media Resource Group List、User Hold

Audio Source、Network Hold Audio Source、Location、User

Locale、Network Locale、Phone Button Template、Expansion

Module type I、Expansion Module type II、Softkey Template、

Phone Load Name、Module 1 Load Name、Module 2 Load

Name、Login user ID、Built in Bridge、MLPP Indication、

MLPP Preemption、MLPP Domain、Retry Video call as

Audio、Privacy、Security Mode、Ignore Presentation I

ndicators、Single Packet Capture mode、Packet Capture 

Duration、Certificate Operation、Authentication Mode、

Authentication String、Key Size (bits)、Operation Completes

By

モデル固有のデバイ

ス フィールド

Information、Directory、Messages、Services、Authentication

Server、Proxy Server、Idle、Idle Timer、Enable Extension

Mobility、Logout Profile、Login User ID、Login Time、Logout

Time、Product Specific XML
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関連項目

• 電話機レコードのエクスポート（P.10-7）

• Default Phone ファイル形式（P.10-4）

回線フィールド Directory Number、Partition、Voice Mail Profile、Line CSS、

AAR Group、Line User Hold Audio Source、Line Network

Hold Audio Source、Auto Answer、Forward All to Voice Mail、

Forward All Destination、Forward All CSS、Forward Busy

External to Voice Mail、Forward Busy External Destination、

Forward Busy External CSS、Forward No Answer External to

Voice Mail、Forward No Answer External Destination、

Forward No Answer External CSS、Forward On Failure to

Voice Mail、Forward On Failure Destination、Forward on

Failure CSS、Call pickup group、Forward Busy Internal to

Voice Mail、Forward Busy Internal Destination、Forward Busy

Internal CSS、Forward No Answer Internal to Voice Mail、

Forward No Answer Internal Destination、Forward No Answer

Internal CSS、Forward No Call Coverage External to Voice

Mail、Forward No Call Coverage External Destination、

Forward No Call Coverage External CSS、Forward No Call

Coverage Internal to Voice Mail、Forward No Call Coverage

Internal Destination、Forward No Call Coverage Internal CSS、

Display、External Phone Number Mask、Message Waiting

Lamp Policy、Ring Setting When Idle、Line Text Label、Ring

Setting When Active、No Answer Ring Duration、MLPP

Target Destination、MLPP Calling Search Space、MLPP No

Answer Ring Duration、Max Num Calls、Busy Trigger、Call

Info Display Mask、Alerting Name

ユーザ フィールド User ID

短縮ダイヤル Speed Dial Number、Speed Dial Label

サービス Service Name、Subscribed Service Name、Parameter Name、

Parameter Value

表 10-2 All Phone Details ファイル形式でエクスポートされるフィールド（続き） 

フィールドの種類 エクスポートされるフィールド
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• 複数ユーザを持つ電話機レコードのエクスポートおよびインポート
（P.10-10）

電話機レコードのエクスポート

Cisco CallManager から電話機レコードをエクスポートする手順は、次のとおりで

す。

手順

ステップ 1 Configure > Phones の順に選択します。Phones Options ウィンドウが表示されま

す。

ステップ 2 Export Phones オプション ボタンをクリックして、Next をクリックします。Export

Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Export file name フィールドに、ファイル名を入力します。

ステップ 4 File Format Name フィールドで、Default Phone ファイル形式または All Phone

Details ファイル形式を選択します。選択項目によりエクスポート オプションが

決定され、該当するエクスポート オプションのオプション ボタンが設定されま

す。

• All Phone Details  ファイル形式を選択した場合は、All Details オプション ボ
タンの下にある Model リストボックスで、デバイスのタイプまたは特定のモ
デルを選択します。この形式でエクスポートされるフィールドの一覧は、表
10-1 を参照してください。ステップ 6 に進みます。

• Default Phone ファイル形式を選択した場合は、Specific Details オプション ボ
タンの下にある Model リストボックスで、デバイスのタイプまたは特定のモ
デルを選択します。Default Phone 形式でエクスポートされるフィールドの一
覧は、表 10-2 を参照してください。
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ステップ 5 エクスポートする電話機セットを選択するとエクスポート ファイルをカスタマ

イズできますが、電話機の詳細は設定できません。次のフィールドから値を選択

します。

a. この電話機モデルについての回線数を入力します。

b. 最初のドロップダウン リストボックスで、クエリー対象のフィールド（た
とえば、Device Name、Location）を選択します。

c. 2 番目のドロップダウン リストボックスで、検索基準（たとえば、begins with
（～で始まる）、contains（を含む）、is empty（空白））を選択します。

d. 検索フィールドまたはリストボックスで、検索する値（たとえば、デバイス
名）を選択するか、入力します。

e. 定義したフィルタをクエリーに追加するには、Add To Query をクリックし
ます。複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。
クエリーをさらに定義するには、サブステップ b. ～ d. を繰り返します。

f. 誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを
削除します。その後、サブステップ b. からやり直します。

g. エクスポート対象のレコードが正しいことを確認するには、View Query 
Result をクリックします。

ステップ 6 レコードをエクスポートするには、ページの最上部左側の Export をクリックし
ます。

ステップ 7 Cisco CallManager データベースからレコードをエクスポートするために必要な

時間を通知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、ま

たは OK をクリックして処理を続行することができます。

トランザクションが完了すると、Export Completed ステータスまたは Export Failed

ステータスが表示されます。エクスポートに失敗したレコードがある場合は、

Export Failed メッセージが表示されます。

ステップ 8 BAT で生成されたログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクを

クリックします。ログ ファイルには、エクスポートされた電話機レコードの数、

エクスポートに失敗した電話機レコードの数（エラー コード含む）、作成された

エクスポート ファイルの数、およびファイルの場所が示されます。 
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View/Download Exported File リンクを選択すると、エクスポートされたファイ

ルを表示またはダウンロードすることもできます。このリンクは、複数のエクス

ポート ファイルが作成された場合は表示されません。 

関連項目

• 電話機エクスポートの使用方法（P.10-4）

• Default Phone ファイル形式（P.10-4）

• All Phone Details ファイル形式（P.10-5）

• エクスポートされた電話機レコードの検索（P.10-9）

• 複数ユーザを持つ電話機レコードのエクスポートおよびインポート
（P.10-10）

エクスポートされた電話機レコードの検索

エクスポートされたファイルは、パブリッシャ サーバ上の 

C:\BATFiles\Export\Phones に保存されます。

電話機の挿入時に、このファイル名を確認することで、回線の再設定が容易にな

ります。Specific Details オプションを使用してファイルをエクスポートすると、

エクスポート ファイルの名前に数字のサフィックス _n が付加されます。このサ

フィックスは、電話機に設定された回線の数を示しています。たとえば、エクス

ポート ファイルの名前を「sales」と入力し、回線 1 と回線 3 が設定された 2 回

線用の電話機がある場合、ファイルの名前は sales_1_3.txt になります。 

ダミーの MAC アドレスで電話機をエクスポートすると、エクスポート ユーティ

リティによりエクスポート ファイル名に「bat」と数字のサフィックス _n が付加

されます。たとえば、ダミー MAC アドレスの電話機のエクスポート ファイル名

の名前を「newsales」と入力した場合、ファイル名は newsales_bat_1.txt となります。
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複数ユーザを持つ電話機レコードのエクスポートおよびインポート

電話機を制御する複数のユーザを持つ電話機レコードをエクスポートすると、エ

クスポート ユーティリティにより各ユーザについて一意の電話機レコードが生

成されます。電話機情報は同じままですが、各レコードのユーザ ID は異なりま

す。

複数ユーザを持つ電話機が含まれたエクスポート ファイルをインポートする

と、最初の電話機レコードは関連付けられたユーザで挿入されます。後続の電話

機レコードの挿入は失敗することに注意してください。ただし、BAT はすべて

のレコードを挿入しようと試み、電話機に対するユーザ アソシエーションを受

け入れます。 

インポート トランザクションのログ ファイルには、電話機と関連付けられた最

初のユーザ以外のすべてのユーザの電話機の挿入が失敗したことが示されます。

関連項目

• Default Phone ファイル形式（P.10-4）

• All Phone Details ファイル形式（P.10-5）

• エクスポートされた電話機レコードの検索（P.10-9）

• 複数ユーザを持つ電話機レコードのエクスポートおよびインポート
（P.10-10）
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ユーザ エクスポートの使用方法
BAT を使用してユーザ レコードをエクスポートすると、エクスポート ユーティ

リティによりディレクトリ内の組織階層に基づいてユーザがソートされます。エ

クスポート ユーティリティはマネージャのユーザ ID フィールドに入力した値を

調べて、同じ報告レベルのユーザを同じファイルに記録します。エクスポート

ユーティリティはサフィックス「_user」または「_MgrLevel#」（# は 1 ～ 20 の数

字）を付加してファイル名を変更します。

マネージャのユーザ ID は、ユーザ レコードの Manager User ID フィールドで使

用される前に、ディレクトリに存在している必要があります。ファイルは、マ

ネージャ レベルを示す数字サフィックスに基づいて、降順で挿入してください。

user サフィックスを持つファイルは最後に挿入します。この方法によって、マ

ネージャのユーザ レコードが、ユーザ レコードで使用される前に格納されます。

Active Directory ユーザの場合、パスワードはエクスポートされません。PIN は、

クリアテキストでエクスポートされます。レコードをインポートした後に、

Active Directory を使用してユーザのパスワードを設定する必要があります。

エクスポート ユーティリティでエクスポートされるのは、ユーザに関連付けら

れているデフォルト ユーザ デバイス プロファイルだけです。そのユーザ用の他

のユーザ デバイス プロファイルは、Cisco CallManager Administrator を使用して

別途挿入する必要があります。

エクスポートでは、次の設定は同じファイルに記録されます。

• CTI アプリケーションの使用

• コールパーク取得の許可

• 認証プロキシ権限の有効化

• 発信側番号の変更

設定に応じてファイル名には _t（有効）または _f（無効）というサフィックスが

付加されます。ファイル名に含まれているサフィックス フラグは、認証プロキ

シ権限、CTI アプリケーションの使用、コール パーク取得、および発信側番号の

変更という順序で指定されています。
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たとえば、エクスポート ユーティリティを使用して Test.txt というエクスポート

ファイルを作成するとします。Cisco CallManager データベースには、マネージャ

MarieA を持つユーザ TomT が保持されています。MarieA のマネージャは JamesM

です。TomT は、認証プロキシ権限が有効、CTI アプリケーションの使用とコー

ル パーク取得が無効、および発信側番号の変更が有効になっており、MarieA と

JamesM は、認証プロキシ権限と CTI アプリケーションの使用が有効、コール

パーク取得が無効、および発信側番号の変更が有効になっているとします。この

場合にエクスポート ユーティリティを使用すると、これらのユーザの情報は、そ

れぞれ別個の 3 つのファイルに保存されます。TomT は CSV ファイル 

Test_user_t_f_f_t.txt に、MarieA は CSV ファイル Test_MgrLevel1_t_t_f_t.txt に、

JamesM は CSV ファイル Test_MgrLevel2_t_t_f_t.txt にそれぞれ保存されます。表

10-3 にこの例を示します。 

ユーザを挿入するときは、サフィックスを確認することで、認証プロキシ権限、

CTI アプリケーションの使用、コール パーク取得、および発信側番号の変更が適

切に設定されたファイルを選択できます。

ユーザ レコードのエクスポート

ユーザ レコードをエクスポートする場合、ユーザ レコードが Cisco CallManager

3.1 以前に作成されたために、そのユーザの PIN がブランクの場合があります。

この場合は、デフォルトの PIN を指定してから、ユーザ レコードを BAT ユーザ

インターフェイスに再挿入する必要があります。

ユーザ レコードを Cisco CallManager からエクスポートする手順は、次のとおり

です。

表 10-3 例

初期ファイル名 Test

ユーザ ID
マネー
ジャ

認証プロキ
シ権限

CTI アプリ
ケーション

コール 
パーク取得

発信側番号
の変更 生成されるファイル名

TomT MariaA 有効 無効 無効 有効 Test_user_t_f_f_t.txt

MariaA JamesM 有効 有効 無効 有効 Test_MgrLevel1_t_t_f_t.txt

JamesM 有効 有効 無効 有効 Test_MgrLevel2_t_t_f_t.txt
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手順

ステップ 1 Configure > Users の順に選択します。User Options ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Export Users オプション ボタンをクリックして、Next をクリックします。

Export Users ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Export file name フィールドに、エクスポート ファイルのファイル名を入力しま

す。

ステップ 4 File Format Name フィールドで、ファイル形式を選択します。デフォルトでは、

Default Users が指定されています。 

ステップ 5 最初のドロップダウン リストボックスで、クエリー対象のフィールド（たとえ

ば、User ID、Department、First Name、Last Name）を選択します。

ステップ 6 2 番目のドロップダウン リストボックスで、contains または exactly を選択しま

す。

ステップ 7 3 番目のボックス（検索フィールドまたはリストボックス）で、検索する値（た

とえば、特定の名前またはユーザ ID）を入力します。

（注） ユーザを複数の部署から選択する場合は、このフィールドに複数の部署
を入力します。たとえば、部署 12 と部署 34 からユーザを選択するには、
3 番目のボックスに 12, 34 と入力します。操作を 2 回繰り返す必要はあ
りません。 

ステップ 8 Add To Query ボタンをクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加しま

す。 

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを削除

します。その後、ステップ 5 からやり直します。 
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ステップ 9 View Query Result をクリックして、エクスポート対象のレコードを表示します。

ステップ 10 Export をクリックして、選択したユーザ レコードをエクスポートします。 

Cisco CallManager データベースからレコードをエクスポートするために必要な

時間を通知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、ま

たは OK をクリックして処理を続行することができます。

トランザクションが完了すると、Export Completed ステータスまたは Export Failed

ステータスが表示されます。エクスポートに失敗したレコードがある場合は、

Export Failed メッセージが表示されます。

ステップ 11 BAT で生成されたログ ファイルを表示するには、View Latest Log File リンクを

クリックします。ログ ファイルには、エクスポートされた電話機レコードの数、

エクスポートに失敗した電話機レコードの数（エラー コード含む）、作成された

エクスポート ファイルの数、およびファイルの場所が示されます。 

ステップ 12 View/Download Exported File リンクを選択すると、エクスポートされたファイ

ルを表示またはダウンロードできます。このリンクは、複数のエクスポート ファ

イルが作成された場合は表示されません。 

エクスポートされたファイルは、パブリッシャ サーバ上の 

C:\BATFiles\Export\Users に保存されます。

関連項目

• ユーザ エクスポートの使用方法（P.10-11）

• エクスポート ログ ファイルの表示（P.10-20）

• 電話機レコードのエクスポート（P.10-7）

• ユーザ デバイス プロファイル レコードのエクスポート（P.10-17）



10-15
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 10章      エクスポート ユーティリティの使用方法
ユーザ デバイス プロファイル エクスポートの使用方法

ユーザ デバイス プロファイル エクスポートの使用方法
ユーザ デバイス プロファイル レコードをエクスポートする場合、次の 2 つの

ファイル形式名から選択できます。

• All User Device Profile Details

• Default User Device Profile

All User Device Profile Details 形式

複数パーティションやコール検索スペースなどの、回線設定の異なる電話機の場

合、 All User Device Profile Details 形式を使用します。

表 10-4 に、All User Device Profile Details ファイル形式を選択した場合にエクス

ポートされるフィールドを示します。

表 10-4 All User Device Profile Details ファイル形式でエクスポートされる
フィールド

フィールドの種類 エクスポートされるフィールド

デバイス フィールド User Device Profile Name、Description、Device Pool、Calling

Search Space、AAR Calling Search Space、Media Resource

Group List、User Hold Audio Service、Network Hold Audio

Source、Login User ID、User Locale、Network Locale、Phone

Button Template、Expansion Module Type I、Expansion

Module Type II、Softkey Template、Phone Load Name、

Module 1 Load Name、Module 2 Load Name、MLPP

Indication、MLPP Preemption、MLPP Domain

モデル固有のデバイ

ス フィールド

Information、Directory、Messages、Services、Authentication

Server、Proxy Server、Idle、Idle Timer、Enable Extension

Mobility、Logout Profile、Login User ID、Login Time、Logout

Time
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回線フィールド Directory Number、Partition、Voice Mail Profile、Line CSS、

AAR Group、Line User Hold Audio Source、Line Network

Hold Audio Source、Auto Answer、Forward All to Voice

Mail、Forward All Destination、Forward All CSS、Forward

Busy External to Voice Mail、Forward Busy External

Destination、Forward Busy External CSS、Forward No

Answer External to Voice Mail、Forward No Answer External

Destination、Forward No Answer External CSS、Forward On

Failure to Voice Mail、Forward On Failure Destination、

Forward on Failure CSS、Call pickup group、Forward Busy

Internal to Voice Mail、Forward Busy Internal Destination、

Forward Busy Internal CSS、Forward No Answer Internal to

Voice Mail、Forward No Answer Internal Destination、

Forward No Answer Internal CSS、Forward No Call Coverage

External to Voice Mail、Forward No Call Coverage External

Destination、Forward No Call Coverage External CSS、

Forward No Call Coverage Internal to Voice Mail、Forward

No Call Coverage Internal Destination、Forward No Call

Coverage Internal CSS、Display、External Phone Number

Mask、Message Waiting Lamp Policy、Ring Setting When

Idle、Line Text Label、Ring Setting When Active、No Answer

Ring Duration、MLPP Target Destination、MLPP Calling

Search Space、MLPP No Answer Ring Duration、Max Num

Calls、Busy Trigger、Call Info Display Mask、Alerting Name

ユーザ フィールド User ID

短縮ダイヤル Speed Dial Number、Speed Dial Label

サービス Service Name、Subscribed Service Name、Parameter Name、

Parameter Value

表 10-4 All User Device Profile Details ファイル形式でエクスポートされる
フィールド（続き）

フィールドの種類 エクスポートされるフィールド
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Default User Device Profile 形式

ユーザ デバイス プロファイルに関連付けられた詳細の限定されたセットをエク

スポートするには、Default User Device Profile 形式を使用します。特定のクエリー

オプションを選択してエクスポート ファイルをカスタマイズできます。

表 10-5 に、Default User Device Profile 形式を選択した場合にエクスポートされる

フィールドを示します。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイル レコードのエクスポート（P.10-17）

• エクスポート ログ ファイルの表示（P.10-20）

• 電話機レコードのエクスポート（P.10-7）

• ユーザ レコードのエクスポート（P.10-12）

ユーザ デバイス プロファイル レコードのエクスポート

ユーザ デバイス プロファイルを Cisco CallManager からエクスポートする手順

は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 BAT から、Configure> User Device Profile の順に選択します。User Device Profile

Options ウィンドウが表示されます。 

表 10-5 Default User Device Profile ファイル形式でエクスポートされるフィー
ルド

フィールドの種類 エクスポートされるフィールド

デバイス フィールド MAC Address、Description、Login User ID

回線フィールド Directory Number、Display、Line Text Label、Forward Busy

External、Forward Busy Internal、Forward No Answer

External、Forward No Answer Internal、Forward No Coverage

External、Forward No Coverage Internal、Call pickup group

短縮ダイヤル Speed Dials
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ステップ 2 Export User Device Profiles を選択します。Export User Device Profiles ウィンドウ

が表示されます。 

ステップ 3 Export File Name フィールドに、使用するファイル名を入力します。

ステップ 4 File Format Name フィールドで、次のいずれかのオプションを選択します。選択

したファイル形式によって、該当するエクスポート オプションのオプション ボ

タンが設定されます。

All User Device Profiles Details：ユーザ デバイス プロファイルに関連付けられた

すべての回線アトリビュート、サービス、およびユーザ ID をエクスポートする

には、次のフィールドに入力する必要があります。

• All Details  オプション ボタンの Model リスト ボックスで、デバイス タイプ
または特定のモデルを選択します。

• 回線の数を指定して Add to Query をクリックします。

• ステップ 5 に進みます。

Default User Device Profile：ユーザ デバイス プロファイルに関連付けられた詳

細の限定されたセットをエクスポートするには、このオプションを使用します。

エクスポート ファイルをカスタマイズするには、次の任意の詳細オプションを

設定するか、または None を選択します。

• 最初のドロップダウン リストボックスで、いずれかのクエリー オプション
（Device Name、Description、または Directory Number）を選択します。

• 2 番目のドロップダウン リストボックスで、いずれかのクエリー条件
（contains（を含む）、is exactly（完全一致）、not equal to（不一致）、begins with
（～で始まる）、ends with（後方）、is empty（空白）、または is not empty（空
白以外））を選択します。

• 3 番目のボックス（検索フィールドまたはリストボックス）で、検索する値
（たとえば、特定の電話番号）を入力します。

• Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

• View Query Result をクリックして、エクスポート対象のレコードを表示し
ます。 

• 誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを
削除して、やり直します。
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ステップ 5 Export Options の選択を行った後、ウィンドウの一番上の Export をクリックし
て、選択したユーザ デバイス プロファイル レコードをエクスポートします。 

Cisco CallManager データベースにレコードをエクスポートするために必要な時

間を通知するメッセージが表示されます。 

ステップ 6 トランザクションを取り消すか、または OK をクリックして処理を続行すること

ができます。 

Export ボタンの上の Status 領域に Export Completed または Export Failed が表示さ

れます。

ステップ 7 エクスポートされたユーザ デバイス プロファイル レコード数およびエクスポー

トに失敗したユーザ デバイス プロファイル レコード数を示すログ ファイル（エ

ラー コードを含む）を表示するには、View Latest Log File リンクをクリックし

ます。 

ステップ 8 エクスポートされたファイルを表示またはダウンロードするには、
View/Download Exported File リンクを選択します。

エクスポートされたファイルは、パブリッシャ サーバ上の C:\BatFiles\Export\User

Device Profiles に保存されます。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイル エクスポートの使用方法（P.10-15）

• エクスポート ログ ファイルの表示（P.10-20）

• 電話機レコードのエクスポート（P.10-7）

• ユーザ レコードのエクスポート（P.10-12）
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エクスポート ログ ファイルの表示
BAT は、エクスポート トランザクションごとにログ ファイルを生成し、パブ

リッシャ データベース サーバ上の C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT\Export ディ

レクトリに保存します。

View Latest Log File リンクをクリックすると、エクスポート トランザクション

の要約と、障害の詳細が表示されます。

エクスポート トランザクションのログ ファイルを表示するには、エクスポート

ウィンドウで View Latest Log File をクリックするか、次のディレクトリに進み

ます。

C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT\Export

ログ ファイル名は、次のような形式になっています。

<レコード エクスポートの種類 >_<選択したファイル名 >#タイムスタンプ

ログ ファイル名のタイムスタンプ形式は、mmddyyyyhhmmss です。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイル エクスポートの使用方法（P.10-15）

• 電話機エクスポートの使用方法（P.10-4）

• ユーザ エクスポートの使用方法（P.10-11）

• BAT ログ ファイル（P.13-2）
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11
レポートの生成

BAT には、レコードを効率的に管理するためのレポート機能があります。レポー

トを作成し、保存して、電話機、ユーザ デバイス プロファイル、マネージャと

アシスタント、およびゲートウェイ レコードについての情報を利用できます。こ

れらのレポートは、ファイル名を指定して保存できます。また、パブリッシャ

サーバ上のフォルダに格納して再表示および印刷できます。

デバイス フィールドおよび回線フィールドの一覧から項目を選択して、特定の

ニーズに適合するように、電話機およびユーザ デバイス プロファイルについて

BAT レポートをカスタマイズできます。レポート内のフィールドの整列方法を

選択することもできます。レポートは CSV ファイル形式で生成されます。ユー

ザ、マネージャ、アシスタント、およびゲートウェイのレポートは固定形式であ

るため、カスタマイズできません。

例

電話機モデル別に、転送宛先を持つすべての電話番号の一覧が必要です。Cisco

IP Phone model 7960 の Phone Report を生成して、クエリー詳細（Device Name、

Directory Number、Forward Busy Destination、Forward No Answer Destination、およ

び Label）を選択できます。レポート フィールドを整理して、Label フィールド

が Directory Number フィールドの後ろ、2 つの転送宛先番号の前に位置するよう

に調整できます。

関連項目

• 電話機および IP テレフォニー デバイスのレポート（P.11-5）

• ユーザのレポートの生成（P.11-8）
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• ユーザ デバイス プロファイルのレポート（P.11-12）

• Cisco VG200 ゲートウェイのレポートの生成（P.11-14）

• IPMA マネージャおよびアシスタントのレポートの生成（P.11-16）

電話機のレポートの生成

電話機および他の IP テレフォニー デバイスのレポートを生成する手順は、次の

とおりです。

手順

ステップ 1 Phone Options ウィンドウで、Generate Phones Reports を選択して、Next をクリッ
クします。Phones Reports (Step 1 of 2) ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 クエリーを指定せずにすべての電話機についてのレポートを生成できます。ま
た、次に示す手順で、特定の電話機モデルまたは電話機アトリビュートのレポー

トを生成できます。

a. Select Phones to Query ドロップダウン リストボックスで、クエリー対象の
フィールド（Model や Directory Number など）を選択します。

b. 2 番目のドロップダウン リストボックスで、begins with、contains、is empty
などの検索基準を選択します。

c. 検索フィールドまたはリストボックスで、検索する値（たとえば、リストか
らのモデル名または電話番号範囲）を選択するか、入力します。

d. Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

e. 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエ
リーをさらに定義するには、サブステップ a.～ d. を繰り返します。

f. View Query Results をクリックして、レポートに必要な情報が含まれている
ことを確認します。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを
削除します。その後、サブステップ a. からやり直します。



11-3
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

第 11章      レポートの生成
電話機のレポートの生成

ステップ 3 Next をクリックして、レポートのタイプについての詳細を選択します。Phone

Reports Step 2 of 2 ウィンドウが表示されて、選択したクエリーを表示します。ク

エリーのタイプを変更する場合は、Back をクリックします。

ステップ 4 Report File Name フィールドに、このレポートの名前を入力します（必須）。 

ステップ 5 Available Device Fields ドロップダウン リストボックスでデバイス項目を選択し、

矢印をクリックして項目をこのレポート リストの Selected Device Fields に移動し

ます。レポートに含めるフィールドは複数選択できます。デバイス フィールド

および回線フィールドについては、P.11-5の「電話機および IP テレフォニー デ

バイスのレポート」を参照してください。

ステップ 6 このレポート リストの Selected Device Fields 内の項目の順序を変更するには、項

目を選択し、上向き矢印または下向き矢印をクリックして項目をリスト内の別の

位置に移動します。

ステップ 7 Available Line Fields ドロップダウン リストボックスで回線項目を選択し、矢印

をクリックして項目をこのレポート リストの Selected Line Fields に移動します。

レポートに含めるフィールドは複数選択できます。

ステップ 8 このレポート リストの Selected Line Fields 内の回線項目の順序を変更するには、

項目を選択し、上向き矢印または下向き矢印をクリックして項目をリスト内の別

の位置に移動します。

（注） レポートを生成するには、少なくとも 1 つのデバイス フィールドまたは
回線フィールドを指定する必要があります。

ステップ 9 Generate をクリックして、レポートを作成します。
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ステップ 10 Cisco CallManager データベースからレポートを生成するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

最初のウィンドウの Status 領域に Report Completed または Report Failed が表示さ

れます。

ステップ 11 このレポートのログ ファイルを表示するには、View Latest Log File をクリック

します。ログ ファイルに、クエリーのタイプとレポートに正常に渡された電話

機レコードの数が記録されます。また、レポートの生成に失敗した電話機レコー

ドの数も記録されます。

ステップ 12 View Latest Report File をクリックして、このレポートの結果を表示します。ク

エリーのタイプが先頭に表示され、フィールド名がレポートに指定した順序で

ヘッダーに表示されます。レポートには、クエリー結果が CSV 形式で出力され

ます。 

レポート ファイルは、パブリッシャ サーバ上の C:\BatFiles\Reports\Phones に保存

されます。

関連項目

• 電話機および IP テレフォニー デバイスのレポート（P.11-5）

• ダミー MAC アドレスを使用する電話機リストの作成（P.11-7）

• レポート ログ ファイルの表示（P.11-18）
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電話機および IP テレフォニー デバイスのレポート

すべての電話機および IP テレフォニー デバイスの電話機レポートを作成できま

す。また、次のオプションのうち 1 つに限定したレポートを作成できます。

• Phone Model：クラスタに設定されているモデルのリストから 1 つを選択し
ます。

• Device Name：フィルタまたは正確な名前を指定します。

• Description：フィルタまたは正確な説明を指定します。

• Phone Load Name：フィルタまたは正確な名前を指定します。

• Device Pool：クラスタに設定されているデバイス プールのリストから 1 つを
選択します。

• Calling Search Space：クラスタに設定されている CSS のリストから 1 つを選
択します。

• Location：クラスタに設定されているロケーションのリストから 1 つを選択
します。

• Directory Number：フィルタまたは正確な番号を指定します。

電話機レポート タイプを選択したら、レポートに組み込む対象のデバイスおよ

び回線の詳細を選択できます。 

次のデバイス フィールドから選択できます。

• Model

• Device Name

• Description

• Device Pool

• Calling Search Space

• Location

• Extension Mobility

• User Hold Audio Source

• Network Hold Audio Source

• Media Resource Group List

• User Locale

• Network Locale
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次の回線フィールドから選択できます。

• Directory Number

• Partition

• CSS (Line)

• User Hold Audio Source

• Network Hold Audio Source

• CSS (Forward All)

• CSS (Forward Busy External) 

• CSS (Forward Busy Internal) 

• CSS (Forward No Answer External) 

• CSS (Forward No Answer Internal) 

• CSS (Forward On Failure) 

• CSS (Forward No Coverage External) 

• CSS (Forward No Coverage Internal) 

• Forward All Destination

• Forward Busy Destination External

• Forward Busy Destination Internal

• Forward No Answer Destination External

• Forward No Answer Destination Internal

• Forward on Failure Destination

• Forward No Coverage Destination External

• Forward No Coverage Destination Internal

• Display

• Label

関連項目

• 電話機のレポートの生成（P.11-2）

• ダミー MAC アドレスを使用する電話機リストの作成（P.11-7）

• ユーザのレポートの生成（P.11-8）
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ダミー MAC アドレスを使用する電話機リストの作成

ダミー MAC アドレスを使用している電話機のリストを生成する手順は、次のと

おりです。

手順

ステップ 1 Phone Options ウィンドウで、Generate Phone Reports を選択します。Phone Reports

Step 1 of 2 ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初のドロップダウン リスト ボックスで、Device Name を選択します。

ステップ 3 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、begins with を選択します。

ステップ 4 フィールドに、BAT と入力します。ダミー MAC アドレスを使用して追加された

すべての電話機のデバイス名は、先頭が BAT で始まります。 

ステップ 5 Add To Query をクリックします。「BAT」で始まるテキストの Device Name がク

エリー テキストボックスに表示されます。

ステップ 6 Next をクリックします。Phone Reports Step 2 of 2 が表示されます。

ステップ 7 電話機のレポートの生成手順の ステップ 4 に進んで、レポートを完成します。

関連項目

• 電話機のレポートの生成（P.11-2）
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ユーザのレポートの生成

ユーザのレポートは固定形式です。クエリー オプションを指定せずにすべての

ユーザのレポートを生成できます。また、限定されたクエリー オプション セッ

トを指定できます。

ユーザのレポートを生成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 User Options ウィンドウで、Generate User Reports を選択して、 Next をクリック
します。User Reports ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Report File Name フィールドに、このレポートの名前を入力します（必須）。 

ステップ 3 クエリーを指定せずにすべてのユーザについてのレポートを生成できます。ま
た、次に示す手順で、特定のユーザのレポートを生成できます。

a. Select Users Where スクロール ボックスで、クエリー オプション（User ID、
Department、First Name、Last Name）を選択します。

b. 2 番目のドロップダウン リストボックスで、検索基準（contains または is
exactly）を選択します。

c. 検索フィールド ボックスに、検索対象の値（たとえば、正確なユーザ ID ま
たはユーザの姓）を入力します。

検索フィールド ボックスに複数の値を入力するには、コンマで区切ります
（例：JohnJ, PaulP, SueS, JoeJ）。

d. Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

e. View Query Results をクリックして、レポートに必要な情報が含まれている
ことを確認します。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを
削除します。その後、サブステップ a. からやり直します。

ステップ 4 Generate をクリックして、レポートを作成します。
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ステップ 5 Cisco CallManager データベースからレポートを生成するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

ステップ 6 最初のウィンドウの Status 領域に Report Completed または Report Failed が表示さ

れます。

ステップ 7 このレポートのログ ファイルを表示するには、View Latest Log File をクリック

します。ログ ファイルに、クエリーのタイプとレポートに正常に渡されたユー

ザ レコードの数が記録されます。また、レポートで生成に失敗したユーザ レコー

ドの数も記録されます。

ステップ 8 View Latest Report File  をクリックして、このレポートの結果を表示します。ク
エリーのタイプが先頭に表示され、フィールド名がヘッダーに表示されます。レ

ポートには、クエリー結果が CSV 形式で出力されます。 

レポート ファイルは、パブリッシャ サーバ上の C:\BatFiles\Reports\Users に保存

されます。

関連項目

• 電話機および IP テレフォニー デバイスのレポート（P.11-5）

• IPMA マネージャおよびアシスタントのレポートの生成（P.11-16）

• レポート ログ ファイルの表示（P.11-18）
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ユーザ デバイス プロファイルのレポートの生成
ユーザ デバイス プロファイルのレポートを作成する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 User Device Profile Options ウィンドウで、Generate User Device Profiles Report を
選択して、 Next をクリックします。User Device Profiles Report Step 1 of 2 ウィン

ドウが表示されます。

ステップ 2 クエリーを指定せずにすべてのユーザ デバイス プロファイルについてのレポー

トを生成できます。また、次に示す手順で、特定のアトリビュートを持つユーザ

デバイス プロファイルのレポートを生成できます。

a. Select User Device Profiles ドロップダウン リストボックスで、クエリー対象
のフィールド（たとえば、Model、Device Name、Description）を選択します。

b. 2 番目のドロップダウン リストボックスで、begins with、contains、is empty
などの検索基準を選択します。

c. 検索フィールドまたはリストボックスで、検索するモデル名をリストから選
択するか、検索する値を入力します。

d. Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

e. 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエ
リーをさらに定義するには、サブステップ a. ～ d. を繰り返します。

f. View Query Results をクリックして、レポートに必要な情報が含まれている
ことを確認します。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを
削除します。その後、サブステップ a. からやり直します。

ステップ 3 Include Autogenerated Device Profiles チェックボックスをクリックして、これら

のプロファイルをレポートに追加します。

ステップ 4 Next をクリックして、レポートのタイプについての詳細を選択します。User

Device Profiles Reports Step 2 of 2 ウィンドウが表示されて、選択したクエリーを

表示します。クエリーのタイプを変更する場合は、Back をクリックします。

ステップ 5 Report File Name フィールドに、このレポートの名前を入力します（必須）。 
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ステップ 6 Available Device Fields ドロップダウン リストボックスでデバイス項目を選択し、

矢印をクリックして項目をこのレポート リストの Selected Device Fields に移動し

ます。レポートに含めるフィールドは複数選択できます。

ステップ 7 このレポート リストの Selected Device Fields 内の項目の順序を変更するには、項

目を選択し、上向き矢印または下向き矢印をクリックして項目をリスト内の別の

位置に移動します。

ステップ 8 Available Line Fields ドロップダウン リストボックスで回線項目を選択し、矢印

をクリックして項目をこのレポート リストの Selected Line Fields に移動します。

レポートに含めるフィールドは複数選択できます。

ステップ 9 このレポート リストの Selected Line Fields 内の回線項目の順序を変更するには、

項目を選択し、上向き矢印または下向き矢印をクリックして項目をリスト内の別

の位置に移動します。

（注） レポートを生成するには、少なくとも 1 つのデバイス フィールドまたは
回線フィールドを指定する必要があります。

ステップ 10 Generate をクリックして、レポートを作成します。

ステップ 11 Cisco CallManager データベースからレポートを生成するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

最初のウィンドウの Status 領域に Report Completed または Report Failed が表示さ

れます。

ステップ 12 このレポートのログ ファイルを表示するには、View Latest Log File をクリック

します。ログ ファイルに、レポートのクエリー タイプとレポートに含まれるユー

ザ デバイス プロファイル レコードの数が記録されます。また、レポートの生成

に失敗したユーザ デバイス プロファイル レコードの数も記録されます。
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ステップ 13 View Latest Report File をクリックして、このレポートの結果を表示します。ク

エリーのタイプが先頭に表示され、フィールド名がレポートに指定した順序で

ヘッダーに表示されます。レポートには、クエリー結果が CSV 形式で出力され

ます。 

レポート ファイルは、パブリッシャ サーバ上の 

C:\BatFiles\Reports\UserDeviceProfiles に保存されます。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルのレポート（P.11-12）

• レポート ログ ファイルの表示（P.11-18）

ユーザ デバイス プロファイルのレポート

すべてのユーザ デバイス プロファイルのレポートを作成できます。また、次の

オプションのうち 1 つに限定したレポートを作成できます。

• Model：クラスタに設定されているモデルの一覧から 1 つを選択します。

• Device Name：フィルタまたは正確な名前を指定します。

• Description：フィルタまたは正確な説明を指定します。

レポート タイプを選択したら、レポートに組み込む対象のデバイスおよび回線

の詳細を選択できます。 

次のデバイス フィールドから選択できます。

• Model

• Device Profile Name

• Description

• User Hold Audio Source

• User Locale

次の回線フィールドから選択できます。

• Directory Number

• Partition
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• CSS (Line)

• User Hold Audio Source

• Network Hold Audio Source

• CSS (Forward All)

• CSS (Forward Busy External) 

• CSS (Forward Busy Internal) 

• CSS (Forward No Answer External) 

• CSS (Forward No Answer Internal) 

• CSS (Forward on Failure)

• CSS (Forward No Coverage External) 

• CSS (Forward No Coverage Internal) 

• Forward All Destination

• Forward Busy Destination External

• Forward Busy Destination Internal

• Forward No Answer Destination External

• Forward No Answer Destination Internal

• Forward on Failure Destination

• Forward No Coverage Destination External

• Forward No Coverage Destination Internal

• Display

• Label

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルのレポートの生成（P.11-10）

• 電話機のレポートの生成（P.11-2）

• ユーザのレポートの生成（P.11-8）
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Cisco VG200 ゲートウェイのレポートの生成
VG200 ゲートウェイのレポートは固定形式です。すべての VG200 ゲートウェイ

の、または限定されたゲートウェイのセットのレポートを生成できます。

（注） Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイのレポートは利用できません。

VG200 ゲートウェイのレポートを生成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 VG200 Options ウィンドウで、Generate VG200 Gateway Reports を選択して、 Next
をクリックします。VG200 Gateway Reports ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Report File Name フィールドに、このレポートの名前を入力します（必須）。 

ステップ 3 クエリーを指定せずにすべての VG200 ゲートウェイについてのレポートを生成

できます。また、次に示す手順で、特定の VG200 ゲートウェイのレポートを生

成できます。

a. Select VG200 Gateways ドロップダウン リストボックスで、クエリー オプ
ション（MGCP Domain Name または Description）を選択します。

b. 2 番目のドロップダウン リストボックスで、検索基準の 1 つ（たとえば、
contains、is exactly、is empty）を選択します。

c. 検索フィールド ボックスに、検索対象の値（たとえば、正確な MGCP Domain
Name、名前や説明に含まれる 1 文字）を入力します。

d. Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 

e. 複数のフィルタを追加するには、AND または OR をクリックします。クエ
リーをさらに定義するには、サブステップ a. ～ d. を繰り返します。

f. View Query Results をクリックして、レポートに必要な情報が含まれている
ことを確認します。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを
削除します。その後、サブステップ a. からやり直します。
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ステップ 4 Generate をクリックして、レポートを作成します。

ステップ 5 Cisco CallManager データベースからレポートを生成するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

VG200 Gateway Report ウィンドウの Status 領域に Report Completed または Report

Failed が表示されます。

ステップ 6 このレポートのログ ファイルを表示するには、View Latest Log File をクリック

します。ログ ファイルに、日付と時刻、クエリーのタイプ、およびレポートに

組み込まれたレコード数が記録されます。また、レポートで生成に失敗したレ

コードの数も記録されます。

ステップ 7 View Latest Report File をクリックして、このレポートの結果を表示します。レ

ポート名、レポートの日付と時刻、クエリーのタイプが先頭に表示されます。レ

ポート ヘッダーにフィールド名が表示されます。レポートには、クエリー結果

が CSV 形式で出力されます。 

レポート ファイルは、パブリッシャ サーバ上の 

C:\BatFiles\Reports\VG200Gateways に保存されます。

関連項目

• レポート ログ ファイルの表示（P.11-18）
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 IPMA マネージャおよびアシスタントのレポートの生成
Cisco IPMA マネージャおよびアシスタントのレポートは固定形式です。マネー

ジャまたはアシスタントのクエリー オプション セットを指定してレポートを生

成できます。

マネージャおよびアシスタントのレポートを生成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Manager/Assistant Options ウィンドウで、次のいずれかのオプションを選択しま

す。

• Generate IPMA Manager Reports  を選択して、 Next をクリックします。
Manager Reports ウィンドウが表示されます。

• Generate IPMA Assistant Reports を選択して、 Next をクリックします。
Assistant Reports ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Report File Name フィールドに、このレポートの名前を入力します。

ステップ 3 クエリーを指定せずにすべてのマネージャまたはアシスタントについてのレ
ポートを生成できます。また、次に示す手順で、特定のマネージャまたはアシス

タントのレポートを生成できます。

a. Select managers（または、Select assistants）スクロール ボックスで、クエリー
オプション（User ID、Department、First Name、Last Name）を選択します。

b. 2 番目のドロップダウン リストボックスで、検索基準（contains または is
exactly）を選択します。

c. 検索フィールド ボックスに、検索対象の値（たとえば、正確なユーザ ID ま
たはユーザの姓）を入力します。

検索フィールド ボックスに複数の値を入力するには、コンマで区切ります
（例：JohnJ, PaulP, SueS, JoeJ）。

d. Add To Query をクリックして、定義したフィルタをクエリーに追加します。 
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e. View Query Results をクリックして、レポートに必要な情報が含まれている
ことを確認します。

誤りがあった場合は、Clear Query ボタンをクリックして、そのクエリーを
削除します。その後、サブステップ a. からやり直します。

ステップ 4 Generate をクリックして、レポートを作成します。 

ステップ 5 Cisco CallManager データベースからレポートを生成するために必要な時間を通

知するメッセージが表示されます。トランザクションを取り消すか、または OK
をクリックして処理を続行することができます。

最初のウィンドウの Status 領域に Report Completed または Report Failed が表示さ

れます。

ステップ 6 このレポートのログ ファイルを表示するには、View Latest Log File をクリック

します。ログ ファイルに、クエリーのタイプとレポートに正常に渡されたレコー

ドの数が記録されます。また、レポートの生成に失敗したレコードの数も記録さ

れます。

ステップ 7 View Latest Report File をクリックして、このレポートの結果を表示します。ク

エリーのタイプが先頭に表示され、フィールド名がヘッダーに表示されます。レ

ポートには、クエリー結果が CSV 形式で出力されます。 

レポート ファイルは、パブリッシャ サーバ上の 

C:\BatFiles\Reports\ManagesAssistants に保存されます。

関連項目

• 電話機のレポートの生成（P.11-2）

• ユーザのレポートの生成（P.11-8）

• レポート ログ ファイルの表示（P.11-18）
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レポート ログ ファイルの表示
レポート トランザクションごとにログ ファイルが生成され、パブリッシャ デー

タベース サーバ上の次の場所に格納されます。

C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT

View Latest Log File リンクをクリックすると、レポート トランザクションの要

約と、障害の詳細が表示されます。

レポート操作のログ ファイルを表示するには、レポート ウィンドウで View 
Latest Log File リンクをクリックするか、次のロケーションに進みます。

C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT

ログ ファイル名は、次のような形式になっています。

Generate<item>#timestamp

ログ ファイル名のタイムスタンプ形式は、mmddyyyyhhmmss です。

その他の関連項目

• BAT ログ ファイル（P.13-2）

• 電話機のレポートの生成（P.11-2）

• ユーザのレポートの生成（P.11-8）

• ユーザ デバイス プロファイルのレポートの生成（P.11-10）

• Cisco VG200 ゲートウェイのレポートの生成（P.11-14）

• IPMA マネージャおよびアシスタントのレポートの生成（P.11-16）
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12
Tool for Auto-Registered Phones
Support の使用方法

Tool for Auto-Registered Phone Support（TAPS）アプリケーションを使用すると、

電話機ユーザが TAPS 電話番号をコールして、ユーザの電話番号に関して事前に

設定した電話機設定をダウンロードできます。TAPS は Cisco CallManager 

Administration と共に動作して、次の機能を提供します。

Configure TAPS：自動登録機能を使用するすべての電話機について TAPS を使用

できるようにしたり、ダミー MAC アドレスを持つ BAT を使用して追加される

電話機にだけ TAPS を限定したりできます。詳細については、P.12-14の「TAPS

用の自動登録オプションの設定」を参照してください。

Secure TAPS：一部の電話番号を TAPS でアップデートできないように保護でき

ます。詳細については、P.12-15の「電話番号の保護の設定」を参照してください。

User Locales for TAPS：TAPS プロンプトの言語を選択できます。詳細について

は、P.12-15の「電話番号の保護の設定」を参照してください。

次のトピックでは、TAPS の使用方法、インストール方法、および設定方法につ

いて説明しています。

• TAPS の概要（P.12-2）

• TAPS のインストール（P.12-6）

• Cisco CallManager での TAPS の設定（P.12-8）

• TAPS のアンインストール（P.12-10）

• TAPS の起動（P.12-12）
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• TAPS の停止（P.12-13）

• TAPS オプションの設定（P.12-14）

• エンド ユーザ用の TAPS 情報（P.12-23）

TAPS の概要
自動登録機能を使用するには、一部の TAPS コンポーネントを Cisco CallManager

パブリッシャ サーバにインストールする必要があります。TAPS が動作するため

には、Cisco CallManager Administration で、自動登録機能を使用可能にする必要

があります。 

TAPS アプリケーションは Cisco Customer Response Solution（Cisco CRS）サーバ

にもインストールします。TAPS には、ユーザ インターフェイスおよびプロンプ

トについて Cisco CRS サーバ上で稼動する Cisco IP Interactive Voice Response

（IP IVR）アプリケーションが必要です。

管理者は、新規電話機を設定するための TAPS の使用方法について、エンド ユー

ザに手順を示す必要があります。エンド ユーザの手順については、P.12-23の

「エンド ユーザ用の TAPS 情報」を参照してください。

（注） Cisco CallManager データベースに電話機を追加するときに TAPS を使用してい
ない場合、TAPS サービスを停止することをお勧めします。詳細については、
P.12-13の「TAPS の停止」を参照してください。 

関連項目

• TAPS の自動登録オプション（P.12-3）

• 電話番号の保護（P.12-5）

• TAPS ユーザ用の言語プロンプト（P.12-5）
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TAPS の自動登録オプション

TAPS を使用して電話機の自動登録を更新するための、次のオプションを設定で

きます。

• MAC アドレスを更新し、事前定義済みの新しい電話機用の設定をダウン
ロードする。

• 既存の電話機と交換した新しい電話機に設定をリロードする。

新しい電話機での TAPS の使用方法

ダミー MAC アドレスを持つ新しい電話機設定が Cisco CallManager Administration

に追加されると、電話機をネットワークに接続できます。システム管理者または

電話機のユーザが、TAPS 電話番号をダイヤルすると、電話機にその設定がダウ

ンロードされます。同時に、その電話機の情報は、正しい MAC アドレスを使用

して、Cisco CallManager Administration 内で更新されます。TAPS が正しく動作す

るためには、Cisco CallManager Administration（System > Cisco CallManager）で、
自動登録機能が使用可能になっていることを確認する必要があります。 

（注） 電話機のプロファイルをダウンロードし、パブリッシャとディレクトリ
に必要な更新を行うには、約 20 ～ 25 秒かかります。

例

100 名の新入社員が月曜日から入社するとします。前の週末にはこれらのユーザ

とその新しい電話機を Cisco CallManager Administration に追加する必要がありま

す。BAT を使用すると、その 100 台の電話機の電話機テンプレート、および電

話機とユーザ用の CSV データ ファイルを作成できます。CSV データ ファイル

でダミー MAC アドレス オプションを使用すると、新しい電話機に個々に MAC

アドレスを追加する必要がありません。自動登録機能が Cisco CallManager で有

効になっていると、電話機をネットワークに直接接続できます。システム管理者

または新入社員は、TAPS 電話番号をダイヤルし、ボイス プロンプトの指示に

従って設定をロードできます。
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設定をリロードするための TAPS の使用方法

機能していない既存の電話機を交換する必要がある場合、TAPS を使用して既存

の電話機設定を新しい電話機にダウンロードできます。ユーザは新しい電話機を

受け取ってネットワークに接続すると、TAPS 電話番号をダイヤルして以前の電

話機の設定をダウンロードできます。この処理中、ユーザは設定を変更できませ

ん。

（注） 電話機のプロファイルをダウンロードし、パブリッシャとディレクトリ
に必要な更新を行うには、約 20 ～ 25 秒かかります。

Cisco CallManager Administration で、自動登録機能を有効にする必要があります。

すべての電話機に対して TAPS を使用するように設定して、ユーザが既存の電話

機設定をダウンロードできるようにする必要があります。詳細については、

P.12-14の「TAPS 用の自動登録オプションの設定」を参照してください。

例

John の Cisco IP Phone 7940 に、雷雨で回路短絡が発生したとします。彼は、新し

い Cisco IP Phone 7940 を受け取り、ネットワークに接続します。John が TAPS 電

話番号をダイヤルすると、損傷した電話機で以前に使用していた設定が新しい電

話機にダウンロードされます。TAPS により Cisco CallManager Administration 内

のデバイス情報が自動的に更新されます。

関連項目

• TAPS 用の自動登録オプションの設定（P.12-14）

• TAPS の概要（P.12-2）
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電話番号の保護

TAPS では電話番号を置き換えることができるので、所定の電話番号を上書きし

ないように保護できます。重要な電話番号を保護するには、Secure TAPS オプ

ションを使用します。詳細については、P.12-15の「電話番号の保護の設定」を

参照してください。

例

電話番号 5000 には、システム用のボイス メッセージ アクセスが用意されていま

す。このような場合、新しいユーザが誤って新しい電話機上で 5000 を設定しな

いようにします。Secure TAPS オプションを使用すると、TAPS が電話番号「5000」

にアクセスできないように指定できます。

関連項目

• 電話番号の保護の設定（P.12-15）

• TAPS の概要（P.12-2）

TAPS ユーザ用の言語プロンプト

TAPS のユーザ プロンプトを複数の言語で再生できるように設定できます。管理

者は、ユーザが使用できる言語を選択できます。詳細については、P.12-20の

「TAPS のユーザ ロケールの設定」を参照してください。 

英語以外の言語プロンプトを使用する必要がある場合は、クラスタ内の各 Cisco

CallManager および Cisco CRS サーバに Cisco IP Telephony Locale Installer がイン

ストールされていることを確認してから、TAPS をインストール、更新、または

設定します。Locale Installer を使用すると、最新の翻訳済みテキスト、翻訳済み

ボイス プロンプト、各国 /地域固有の電話トーン、および各国 /地域固有のゲー

トウェイ トーンを電話機で利用できます。Cisco IP Telephony Locale Installer の詳

細については、それぞれの Locale Installer のマニュアルを参照してください。

関連項目

• TAPS のユーザ ロケールの設定（P.12-20）

• TAPS の概要（P.12-2）
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TAPS のインストール
この項では、TAPS のインストール、再インストール、およびアンインストール

について説明します。TAPS は Cisco CallManager パブリッシャ サーバおよび

Cisco Customer Response Solution（CRS）3.5(2) サーバの両方とのインターフェイ

スとなるので、インストールはこの両方のサーバに影響します。

TAPS をパブリッシャ データベース サーバにインストールまたは再インストー

ルしている間、セットアップ プログラムは、次のサービスを一時的に停止させ

ます。

• IIS Admin

• World Wide Web パブリッシング

• FTP パブリッシング

インストールが完了すると、上記のサービスは再開します。

Windows Terminal Services を使用して TAPS をインストールすることはできませ

ん。Cisco CallManager パブリッシャ サーバおよび Cisco CRS サーバから直接

TAPS をインストールする必要があります。

（注） サーバで BAT および TAPS バージョン 4.x を使用している場合は、TAPS 5.1(4)
バージョンをインストールする前に BAT 4.x を BAT 5.1(4) にアップグレードし
てください。TAPS は必ず、互換性のある BAT バージョンをインストールして
からインストールする必要があります。

（注） TAPS を 4.1.x から 4.3.x または 4.4.x にアップグレードすることはできません。
TAPS をアップグレードするには、4.1.x TAPS をアンインストールし、 4.3.x また
は 4.4.x TAPS（必要に応じて）を再びインストールする必要があります。これ
は、サービス名が変更されたためです。TAPS サービスは、4.1.x では「TAPS」
と呼ばれていましたが、4.2x リリース以降は「Cisco TAPS」と呼ばれるようにな
りました。そのため、インストールで、すでにインストールされているサービス

を検索しようとしても失敗します。
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始める前に

BAT Release 5.1(4) 用の TAPS をインストールするには、次の前提条件が必要で

す。

• Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースが設定され、実行されて
いる。パブリッシャ データベースは、このデータベース専用のサーバ上に
置くことも、Cisco CallManager と同じサーバ上に置くこともできます。

• TAPS をインストールする前に、最新の BAT リリースが Cisco CallManager
用のパブリッシャ データベース サーバにインストールされている。 

• Cisco CallManager パブリッシャ サーバの IP アドレスとインストール手順の
プライベート フレーズがある。

• Cisco CRSサーバが設定されている。Cisco CRS 3.5(2) アプリケーションは、
独自の専用サーバ上に配置することも、Cisco CallManager と同じサーバ上に
配置することもできます。

• 各国 /地域に合せて TAPS プロンプトを作成する場合は、必ず Locale Installer
を使用する。

• Windows 2000 Services ウィンドウがクローズしている。

TAPS をインストールする手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 管理者特権を使用して、Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実

行しているシステムにログオンします（BAT をインストールした場所）。

ステップ 2 Cisco Bulk Administration Tool にアクセスします。

ステップ 3 Applications > Install Plugins の順に選択します。

ステップ 4 TAPS（Tool for Auto-Registered Phone Support）を検索して、セットアップ アイコ

ンをダブルクリックします。 

ステップ 5 インストール ウィザードの Welcome ウィンドウが開きます。このインストール

プログラムは、アプリケーションが同じサーバ上に配置されている場合、

Cisco CallManager パブリッシャ サーバと CRS アプリケーション サーバに同時に

TAPS をインストールします。Next をクリックします。 
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（注） 専用 CRS サーバが接続されたネットワークで TAPS をインストールする
場合は、CRS サーバで TAPS インストール プログラムを再実行する必要
があります。インストールおよび設定の詳細については、CRS オンライ
ン ヘルプを参照してください。 

ステップ 6 IP Address フィールドに Cisco CallManager パブリッシャ サーバの IP アドレスを

入力して、Next をクリックします。

ステップ 7 Installing Cisco CallManager Components ウィンドウに Cisco CallManager パブリッ

シャ サーバのプライベート フレーズを入力して、Next をクリックします。

ステップ 8 Installing TAPSonCCM and TAPSonAppsServer ウィンドウに進行状況バーが表示

されて、インストールの状況を示します。Next をクリックしてインストールを
開始します。

ステップ 9 インストールが終了すると、Installation Completed ウィンドウが表示されます。

Finish をクリックします。

Cisco CallManager での TAPS の設定

Cisco IP テレフォニー システムの他のアプリケーションと同じように、TAPS に

も設定要件があります。Cisco CallManager Administration で CTI ルート ポイント、

CTI ポート、およびユーザを追加する必要があります。TAPS アプリケーション

には、CTI ルート ポイントが 1 つだけ必要です。TAPS をユーザが使用できるよ

うにするには少なくとも 1 つの CTI ポートが必要ですが、必要であれば、ユーザ

に対して複数の CTI ポートを設定できます。

Cisco CallManager Administration を使用して次の作業を行います。

• CTI ルート ポイントを作成し、固有の電話番号を割り当てる。

• call forward busy、call forward no answer、および call forward on failure を、TAPS
CTI ルート ポイント上のオペレータ番号に設定する。
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• 電話番号を使用して、1 つ以上の CTI ポートを作成する。CTI ポートは、BAT
または Cisco CallManager Administration で作成できます。

TAPS がサポートする最大セッション数は、TAPS 用に設定された CTI ポー
ト数に相当します。たとえば、5 つの CTI ポートを設定した場合、最大 5 名
のユーザが同時に TAPS にダイヤルできます。6 番目に発信したユーザは、
TAPS に接続できません。

• ユーザを作成する。TAPS のルート ポイントとポートが、ユーザの制御デバ
イス リスト内に含まれている必要があります。ユーザに対して、「Enable CTI
Application Use」を設定します。

• 自動登録した電話機が、TAPS CTI ルート ポイントに割り当てられた電話番
号以外の番号へダイヤルしないようにするために、自動登録用のパーティ

ションまたはコール検索スペース（コーリング サーチ スペース）を作成す
る。この電話番号へのアクセスを制限することにより、ユーザは自分の電話

機に適切な設定情報のダウンロードが保証されます。

これらの値の追加方法または割り当て方法については、『Cisco CallManager アド

ミニストレーション ガイド』を参照してください。

Cisco TAPS Service を起動するには、Windows 2000 で Services ウィンドウを使用

する必要があります。

CRS アプリケーション サーバでの TAPS アプリケーションの設定

Cisco CRS 3.5(2) Application Server のマニュアルを参照するには、

http://www.cisco.com の Cisco Voice Applications and Tools にアクセスしてくださ

い。アプリケーションの設定方法については、『Cisco Customer Response 

Administration Guide』を参照してください。

（注） 専用 CRS サーバが接続されたネットワークで TAPS をインストールする
場合は、CRS サーバで TAPS インストール プログラムを再実行する必要
があります。インストールおよび設定の詳細については、CRS オンライ
ン ヘルプを参照してください。 

関連項目

• TAPS のアンインストール（P.12-10）

• TAPS のアンインストールの完了（P.12-11）
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• TAPS の起動（P.12-12）

• TAPS の停止（P.12-13）

• TAPS オプションの設定（P.12-14）

TAPS のアンインストール
アンインストール プログラムは、CRS と Cisco CallManager の両方が同じサーバ

で稼動している（共存している）場合に、システムから TAPS アプリケーション

を削除します。 

Cisco CallManager パブリッシャおよび CRS が別のサーバにインストールされて

いる場合は、両方のサーバから TAPS を削除する必要があります。Cisco 
CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行するサーバ上で次の手順を実

行した後で、Cisco CRS サーバ上で TAPS のアンインストールを実行する必要が

あります。

（注） BAT をアンインストールしても、TAPS コンポーネントはサーバにインストール
されたままです。ただし、TAPS ユーザ インターフェイスにアクセスするには、
BAT Configure メニューを使用する必要があるので、TAPS ユーザ インターフェ
イスを開くことはできません。TAPS 電話番号はユーザに使用可能のままであ
り、電話機を更新できます。

Control Panel の Add/Remove Programs を使用して TAPS をアンインストールする

手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上で、

Start > Settings > Control Panel> Add/Remove programs の順に選択します。

ステップ 2 TAPS を選択し、Change/Remove ボタンをクリックします。アンインストール操

作を確認するメッセージが表示されます。
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ステップ 3 TAPS をアンインストールするには、Yes をクリックします。取り消すには No を

クリックします。IIS Admin サービスが停止し、ファイルが削除された後、IIS

Admin サービスが再開されます。

ステップ 4 OK をクリックして、アンインストールを終了します。

共存システムの場合、Cisco CallManager と TAPS の CRS コンポーネントの両方

が削除されます。 

TAPS が専用 CRS サーバ上でも実行されている場合は、P.12-11の「TAPS のア

ンインストールの完了」の手順も完了する必要があります。

TAPS のアンインストールの完了

Cisco CRS サーバから TAPS をアンインストール手順は、次のとおりです。次の

手順で、TAPS のアンインストレーションは完了します。

手順

ステップ 1 Cisco CRS サーバで、Start > Settings > Control Panel > Add/Remove Programs の
順に選択します。

ステップ 2 TAPS を選択し、Change/Remove ボタンをクリックします。アンインストール操

作を確認するメッセージが表示されます。

ステップ 3 TAPS をアンインストールするには、Yes をクリックします。取り消すには No を

クリックします。Yes をクリックした場合、TAPS は Cisco CRS サーバからアン

インストールされます。

ステップ 4 OK をクリックして、アンインストールを終了します。
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関連項目

• TAPS のインストール（P.12-6）

• Cisco CallManager での TAPS の設定（P.12-8）

TAPS の起動
TAPS サービスは、手動で起動する必要があります。TAPS を起動する手順は、

次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上で、

Start > Programs > Administrative Tools > Services の順に選択します。

Services ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Cisco TAPS をダブルクリックまたは右クリックし、Start をクリックします。

これで、TAPS サービスが起動します。サービスが失敗した場合は、手動で TAPS

を再起動する必要があります。

（注） Cisco CallManager データベースに電話機を追加するときに TAPS を使用してい
ない場合、TAPS サービスを停止することをお勧めします。詳細については、
P.12-13の「TAPS の停止」を参照してください。 

関連項目

• TAPS オプションの設定（P.12-14）
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TAPS の停止
Cisco CallManager データベースに電話機を追加するときに TAPS を使用してい

ない場合、TAPS サービスを停止することをお勧めします。TAPS サービスは、

BAT がインストールされているパブリッシャ サーバ上の Services ウィンドウか

ら停止します。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上で、

Start > Programs > Administrative Tools > Services の順に選択します。Services

ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 サービスのリストで、Cisco TAPS をダブルクリックまたは右クリックし、Stop
をクリックします。

関連項目

• TAPS の起動（P.12-12）
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TAPS オプションの設定
管理者は、Cisco CallManager システムでの TAPS の使用方法を選択できます。次

に示す TAPS 機能オプションによって、電話機の更新や電話機プロファイルのダ

ウンロードをユーザがより柔軟に行えるようになります。TAPS オプションに

は、次のものがあります。

• TAPS 用の自動登録オプションの設定（P.12-14）

• 電話番号の保護の設定（P.12-15）

• TAPS のユーザ ロケールの設定（P.12-20）

TAPS Options にアクセスするには、BAT を実行しているマシン上で、Start > 
Programs > Cisco CallManager 4.1 > Bulk Admin Tool の順に選択します。BAT メ

イン ウィンドウが表示されます。

Configure>TAPS を選択すると、TAPS Options ウィンドウが表示されます。

TAPS 用の自動登録オプションの設定

Configure TAPS オプションを使用すると、Cisco CallManager データベースに自動

登録する電話機を TAPS を使用して更新できます。次の 2 つの方法が用意されて

います。 

• BAT を使用して追加され、ダミー MAC アドレスを持つ電話機用 

• Cisco CallManager Administration の既存の電話機用

デフォルトの設定では、TAPS の使用はプレフィックス「BAT」で始まるデバイ

ス名で、ダミー MAC アドレスを持つ電話機に限定しています。

Configure TAPS オプションを設定して、標準 MAC アドレスを持つ電話機などの、

すべての電話機を Cisco CallManager システムに自動登録できます。 

Configure TAPS オプションを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 TAPS Options ウィンドウで Configure TAPS  を選択して、Next をクリックしま
す。Configure TAPS ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 次の 2 つのオプションの内のいずれかを選択してください。

• Allow Auto-Registered phones to reset with a profile with a dummy MAC 
address

TAPS は、ダミー MAC アドレス オプションを持つ電話機だけを更新しま
す。

• Allow Auto-Registered phones to reset with any profile 

TAPS は、自動登録するすべての電話機を更新します。

ステップ 3 Update をクリックします。ステータス メッセージで更新の完了が示されます。

ステップ 4 Back をクリックして、TAPS Options ページに戻ります。

関連項目

• 新しい電話機での TAPS の使用方法（P.12-3）

• 設定をリロードするための TAPS の使用方法（P.12-4）

• 電話番号の保護（P.12-5）

• TAPS ユーザ用の言語プロンプト（P.12-5）

電話番号の保護の設定

Secure TAPS オプションにより、TAPS がアクセスできない電話番号を指定でき

ます。この機能は、電話番号が誤って別の電話機に割り当てられないように保護

する場合に使用します。

TAPS Options にアクセスするには、BAT を実行しているマシン上で、Start > 
Programs > Cisco CallManager 4.1 > Bulk Admin Tool の順に選択します。BAT メ

イン ウィンドウが表示されます。

Configure>TAPS を選択すると、TAPS Options ウィンドウが表示されます。

関連項目

• 電話番号の制限（P.12-16）

• 電話番号に対する制限の解除（P.12-17）



第 12章      Tool for Auto-Registered Phones Support の使用方法
TAPS オプションの設定

12-16
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

• すべての電話番号の削除（P.12-18）

• 制限された電話番号のリストの表示（P.12-19）

電話番号の制限

TAPS で使用できないように電話番号を指定する手順は、次のとおりです。TAPS

は、保護対象の電話番号のリストに含まれる電話番号を使用できません。

手順

ステップ 1 TAPS Options ウィンドウで Secure TAPS を選択して、Next をクリックします。
Secure Directory Numbers ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Directory Number フィールドに、TAPS から保護する電話番号を入力します。

ステップ 3 Secure をクリックします。保護対象の電話番号のリストに電話番号が追加され

たことを示すプロンプトが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックします。

ステップ 5 電話番号の追加を続けるには、ステップ 2 ～ステップ 4 を繰り返します。電話番

号の追加を終了したら、View Secured DN をクリックします。

リストボックスに、保護対象の電話番号が表示されます。TAPS は、このリスト

に示されている電話番号を使用できません。ユーザが、このリスト内の電話番号

のいずれかを入力して、デバイス プロファイルの更新を試みると、TAPS は、そ

の要求を拒否します。

（注） View Secure DN リストボックスは、自動的に更新されません。保護対象
の電話番号の最新リストを参照するには、Refresh List をクリックして、
更新されたリストを表示します。
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ステップ 6 Back をクリックして、TAPS Options ページに戻ります。

関連項目

• 電話番号の保護（P.12-5）

• 電話番号に対する制限の解除（P.12-17）

• すべての電話番号の削除（P.12-18）

• 制限された電話番号のリストの表示（P.12-19）

電話番号に対する制限の解除

TAPS で使用できない電話番号のリストから、電話番号を削除する手順は、次の

とおりです。

手順

ステップ 1 TAPS Options ウィンドウで Secure TAPS を選択して、Next をクリックします。
Secure Directory Numbers ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 TAPS からの保護を解除する電話番号をフィールドに入力します。

ステップ 3 Remove をクリックします。保護対象の電話番号のリストから、その電話番号が

削除されたことを示すプロンプトが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックします。

ステップ 5 電話番号の削除を続けるには、ステップ 2 ～ステップ 4 を繰り返します。電話番

号の削除を終了したら、View Secured DN をクリックします。

リストボックスに、保護対象の電話番号が表示されます。ユーザが、このリスト

内の電話番号のいずれかを入力して、デバイス プロファイルの更新を試みると、

TAPS は、その要求を拒否します。
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（注） View Secure DN リストボックスは、自動的に更新されません。保護対象
の電話番号の最新リストを参照するには、Refresh List をクリックして、
更新されたリストを表示します。

ステップ 6 Back をクリックして、TAPS Options ページに戻ります。

（注） 複数の電話回線で制限のない電話番号が共有され、そのような電話機を
更新しようとしている場合は、電話機の外部電話マスクを入力するよう
に求められます。 

関連項目

• 電話番号の保護（P.12-5）

• 電話番号の保護の設定（P.12-15）

• すべての電話番号の削除（P.12-18）

• 制限された電話番号のリストの表示（P.12-19）

すべての電話番号の削除

保護対象の電話番号のリストからすべての電話番号を削除する手順は、次のとお

りです。 

手順

ステップ 1 TAPS Options ウィンドウで Secure TAPS を選択して、Next をクリックします。
Secure Directory Numbers ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Remove All をクリックします。TAPS から保護する電話番号がないことを示すプ

ロンプトが表示されます。
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ステップ 3 OK をクリックして、すべての電話番号をクリアします。クリア操作を取り消す

には、Cancel をクリックします。TAPS から保護する電話番号のリストがクリア

されたことを示すプロンプトが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックします。

ステップ 5 Back をクリックして、TAPS Options ページに戻ります。

関連項目

• 電話番号の保護（P.12-5）

• 電話番号の制限（P.12-16）

• 電話番号に対する制限の解除（P.12-17）

• 制限された電話番号のリストの表示（P.12-19）

制限された電話番号のリストの表示

TAPS がアクセスできない電話番号のリストを表示する手順は、次のとおりで

す。

手順

ステップ 1 TAPS Options ウィンドウで Secure TAPS を選択して、Next をクリックします。
Secure Directory Numbers ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 View Secured DN をクリックします。

リストボックスが表示されます。TAPS は、このリストに示されている電話番号

を使用できません。ユーザが、このリスト内の電話番号のいずれかを入力して、

デバイス プロファイルの更新を試みると、TAPS は、その要求を拒否します。

ステップ 3 リストボックスをクローズします。
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ステップ 4 Back をクリックして、TAPS Options ページに戻ります。

関連項目

• 電話番号の保護（P.12-5）

• 電話番号の制限（P.12-16）

• 電話番号に対する制限の解除（P.12-17）

• すべての電話番号の削除（P.12-18）

TAPS のユーザ ロケールの設定

管理者は、User Locales for TAPS オプションを使用して TAPS ボイス プロンプト

の言語を指定できます。TAPS のユーザ プロンプトを複数の言語で使用できるよ

うに設定できます。TAPS のインストールまたはアップグレードを行う前に、ク

ラスタ内のすべての Cisco CallManager サーバと Cisco CRS サーバに Cisco IP

Telephony Locale Installer がインストールされていることを確認してください。

Locale Installer を使用すると、最新の翻訳済みテキスト、翻訳済みボイス プロン

プト、各国 /地域固有の電話トーン、および各国 /地域固有のゲートウェイ トー

ンを電話機で利用できます。Cisco IP Telephony Locale Installer の詳細については、

それぞれの Locale Installer のマニュアルを参照してください。 

TAPS Options にアクセスするには、BAT を実行しているマシン上で、Start > 
Programs > Cisco CallManager 4.1 > Bulk Admin Tool の順に選択します。BAT メ

イン ウィンドウが表示されます。

Configure>TAPS を選択すると、TAPS Options ウィンドウが表示されます。
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TAPS プロンプトの言語の追加

TAPS プロンプトの言語を設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 TAPS Options ウィンドウで User Locales for TAPS を選択して、Next をクリック
します。Select User Locales ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Cisco CallManager にインストールされている言語のリストである User Locales リ

ストボックスで、ユーザ プロンプトに使用する言語を選択します。矢印をクリッ

クして、選択した言語を Selected User Locales リストボックスに移動します。

ステップ 3 必要に応じて、ユーザ プロンプト用に複数の言語を選択して、Selected User

Locales リストボックスに移動できます。

ステップ 4 ユーザ プロンプトの言語を選択したら、Update をクリックします。ステータス

メッセージで更新の完了が示されます。

ステップ 5 Back をクリックして、TAPS Options ページに戻ります。

関連項目

• TAPS プロンプトの言語の追加（P.12-21）

• TAPS プロンプトの言語の削除（P.12-22）
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TAPS プロンプトの言語の削除

TAPS プロンプトの言語を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 TAPS Options ウィンドウで User Locales for TAPS を選択して、Next をクリック
します。Select User Locales ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ユーザ プロンプト用に選択された言語のリストである Selected User Locales リス

トボックスで、削除する言語を選択します。 

ステップ 3 矢印をクリックして、選択した言語を User Locales リストボックスに移動します。

必要に応じて、ユーザ プロンプトから複数の言語を選択して、User Locales リス

トボックスに移動できます。

ステップ 4 Update をクリックします。ステータス メッセージで更新の完了が示されます。

ステップ 5 Back をクリックして、TAPS Options ページに戻ります。

関連項目

• TAPS プロンプトの言語の追加（P.12-21）

• 電話番号の保護の設定（P.12-15）

• TAPS 用の自動登録オプションの設定（P.12-14）
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エンド ユーザ用の TAPS 情報
新しい電話機を設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 電話機をポートに差し込みます。

電話機の番号が自動的に登録され、表示されます。

（注） 電話機のプロファイルをダウンロードし、パブリッシャとディレクトリ
に必要な更新を行うには、約 20 ～ 25 秒かかります。

ステップ 2 システム管理者から提供された CTI ルート ポイント番号をダイヤルし、プロン

プトに従います。 

ステップ 3 システム管理者によって指定された TAPS 内線番号をダイヤルします。

ステップ 4 使用言語を選択するように求める音声が流れます。適切な言語を選択します。 

ステップ 5 システム管理者によって指定された個人用内線番号とその後に続けて # をダイ

ヤルします。

（注） 市外局番を含む完全な電話番号を入力するように求められる場合があり
ます。

ステップ 6 確認のために、もう一度、個人用内線番号とその後に続けて # をダイヤルします。

確認プロンプトが聞こえます。
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ステップ 7 電話を切ります。

電話機がリセットされ、ユーザの内線番号が表示されます。

問題が発生した場合は、システム管理者にお問い合せください。
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13
BAT および TAPS のトラブル
シューティング

BAT または TAPS の使用時に発生する問題およびエラー メッセージの詳細につ

いては、次のトピックを参照してください。

• BAT ログ ファイル（P.13-2）

• BAT ログ ファイルの表示（P.13-2）

• BAT のトラブルシューティング（P.13-4）

• TAPS のトラブルシューティング（P.13-9）

• TAPS ログ ファイルの表示（P.13-9）
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BAT ログ ファイル
バルク トランザクションごとにログ ファイルが生成され、パブリッシャ データ

ベース サーバ上の次の場所に格納されます。

C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT

このログ ファイルにはレコードのキー値も表示されるので、管理者は容易にレ

コードを再検討できます。電話機の MAC アドレスは、電話機の追加、更新、ま

たは変更時のキー値の役目を果たします。ユーザが追加されるときには、User ID

がキー値の役目を果たします。

View Latest Log File リンクをクリックすると、バルク トランザクションの要約

と、障害の詳細が表示されます。

注意 トランザクションの処理中に画面を切り替えないでください。他の画面にする

と、ログ ファイルまたは状況メッセージが表示されません。

関連項目

• BAT ログ ファイルの表示（P.13-2）

• BAT のトラブルシューティング（P.13-4）

BAT ログ ファイルの表示

バルク トランザクションのログ ファイルを表示するには、BAT インターフェイ

ス上で View Latest Log File リンクをクリックするか、次のディレクトリに進み

ます。

C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT ディレクトリ

エクスポート ユーティリティのログ ファイルは、次のディレクトリにあります。

C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT\Export 

BAT 挿入トランザクションの場合は、C:\Program Files\Cisco\Trace\BAT ディレク

トリに詳細なトランザクション トレース ファイルがあります。
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BAT ログ ファイル

ログ ファイルの名前には、実行された操作の内容、およびその操作が終了した

時刻が示されます。

• ログ ファイル名：ファイル名は、挿入トランザクションに使用される CSV
ファイルの名前、または他のアクションのトランザクション タイプを示し
ます。

• タイムスタンプ：ログ ファイル名に含まれるタイムスタンプ形式は、
mmddyyyyhhmmss です。

• 表 13-1例：ログ ファイル名とタイムスタンプの例を示します。

関連項目

• BAT ログ ファイル（P.13-2）

• BAT のトラブルシューティング（P.13-4）

表 13-1 ログ ファイル名

操作 ログ ファイル名 例

Insert File name#TimeStamp.log File1#05022000133431

Update UpdatePhone#TimeStamp.log UpdatePhone#05022000133431

Delete DeletePhone#TimeStamp.log DeletePhone#05022000133431

Validate Validate_File name_TimeStamp.txt Validate_batphones_0502200013343
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BAT のトラブルシューティング
BAT をインストールする場合は、Cisco CallManger サーバ コンソール上でインス

トールする必要があります。Windows Terminal Services を使用して BAT をイン

ストールしようとすると、Terminal Services では BAT のインストールがサポート

されないことを通知するエラー メッセージが表示されます。

次のリストでは、発生する可能性があるシナリオやエラー メッセージについて

説明し、解決するために必要な処置を記述しています。

症状   Export to BAT Format button does not work in BAT.xlt file.

説明   BAT.xlt ファイルで Export to BAT Format ボタンをクリックしても、何
も実行されません。

推奨処置   ブランクのセルをクリックします。カーソルがセル内のテキスト
上にあるか、テキストボックス内にあるときには、ボタンが使用不可になっ
ているように見える場合があります。

症状   BAT Excel spreadsheet gives a compilation error while exporting data to the CSV 
format. 

説明   使用している Microsoft Excel のバージョンを確認します。Excel 97 を使
用している場合に、BAT.xlt で問題があったことが報告されています。

推奨処置   Microsoft Excel 2000 以降のバージョンを使用してください。

症状   The page cannot be displayed.

説明   IIS Administrative サービスが予定外に終了すると、メッセージが表示さ
れる場合があります。

推奨処置   これは、単なる表示の問題を示しています。処理はバックグラウ
ンドで続行します。ログ ファイルを参照して、トランザクションの詳細を調
べてください。
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症状   Data files (CSV) format do not match Phone Template/Sample File.

説明   データ ファイル内の回線数は、BAT 電話機テンプレートで設定された
回線数以下である必要がありますが、そのようになっていません。たとえば、
電話機テンプレートに 3 回線があり、これらのうち Line 1、2、および 3 が設
定されている場合です。最大 3 回線に設定された電話機データ ファイルを使
用する必要があります。1111、2222、4444 は、Line1-1111, Line2-2222, 
Line3-none, Line4-4444 となります。

推奨処置   使用する予定の BAT 電話機テンプレートを調べてください。CSV
データ ファイルに指定される回線数は、BAT 電話機テンプレートで設定され
た回線数を超えてはなりません。また、CSV データ ファイルで指定する短縮
ダイヤル数は、使用する予定の BAT 電話機テンプレートの最大短縮ダイヤル
数を超えないようにしてください。

症状   Errors occur when the dummy MAC address option is used.

説明   ダミー MAC アドレスのレコードで、エラーが発生しました。

推奨処置   この症状を実際に問題があったレコードにマッピングするには、
<Modified + DataFileName>#<TimeStamp>.dat という名前の、別の生成済み
ファイルを参照します。このファイルは、ダミー MAC アドレスを持つ実際
のレコードを含んでいます。C:\BAT\LogFiles フォルダ内のこのファイルにア
クセスしてください。

症状   When inserting FXS ports for a VG200 gateway, the selected template does not 
contain DN details for directory number.

説明   CSV ファイルで電話番号を指定する場合、FXS ポート用の Cisco VG200
テンプレートには、Gateway Directory Number テンプレートを指定する必要が
あります。

推奨処置   VG200 Gateway Template 設定の FXS ポート設定ステップで指定さ
れた、FXS エンドポイント識別子用の Gateway Directory Number テンプレー
トを特定してください。
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症状   Port identifier contains invalid endpoint prefix.

説明   ポート識別子の値に、無効なエンドポイント プレフィックスが含まれ
ているか、ポート識別子の値が、BAT テンプレートで設定されていません。
ポート識別子は、CSV ファイルで指定する前に、BAT テンプレートで設定し
ておく必要があります。CSV ファイルでは、エンドポイント プレフィックス
の最初の桁は 0 または 1（sub-unit 0 か sub-unit 1 を示す）であり、その後に
ポート番号 01 ～ 24 が続きます。許容値は 001 ～ 024（sub-unit 0 の場合）ま
たは 101 ～ 124（sub-unit 1 の場合）です。

推奨処置   CSV ファイルでポート識別子の値を訂正するか、BAT テンプレー
トを調べて、ポートが設定されていることを確認してください。

症状   Port identifier contains invalid port number.

説明   ポート識別子の最後の 2 桁は、ポート番号を表します。ポート番号は
01 ～ 24 でなければなりません。

推奨処置   CSV ファイルでポート番号を訂正してください。

症状   Port number not configured in the template.

説明   CSV ファイルにはポート番号が指定されていますが、対応するポート
が BAT テンプレートに設定されていません。

推奨処置   BAT テンプレートで、CSV ファイルで指定したポートを設定して
ください。

症状   MAC address values are not allowed in the file if dummy MAC address values are 
desired.

説明   この CSV ファイルには、MAC アドレスが入っています。MAC アドレ
スが CSV ファイル内のいずれかの行に含まれている場合、ダミー MAC アド
レスは指定できません。

推奨処置   ダミー MAC アドレスを使用する場合は、MAC アドレスを指定し
ていないレコードだけが入っている、新しい CSV ファイルを作成してくださ
い。または別の方法として、CSV ファイルで MAC アドレスを指定し、Create
Dummy MAC Address チェックボックスをオフにしてください。
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症状   The BAT.xlt spreadsheet will not work with Microsoft Excel XP (Office XP)

説明   Office XP に付属している Microsoft Excel では、マクロ セキュリティが
デフォルトで高に設定されています。この設定のため、BAT.xlt 内のマクロを
実行できず、BAT.xlt が使用不可になります。 

推奨処置   BAT.xlt 内のマクロを使用できるようにするには、次のステップを
実行します。

a. BAT.xlt を開きます。

b. Menu > Tools > Macro > Security へ移動します。 

c. Security Level を Medium に設定します。 

d. BAT.xlt を閉じ、再び開きます。プロンプトが表示されたら、Enable 
Macros を選択します。
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BAT パフォーマンスのトラブルシューティング
バルク トランザクションは、トラフィックの少ない時間帯に送信することをお

勧めします。Cisco CallManager が大量のコールを処理しているときに BAT ファ

イルをパブリッシャ データベースに挿入すると、BAT トランザクションが低速

になることがあります。実際に、Cisco CallManager によるコールの処理に悪影響

を及ぼすことがあります。 

BAT ファイルをパブリッシャ データベースに挿入する前に TFTP サービスを停

止すると、BAT パフォーマンスを向上させることができます。挿入トランザク

ションが完了したら、TFTP サービスを再起動する必要があります。 

Cisco CallManager パブリッシャ サーバ上の TFTP サービスを停止する手順は、次

のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager 用のパブリッシャ サーバにアクセスします。

ステップ 2 Start > Programs > Administrative Tools > Services の順にクリックします。

ステップ 3 CTFTP Services を検索して右クリックします。

ステップ 4 Stop を選択し、OK をクリックします。

（注） 挿入トランザクションが完了したら、TFTP サービスを再起動する必要がありま
す。同じ手順によって、Start を選択してサービスを再起動します。

関連項目

• BAT ログ ファイル（P.13-2）

• BAT のトラブルシューティング（P.13-4）
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TAPS のトラブルシューティング 
TAPS をインストールする場合は、Cisco CallManger サーバ コンソールおよび

CRS サーバ コンソール上でインストールする必要があります。Windows Terminal

Services を使用して TAPS をインストールしようとすると、Terminal Services で

は TAPS のインストールがサポートされないことを通知するエラー メッセージ

が表示されます。

原則として、TAPS を使用していない場合は Cisco TAPS サービスを停止するこ

とをお勧めします。サービスを停止するとそのサービスを不必要に使用すること

を防止でき、CPU 時間を多少節約することもできます。

関連項目

• TAPS ログ ファイルの表示（P.13-9）

• TAPS エラー メッセージ（P.13-10）

TAPS ログ ファイルの表示

トラブルシューティング情報については、次のファイルを参照してください。

• TAPS はトランザクションのログ ファイルを生成して、C:\Program Files\
Cisco\Trace\TAPS に格納します。

• TAPS サービスが起動できない場合は、次のログ ファイルを収集します。
C:\Program Files\Cisco\Trace\TAPS

• TAPS のトレース ファイルをアクティブにすると、トレース ファイルは 
C:\Program Files\Cisco\Trace\TAPS に格納されます。
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TAPS エラー メッセージ

Cisco CRS サーバで TAPS の実行中に、次のエラーメッセージが表示される場合

があります。

症状   When dialing the TAPS route point number, the caller hears a busy tone.

説明   ビジー トーンにより、TAPS の最大同時セッション数に達したことが
示されます。TAPS の最大セッション数は、CRS 設定で TAPS アプリケーショ
ンに割り当てられたポート数と同じです。

推奨処置   この状況を防止するには、CRS 設定で TAPS アプリケーションに
割り当てられたポート数を増やす必要があります。

症状   When the Cisco CRS server starts, the JTAPI subsystem shows partial service or 
out of service

説明   Cisco CallManager または Cisco CRS サーバ内の設定に問題があるので、
メッセージが表示されました。

推奨処置   問題が解決するまで、次のステップを実行していってください。

• Cisco CallManager が起動されていることを確認する。

• Cisco CRS サーバ上に JTAPI がインストールされていることを確認す
る。

• CRS サーバ上の JTAPI バージョンは Cisco CallManager にインストール
されている JTAPI と同じバージョンであることを確認する。バージョン
が異なる場合は、CRS サーバ上の Cisco CallManager プラグイン ページ
で JTAPI クライアントをインストールします。

• CRS エンジン設定に有効なアプリケーション エンジン ホスト名がある
ことを確認する。IP アドレスを使用することによって、名前解決の問題
を避けることができます。

• Cisco CallManager 上でルート ポイントと CTI ポートが正しく設定され
ていることを確認する。

• JTAPI ユーザに対して Enable CTI Application Use チェックボックスがオ
ンになっていることを確認する。これは、Cisco CallManager 
Administration のユーザ ページで確認できます。

• CTI Manager サービスが起動していることを確認する。
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• ポートとルート ポイントが、Cisco CallManger ユーザ設定でユーザに関
連付けられていることを確認する。

さらにトラブルシューティングを行うには、Cisco CRS サーバの MIVR ログ
ファイルを収集して調査します。これらのファイルは、CRS サーバ上の
C:\program files\wfavvid\log フォルダに存在します。

関連項目

• TAPS ログ ファイルの表示（P.13-9）

• TAPS エラー メッセージ（P.13-10）
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A P P E N D I X A
テキストベースの CSV ファイ
ル

BAT は、コンマ区切り値（CSV）ファイル形式で入力されたデータを使用して、

パブリッシャ サーバ上の Cisco CallManager データベースへの挿入トランザク

ションの情報を提供します。CSV データ形式を使用すると、表形式のデータ レ

コードを含むテキスト ファイルを作成できます。

CSV データ ファイルを作成するには、Microsoft Notepad などのテキスト エディ

タを使用します。各レコードのデータは、別個の行で入力する必要があります。

各データ フィールドはコンマで区切り、ブランク フィールドにはコンマ区切り

文字を指定します。CSV ファイルにブランク行があると挿入トランザクション

中にエラーが発生するので、データ ファイル内のすべての行にデータを入力し

ます。

Cisco CallManager データベースにデータ レコードを挿入する場合、BAT はパブ

リッシャ データベースを実行するサーバに常駐する指定されたフォルダ セット

にアクセスします。BAT がトランザクションの該当する CSV データ ファイルに

アクセスできるように、データ内容ごとに固有のフォルダに CSV データ ファイ

ルを格納またはコピーする必要があります。たとえば、電話機の CSV データ ファ

イルは、Cisco CallManager 用のパブリッシュ データベースを実行する 

C:\BATFiles\Phones\Insert フォルダに格納します。BAT は、適切なフォルダ以外

に格納された CSV データ ファイルにはアクセスできません。

次のトピックで、各テキストベース CSV ファイルの情報およびファイル形式を

説明します。
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• 電話機用のテキストベース CSV ファイルの作成（P.A-3）

• ユーザ用のテキストベース CSV ファイルの作成（P.A-13）

• ユーザ デバイス プロファイル用のテキストベース CSV ファイルの作成
（P.A-18）

• Cisco IPMA マネージャとアシスタントのアソシエーション用のテキスト
ベース CSV ファイルの作成（P.A-24）

• Cisco VG200 ゲートウェイ用のテキストベース CSV ファイルの作成
（P.A-27）

• Cisco Catalyst 6000 FXS ポート用のテキストベース CSV ファイルの作成
（P.A-31）

• Client Matter Codes と Forced Authorization Codes のテキストベースのカスタ
ム CSV ファイルの作成（P.A-34）

• コール ピックアップ グループ用のテキストベース CSV ファイルの作成
（P.A-39）
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電話機用のテキストベース CSV ファイルの作成 
電話機を追加するときに、データ入力に BAT スプレッドシートを使用せずに

ASCII テキスト行を使用し、値をコンマで区切ったコンマ区切り値（CSV）ファ

イルを作成できます。

電話機、IP テレフォニー デバイス、およびユーザの組み合せの CSV テキスト

ファイルを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ（Notepad など）、または CSV ファイルのエクスポートや作成

が可能なアプリケーションを開きます。

ステップ 2 Cisco CallManager に追加する電話機、IP テレフォニー デバイス、またはユーザ

の組み合せごとに、行を変えて値を入力します。デバイスのタイプごとに別の

CSV ファイルを作成する必要があります。CSV データ ファイルを作成するとき

には、次の規則に注意してください。

• すべてのチェックボックスの値は、True または False のブール値で指定する。

• フィールドがブランクであっても、必ず、コンマ区切り文字を入力する。 

• ルート パーティションによってコール ピックアップ グループへのアクセス
が制約される場合は、電話番号とルート パーティション名の組み合せとし
てコール ピックアップ グループを指定する。たとえば、
9725557121/TollByPass です。コール ピックアップ グループに関連するパー
ティションがない場合は、電話番号だけを指定します。

• 電話機をユーザに関連付ける場合は、ユーザ ID を指定する。

• 回線が設定されていない BAT テンプレートで使用するために CSV ファイル
を作成する場合にだけ、Directory Number フィールドをオプションにする。
BAT 電話機テンプレートで回線が設定されている場合は、デバイスごとに
CSV ファイルで電話番号を指定する必要があります。

• ブランク行のある CSV ファイルを挿入するとエラーが発生するので注意す
る。

さまざまな電話機タイプに使用する CSV データ ファイル形式の詳細について

は、P.A-4の「電話機用の CSV データ ファイル形式」を参照してください。
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ステップ 3 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行するサーバ上の 

BATFiles ディレクトリに、作成する CSV ファイルのタイプ（電話機、CTI ポー

トとユーザ、ユーザ）に対応する名前を付けたフォルダを作成し、作成済みの

ファイルをそのフォルダに保存またはコピーします。 

（注） BAT は該当するトランザクションの C:\BATFiles\Phones フォルダ（また
は IP テレフォニー デバイスのタイプの適切なフォルダ）にだけアクセ
スします。

その他の電話機タイプの CSV ファイル形式の詳細については、次のトピックを

参照してください。

• 電話機用の CSV データ ファイル形式（P.A-4）

• All Phone Details オプション用のエクスポート ファイルのフィールド（P.A-8）

• 電話機 CSV ファイルの例（P.A-11）

電話機用の CSV データ ファイル形式

電話機のタイプごとに特定のデータ形式が必要です。電話機のファイル形式でオ

プションのラベルが付いているフィールドであっても、所定の条件が満たされる

場合は、必須となることに注意してください。 

• CSV ファイルでは Password フィールドおよび PIN フィールドはオプション
です。これらは CSV ファイルを挿入するときに BAT のユーザ インターフェ
イス ウィンドウで指定できるからです。 

• Directory Number フィールドは、対応する電話機または電話機とユーザの 
BAT テンプレートに、1 つ以上の回線が設定されている場合は、必須になり
ます。CSV ファイルに指定する Directory Number フィールドの数は、BAT テ
ンプレートで設定された回線数を超えてはなりません。

次のトピックで、各電話機タイプの形式およびサンプルについて説明します。

• IP Phone、VGC Phone、および VGC Virtual Phone のファイル形式（P.A-5）

• 電話機とユーザの組み合せのファイル形式（P.A-6）
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• CTI ポート /H.323 クライアントのファイル形式（P.A-6）

• CTI ポートとユーザの組み合せ、および H.323 クライアントとユーザの組み
合せのファイル形式（P.A-7）

IP Phone、VGC Phone、および VGC Virtual Phone のファイル形式

次の形式と例は、電話機のテキストベース CSV ファイルのフィールド、フィー

ルド長、およびフィールドがオプションか必須かを示します。デバイスと回線の

詳細の順序を CSV データ ファイルに定義するファイル形式を使用して、電話機

のファイル形式を調整できます。

MAC アドレスの形式は、VGC 電話機のタイプにより異なることに注意してくだ

さい。

• Cisco VGC Phone はゲートウェイの MAC アドレスとポート番号の組み合せ
を使用します。Cisco VGC Phone の MAC アドレスの先頭から 10 桁、および
設定するポートの下 2 桁を入力します（最後の 2 桁は 01 ～ 24 です）。

• Cisco VGC Virtual Phone の MAC アドレスは、VGC ゲートウェイの先頭から
10 桁と下 2 桁の 00 で構成されています。

Number of Lines（必須、1 桁または 2 桁の数字）,MAC Address（必須、12 文字）,

Description（オプション、50 文字以内）,Location（オプション、50 文字以内）,

User ID（オプション、30 文字以内）,Directory Number（オプション、24 桁以内

の数字または特殊文字）,Display（オプション、30 文字以内）,Line Text Label
（オプション、30 文字以内）,Forward Busy External（オプション、50 桁以内の

数字または特殊文字）,Forward No Answer External（オプション、50 桁以内の

数字または特殊文字）,Forward No Coverage External（オプション、50 桁以内の

数字または特殊文字）,Forward Busy Internal（オプション、50 桁以内の数字ま

たは特殊文字）,Forward No Answer Internal（オプション、50 桁以内の数字また

は特殊文字）,Forward No Coverage Internal（オプション、50 桁以内の数字また

は特殊文字）,Call Pickup Group（オプション、50/50 文字以内）,Speed Dial（オ
プション、50 桁以内の数字または特殊文字）,Speed Dial Label（オプション、30

文字以内）

例

1,1231123245AB,SEP1231123245AB,Dallas,johns,9728437154,9728437154,Mike
,9728437172,9728437196,9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,972
8437121/TollByPass,1230000000,Helpdesk
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電話機とユーザの組み合せのファイル形式

次の例は、電話機および固定ユーザの形式のテキストベース CSV ファイルの

フィールド、フィールド長、およびフィールドがオプションか必須かを示します。

First Name（必須、1 ～ 50 文字）,Last Name（必須、1 ～ 50 文字）,User ID（必
須、30 文字以内）,Password（オプション、20 文字以内）,Manager（オプショ
ン、30 文字以内）, Department（オプション、50 文字以内）,PIN（オプション、
20 桁以内の数字）,User Device Profile（オプション、50 文字以内）,User Locale
（オプション、50 文字以内）,Number of Lines（必須、1 桁または 2 桁の数字）,

MAC Address（必須、12 文字）,Description（オプション、50 文字以内）,Location
（オプション、50 文字以内）,Directory Number（オプション、24 桁以内の数字

または特殊文字）,Display（オプション、30 文字以内）,Line Text Label（オプ
ション、30 文字以内）,Forward Busy External（オプション、50 桁以内の数字ま

たは特殊文字）, Forward No Answer External（オプション、50 桁以内の数字ま

たは特殊文字）, Forward No Coverage External（オプション、50 桁以内の数字

または特殊文字）, Forward Busy Internal（オプション、50 桁以内の数字または

特殊文字）,Forward No Answer Internal（オプション、50 桁以内の数字または特

殊文字）,Forward No Coverage Internal（オプション、50 桁以内の数字または特

殊文字）,Call Pickup Group（オプション、50/50 文字以内）,Speed Dial（オプ
ション、50 桁以内の数値または特殊文字）,Speed Dial Label（オプション、30 文

字以内）

例

John,Smith,johns,abcde,Daviss,12,12345,johnProfile,English United 
States,1,1231123245AB,Dallas,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,972
5557196,9725557112,9725557127,9725557158,9725557189,9725557121/TollByP
ass,1230000000,Helpdesk

CTI ポート /H.323 クライアントのファイル形式

次の例は、CTI ポートおよび H.323 クライアントの形式のテキストベース CSV

ファイルのフィールド長、およびフィールドがオプションか必須かを示します。

Number of Lines（必須、1 桁または 2 桁の数字）,Device Name（必須、CTI ポー

トの場合 15 文字以内、H.323 クライアントの場合 50 文字以内）,Description（オ
プション、50 文字以内）, Location（オプション、50 文字以内）,User ID（オプ
ション、1 ～ 30 文字）,Directory Number（オプション、24 桁以内の数字または
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特殊文字）,Display（オプション、30 文字以内）,Line Text Label（オプション、
30 文字以内）,Forward Busy External（オプション、50 桁以内の数字または特殊

文字）,Forward No Answer External（オプション、50 桁以内の数字または特殊

文字）,Forward No Coverage External（オプション、50 桁以内の数字または特殊

文字）,Forward Busy Internal（オプション、50 桁以内の数字または特殊文字）,

Forward No Answer Internal（オプション、50 桁以内の数字または特殊文字）,

Forward No Coverage Internal（オプション、50 桁以内の数字または特殊文字）,

Call Pickup Group（オプション、50/50 文字以内）

例

1,TAPS Port 1,CTI TAPS Port 1,Dallas,johns,9728437154,9728437154, 
Mike,9728437172,9728437196,9728437127,9728437154,9728437178, 
9728437189,9728437121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

CTI ポートとユーザの組み合せ、および H.323 クライアントとユーザの組み合せのファ
イル形式

次の例は、CTI ポートとユーザ、および H.323 クライアントとユーザの形式のテ

キストベース CSV ファイルのフィールド長、およびフィールドがオプションか

必須かを示します。

First Name（必須、1 ～ 50 文字）,Last Name（必須、1 ～ 50 文字）,User ID（必
須、30 文字以内）,Password（オプション、20 文字以内）,Manager（オプショ
ン、30 文字以内）,Department（オプション、50 文字以内）,PIN（オプション、
20 桁以内の数字）,User Device Profile（オプション、50 文字以内）,User Locale
（オプション、50 文字以内）,Number of Lines（必須、1 桁または 2 桁の数字）,

Device Name（必須、CTI ポートとユーザの組み合せの場合 15 文字、H.323 クラ

イアントとユーザの組み合せの場合 50 文字）,Description（オプション、50 文字

以内）,Location（オプション、50 文字以内）,Directory Number（オプション、
24 桁以内の数字または特殊文字）,Display（オプション、30 文字以内）,Line Text
Label（オプション、30 文字以内）,Forward Busy External（オプション、50 桁

以内の数字または特殊文字）,Forward No Answer External（オプション、50 桁

以内の数字または特殊文字）,Forward No Coverage External（オプション、50 桁

以内の数字または特殊文字）,Forward Busy Internal（オプション、50 桁以内の

数字または特殊文字）,Forward No Answer Internal（オプション、50 桁以内の数

字または特殊文字）,Forward No Coverage Internal（オプション、50 桁以内の数

字または特殊文字）,Call Pickup Group（オプション、50/50 文字以内）
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例

John,Smith,johns,abcde,Daviss,12,12345,johnProfile,English United 
States,1,TAPS Port 1,CTI TAPS Port 
1,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,9725557112,97255571
27,9725557158,9725557189,9725557121/TollByPass,1230000000,Helpdesk

（注） いずれかのフィールドの中で、コンマまたは二重引用符を値の一部として使用す

る場合は、テキスト値全体を二重引用符で囲んで、これを 1 つの値として指定す
る必要があります。 
たとえば、John,Bill をテキスト値として入力する場合は、“John,Bill” と入力する
必要があります。 
値に二重引用符を入力する場合は、二重引用符を 2 つの連続した二重引用符に置
き換え、その値全体を二重引用符で囲む必要があります。たとえば、John “Chief
は、“John”“Chief” と入力します。

関連項目

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 回線の更新（P.3-76）

• 新しい電話機とユーザの追加（P.4-28）

All Phone Details オプション用のエクスポート ファイルのフィールド 

エクスポート ユーティリティを使用して電話機レコードのすべての詳細を含む

ファイルを生成する場合、エクスポート ファイルは次の形式でなければなりま

せん。次の例に、すべての詳細エクスポート ファイル内のフィールドの長さお

よびタイプを示します。 

注意 エクスポート ユーティリティで生成したファイルは、編集しないことをお勧め
します。Logout time や Login time などのフィールドはシステムが動的に生成する
ため、一切編集しないでください。login user ID フィールドと Product Specific
XML フィールドは、適切に動作するには正確である必要があるので、編集しな
いでください。製品固有の設定を更新するには、BAT を使用します。
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<<DEVICE>>MAC Address（必須）,Description（オプション、50 文字以内）,Device
Pool（必須、50 文字以内）,Calling Search Space（オプション、50 文字以内）,
AAR Calling Search Space（オプション、24 文字以内）,Media Resource Group
List（必須、50 文字以内）,User Hold Audio Service（オプション、50 文字以内）,
Network Hold Audio Source（オプション、50 文字以内）,Location（オプション、
50 文字以内）,User Locale（オプション、50 文字以内）,Network Locale（オプ
ション、100 文字以内）,Phone Button Template（必須、50 文字以内）,Expansion
Module Type I（オプション、50 文字以内）,Expansion Module Type II（オプショ
ン、50 文字以内）, Softkey Template（オプション、50 文字以内）,Phone Load
Name（オプション、32 文字以内）,Module 1 Load Name（オプション、32 文字

以内）,Module 2 Load Name（オプション、32 文字以内）,Login User ID（オプ
ション、1 ～ 30 文字）,Built in Bridge（オプション、32 文字以内）,MLPP Indication
（オプション、32 文字以内）,MLPP Preemption（オプション、32 文字以内）,MLPP

Domain（オプション、32 文字以内）,Retry Video Call as Audio（オプション）,
Privacy（オプション）,Security Mode（オプション）,Ignore presentation Indicators
（オプション）,Single Packet Capture Mode（オプション）,Packet Capture Duration
（オプション）,Certification Operation,Authentication Mode（オプション）,

Authentication String,Key Size（ビット）,Operation Completes By（オプション）

<<MODEL SPECIFIC>> Information（オプション、255 文字以内）,Directory（オ
プション、255 文字以内）,Messages（オプション、255 文字以内）,Services（オ
プション、255 文字以内）,Authentication Server（オプション、255 文字以内）,

Proxy Server（オプション、255 文字以内）,Idle（オプション、255 文字以内）,

Idle Timer（オプション、5 桁以内の数字）,Enable Extension Mobility（オプショ
ン、ブール）,Logout Profile（オプション、1 ～ 50 文字）,Login User ID（オプ
ション、1 ～ 30 文字）,Login Time（ログイン サービスにより書き込み）,Logout
Time（ログイン サービスにより書き込み）,Disable Speaker Phone（オプション）,
Disable Speaker Phone and Headset（オプション）,Forwarding Delay（オプショ
ン）, PC Port（オプション）,SRS Telephony Enable（オプション）

<<LINE>>Directory Number（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,
Partition（オプション、50 文字以内）,Voice Mail Profile（オプション、50 文字

以内）,Calling Search Space（オプション、50 文字以内）,AAR Group（オプショ
ン、20 文字以内）,Line User Hold Audio Source（オプション、50 文字以内）,Line
Network Hold Audio Source（オプション、50 文字以内）,Auto Answer（必須、50

文字以内）,Forward All to Voice Mail（オプション）,Forward All Destination（オ
プション、50 文字以内）,Forward All CSS（オプション、24 桁以内の数字）,Forward
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Busy External to Voice Mail（オプション）,Forward Busy External Destination（オ
プション、50 桁以内の数字）,Forward Busy External CSS（オプション、24 桁以

内の数字）,Forward No Answer External to Voice Mail（オプション）,Forward
No Answer External Destination（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No
Answer External CSS（オプション、24 桁以内の数字）,Forward on Failure to
Voice Mail（オプション、50 桁以内の数字）,Forward on Failure destination（オ
プション、50 桁以内の数字）,Forward on Failure CSS（オプション、24 桁以内

の数字）,Call Pickup Group（オプション、50/50 文字以内）,Forward Busy Internal
to Voice Mail（オプション）,Forward Busy Internal Destination（オプション、50

桁以内の数字）,Forward Busy Internal CSS（オプション、24 桁以内の数字）,
Forward No Answer Internal to Voice Mail（オプション）,Forward No Answer
Internal Destination（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No Answer Internal
CSS（オプション、24 桁以内の数字）,Forward NoCall Coverage External to Voice
Mail（オプション）,Forward No Call Coverage External Destination（オプショ
ン、50 桁以内の数字）,Forward No Call Coverage External CSS（オプション、24

桁以内の数字）,Forward NoCall Coverage Internal to Voice Mail（オプション）,
Forward No Call Coverage Internal Destination（オプション、50 桁以内の数字）,
Forward No Call Coverage Internal CSS（オプション、24 桁以内の数字）,Display
（オプション、内部発信者 ID の場合は 30 文字以内）,External Phone Mask（オプ
ション、30 桁以内の数字または X。X はマスクを表す）,Message Waiting Lamp
Policy（オプション、50 文字以内）,Ring Setting when idle（オプション、50 文字

以内）,Line Text Label（オプション、30 文字以内）,Ring Setting when Active（オ
プション、50 文字以内）,No Answer Ring Duration（オプション、3 桁以内の数

字）,MLPP Target Destination（オプション、50 文字以内）,MLPP Calling Search
Space（オプション、50 文字以内）,MLPP No Answer Ring Duration（オプショ
ン、3 桁以内の数字）,Max Num Calls（オプション、3 桁以内の数字）,Busy Trigger
（オプション、3 桁以内の数字）,Call Info Display Mask,Alerting Name

<<USER>>User ID（オプション、1 ～ 30 文字）

<<SPEEDDIALS>>Speed Dial Number 1（オプション、50 桁以内の数字または特

殊文字）,Speed Dial Label 1（オプション、30 文字以内）

<<SERVICES>>Service Name 1（オプション、100 文字以内）,Subscribed Service
Name 1（オプション、50 文字以内）,Parameter Name 1（オプション、50 文字以

内）,Parameter Value 1（オプション、100 文字以内）
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付録 A      テキストベースの CSV ファイル
電話機用のテキストベース CSV ファイルの作成

関連項目

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機エクスポートの使用方法（P.10-4）

• Cisco CallManager サーバから別の Cisco CallManager サーバへのレコードの
移動（P.10-2）

電話機 CSV ファイルの例

次のリストは、一般的に使用される電話機 CSV データ ファイルの例です。

テンプレート アトリビュート：Forward Busy Destination の使用

電話機テンプレートで Forward Busy Destination が 3001 の場合、CSV ファイル内

で Forward Busy Destination に値の指定がないすべてのレコードは、3001 を使用

します。

1,1231123245AB,SEP1231123245AB,Dallas,johns,9728437154,9728437154,Mike
,,9728437196,9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,9728437121/To
llByPass,1230000000,Helpdesk 

電話機の説明を入力しない

電話機の説明がブランクである場合は、次の形式で指定します。

1,1231123245AB,,Dallas,johns,9728437154,9728437154,Mike,9728437172,972
8437196,9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,9728437121/TollByP
ass,1230000000,Helpdesk

アクティブな回線またはロケーションを入力しない

アクティブの回線が必要ない場合で、ロケーションもブランクの場合は、次の形

式で指定します。

0,1231123245AB,SEP1231123245AB,,,1230000000,HelpDesk
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2 回線のアクティブ回線

アクティブの回線が 2 回線必要な場合は、次の形式で指定します。

1,1231123245AB,SEP1231123245AB,Dallas,johns,9725557154,9725557154,Mike
,9725557172,9725557196,9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,972
5557121/TollByPass,9725557155,9725557155,Kelvin,9725557133,9725557196,
9728437112,9728437145,9728437187,9728437198,9725557112/TollByPass,1230
000000,Helpdesk

（注） MAC Address に対しては、MAC アドレス値を入力するか、ダミー MAC アドレ
スの作成オプションのチェックボックスをオンにしてください。

必須の電話機入力

単一の回線が必要であるときに、必須値だけを組み込み、オプション値をまった

く組み込まない場合は、次の形式で指定します。

1,1231123245AB,,,,9725557154,,,,,

ダミー MAC アドレス オプションの使用

ダミー MAC アドレスのオプションを選択しているときに、1 回線を使用する場

合は、次の形式で指定します。

1,,SEP1231123245AB,Dallas,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,972555
7196,9728437127,9728437154,9728437178,9728437189,9725557121/TollByPass
,johns,1230000000,Helpdesk 

関連項目

• 電話機の追加（P.3-2）

• 電話機の更新（P.3-64）

• 回線の更新（P.3-76）

• 新しい電話機とユーザの追加（P.4-28）
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付録 A      テキストベースの CSV ファイル
ユーザ用のテキストベース CSV ファイルの作成

ユーザ用のテキストベース CSV ファイルの作成
ユーザを追加するときに、データ入力に BAT スプレッドシートを使用せずに

ASCII テキスト行を使用し、値をコンマで区切ったコンマ区切り値（CSV）ファ

イルを作成できます。

ユーザ用の CSV テキスト ファイルを作成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ（Notepad など）、または CSV ファイルのエクスポートや作成

が可能なアプリケーションを開きます。

ステップ 2 Cisco CallManager に追加するユーザごとに、行を変えて値を入力します。テキス

トベースの CSV ファイルで使用する形式の詳細については、P.A-14の「ユーザ

のファイル形式」を参照してください。

すべてのデバイスのデバイス名をコンマで区切って、レコードの終わりに入力す

ると、任意の数の既存デバイスを新しいユーザに関連付けることができます。

デバイスを制御しないユーザに対しても、電話番号を関連付けることができま

す。

（注） CSV ファイル内にブランク行があると、BAT の挿入時にエラーが発生し
ます。

ステップ 3 Cisco CallManager 用のパブリッシャ サーバ上の C:\BATFiles\Users\Insert Users 

フォルダにこのファイルを保存またはコピーします。

（注） BAT は、CSV ファイルへのアクセスに C:\BATFiles\Users\Insert Users フォ
ルダしか使用しません。
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関連項目

• ユーザのファイル形式（P.A-14）

• ユーザのファイル形式の更新（P.A-16）

ユーザのファイル形式

ヒント PIN と Password の値は、CSV ファイル上に指定するか、BAT でファイルを挿入
するときに指定する必要があります。ユーザまたはユーザのグループごとに個別

の PIN またはパスワードを適用する場合は、CSV ファイルで PIN とパスワード
を指定してください。すべてのユーザが使用できるデフォルトの PIN とパスワー
ドを使用する場合は、CSV で PIN またはパスワードの値を指定するのではなく、
BAT を使用して CSV ファイルを Cisco CallManager に挿入するときに指定してく
ださい。 

次のサンプル形式と例は、ユーザ用のテキストベース CSV ファイルのフィール

ド、フィールド長、およびフィールドがオプションか必須かを示します。

First Name（必須、1 ～ 50 文字）,Last Name（必須、1 ～ 50 文字）,User ID（必
須、30 文字以内）,Password（オプション、20 文字以内）,Manager（オプショ
ン、30 文字以内）,Department（オプション、50 文字以内）,PIN（オプション、
20 文字以内）,User Device Profile（オプション、50 文字以内）,User Locale（オ
プション、50 文字以内）,Controlled Device Name 1（オプション、50 文字以内）,
Directory Number（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,Controlled
Device Name 2（オプション、50 文字）

Device Name1 に値を入力しないと、Device Name2 には値を入力できません。

例

John,Smith,johns,abc123de,karend,0012055,9989,johns profile,English
United States,SEP1231123245AB,9725557154,SEP0010EB001234

フィールドがブランクであっても、区切り文字を指定する必要があります。CSV

ファイルの作成時には、次の例とサンプル CSV レコードを参照してください。
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付録 A      テキストベースの CSV ファイル
ユーザ用のテキストベース CSV ファイルの作成

例 1

ユーザのマネージャがブランクである場合は、次の形式で指定します。

John,Smith,johns,abc123de,,0012055,9989,johns profile,English United
States,SEP1231123245AB,9725557154,SEP0010EB001234

例 2

必須フィールドだけを指定する場合は、次の形式で指定します。

John,Smith,johns,,,,,,,,

例 3

必須フィールドだけを指定して、ユーザを電話機に関連付ける場合は、次の形式

で指定します。

John,Smith,johns,,,,,,,SEP1231123245AB,

例 4

ユーザは、複数のデバイスを制御できます。追加デバイスのデバイス名を、レ

コードの終わりに追加できます。

• ユーザが 1 台のデバイスだけを制御する場合は、次の形式で指定します。

John,Smith,johns,abc123de,karend,0012055,9989,johns profile,English
United States,SEP1231123245AB,9725557154

• ユーザが 3 台のデバイスを制御する場合は、次の形式で指定します。

John,Smith,johns,abc123de,karend,0012055,9989,johns profile,English 
UnitedStates,SEP1231123245AB,9725557154,SEP0010EB001234,SEP0010EB4
32101
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ユーザのファイル形式の更新

ユーザ更新用の CSV テキスト ファイルを作成するには、テキスト エディタを使

用します。このファイルをパブリッシャ サーバ上の C:\BATFiles\Users\Update

Users に保存またはコピーします。 

レコードを更新する場合は、ファイルのすべての必須フィールドを指定する必要

があります。すでに値を格納しているにもかかわらず、オプション フィールド

をブランクにしてレコードを更新すると、その値はブランクにリセットされま

す。すでに格納されている値を保持する方法については、P.4-13の「格納済みの

値の保持」を参照してください。

次のサンプル形式はユーザ更新用のフィールド長と文字列タイプを示し、その後

に CSV ファイルの例を示します。

UserID（必須、1 ～ 30 文字）,Manager（オプション、30 文字以内、グローバル

ディレクトリ内の既存 ID を使用する必要あり）,Department（オプション、50 文

字以内）,User Device Profile（オプション、50 文字以内）,User Locale（オプショ
ン、50 文字以内）,MAC Address（オプション、12 文字以内）,Directory Number
（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）

例

johns,Daviss,123,johnProfile,English United 
States,SEP8612113425AC,9725557154

（注） フィールドがブランクであっても、区切り文字を指定する必要があります。CSV
ファイルの作成時には、次の例とサンプル CSV レコードを参照してください。

例 1

ユーザのマネージャがブランクである場合は、次の形式で指定します。

johns,,123,johnProfile,English United 
States,SEP8612113425AC,9725557154
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付録 A      テキストベースの CSV ファイル
ユーザ用のテキストベース CSV ファイルの作成

例 2

優先する言語を最初に入力し、次に国 /地域名を入力します。次の 3 つの例を参

考にしてください。

English United States, French France, German Germany

例 3

必須フィールドには、次を含みます。

John,Daviss,123,johnProfile,,,

関連項目

• ユーザの追加（P.4-2）

• ユーザの更新（P.4-13）
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ユーザ デバイス プロファイル用のテキストベース CSV ファ
イルの作成

ユーザ デバイス プロファイルを追加するときに、データ入力に BAT スプレッド

シートを使用せずに ASCII テキスト行を使用し、値をコンマで区切ったコンマ区

切り値（CSV）ファイルを作成できます。

（注） いずれかのフィールドの中で、コンマまたは二重引用符を文字列として使用する

場合は、テキスト全体を二重引用符で囲む必要があります。 

ユーザ デバイス プロファイル用の CSV テキスト ファイルを作成するには、次

の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CSV ファイルを作成するために、Microsoft Notepad を開きます。

ステップ 2 Cisco CallManager に追加するユーザ デバイス プロファイルごとに行を変えて値

を入力します。テキストベースの CSV ファイルで使用する形式の詳細について

は、P.A-19の「ユーザ デバイス プロファイルのファイル形式」を参照してくだ

さい。

（注） CSV ファイル内にブランク行があると、BAT の挿入時にエラーが発生し
ます。

ステップ 3 CiscoCallManager 用のパブリッシャ サーバ上の C:\BATFiles\User Device Profiles

フォルダにこのファイルを保存またはコピーします。
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付録 A      テキストベースの CSV ファイル
ユーザ デバイス プロファイル用のテキストベース CSV ファイルの作成

（注） BAT は、CSV ファイルへのアクセスに C:\BATFiles\User Device Profiles
フォルダしか使用しません。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルのファイル形式（P.A-19）

• 2 回線と 2 短縮ダイヤルを持つユーザ デバイス プロファイル（P.A-20）

• All Details オプションを使用するユーザ デバイス プロファイルの エクス
ポート ファイルのフィールド（P.A-21）

ユーザ デバイス プロファイルのファイル形式

次のサンプル形式はユーザ デバイス プロファイル用のフィールド長と文字列タ

イプを示し、その後に CSV ファイルの例を示します。

Number of Lines（必須、1 桁または 2 桁の数字）,Device Profile Name（必須、1

～ 50 文字）,Description（オプション、1 ～ 50 文字）,Login UserID（オプショ
ン、4 ～ 30 文字）,Directory Number（オプション、24 桁以内の数字または特殊

文字）,Display（オプション、内部発信者 ID の場合は 30 文字以内）,Line Text
Label（オプション、30 文字以内）,Forward Busy External Destination（オプショ
ン、50 桁以内の数字）,Forward No Answer External Destination（オプション、50

桁以内の数字）,Forward No Coverage External（オプション、50 桁以内の数字）,
Forward Busy Internal Destination（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No
Answer Internal Destination（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No Coverage
Internal（オプション、50 桁以内の数字）,Call Pickup Group（オプション、50/50

文字以内）,Speed Dial Number（オプション、50 桁以内の数字）,Speed Dial Label
（オプション、30 文字以内）

例

1,John Profile,John's 
Profile,Johns,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,9725557
126,9725557154,9725557178,9725557189,9725557121/TollByPass,1230000000,
Helpdesk 
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例 1

フィールドがブランクであっても、区切り文字を指定する必要があります。次の

例は、Display の設定値を指定しない場合の正しい形式を示しています。

1,John Profile,John's 
Profile,Johns,9725557154,,Mike,9725557172,9725557196,9725557126,972555
7154,9725557178,9725557189,9725557121/TollByPass,1230000000,Helpdesk 

例 2

プロファイルに回線を設定せず、必須フィールドだけを追加する場合は、次の例

のように指定します。

John Profile,,,,

例 3

必須フィールドだけを入力し、ユーザ デバイス プロファイルを電話番号 1 つだ

けに関連付ける場合は、次のようになります。

John Profile,,,9725557154,,,,,

2 回線と 2 短縮ダイヤルを持つユーザ デバイス プロファイル

次の形式例では、2 回線を持つユーザ デバイス プロファイル用の CSV ファイル

のフィールド長と文字列タイプを示しています。

Number of Lines（必須、1 桁または 2 桁の数字）,User Device Profile Name（必
須、1 ～ 50 文字）,Description（オプション、1 ～ 50 文字）,Login UserID（オプ
ション、4 ～ 30 文字）,Directory Number1（オプション、24 桁以内の数字また

は特殊文字）,Display1（オプション、内部発信者 ID の場合は 30 文字以内）,Line
Text Label1（オプション、30 文字以内）,Forward Busy External Destination1（オ
プション、50 桁以内の数字）,Forward No Answer External Destination1（オプ
ション、50 桁以内の数字）,Forward No Coverage External Destination1（オプ
ション、50 桁以内の数字）,Forward Busy Intermal Destination1（オプション、50

桁以内の数字）,Forward No Answer Internal Destination1（オプション、50 桁以

内の数字）,Forward No Coverage Internal Destination1（オプション、50 桁以内

の数字）,Call Pickup Group1（オプション、50/50 文字以内）,Directory Number2
（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,Display2（オプション、内部発
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付録 A      テキストベースの CSV ファイル
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信者 ID の場合は 30 文字以内）,Line Text Label2（オプション、30 文字以内）,
Forward Busy External Destination2（オプション、50 桁以内の数字）,Forward
No Answer External Destination2（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No
Coverage External Destination2（オプション、50 桁以内の数字）,Forward Busy
Intermal Destination2（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No Answer Internal
Destination2（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No Coverage Internal
Destination2（オプション、50 桁以内の数字）,Call Pickup Group2（オプション、
50/50 文字以内）,Speed Dial Number1（オプション、50 桁以内の数字）,Speed
Dial Label1（オプション、30 文字以内）,Speed Dial Number2（オプション、50

桁以内の数字）,Speed Dial Label2（オプション、30 文字以内）

例

1,John Profile,John's 
Profile,John’s,9725557154,9725557154,Mike,9725557172,9725557196,972555
7126,9725557154,9725557178,9725557189,9725557121/TollByPass,9725557155
,9725557155,Kelvin,9725557133,9725557196,9725557113,9725557145,9725557
187,9725557198,9725557112/TollByPass,1230000000,Helpdesk,2149523460,Ke
ith

All Details オプションを使用するユーザ デバイス プロファイルの エクスポート ファイ
ルのフィールド 

エクスポート ユーティリティを使用してユーザ デバイス プロファイルのすべて

の詳細を含むファイルを生成する場合、エクスポート ファイルは次の形式にな

ります。次の例で、すべての詳細エクスポート ファイル内のフィールドの長さ

およびタイプを示します。 

エクスポート ユーティリティは、ユーザ デバイス プロファイルのモデル固有

フィールドは生成しません。

注意 エクスポート ユーティリティで生成したファイルは、編集しないことをお勧め
します。Logout time や Login time などの一部のフィールドはシステムが動的に生
成するため、一切編集しないでください。login user ID と Product Specific XML
フィールドは、適切に動作するには正確である必要があるので、編集しないでく

ださい。製品固有の設定を更新するには、BAT を使用します。
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<<DEVICE>>User Device Profile name（必須、1 ～ 50 文字）,Description（オプ
ション、1 ～ 50 文字）,Device Pool（必須、50 文字以内）,Calling Search Space
（オプション、50 文字以内）,AAR Calling Search Space（オプション、24 文字以

内）,Media Resource Group List（必須、50 文字以内）,User Hold Audio Service
（オプション、50 文字以内）,Network Hold Audio Source（オプション、50 文字

以内）,Login UserID（オプション、30 文字以内）,User Locale（オプション、50

文字以内）,Network Locale（オプション、100 文字以内）,Phone Button Template
（必須、50 文字以内）,Expansion Module Type I（オプション、50 文字以内）,

Expansion Module Type II（オプション、50 文字以内）,Softkey Template（オプ
ション、50 文字以内）,Phone Load Name（オプション、32 文字以内）,Module I
Load Name（オプション、32 文字以内）,Module II Load Name（オプション、32

文字以内）,MLPP Indication（オプション、32 文字以内）,MLPP Preemption（オ
プション、32 文字以内）,MLPP Domain（オプション、32 文字以内）

<<MODEL SPECIFIC>>Information（オプション、255 文字以内）,Directory（オ
プション、255 文字以内）,Messages（オプション、255 文字以内）,Services（オ
プション、255 文字以内）,Authentication Server（オプション、255 文字以内）,

Proxy Server（オプション、255 文字以内）,Idle（オプション、255 文字以内）,

Idle Timer（オプション、5 桁以内の数字）,Enable Extension Mobility（オプショ
ン、ブール）,Logout Profile（オプション、1 ～ 50 文字）,Login User ID（オプ
ション、1 ～ 30 文字）,Login Time（ログイン サービスにより書き込み）,Logout
Time（ログイン サービスにより書き込み）,Product Specific XML

<<LINE>>Directory Number（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,
Partition（オプション、50 文字以内）,Voice Mail Profile（オプション、50 文字

以内）,Line Calling Search Space（オプション、50 文字以内）,AAR Group（オ
プション、20 文字以内）,Line User Hold Audio Source（オプション、50 文字以

内）, Line Network Hold Audio Source（オプション、50 文字以内）,Auto Answer
（必須、50 文字以内）, Forward All to Voice Mail（オプション）, Forward All

Destination（オプション、50 桁以内の数字）, Forward All CSS（オプション、24

桁以内の数字）, Forward Busy External Destination（オプション、50 桁以内の数

字）,Forward Busy External CSS（オプション、24 桁以内の数字）, Forward No
Answer External Destination（オプション、50 桁以内の数字）,Forward No Answer
External CSS（オプション、24 桁以内の数字）,Forward on Failure destination
（オプション、50 桁以内の数字）,Forward on Failure CSS（オプション、24 桁以

内の数字）,Call Pickup Group（オプション、50/50 文字以内）,Forward Busy
Internal Destination（オプション、50 桁以内の数字）,Forward Busy Internal CSS
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（オプション、24 桁以内の数字）, Forward No Answer Internal Destination（オプ
ション、50 桁以内の数字）,Forward No Answer Internal CSS（オプション、24

桁以内の数字）,Forward No Call Coverage External Destination（オプション、50

桁以内の数字）,Forward No Call Coverage External CSS（オプション、24 桁以内

の数字）,Forward No Call Coverage Internal Destination（オプション、50 桁以内

の数字）,Forward No Call Coverage Internal CSS（オプション、24 桁以内の数

字）,Display（オプション、内部発信者 ID の場合は 30 文字以内）,External Phone
Mask（オプション、30 桁以内の数字または X。X はマスクを表す 30 桁以内の数

字または X。X はマスクを表す）, Message Waiting Lamp Policy（オプション、
50 文字以内）,Ring Setting When Idle（オプション、50 文字以内）,Line Text Label
（オプション、30 文字以内）,Ring Setting When Active（オプション、50 文字以

内）,No Answer Ring Duration（オプション、3 桁以内の数字）,MLPP Target
Destination（オプション、50 文字以内）,MLPP Calling Search Space（オプショ
ン、50 文字以内）,MLPP No Answer Ring Duration（オプション、3 桁以内の数

字）, Max Num Calls（オプション、3 桁以内の数字）, Busy Trigger（オプショ
ン、3 桁以内の数字）,Call Info Display Mask,Alerting Name

<<USER>>User ID（オプション、1 ～ 30 文字）

<<SPEEDDIALS>>Speed Dial Number 1（オプション、50 桁以内の数字または特

殊文字）,Speed Dial Label 1（オプション、30 文字以内）

<<SERVICES>>Service Name 1（オプション、100 文字以内）,Subscribed Service
Name 1（オプション、50 文字以内）,Parameter Name 1（オプション、50 文字以

内）,Parameter Value 1（オプション、100 文字以内）

（注） ブール値の設定には、True と False を使用します。

関連項目

• ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.6-2）

• 既存の電話機および UDP への回線の追加（P.3-89）

• ユーザ デバイス プロファイル エクスポートの使用方法（P.10-15）



付録 A      テキストベースの CSV ファイル
Cisco IPMA マネージャとアシスタントのアソシエーション用のテキストベース CSV ファイルの作成

A-24
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

Cisco IPMA マネージャとアシスタントのアソシエーション
用のテキストベース CSV ファイルの作成

IPMA マネージャおよびアシスタントを追加するときに、データ入力に BAT ス

プレッドシートを使用せずに ASCII テキスト行を使用し、値をコンマで区切った

コンマ区切り値（CSV）ファイルを作成できます。

IPMA マネージャおよびアシスタント用の CSV テキスト ファイルを作成するに

は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テキストエディタ（Notepad など）、または CSV ファイルのエクスポートや作成

を可能にするアプリケーションを開きます。

ステップ 2 Cisco CallManager に追加するマネージャとアシスタントのアソシエーションご

とに、行を変えて値を入力します。テキストベースの CSV ファイルで使用する

形式の詳細については、P.A-25の「マネージャおよびアシスタントのファイル形

式」を参照してください。

（注） CSV ファイル内にブランク行があると、BAT の挿入時にエラーが発生し
ます。

マネージャとアシスタントのユーザ ID をコンマで区切ってレコードの末尾に入

力すると、1 人のマネージャにアシスタントを複数割り当てることができます。

ステップ 3 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上の次

のフォルダに、CSV ファイルを保存またはコピーします。

• 挿入または更新の場合：C:\BATFiles\ManagersAssistants\Insert

• 削除の場合：C:\BATFiles\ManagersAssistants\Delete
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（注） BAT は、指定されたフォルダ内のマネージャ アシスタント トランザク
ション用のファイルだけにアクセスして、該当する処理を行います。

マネージャおよびアシスタントのファイル形式

次のサンプル形式と例は、IPMA マネーシャとアシスタントのアソシエーション

用のフィールド長と文字列タイプを示します。Manager ID にはマネージャのユー

ザ ID を、Assistant ID にはアシスタントのユーザ ID を指定します。Assistant ID

を最初にセットしてその後に Manager ID のリストを続けると、1 人のアシスタン

トに複数のマネージャを関連付けることもできます。CSV ファイルを挿入する

ときに、アソシエーションのタイプを選択します。

デフォルトのマネージャとアシスタントのアソシエーション

ManagerID（必須、1 ～ 30 文字）,AssistantID 1（必須、1 ～ 30 文字）,AssistantID
2（必須、1 ～ 30 文字）...AssistantID #（必須、1 ～ 30 文字）

例

Johns,Mikeh,Larryh

デフォルトのアシスタントとマネージャのアソシエーション

AssistantID（必須、1 ～ 30 文字）,ManagerID 1（必須、1 ～ 30 文字）,ManagerID
2（必須、1 ～ 30 文字）...ManagerID #（必須、1 ～ 30 文字）

例

Larryh,Johns,Mikeb,Karend
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カスタムのマネージャとアシスタントのアソシエーション

プロキシ回線設定の場合、アシスタント電話機にプロキシ回線を指定する CSV

データファイルを次の形式で作成できます。

ManagerID（必須、1 ～ 30 文字）,Device Name（オプション、15 文字）,Intercom
DN（オプション、1 ～ 24 文字）,Assistant User ID（必須、1 ～ 30 文字）,Device
Name（オプション、15 文字）,Intercom DN（オプション、1 ～ 24 文字）,Proxy
Line DN（必須、1 ～ 24 文字）,Manager Line DN（必須、1 ～ 24 文字）

例

Johns,SEP1231123245AB,90001,Mikeh,SEP2342342342AB,20001,20002,90002

関連項目

• マネージャとアシスタントのアソシエーション用の CSV データ ファイルの
作成（P.5-15）

• Cisco CallManager へのマネージャとアシスタントのアソシエーションの挿
入（P.5-21）



A-27
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

付録 A      テキストベースの CSV ファイル
Cisco VG200 ゲートウェイ用のテキストベース CSV ファイルの作成

Cisco VG200 ゲートウェイ用のテキストベース CSV ファイ
ルの作成

Cisco VG200 ゲートウェイを追加するときに、データ入力に BAT スプレッドシー

トを使用せずに ASCII テキスト行を使用し、値をコンマで区切ったコンマ区切り

値（CSV）ファイルを作成できます。

VG200 ゲートウェイ用の CSV テキスト ファイルを作成するには、次の手順を実

行します。

手順

ステップ 1 テキストエディタ（Notepad など）、または CSV ファイルのエクスポートや作成

を可能にするアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ゲートウェイごとに行を変えて、Cisco CallManager に追加するゲートウェイと

ポートごとに、値を入力します。

説明および例については、P.A-28の「FXO トランクまたは FXS トランクの CSV

ファイル形式」と P.A-29の「T1 CAS トランク、T1 PRI トランク、または E1 PRI

トランクのファイル形式」を参照してください。

（注） CSV ファイル内にブランク行があると、BAT の挿入時にエラーが発生し
ます。

ステップ 3 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上の 

C:\BATFiles\VG200Gateways フォルダに、CSV ファイルを保存またはコピーしま

す。

（注） BAT は、CSV ファイルへのアクセスに C:\BATFiles\VG200Gateways フォ
ルダしか使用しません。
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関連項目

• FXO トランクまたは FXS トランクの CSV ファイル形式（P.A-28）

• T1 CAS トランク、T1 PRI トランク、または E1 PRI トランクのファイル形式
（P.A-29）

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

FXO トランクまたは FXS トランクの CSV ファイル形式

次のサンプル形式は Cisco VG200 ゲートウェイ用の必要なフィールド長と文字

列タイプを示し、その後に CSV ファイルの例を示します。

MGCP Domain Name（必須、1 ～ 64 文字）,Description（オプション、100 文字

以内）,Port 1 Description（オプション、50 文字以内）,Port 1 Directory Number
（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,Port 1 Partition（オプション、

50 文字以内）,Port 2 Description（オプション、50 文字以内）,Port 2 Directory
Number（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,Port 2 Partition（オプ
ション、50 文字以内）,Port 3 Description（オプション、50 文字以内）,Port 3
Directory Number（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,Port 3 Partition
（オプション、50 文字以内）,Port 4 Description（オプション、50 文字以内）,Port

4 Directory Number（オプション、24 桁以内の数字または特殊文字）,Port 4
Partition（オプション、50 文字以内）

例

MGCPTest,VG200 Lab Gateway,Port 1,97255572001,Partition1,
Port 2,97255572002,Partition2,Port 3,97255572003,Partition3,
Port 4,97255572004,Partition4

（注） フィールドがブランクであっても、コンマ区切り文字を指定する必要がありま

す。電話番号とルート パーティションは、Cisco VG200 Gateway テンプレート内
のポートタイプが POTS の場合にだけ指定してください。
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例 1

Cisco VG200 ゲートウェイの Description がブランクの場合は、次の形式で指定し

ます。

MGCPTest,,Port 1,97255572001,Partition1,Port 2,97255572002,Partition2,
Port 3,97255572003,Partition3,Port 4,97255572004,Partition4

例 2

Cisco VG200 Gateway テンプレートに、POTS タイプとして Port 1 と Port 2 しかな

い場合は、次の形式で指定します。

MGCPTest,VG200 Lab Gateway,Port 1,97255572001,Partition1,
Port 2,97255572002,Partition2,,,,,,

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco VG200 ゲートウェイの Cisco CallManager への挿入（P.7-18）

T1 CAS トランク、T1 PRI トランク、または E1 PRI トランクのファイル
形式

次のサンプル形式は Cisco VG200 ゲートウェイ用の必要なフィールド長と文字

列タイプを示し、その後に CSV ファイルの例を示します。

T1 CAS トランク

MGCP Domain Name（必須、1 ～ 64 文字）,MGCP Description（オプション、
100 文字以下）,Port Identifier 1（オプション、3 桁以下の数字）

例 1
MGCPTest,VG200 Lab Gateway,001

T1 PRI または E1 PRI

MGCP Domain Name（必須、1 ～ 64 文字）,MGCP Description（オプション、
100 文字以内）
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例 2
MGCPTest,VG200 Lab Gateway

（注） フィールドがブランクであっても、コンマ区切り文字を指定する必要がありま

す。

両トランク オプションの例

必須値だけを指定する場合は、次の形式で指定します。

MGCPTest,

T1 CAS の例

Cisco VG200 ゲートウェイの Description がブランクの場合は、次の形式で指定し

ます。

MGCPTest,,001

ポート識別子の場合、最初の数字は 0 または 1（Sub-Unit 0 か Sub-Unit 1 のいず

れかを示す）であり、その後にポート番号 01 ～ 24 が続きます。許容値は 001 ～

024 または 101 ～ 124 です。Cisco VG200 Gateway テンプレートに 3 つのポート

識別子がある場合は、次のようになります。

MGCPTest,VG200 Lab Gateway,001,002,003

関連項目

• Cisco VG200 ゲートウェイの追加（P.7-3）

• Cisco VG200 ゲートウェイの Cisco CallManager への挿入（P.7-18）
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Cisco Catalyst 6000 FXS ポート用のテキストベース CSV
ファイルの作成

Cisco Catalyst 6000 FXS ポートを追加するときに、データ入力に BAT スプレッド

シートを使用せずに ASCII テキスト行を使用し、値をコンマで区切ったコンマ区

切り値（CSV）ファイルを作成できます。

Cisco Catalyst 6000 FXS ポート用の CSV テキスト ファイルを作成する手順は、次

のとおりです。

手順

ステップ 1 テキストエディタ（Notepad など）、または CSV ファイルのエクスポートや作成

を可能にするアプリケーションを開きます。

ステップ 2 ポートごとに行を変えて、Cisco CallManager に追加するポートごとに、値を入力

します。テキストベースの CSV ファイルで使用する形式の詳細については、

P.A-32の「Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートのファイル形式」を参照してください。

（注） CSV ファイル内にブランク行があると、BAT の挿入時にエラーが発生し
ます。

ステップ 3 Cisco CallManager 用のパブリッシャ データベースを実行しているサーバ上の 

C:\BATFiles\Catalyst6000_24PortsFXSGateway に、CSV ファイルを保存またはコ

ピーします。

（注） BAT は、CSV ファイルへのアクセスに 
C:\BATFiles\Catalyst6000_24PortsFXSGateway フォルダしか使用しません。
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関連項目

• Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートのファイル形式（P.A-32）

• Cisco Catalyst 6000 FXS アナログ インターフェイス モジュール ポートの追加
（P.7-23）

Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートのファイル形式

CSV ファイルには、各ポートの情報がレコードとして含まれています。各レコー

ドには、ポートの詳細を追加または更新する先のゲートウェイの MAC アドレ

ス、およびそのゲートウェイ上のポート番号を指定します。 

（注） BAT は、Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイを追加しません。既存のゲー
トウェイにポートを追加するか、ポートを更新するだけです。

MAC アドレスには、既存の Cisco Catalyst 6000（FXS）ゲートウェイの MACア

ドレス値を入力してください。この MACアドレスは、Gateway Name の末尾の

12 文字分で構成されています。

CSV ファイル上のレコードで Partition に値を指定しない場合、これらのフィー

ルドには BAT テンプレートからの値が使用されます。

CSV ファイルで電話番号を指定する場合、Gateway Directory Number テンプレー

トも作成する必要があります。詳細については、P.7-3の「FXS ポート用のゲー

トウェイ電話番号テンプレートの作成」を参照してください。

次のサンプル形式は Catalyst 6000（FXS）ポート用の必要なフィールド長と文字

列タイプを示し、その後に CSV ファイルの例を示します。 

MAC Address（必須、12 文字）,Port Number（必須、2 桁の数字）,Directory Number
（オプション、24 文字以内の数字または特殊文字）,Partition（オプション、50 文

字以内）

例

1231123245AB,23,9725557250,Partition1
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（注） フィールドがブランクであっても、コンマ区切り文字を指定する必要がありま

す。 
電話番号も指定している場合以外は、Partition を指定しないでください。

例

ポートの電話番号がブランクである場合は、次の形式で指定します。

1231123245AB,23,,

必須値だけを追加する場合は、次の形式で指定します。

1231123245AB,23,,

関連項目

• Cisco Catalyst 6000（FXS）ポートの Cisco CallManager への挿入（P.7-27）

• Cisco CallManager における Cisco Catalyst 6000 FXS ポートの更新（P.7-29）
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Client Matter Codes と Forced Authorization Codes のテキス
トベースのカスタム CSV ファイルの作成

カスタムのテキストベース CSV ファイルを作成するには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 テキストエディタ（Notepad など）、または CSV ファイルのエクスポートや作成

を可能にするアプリケーションを開きます。

ステップ 2 コードごとに個別の行を使用して、カスタムの Client Matter Codes（CMC）用

CSV ファイルまたは Forced Authorized Codes（FAC）用 CSV ファイルを作成しま

す。手順は、次のとおりです。

• CMC の場合：ステップ 3、ステップ 5、およびステップ 6

• FAC の場合：ステップ 4、ステップ 5、およびステップ 6

ヒント 個別に 2 つの CSV ファイル（CMC 用と FAC 用の CSV ファイル）を
作成する必要があることに注意してください。

ステップ 3 CMC 用 CSV ファイルを作成するために、該当する情報を入力します。ここで、

x、y は次のフィールドを表します。

• x：Client Matter Code（すべての追加、更新、および削除の必須エントリ）

• y：Description（エントリの更新の場合はオプション）

たとえば、5555,Acme Toys のように入力することができます。ここで、5555 は

必須の Client Matter Code、Acme Toys は Description にそれぞれ相当します。
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ステップ 4 FAC 用 CSV ファイルを作成するために、該当する情報を入力します。ここで、

x、y、z は次のフィールドを表します。

• x：Forced Authorization Code（すべての追加、更新、および削除の必須エン
トリ）

• y：Authorization Code Name（エントリの更新の場合はオプション）

• z：Authorization Level（エントリの更新の場合はオプション）

たとえば、1234,John Smith,20 のように入力することができます。ここで、1234 

は Forced Authorization Code、John Smith は Authorization Code Name、20 は 

Authorization Level にそれぞれ相当します。

注意 新規コードの追加やコードの更新を行う場合は、必要な情報をすべて入力してく

ださい。既存のレコードでは、任意の部分を変更できますが、認証に必要な FAC
や CMC などは必ず含めなければなりません。情報を削除したりブランクにした
りしても、その情報はデータベースから削除されません。データベース内の既存

の値は、ブランクの値では上書きされませんが、前述の例にある値を Acme Toys,
Inc. や John L. Smith などに更新すると上書きされます。

ステップ 5 CSV ファイルをパブリッシャ データベース サーバのディレクトリに保存しま

す。保存先のディレクトリは、次のように、実行する内容によって異なります。

• CMC の追加または更新の場合：C:\BATFiles\CMC\Insert

• FAC の追加または更新の場合：C:\BATFiles\FAC\Insert

ステップ 6 次のタスクのいずれかを実行します。

• 追加または更新を行った場合は、P.8-16の「BAT を使用した Cisco CallManager
データベースの更新」で説明されているように、ファイルを BAT に挿入し
ます。

• コードの設定を削除する場合は、P.8-10の「コードの設定の削除」を参照し
てください。



付録 A      テキストベースの CSV ファイル
Client Matter Codes と Forced Authorization Codes のテキストベースのカスタム CSV ファイルの作成

A-36
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

関連項目

• CMC ファイル形式（P.A-36）

• CMC ファイル形式の更新（P.A-37）

• FAC ファイル形式（P.A-37）

• FAC ファイル形式の更新（P.A-38）

CMC ファイル形式

次のサンプル形式と例は、Client Matter Code 用のテキストベース CSV ファイル

のフィールド、フィールド長、およびフィールドがオプションか必須かを示しま

す。

Client Matter Code（必須、1 ～ 16 桁の数字）,Description（オプション、1 ～ 50

文字または & 文字）

例

1234567890123456,Marketing

例

フィールドの値にコンマが含まれている場合、そのフィールドは二重引用符で囲

んでください。コンマが含まれているフィールドは、次の形式で指定します。

1234567890123456,"Marketing, team” 
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CMC ファイル形式の更新

Client Matter Code 更新用の CSV テキスト ファイルを作成するには、テキスト エ

ディタを使用します。

次のサンプル形式は Client Matter Code 更新用のフィールド長と文字列タイプを

示し、その後に CSV ファイルの例を示します。

Client Matter Code（必須、1 ～ 16 桁の数字）,Description（オプション、1 ～ 50

文字または & 文字）

例

1234567890123456,Marketing

例

説明が空の場合は、次の形式で指定します。

1234567890123456, 

FAC ファイル形式

次のサンプル形式と例は、Forced Authorization Codes 用のテキストベース CSV

ファイルのフィールド、フィールド長、およびフィールドがオプションか必須か

を示します。 

Forced Authorization Code（必須、1 ～ 16 桁の数字）,Authorization Code Name
（必須、1 ～ 50 文字）,Authorization Level（必須、値の範囲は 1 ～ 255）

例

1234567890123456,John FAC,251

例

フィールドの値にコンマが含まれている場合、そのフィールドは二重引用符で囲

んでください。コンマが含まれているフィールドは、次の形式で指定します。

1234567890123456,"John, FAC",251
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FAC ファイル形式の更新

Client Matter Code 更新用の CSV テキスト ファイルを作成するには、テキスト エ

ディタを使用します。

次のサンプル形式は Forced Authorization Code 更新用のフィールド長と文字列タ

イプを示し、その後に CSV ファイルの例を示します。

Forced Authorization Code（必須、1 ～ 16 桁の数字）,Authorization Code Name
（必須、1 ～ 50 文字）,Authorization Level（必須、値の範囲は 1 ～ 255）

例

1234567890123456,John FAC,251

例

更新しない値にも区切り文字を組み込む必要があります。Authorization Code

Name だけを更新する必要がある場合は、次の形式で指定します。

1234567890123456,John FAC, 

Authorization Level だけを更新する必要がある場合は、次の形式で指定します。

1234567890123456,,251
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コール ピックアップ グループ用のテキストベース CSV ファ
イルの作成

カスタムのテキストベース CSV ファイルを作成するには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 テキストエディタ（Notepad など）、または CSV ファイルのエクスポートや作成

を可能にするアプリケーションを開きます。

ステップ 2 コール ピックアップ グループ名ごとに個別の行を使用し、次のステップに従っ

てカスタム コール ピックアップ グループ CSV ファイルを作成します。

ステップ 3 次の値を入力します。

Pickup Group Name, Pickup Group Number, Partition, Other Pickup Group 

Name-Member1...Other Pickup Group Name-Member10。

たとえば、Marketing,7815,Part1,Marketing,Managers,Training のように入力します。

ここで、Marketing は必須のピックアップ グループ名、7815 は必須のピックアッ

プ グループ番号です。Part1 はパーティション、Marketing、Managers、および 

Training はピックアップ グループ Marketing に関連するその他のピックアップ グ

ループ名です。

注意 情報を削除したりブランクにしたりしても、その情報はデータベースから削除さ

れません。データベース内の既存の値は、ブランクの値では上書きされません

が、前述の例にある値を Sales from Marketing などに更新すると上書きされます。

ステップ 4 CSV ファイルをパブリッシャ データベース サーバの C:\BatFiles\CPG\Insert\ ディ

レクトリに保存します。
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ステップ 5 次のタスクのいずれかを実行します。

• 追加または更新を行った場合は、P.9-12の「BAT を使用した Cisco CallManager
データベースの更新」で説明されているように、ファイルを BAT に挿入し
ます。

• コール ピックアップ グループの設定を削除する場合は、P.9-8の「クエリー
を使用したコール ピックアップ グループの削除」を参照してください。

関連項目

• CPG ファイル形式（P.A-40）

• CPG ファイル形式の更新（P.A-41）

CPG ファイル形式

次のサンプル形式と例は、コール ピックアップ グループ用のテキストベース

CSV ファイルのフィールド、フィールド長、およびフィールドがオプションか

必須かを示します。

Pickup Group Name（必須、1 ～ 50 文字）,Pickup Group Number（必須、1 ～ 24

桁の数字）,Partition（オプション、1 ～ 50 文字）,Other Pickup Group 
Name-Member1...Other Pickup Group Name-Member10（オプション、1 ～ 50 文

字）

例

Marketing,7815,Part1,Marketing,Managers,Training

例

Other Pickup Group Member 以外は、この時点で指定しないオプション値にも区切

り文字（コンマ）を付ける必要があります。 

Pickup Group の Partition がブランクの場合は、次の形式で指定します。

Marketing,7815, 



A-41
Bulk Administration Tool ユーザ ガイド

OL-7050-01-J

付録 A      テキストベースの CSV ファイル
コール ピックアップ グループ用のテキストベース CSV ファイルの作成

CPG ファイル形式の更新

Client Matter Code 更新用の CSV テキスト ファイルを作成するには、テキスト エ

ディタを使用します。

次のサンプル形式はコール ピックアップ グループ更新用のフィールド長と文字

列タイプを示し、その後に CSV ファイルの例を示します。

Pickup Group Name（必須、1 ～ 50 文字）,Pickup Group Number（必須、1 ～ 24

桁の数字）,Partition（オプション、1 ～ 50 文字）,Other Pickup Group 
Name-Member1...Other Pickup Group Name-Member10（オプション、1 ～ 50 文

字）

例

Marketing,,,Marketing,Managers,Training 

例

Other Pickup Group Member を更新しない場合は、区切り文字（コンマ）を付けな

いでください。次の形式で指定します。

Marketing,,,Managers,Marketing,Training 
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